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第１章 業務の概要 

１ 業務の背景と目的 

（１）「生活 Can do」開発の背景 

我が国の在留外国人の数は令和元年末には約２９３万人となり、令和４年６月に

は約２９６万人と過去最高となった。近年の在留外国人数の増加の背景には、外国

人労働者数の増加が影響しており、中長期的な滞在及び定住化の傾向も進んでい

る。また、国内の日本語学習者数も増加しており、その学習目的も多様化している。 

このため文化庁では、国内における外国人に対する日本語教育について多様な

視点から総合的に施策展開していくとともに、今後の日本語教育の在り方を検討す

る上での基礎資料を作成している。 

令和２年度には文化審議会国語分科会日本語教育小委員会の下に「「生活者と

しての外国人」のための「標準的なカリキュラム案」の改定に関するワーキンググル

ープ、令和３年度には「「生活 Can do」等の作成に関するワーキンググループ」を設

置し、「生活 Can do」の試案（以下、「生活 Can do」（案）という。）が作成された。令

和４年３月末時点で「生活 Can do」（案）は約８００の Can do から構成されている。 

本業務では「生活 Can do」（案）の妥当性検証に係る二つの調査を実施し、その

結果をもとにした「生活 Can do」（案）の精査及び修正を行い、より精度が高く生活

者に対する日本語教育に資するものとする。 

（２）「生活 Can do」の位置づけ 

「生活 Can do」は、「生活者としての外国人」を対象とした言語能力記述文（Can 

do）である。「標準的なカリキュラム案」と同様に、対象が「生活者としての外国人」

であることから、「カリキュラム案」に示される「生活上の行為」及び「生活上の行為

の事例」に基づき作成されている。 

また、「日本語教育の推進に関する施策を総合的かつ効果的に推進するための

基本的な方針」に「地域に在住する外国人が自立した言語使用者として生活してい

く上で必要となる日本語能力を身に付け、日本語で意思疎通を図り生活できるよう

支援する必要がある」とあることから、「生活 Can do」（案）には「日本語教育の参照

枠」の「全体的な尺度」を参考に「基礎段階の言語使用者」（A1、A2）、「自立した言

語使用者」（B1、一部 B2 を含む）のレベル付けを行った。 
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（３）「生活 Can do」（案）作成の経緯 

「生活 Can do」（案）は令和元年度から３年間かけて開発され、令和３年度末時

点で開発された生活 Can do（案）の合計は７８９項目となった。 

 

①令和元年度  

独立行政法人国際交流基金（以下、国際交流基金という）の協力を受けて、作成

した。 

 

②令和２年度 生活 Can do（案）（３４７項目） 

「Ⅴ 子育て・教育を行う」「Ⅵ 働く」以外の分野について、B1 レベルを中心に作

成した。Can do 作成は、「生活者としての外国人」に対する日本語教育に関わった

ことがある日本語教師４人を選定し、依頼した。 

 

③令和３年度 生活 Can do（案）（７８９項目：令和元～３年度の合計） 

「Ⅴ 子育て・教育を行う」「Ⅵ 働く」に分類される Can do を作成するとともに、「Ⅷ 

社会の一員となる」についても一部追加作成した。Can do の作成は、Can do 作成

等に知見を持つ日本語教師８名を選定し、依頼した。 

令和２年度に実施した外国人を対象とする実態調査の結果等を踏まえ、精査を

行った。 

 

令和４年度は、「生活 Can do」（案）の精度を高めるため、妥当性検証に係る調

査の実施及び精査を行った。 
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２ 業務内容 

本業務では、これまでの「生活 Can do」（案）作成の経緯を踏まえ、以下のことを行

った。 

（１）質的検証（パイロット実施） 

「生活 Can do」（案）の質的検証の調査を実施するにあたり、日本語教師約２０人

を対象にパイロット実施を行った。調査結果を踏まえ、調査票（調査用ウェブページ）

や調査項目となっている Can do の修正を行った。 

（２）質的検証（本実施） 

質的検証に係る調査の本実施として、約２０機関の日本語教師約１００人を対象

に調査を行なった。調査対象者には、調査実施前に Can do のレベルに対する認

識をそろえるためのワークショップ（以下、事前ワークショップという）を行った。 

得られた調査結果を踏まえ、量的検証の調査項目となる Can do の修正を行っ

た。 

（３）量的検証 

日本語教育機関等での学習者８００人以上を対象に、量的検証に係る調査を行

った。調査対象者は A1、A2、B1、B2 レベル相当の者とし、調査票は日本語のほか

14 言語に翻訳した。調査結果は「生活 Can do」（案）の修正方針検討のための資

料とした。 

なお、調査の結果分析は株式会社ハピラル・テストソリューションズへ委託した。 

（４）「生活 Can do」（案）の修正・精査 

業務推進アドバイザーに指導・助言を依頼し、（２）、（３）の検証結果に基づいて

以下の点を中心に「生活 Can do」（案）の精査及び修正を行った。精査及び修正作

業は、「生活 Can do」（案）の作成に携わった作業従事者５名が行った。 

① レベルの修正 

② 記述（書きぶり）の修正 

③ カテゴリーの修正 

④ 個別項目の削除、入れ替え 

（５）「生活 Can do」（案）の取りまとめ 

調査結果等を含め、事業全体の内容をとりまとめたものを最終報告書とした。 
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図１ 業務の流れ 

 
  

（１）質的検証 

（パイロット実施） 

質的検証（パイロット実施） 

〈令和４年７月〉 

質的検証（本実施） 

〈令和４年８月〉 

（２）質的検証 

（本実施） 

量的検証 

〈令和４年９月～１０月〉 

量的検証の分析 

〈令和４年１１月～１２月中旬〉 

（３）量的検証 

「生活 Can do」（案）修正方針の検討 

〈令和４年１２月下旬 

～令和５年１月中旬〉 

 
（４）「生活 Can do」（案）の 

修正・精査 

「生活 Can do」（案）全体の修正 

〈令和５年１月中旬～２月初旬〉 

（５）「生活 Can do」（案）の 

取りまとめ 
「生活 Can do」（案）の完成 
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３ 業務実施体制 

（１）有識者会議 

「生活 Can do」（案）の精査及び検証実施にあたり、有識者会議を組織するととも

に、検証結果を踏まえた「生活 Can do」（案）修正作業を行うための作業チームを

結成した。 

有識者会議では、受託者の活動や、作業チームが行う作業の成果物について、

助言・指導を受けた。また、有識者会議委員からは、会議以外においても受託者の

活動等に助言を受けた。 

（２）業務推進アドバイザー 

なお、業務推進アドバイザー３名には、特に専門的な知見が必要となる以下の具

体的な作業に対して助言・支援を依頼した。 

① 質的検証の実施方法や結果の分析、Can do への反映について 

② 量的検証の実施方法や、統計的処理を含む結果の分析について 

③ 検証結果を踏まえた Can do の修正作業について 

 
 

 
 

図２ 業務実施体制 

  



 

6 
 

第２章 質的検証（パイロット実施） 

１ 実施概要 

（１）調査実施期間 

令和４年７月１５日（金）から令和４年７月３１日（日）まで 

（２）調査実施方法 

ウェブアンケート 

（３）調査協力者 

日本語教師 ２１名 

※対象者は Can do を日頃から扱うなど、CEFR や Can do への理解が深い者を

選定し、依頼した。ただし、各日本語教師の指導は生活分野に限らない。 

（４）有効回答数 

２０名 

２ 調査内容 

（１）調査項目 

「生活 Can do」（案）のうち、五つの言語活動（聞くこと、読むこと、やり取り、発表、

書くこと）それぞれにつき代表性の高い１５～３０項目を選定し、合計 100 項目を調

査項目とした。 

調査項目の選定に当たっては、「生活 Can do」（案）の構成を踏まえ、以下の観

点からバランスに留意した。 

 

表１ 調査項目選定のための観点 

① 言語活動 聞くこと、読むこと、やり取り、発表、書くこと 

② レベル A1、A2、B1、B2 

③ カテゴリー 各言語活動に設定されるカテゴリー 

④ カリキュラム案の「生活上

の行為の事例」の大分類 

Ⅰ健康・安全に暮らす Ⅱ住居を確保・維持する 

Ⅲ消費活動を行う Ⅳ目的地に移動する 

Ⅴ子育て・教育を行う Ⅵ働く 

Ⅶ人とかかわる Ⅷ社会の一員となる 

Ⅸ自身を豊かにする Ⅹ情報を収集・発信する 

 

①～④の観点に加え、「主要な情報を理解することができる」などの Can do の文

のうち動詞を含む部分にも注目し、可能な限り多くの書きぶりを含むことができるよ

うに項目を選定した。  



 

7 
 

調査項目となった Can do のレベル・言語活動の内訳は表２のとおりである。 

 

表２ 質的検証（パイロット実施） 調査項目の内訳 

  言語活動 

  聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと 合計 

レ
ベ
ル 

A1 2 4 10 2 4 22 

A2 3 5 10 3 4 25 

B1 6 6 12 4 4 32 

B2 3 4 7 4 3 21 

合計 14 19 39 13 15 100 

 

（２）調査内容と回答手順 

調査項目とした１００項目の Can do について、レベルとレベル判断の根拠となっ

た表現、回答指示などについて以下の手順で尋ねた。 

 

〈回答の手順〉 

①Can do を読み、適当だと思うレベルを回答する 

調査画面で提示されるすべての Can do について、六つのレベル（A1、A2、A2+、

B1、B1+、B2）のいずれに該当するか判断を求めた。調査項目となっている Can do

には、四つのレベル（A1、A2、B1、B2）のいずれかが付いているが、回答者の回答

負担に鑑み、Can do のレベルの回答に際しては、六つのレベルを選択肢として提

示した。 

②レベルを回答した各 Can do について、レベル判断の根拠を回答する 

Can do を場面や言語行動などの要素に分けて選択肢とし、レベル判断の根拠と

した表現の回答を求めた。 

 

③Can do の中で分かりにくい表現やレベル判断に迷った表現等を回答する 

自由記述で Can do の中分かりにくい表現やレベル判断に迷った表現等の回答

を求めた。また、特にレベル判断に迷ったについては別途その旨の回答を求めた。 

 

④回答指示や回答方法について回答する 

Can do の中の表現や回答指示、回答方法について感じたことの回答を自由記

述形式で求めた。 
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図３ 質的検証の回答画面イメージ 

  

①レベルを回答  

６レベルから１つ選ぶ。  

自分が回答したレベルが表示される。  

②レベル判断の根拠  

選択肢から選ぶ。（複数回答可） 

③Can do の表現等について  

コメントを記述する。  
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３ 調査結果と Can do の修正 

（１）結果概要 

「生活 Can do」（案）を作成する際に設定したレベル（A1～B2）と、調査において

回答者が回答したレベルとの一致率を整理した。一致率が７０％以下の項目を中

心に、なぜ設定したレベルと回答者が回答したレベルとが一致しなかったのかを検

討し、修正方針を協議した。その結果、３９項目を修正、３項目を他の Can do に差

し替えた。 

 

表３ 設定レベルとの一致率 

設定レベルとの一致率 項目数 

100％ 4 

90％以上100％未満 13 

80％以上90％未満 15 

70％以上80％未満 24 

60％以上70％未満 21 

50％以上60％未満 6 

40％以上50％未満 10 

40％未満 7 

合計 100 

※設定レベルとの一致率＝Can do 作成時に設定したレベルを回答した人数÷回答数×100（％） 

 

（２）調査項目の修正方針 

コメントを踏まえた修正方針と具体的な修正例は以下のとおりである。 
 

①一般的な表現を用いて分かりやすい記述にする 

事例や文言が一般的ではないという指摘があったため、より一般的な表現となる

ように修正した。 

 

（例）聞くこと（レベル：B1） 

コメント 「スピード違反」という事例が一般的ではない。 

 

修正前（パイロット実施時点） 修正後（本実施以降） 

発音がはっきりしていれば、スピード違反

などで警察官に止められたとき、警察官に

よる違反の内容や罰則などの説明や指示

を聞いて、理解することができる。 

発音がはっきりしていれば、駐車違反やス

ピード違反などで警察官に止められたと

き、警察官による違反の内容や罰則などの

説明や指示を聞いて、理解することができ

る。 
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（例）読むこと（レベル：Ａ２） 

コメント 「テクスト」は一般的にはなじみの薄い言葉である。 

 

修正前（パイロット実施時点） 修正後（本実施以降） 

学校行事に関するお知らせなどの、短い簡

単なテクストを見て、日時や場所、持ち物

などの内容を大まかに理解することがで

きる。 

学校行事に関するお知らせなどの、短い簡

単な文章を見て、日時や場所、持ち物など

の内容を大まかに理解することができる。 

 
②言語行動を明確にする 

「一つの Can do に二つの言語行動が含まれている」「表現があいまいである」な

ど、レベルにかかわる要素が明確ではないという指摘があったため、要素がより具

体的かつ明確になるように修正した。 

 

（例）読むこと（レベル：Ｂ２） 

コメント 「調べる」、「理解する」の二つの言語行動が含まれている。 

 

修正前（パイロット実施時点） 修正後（本実施以降） 

日本で生活する上で、人々の考え方や習慣

などで疑問に思ったことについて、異文化

摩擦の事例をインターネットで調べて、筆

者の立場・主張とその論拠などを理解する

ことができる。 

日本で生活する上で、人々の考え方や習慣

などで疑問に思ったことについて、インタ

ーネット上にある異文化摩擦に関する論

説文などを読んで、筆者の立場・主張とそ

の論拠などを理解することができる。 

 
 

③その他の対応 

調査項目のうち１３項目は、修正は行わないが、本実施において結果に注意す

る必要があるものとした。 

また、実施方法や調査項目について次のような修正を行った。 

○回答に関する注意事項の中に、他の人と相談せずに回答することを追記した。 

○回答が続くことによる回答者の疲労の影響が小さくなるよう、Can do の提示順

を複数用意した。（回答者が何人目の回答者であるかによって提示順が異なる

ようにした。） 

○必須回答となる項目は、その旨を明記した。 
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第３章 質的検証（本実施） 

１ 事前ワークショップ 

質的検証を実施するにあたり、回答者の日本語の熟達度に対するレベル感覚をそ

ろえることを目的とし、質的検証（本実施）を行う前に事前ワークショップを実施した。 

（１）実施概要 

表４ 事前ワークショップの実施概要 

実施日 実施方法 ワークショップ講師 
参加 

人数 

第１回 令和４年８月８日（月） 

18 時～20 時 

オンライン 

（Ｚｏｏｍ使用） 

松井日本語教育調査官 24 名 

第２回 令和４年８月９日（火） 

18 時～20 時 

佐藤智照先生 

関崎友愛先生 
17 名 

第３回 令和４年８月１０日（水） 

18 時～20 時 

伊藤秀明先生 

関崎友愛先生 
20 名 

※伊藤秀明先生（筑波大学）、佐藤智照先生（島根大学）、関崎友愛先生（埼玉県国際交

流協会地域日本語教室相談・立ち上げアドバイザー、日本語サービス YOU＆Ｉ代表）に

講師を依頼した。 

※上記日程で都合がつかない場合は、ワークショップ参加に代えて第１回の録画を視聴

することとした。録画は調査協力者全員に共有し、振り返りが行えるようにした。 

（２）内容 

事前ワークショップでは、以下の内容の説明、確認をした。 

① 日本語教育の参照枠と「生活 Can do」について 

検証の対象であり、今年度完成を目指す「生活 Can do」が「日本語教育の参照

枠」に示された分野別の言語能力記述文（Can do）の一つであること、Can do のレ

ベルや言語活動について確認した。 

② 検証の目的、調査の回答方法について 

協力を依頼する質的検証はレベル尺度の妥当性の精査が目的であることや、検

証実施の流れを確認した。また、調査の回答用ウェブページのサンプルを示しなら

回答方法や注意点について説明した。 
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③ 「日本語教育の参照枠」の６レベルについて 

「日本語教育の参照枠」の「全体的な尺度」に示される日本語の熟達度の６レベ

ルの特徴を理解するため、参加者には事前課題に取り組むことを求め、ワークショ

ップにおいては、事前課題を踏まえてレベル判断のポイントや考え方を確認した。 

 

表５ 事前課題の内容 

テーマ 内容 

１ 「全体的な尺度」で六つのレベルを把握する 

提示された言語能力記述文について、レ

ベル判断を行う。 

２ 
「言語活動別の熟達度」から言語活動ごと

のレベルを把握する 

３ CFER Can-do のレベルを把握する 

４ JF Can-do のレベルを把握する 

５ パフォーマンスからレベルを判定する 
外国人学習者の実際のスピーチ音声な

どパフォーマンスからレベル判断を行う。 

 

【事前ワークショップの参考資料】 

○独立行政法人国際交流基金日本語国際センター「JF 日本語教育スタンダード」 

https://jfstandard.jp/top/ja/render.do 

○文化審議会国語分科会（2021）「日本語教育の参照枠」（報告） 

○吉島茂、大橋理枝訳・編（2014）『外国語の学習，教授，評価のためのヨーロッパ

共通参照枠』追補版、朝日出版社 
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２ 実施概要 

（１）調査実施期間 

令和 4 年８月１０日（月）から令和４年８月２１日（日）まで 

（２）調査実施方法 

ウェブアンケート 

（３）調査対象者 

日本語教師１１５名 

※対象者は、表６の行政・日本語教育機関（日本語学校、大学、各種法人）に依頼し、

生活分野で活動経験のある日本語教師（一部は就労、留学分野）から選定した。 

 

表６ 質的検証（本実施）の協力依頼機関 

 団体名  

１ 独立行政法人国際交流基金  

２ 愛知県  

３ 岐阜県  

４ 公益財団法人石川県国際交流協会  

５ 公益財団法人しまね国際センター  

６ 公益財団法人兵庫県国際交流協会  

７ 公益財団法人ひろしま国際センター  

８ 浜松市・公益財団法人浜松国際交流協会  

９ 公益財団法人北九州国際交流協会  

１０ 公益財団法人名古屋 YWCA ［愛知県］ 

１１ カイ日本語スクール ［東京都］ 

１２ 株式会社きぼう国際外語学院 ［栃木県］ 

１３ コミュニカ学院  ［兵庫県］ 

１４ 学校法人ユニタス日本語学校  ［山梨県］ 

１５ 学校法人服部学園 YAMASA 言語文化研究所 ［愛知県］ 

１６ 学校法人大阪 YMCA ［大阪府］ 

１７ 公益社団法人国際日本語普及協会（AJALT） ［東京都］ 

１８ 一般財団法人日本国際協力センター（JICE） ［東京都他］ 

１９ NPO 多文化共生プロジェクト ［福岡県］ 

２０ 岩手大学 ［岩手県］ 

２１ 名古屋外国語大学 ［愛知県］ 

※［ ］内は所在地・活動地域  



 

14 
 

（４）有効回答数 

１０６名 

３ 調査内容 

（１）調査項目 

質的検証パイロット実施の調査項目のうち、３９項目を修正し、３項目を他の Can 

do に差し替えて調査項目とした。ただし、調査項目は複数の観点から代表性が高

いものを選定しているため、Can do の修正・差し替えの際には項目の言語活動や

レベル等のバランスに留意した。 

 

表７ 質的検証（本実施） 調査項目の内訳 

  言語活動 

  聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと 合計 

レ
ベ
ル 

A1 2 4 10 2 4 22 

A2 3 5 10 3 4 25 

B1 6 6 12 4 4 32 

B2 3 4 7 4 3 21 

合計 14 19 39 13 15 100 

 

（２）調査内容と回答手順 

調査項目とした１００項目の Can do について、パイロット実施と同様に以下の点

について回答を求めた。 

① Can do を読み、適当だと思うレベルを回答する 

② レベルを回答した各 Can do について、レベル判断の根拠を回答する 

③ Can do の中で分かりにくい表現やレベル判断に迷った表現等を回答する 

④ 回答指示や回答方法について回答する 
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４ 調査結果と Can do の修正 

（１）結果概要 

「生活 Can do」（案）を作成する際に設定したレベル（A1～B2）と、調査において

回答者が回答したレベルとの一致率を整理した。結果は、質的検証（パイロット実

施）の結果分析と同様に、一致率が７０％以下の項目を中心に、なぜ設定したレベ

ルと回答者が回答したレベルとが一致しなかったのかを検討し、修正方針を協議し

た。その結果、Can do の見直しを行い、２７項目を修正した。 

 

表８ 質的検証（本実施）設定レベルとの一致率 

設定レベルとの一致率 項目数 

100％ 1 

90％以上100％未満 4 

80％以上90％未満 21 

70％以上80％未満 25 

60％以上70％未満 20 

50％以上60％未満 17 

40％以上50％未満 6 

40％未満 6 

合計 100 

※設定レベルとの一致率＝Can do 作成時に設定したレベルを回答した人数÷回答数×100（％） 
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（２）調査項目の修正方針 

質的検証本実施の回答者のコメントを踏まえた修正方針と、具体的な修正例は

以下のとおりである。 

 

①Can do の記述から具体的に場面を想定できるものとする 

回答者によって Can do の記述から想定する場面が異なるために、レベルの判断

にゆれが生じていると考えられるものがあったため、事例などがより具体的になるよ

う修正した。 

 

（例）聞くこと（レベル：Ｂ１） 

コメント 

受付で説明の書いてある紙を見ながらの説明をうけている（A2

＋）のか、館内を案内してもらいながら説明を受けている（A2）

のかを考えた。 

 

修正前（質的本実施時点） 修正後（量的検証以降） 

発音がはっきりしていれば、スポーツク

ラブなどで、スタッフによる施設の利用

方法やクラスの受講方法などの説明や

指示を聞いて、理解することができる。 

発音がはっきりしていれば、地域の公民

館や体育館などの受付で、職員による施

設の予約や利用の方法、活動を行ってい

るグループへの参加方法などの説明や

指示を聞いて、理解することができる。 

 

回答 回答数 比率 

A1 4 3.8％ 

A2 57 53.8％ 

B1 43 40.6％ 

B2 2 1.9％ 

合計 106 100.0％ 

 

  

No. 選択肢 回答数 比率 

1 発音がはっきりしていれば、 86 81.1％ 

2 スポーツクラブなどで、 24 22.6％ 

3 スタッフによる施設の利用方法やクラスの受講方法などの 87 82.1％ 

4 説明や指示を聞いて、 80 75.5％ 

5 理解することができる。 27 25.5％ 

6 いずれも判断しにくい 0 0.0％ 
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(例) やり取り（レベル：Ｂ１） 

コメント 

 衛生管理の内容が「手を洗ってください」「アルコール消毒を

お願いします」程度のレベルなのかどうか、分からない。 

 「衛生管理」のルールがどこまで専門的な内容なのか不明で、

迷った。 

 

修正前（質的本実施時点） 修正後（量的検証以降） 

地域のお祭りやイベントなどで調理を

するために、一緒に調理を担当する人

に、衛生管理に関するルールや方法など

について確認や指示をしたり、受けたり

することができる。 

地域のお祭りやイベントなどで調理を

するために、一緒に調理を担当する人

に、身だしなみや手洗い、食品の取り扱

いや保存などの衛生管理に関するルー

ルや方法などについて確認や指示をし

たり、受けたりすることができる。 

 

回答 回答数 比率 

A1 1 0.9％ 

A2 46 43.4％ 

B1 50 47.2％ 

B2 9 8.5％ 

全体 106 100.0％ 

 

 

  

No. 選択肢 回答数 比率 

1 地域のお祭りやイベントなどで調理をするために、 32 30.2％ 

2 一緒に調理を担当する人に、 21 19.8％ 

3 衛生管理に関するルールや方法などについて 83 78.3％ 

4 確認や指示をしたり、 93 87.7％ 

5 受けたりすることができる。 65 61.3％ 

6 いずれも判断しにくい 1 0.9％ 
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②設定したレベルや場面に合った行動にする 

設定している場面に対して言語行動や条件が適切とは言い難いものについて、

場面に合うように修正した。 

 

（例）発表（レベル：Ａ２） 

コメント 
「弁論大会」で「短い簡単なスピーチ」というのが現実的にあるのだ

ろうか？ 

 

修正前（質的本実施時点） 修正後（量的検証以降） 

弁論大会などで、メモを時々見ることがで

きれば、異文化体験などについて、短い簡

単なスピーチをすることができる。 

国際交流のイベントなどで、メモを時々見

ることができれば、自分の国や町の様子な

どについて、短い簡単なスピーチをするこ

とができる。 

 

回答 回答数 比率 

A1 1 0.9％ 

A2 48 45.3％ 

B1 57 53.8％ 

B2 0 0.0％ 

全体 106 100.0％ 

 

 

  

No. 選択肢 回答数 比率 

1 弁論大会などで、 34 32.1％ 

2 メモを時々見ることができれば、 90 84.9％ 

3 異文化体験などについて、 52 49.1％ 

4 短い簡単なスピーチをすることができる。 101 95.3％ 

5 いずれも判断しにくい 1 0.9％ 
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③レベル判断に影響を与える条件節を見直す 

設定レベルとの一致率が低い Can do のなかには、条件の節がレベル判断に影

響を与えていると推測されるものがあったため、条件節を削除するなど修正した。 

 

（例）発表（レベル：Ｂ２） 

コメント 

 明確に詳しく→B2 をイメージしたが、「あらかじめ準備してあ

れば」→A2＋をイメージした。 

 内容は B2 かと思いましたが、「あらかじめ準備してあれば」で

B1＋としました。 

 

修正前（質的本実施時点） 修正後（量的検証以降） 

職場の企画会議などで、あらかじめ準備し

てあれば、事業の進捗状況について写真や

グラフなどを示しながら、明確に詳しく説

明し、質問に的確に対応することができ

る。 

職場の企画会議などで、新規事業の進捗状

況や収支予測、今後の展開について、複数

の視点から明確に詳しく説明し、参加者か

らの質問に的確に対応することができる。 

 

回答 回答数 比率 

A1 1 0.9％ 

A2 5 4.7％ 

B1 64 60.4％ 

B2 36 34.0％ 

全体 106 100.0％ 

 

  

No. 選択肢 回答数 比率 

1 職場の企画会議などで、 25 23.6％ 

2 あらかじめ準備してあれば、 83 78.3％ 

3 事業の進捗状況について 44 41.5％ 

4 写真やグラフなどを示しながら、 43 40.6％ 

5 明確に詳しく説明し、 95 89.6％ 

6 質問に的確に対応することができる。 92 86.8％ 

7 いずれも判断しにくい 0 0.0％ 
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第４章 量的検証 
質的検証の結果を踏まえて修正を行った Can do を調査項目として、日本語学習

者を対象とした量的検証のための調査を行った。 

１ 実施概要 

（１）実施期間 

令和４年９月２０日（火）から令和４年１０月２８日（金）まで 

※当初１０月２０日（木）までだった実施期間を延長した。 

（２）実施方法 

ウェブアンケート 

（３）回答者 

日本語学習者８００名以上 

ただし、日本語学習者の日本語レベルは、「日本語教育の参照枠」全体の尺度

において A1、A2、B1、B2 相当。 

（４）有効回答数 

８６０名 

 

２ 量的検証実施の流れ 

量的検証に係る調査は、調査協力を依頼する機関への指示や資料が多かったた

め、調査依頼前に説明会を行った。 

（１）説明会の実施 

地方公共団体、国際交流協会、日本語教育機関に協力を依頼し、協力機関に対

して調査目的や手順を説明するための説明会を実施した。主な依頼先は、分野のバ

ランスに留意して選定した。 

説明会は、同一内容のものを２回実施した。 

 

表９ 説明会の実施概要 

実施日時 
令和４年９月７日（水）午後２時から３時まで（１時間） 

令和４年９月８日（木）午前１１時から１２時まで（１時間） 

実施形式 オンライン（Zoom 使用） 

内容 

① 「日本語教育の参照枠」・「生活 Can do」について 

② 今回の調査趣旨と各団体に対する依頼内容について 

③ 回答者に対する依頼内容について 

④ 協力費の支払いについて 
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（２）調査協力者のレベル・見込み人数の取りまとめ 

説明会を踏まえ協力を承諾した機関には、本調査の対象とするレベルに相当す

ることがおおよそ分かっている人を調査協力者とし、各レベルに相当する人数を取

りまとめた情報の提出を求めた。得られた調査協力の見込み人数は受託者が取り

まとめ、グループ分けの参考とした。 

（３）調査の実施依頼 

受託者はは各機関から提出された調査協力者のレベルや人数に関する情報を

もとに、おおむね機関・日本語教室単位で回答グループを分け、機関を経由して

日本語を学習している外国人等に回答を依頼した。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

図４ 量的検証 協力依頼の流れ 

  

文化庁・事務局 

日本語教育機関 

地方公共団体 

（県・市） 

 

日本語教室 
日本語 

学習者等 

日本語 

学習者等 
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表 10 量的検証の協力依頼先 

  機関名  

生
活
者 

１ 静岡県  

２ 愛知県  

３ 岐阜県・朝日大学  

４ 広島県・公益財団法人ひろしま国際センター  

５ 山口県  

６ 徳島県  

７ 佐賀県  

８ 宮崎県  

９ 公益財団法人京都府国際センター・城陽市国際交流協会 

10 横浜市  

11 神戸市  

12 大阪市  

13 社会福祉法人さぽうとにじゅういち ［東京都品川区］ 

14 地球っ子クラブ２０００ ［埼玉県さいたま市］ 

15 ＮＰＯ法人フィリピノナガイサ ［静岡県浜松市］ 

16 ＮＰＯ法人にほんご豊岡あいうえお ［兵庫県豊岡市］ 

17 ＮＰＯ法人中信多文化共生ネットワーク ［長野県松本市］ 

18 特定非営利活動法人 神戸定住外国人支援センター ［兵庫県神戸市］ 

留
学 

19 ヒューマンアカデミー日本語学校東京校  ［東京都新宿区］ 

20 学校法人新井学園赤門会日本語学校  ［東京都荒川区］ 

21 千駄ヶ谷日本語学校  ［東京都新宿区］ 

22 コミュニカ学院  ［兵庫県神戸市］ 

23 YAMASA 言語文化学院 ［愛知県岡崎市］ 

就
労 

24 一般財団法人日本国際協力センター（ＪＩＣＥ）  ［東京都新宿区、他］ 

25 一般財団法人海外産業人材育成協会（ＡＯＴＳ） 
［東京都足立区、大阪府大

阪市］ 

26 株式会社きぼう国際外語学院  ［栃木県小山市］ 

※［ ］内は所在地・活動地域 
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３ 調査方法と内容 

（１）調査方法 

回答者負担や回答の精度を考慮して、回答者を二つのグループに分けて調査

を行った。A1～B1 相当の回答者はグループ１とし、A1～B1 レベルの Can do につ

いて回答を求めた。また、A2～B2 相当の回答者はグループ２とし、A2～B2 レベル

の Can do について回答を求めた。 

なお、回答者のレベルは、日本語学習のクラス等に基づき協力機関の日本語教

師が判断したものとする。 

 

表 11 グループ別の回答者レベルと調査項目数 

グループ 
回答者 回答する Can do 

回答者のレベル 人数 レベル 項目数 

グループ１ A1、A2、B1 約 400 人 A1、A2、B1 81 項目 

グループ２ A2、B1、B2 約 400 人 A２、B1、B2 78 項目 

（２）調査項目 

質的検証本実施の調査項目のうち、２７項目を修正して調査項目とした。また、

量的検証では回答を統計的に分析するため、言語活動別・レベル別の調査項目は

３項目以上となるよう、「聞くこと」・A1、「発表」・A1 に調査項目に追加し、合計１０２

項目を調査項目とした。 

 

表 12 量的検証 調査項目の内訳 

  言語活動 

  聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと 項目数 

レ
ベ
ル 

A1 3 4 10 3 4 24 

A2 3 5 10 3 4 25 

B1 6 6 12 4 4 32 

B2 3 4 7 4 3 21 

合計 15 19 39 14 15 102 
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（３）調査内容 

回答者である日本語学習者には、主たる内容として各 Can do について、日本語

でできるか、日本語での経験があるかを尋ねた。また、補助的な内容として、出身

国や母語など回答者の属性を尋ねた。 

 

①主たる内容 

ⅰ日本語でできるか 

提示された Can do で示される言語行動を日本語でできるか、回答を求めた。回

答は、「できない」「あまりできない」「難しいがなんとかできる」「できる」の四つの選

択肢から一つ選ぶこととした。 

 

ⅱ日本語での経験はあるか 

提示された Can do で示される言語行動を日本語で実際に経験したことがあるか、

回答を求めた。回答は、「はい」「いいえ」の二つの選択肢から一つ選ぶこととした。 

 

 
図５ 量的検証の回答画面イメージ 
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②補助的な内容 

補助的な内容として、回答者の基本的な情報（フェイス項目）についても尋ねた。

フェイス項目一覧は、参考資料１で示す。 

 

表 13 量的検証 フェイス項目概要 

Ｆ１ 
「留学生」、「就労者」、「技能実習生」、「就職活動中」のいずれに当ては

まるか 

Ｆ２ 機関名 

Ｆ３ 日本語を学ぶ日本語教育機関の名称 

Ｆ４ 居住地 

Ｆ５ 年齢 

Ｆ６ 性別 

Ｆ７ 出身国 

Ｆ８ 母語 

Ｆ９ 日常生活に困らない程度にできる言語 

Ｆ10 日本在住歴（１年単位で答えてください） 

Ｆ11 現在日本で働いているか 

Ｆ11－１ 過去に日本で働いた経験の有無 

Ｆ12 日本で子育ての経験の有無 

F12－１ 第１子の就学状況 

Ｆ13 日本語における「聞く」のレベル 

Ｆ14 日本語における「読む」のレベル 

Ｆ15 日本語における「一方的に伝える」のレベル 

Ｆ16 日本語における「話す（やりとり）」のレベル 

Ｆ17 日本語における「書く」のレベル 

Ｆ18 日本語学習歴（１年単位で答えてください） 

Ｆ19 

（任意回答） 
これまでの日本語の学習時間の合計（１時間単位で答えてください） 

Ｆ20 

（任意回答） 
現在、週あたりの日本語学習時間（１時間単位で答えてください） 

Ｆ21 

（任意回答） 
現在よく使っている教科書・教材 

Ｆ22 

（任意回答） 
教科書・教材の学習をどの程度を終えているか 

Ｆ23 

（任意回答） 
持っている日本語の資格と級や点数（JLPT N3 など）と取得年月 
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４ 調査結果 

（１）回答数 

表 14 量的検証 見込調査協力者数と有効回答数の内訳 

  A1 A2 B1 B2 合計 

グループ１ 
見込調査協力者数 309 189 152 － 650 

有効回答数※ 418 － 418 

グループ２ 
見込調査協力者数 － 187 199 176 562 

有効回答数※ － 442 442 

合計 
見込調査協力者数 309 376 351 176 1212 

有効回答数※ － 860 

※取得している日本語能力に関する資格や試験結果、現在使用している教科書・教材、総

学習時間、言語活動別の日本語能力などから、日本語能力と回答グループが一致してい

ないと思われる回答を除いた。 

 

（２）結果概要（株式会社ハピラル・テストソリューションズによる分析結果報告） 

量的検証の分析は、高い専門性が求められることから、分析を行うに当たり必要

なデータの整理に関する助言、検証結果の報告書作成も含め株式会社ハピラル・

テストソリューションズに委託した。 

分析手法等については、以下のとおりとした。 

① アドバイザーと協議の上、ラッシュ系モデルの一つである評定尺度モデルを用

いて調査項目の妥当性検証を実施すること。 

② 統計的な手法を用いた検証結果について、日本語教育の観点に基づく分析

を実施すること。なお、分析の観点については、令和２年度文化庁委嘱「日本

語教育の参照枠」Can do の量的検証に関する調査報告書を参考とすること。 

③ 分析に用いるソフトウェアは、統計解析に有用なフリーソフトウェアである R

（Version 3.6.2）およびその拡張機能である MIRT パッケージを使用すること。 

 

次頁以降、株式会社ハピラル・テストソリューションズによる量的検証の分析報告

の概要を示す。なお、報告全体は別添資料１に示す。 
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令和４年度「生活 Can do の作成及び検証補助業務」における「 生活 Can do 」（案）の量的検証

の分析（概要） 
株式会社ハピラル・テストソリューションズ 

１．分析の目的 
本調査では、一般社団法人 日本語教育支援協会（2021）2021.7.15 日本語教育小委員会「令

和２年度文化庁委嘱「日本語教育の参照枠」Can do の量的検証に関する調査報告書」（以下、

【文献１】とする）の手順に基づき、「生活 Can do」（案）のレベル尺度の妥当性について量的検証

を行った。 
 

２．評定尺度の妥当性 
今回の分析は、【文献１】と同様、ラッシュ系モデルの１つである評定尺度モデル（rating scale 

model）を用いて行い、それぞれの Can do の困難度をロジット（log odds units：logit）尺度の値

で表わしている。各 Can do のロジット値はプラスに大きくなるほど困難度が高くなることを表す。評

定尺度モデルを適用するにあたり、モデルの適合度（モデル選定の妥当性を示す指標）、一次元

性（Can do 項目が全体として等質性をもつこと）などを確認しておく必要がある。今回の分析デー

タについて、これらの指標が妥当であることを事前確認した上で分析を行っている。また、今回の

分析は【文献１】と同様な手続きを踏んでいるものの、「【文献１】における各 Can do のロジット値と

今回の分析における各 Can do のロジット値は、等化（同じ尺度に調整すること）を行っておらず、

直接比較することはできない」という点については注意が必要である。 
 

 
レベルごとの Can do 項目のロジット値 

Can do 項目のレベルごとに、Can do 項目のロジット値の記述統計量を表１５-１に示す。 
 

表１５-１ レベル別 Can do 項目のロジット値の記述統計量 

レベル 平均値 標準偏差 中央値 最小値 最大値 レンジ 標準誤差 
A1 -1.39 0.65 -1.30 -2.96 -0.15 2.82 0.11 
A2 -0.38 0.65 -0.42 -1.79 0.67 2.46 0.08 
B1 0.32 0.48 0.39 -0.79 1.18 1.97 0.08 
B2 1.04 0.45 1.08 0.18 1.80 1.62 0.10 

 
さらに言語活動ごと、レベルごとの中央値は以下の表１５-２のようになっている。なお、平均値で

はなく、中央値を用いたのは、【文献１】と同様、ロジット値が大きく外れた項目による影響を少なく

するためである。  
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表１５-２ 言語活動別・レベル別中央値 

レベル 聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと 
A1 -0.88 -1.30 -1.73 -1.24 -1.25 

A2 -0.45 -0.64 -0.21 -0.29 -0.02 

B1 0.28 -0.20 0.48 0.55 0.56 

B2 0.87 0.58 0.94 1.64 1.31 
 

図６は、レベルごとのロジット値の中央値をグラフで示したものである。図の横軸は意図した Can 
do 項目のレベル（A1～B2）を示し、各点がそれぞれの Can do 項目に対応しており、図の縦軸の

値がロジット値を示している。それぞれの言語活動について、A1 から B2 へとレベルが上がるごと

に Can do 項目のロジット値が高くなっている（難しくなっている）ことが確認できた。また、A1 レベ

ルの Can do 項目以外については、【文献１】と同様に、「聞くこと」、「読むこと」という受容系言語活

動の方が「発表」、「書く」の産出系言語活動よりもロジット値が低い（易しい）という傾向がみられた。

一方、【文献１】でみられた「やり取り」で A1 レベルの Can do 項目のロジット値が高い（難しい）とい

う状況はみられず、むしろ「やり取り」の A1 レベルの Can do 項目では、他の言語活動の A1 レベ

ルの Can do 項目よりもロジット値が低い（易しい）という結果になった。 
 

図６ レベル別・言語活動別のロジット値の中央値 
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３．レベルの逆転項目 
（１）レベルの逆転項目の認定と概略 

「隣接するレベルのロジット値の中央値を上回る（または下回る）ロジット値をもつ項目」をレベル

の逆転項目（以下、逆転項目）と定義し、そのような項目を洗い出し、その原因を考察する。なお、

一般に、評定尺度の質問紙調査で質問項目について「ポジティブな表現に対するネガティブな表

現」を「逆転項目」と呼ぶが、本報告における「逆転項目」はそれとは異なり、【文献１】と同様に独自

の選定方法と定義による名称である。 
逆転項目の選定方法は以下の通りである。まず、各レベルのロジット値の中央値を求めた（表１５

-２）。前述のように、隣接するレベルのロジット値の中央値を上回る（または下回る）ロジット値をもつ

項目を逆転項目として認定した。たとえば、「聞くこと」の A1 の中央値は－0.88 であるから、A2 項
目でありながら－0.88 よりも低いロジット値をもつ項目は逆転項目として認定する。同様に A1 の項

目でありながら、A2 の中央値である－0.45 よりも高いロジット値をもつ項目も逆転項目となる。以上

の方法で逆転項目を認定したところ、全体で 13 項目が該当した。そのうち、隣接するレベルよりも

さらに離れたレベルでの（つまり２レベルにわたる）逆転項目はなかった。レベル別、言語活動別の

内訳は以下の表１５-３の通りである。逆転項目の項目数の割合で見ると、「発表」、「読むこと」が多

く、「聞くこと」、「書くこと」が少ない。 

表１５-３ 言語活動別・レベル逆転項目数 

 A1 A2 B1 B2    

 

調
査
項
目
数 

逆
転
項
目
数 

調
査
項
目
数 

逆
転
項
目
数 

調
査
項
目
数 

逆
転
項
目
数 

調
査
項
目
数 

逆
転
項
目
数 

調
査
項
目
合
計 

逆
転
項
目
合
計 

逆
転
項
目
割
合
％ 

 

 

 

 
 

言語活動 

聞くこと 3 0 3 1 6 0 3 0 15 1 6.7 

読むこと 4 0 5 2 6 2 4 0 19 4 21.1 

やり取り 10 1 10 0 12 2 7 1 39 4 10.3 

発表 3 0 3 2 4 1 4 0 14 3 21.4 

書くこと 4 0 4 1 4 0 3 0 15 1 6.7 

計 24 1 25 6 32 5 21 1 102 13 12.7 
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（２）逆転項目と経験率 
今回の調査では、それぞれの Can do について経験の有無に関する調査も行った。表１５-４は、

今回抽出した逆転項目について、Can do ごとに全回答者数に対する「経験がある」と回答した学

習者の人数の割合（％）（以下、経験率とする）をロジット値と合わせて示したものである。 
逆転項目全体をみると、経験率が低い項目は想定したレベルより上位のレベルの中央値よりもロ

ジット値が高く、難しいとされる傾向にあり、経験率が高い Can do 項目は想定したレベルより下位

のレベルの中央値よりもロジット値が低く、易しいとされる傾向にある。たとえば、Q210142 と

Q210182 はともに B1 レベルと想定されているが、Q210142 は経験率が低く、ロジット値は B2 レ

ベルの中央値（0.58）よりも高くなっており、Q210182 は経験率が高く、ロジット値は A2 レベルの

中央値（－0.64）よりも低くなっている。 
このことから、逆転項目について、想定したレベルよりも難しいと回答している Can do について

は、経験がないがゆえに、実際よりも難しいと自己判断している可能性が考えられる。 

表１５-４ 逆転項目のロジット値と経験率 

Can do ID Logit 経験率 言語活動 レベル 中央値基準 
のレベル 

Q110142 -1.05 65.1% 聞くこと A2 ↓A1 

Q210082 -1.39 69.1% 読むこと A2 ↓A1 

Q210102 0.12 32.6% 読むこと A2 ↑B1 

Q210142 0.85 17.2% 読むこと B1 ↑B2 

Q210182 -0.79 56.9% 読むこと B1 ↓A2 

Q310122 1.05 17.9% やり取り B1 ↑B2 

Q310262 0.36 38.7% やり取り B2 ↓B1 

Q310322 -0.15 18.7% やり取り A1 ↑A2 

Q310342 -0.29 55.9% やり取り B1 ↓A2 

Q410022 0.67 14.3% 発表 A2 ↑B1 

Q410082 -1.79 74.3% 発表 A2 ↓A1 

Q410092 -0.51 48.7% 発表 B1 ↓A2 

Q510052 0.59 35.5% 書くこと A2 ↑B1 

※「中央値基準のレベル」は上記の逆転項目の選定方法により推定したレベルである。 
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４．レベルの代表項目 
当該レベルの項目としてロジット値で示される困難度が適正であると判断される Can do 項目を

当該レベルについて代表する項目として代表項目と呼ぶことにする。代表項目の選定手順は、【文

献１】と同様な手順で行った。たとえば、「聞く」の A1 の非逆転項目の平均値は－0.90、A2 の非逆

転項目の平均値は－0.70 である。ここから、A1 と A2 の閾値として、－0.90 と－0.70 の平均値で

ある－0.80 が求められる。同様にして、A2 と B1 の閾値として－0.23 が求められる。これにより A1
と A2 の閾値－0.80 と A2 と B1 の閾値－0.23 の間にある、－0.80 以上で－0.23 以下の項目が

A2 の代表項目として認定される。なお、A1 と A2 の閾値－0.80 未満の A1 項目が A1 の代表項

目として認定される。 
今回の調査では、各言語活動のレベル別分類のうち、調査項目数が 3 項目しかないものや 4 項

目しかないものがあるため、代表項目数が 2 項目以下となっているレベル別分類も多い。特に「発

表」の A2 レベルについては代表項目が 1 項目しかなかったため、A1 レベルとして想定されてい

る Can do 項目 Q410052（言語活動：発表、CEFR レベル：A1、ロジット値－0.539）を「発表」の

A2 レベルの準代表項目として追加した。この Can do 項目は逆転項目には選別されていないが、

代表項目の選別の基準では A1 レベルの代表項目の範囲に収まらず、ロジット値が A2 レベルとな

った項目である。 
 

代表項目数（準代表項目を含む）の合計は 73 項目で、その内訳を表１５-５に示した。 

表１５-５ 言語活動別・レベル別代表項目数 

 A1 A2 B1 B2   
 

調
査
項
目
数 

代
表
項
目
数 

調
査
項
目
数 

代
表
項
目
数 

調
査
項
目
数 

代
表
項
目
数 

調
査
項
目
数 

代
表
項
目
数 

調
査
項
目
合
計 

代
表
項
目
合
計 

言語活動 

聞くこと 3 2 3 2 6 6 3 3 15 13 

読むこと 4 4 5 2 6 4 4 4 19 14 

やりとり 10 9 10 6 12 7 7 5 39 27 

発表 3 2 3 2 4 2 4 3 14 9 

書くこと 4 3 4 2 4 2 3 3 15 10 

計 24 20 25 14 32 21 21 18 102 73 

※「調査項目数」は逆転項目を除く前の数であり、「代表項目数」には準代表項目を含む。 
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本節では、便宜的に閾値を求め、それに基づいて代表項目を提示した。【文献１】と同様、ここで

はあくまでも機械的な振り分けを行ったに過ぎないが、代表項目として認定されたものは生活 Can 
do の記述文として妥当であるといえる。なお、代表項目として認定されなかった Can do 項目の多

くは、逆転項目の選別の基準と代表項目の選別の基準が異なるために、ロジット値が代表項目の

範囲に収まらなかったものである。 
代表項目に選別されなかった Can do 項目は、日本語の Can do として不適切であるということ

を意味しているわけではない。本報告書の代表項目は今後も引き続き行っていく質的な検討のた

めの基礎資料に過ぎない。 
 

５．まとめ 

（１）「生活Can do」（案）のレベル尺度の妥当性について 
全体的にみて、Can doレベルが上がるとともに学習者の自己評価による困難度も上がっており、

学習者の自己評価を用いたレベル尺度について十分な妥当性を確認できたといえる。また、代表

項目の割合は【文献１】における割合（55.9%）よりも今回の割合（71.6%）の方が高く、この点にお

いても比較的よい結果が得られたものと考える。 
個別の項目をみると、【文献１】と同様、一部の項目についてレベル間で逆転を起こしているもの

が存在している。ただし、逆転項目の割合は【文献１】における割合（17.1%）よりも今回の割合

（12.7%）の方が低かった。これらの逆転項目については、Can do記述文の質的な側面から再度

検討していくことが必要であろう。 
 
（２）今後行うべき調査について 

まず、本調査において代表項目として選定した項目数が少ないレベル別言語活動別の生活

Can doの項目をさらに増やすために、今後も同様の調査を継続することを提案する。 
さらに、上述の逆転項目が生じる原因について、それぞれのCan do記述文の場面設定の妥当

性、日本独自の生活習慣や制度の影響、各言語への翻訳の影響、Can do記述文の作成時に想

定した難易度が適切に表現されているかどうかなどについて改めて検討し、レベル内の項目数の

バランスも考慮しながら、Can do記述文の調整、代表項目の調整、レベルの調整などを行うべきで

ある。 
本調査では、日本語教育機関などでの学習者を対象とした自己評価に基づく分析を行ったが、

日本語教師を対象とした学習者評価に基づくデータを収集して分析することも検討すべきであると

考える。 
以上 
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（３）修正方針 

量的検証の分析結果から、設定しているレベルよりも難しい、あるいは易しいと回

答者に判断された「逆転項目」の分析を踏まえ、「生活 Can do」（案）について以下の

ような修正・見直しを行う。 

 

①場面と条件の整合を図る 

（例）〈Can do ID Q110142〉聞くこと（レベル：A2） 

結果  A1 レベルの中央値よりも易しく、経験率は高い。 

分析  

「ゆっくり、はっきりと話されれば」という表現が易しい印象を与えた

可能性がある。しかし、ラジオで「ゆっくり、はっきりと話されれば」

という状況が考えにくい。当該 Can do は A2 レベルであるため、視

覚情報がないということをはっきり記載したほうがよい。  

 

修正前（量的検証実施時点） 修正後（最終稿） 

ゆっくりとはっきりと話されれば、ラジオ

で、天気予報を聞いて、明日の天気や温度、

降水確率など、いくつかの情報を理解する

ことができる。 

ラジオやテレビの音声のみで天気予報を聞

いて、明日の天気や温度、降水確率など、い

くつかの情報を理解することができる。 

 

②日常生活の実態に鑑み、必要な Can do であるか見直す 

（例）〈Can do ID Q310262〉やり取り（レベル：A1） 

結果  A2 レベルの中央値よりも難しく、経験率は非常に低い。  

分析  

「回覧板」が日本の地域生活に特有のものであり、自国で回覧板のよう

な物がなく、経験のない学習者にとって Can do の翻訳文から回覧板

の目的や回覧板を隣人に渡す場面が想像しにくかったのではないか。今

後も、回覧板のようなものは少なくなっていくものと考えられる。  

 

修正前（量的検証実施時点） 修正後（最終稿） 

隣の家の人などに回覧板を渡しながら回覧

板ですなど、簡単な言葉で用件を伝えるこ

とができる。 

削除 
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③学習者の経験率が低く、やり取りを具体的に想像することが困難と思われる

Can do について、設定するレベルに応じて記述を具体的にする必要がないか見

直す。 

（例）〈Can do ID Q410022〉発表（レベル：A2） 

結果  B1 レベルの中央値よりも難しく、経験率は非常に低い。  

分析  

経験率が低いこと、またアナウンスの内容の例示がなく、「防災」とい

うトピックが難しい語彙や表現を想起させることから、全体的に難しい

と自己判断をしたのではないかと考えられる。  

 

修正前（量的検証実施時点） 修正後（最終稿） 

町内会などで行う防災訓練で、台本を時々

見ることができれば、短い簡単なアナウン

スをすることができる。 

自治会・町内会などで行う防災訓練で、台本

を時々見ることができれば、「地震です」や

「落ち着いて行動してください」などの短

い簡単なアナウンスをすることができる。 

 

④学習者にとって話題が身近な Can do や経験率が高い Can do について、困難

度が正しく伝わる記述となっているか見直す 

（例）〈Can do ID Q310342〉やり取り（レベル：A２） 

結果  A2 レベルの中央値よりも易しく、経験率は比較的高い。  

分析  

意見を述べる、相談するといった言語活動は、B1 でよくみられるもの

であるが、学習者にとって身近な存在である地域の日本語教室の教師や

コーディネーターがやり取りの相手であるということが、難易度を下げ

た可能性がある。 

 

修正前（量的検証実施時点） 修正後（最終稿） 

地域の日本語教室などで、教師やコーディ

ネーターに、会話能力を高めるための自分

の勉強法についてある程度詳しく説明した

り、意見を述べたりして、相談することがで

きる。 

地域の日本語教室などの学習相談で、自分

の日本語能力の問題点や課題について、現

状や原因をある程度詳しく説明し、効果的

な学習方法について相談することができ

る。 
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⑤「PTA」や「子育て支援センター」のような外国人学習者にとってなじみがない語

を Can do に用いる必要があるか見直す 

（例）〈Can do ID Q310122〉やり取り（レベル：B1） 

結果  B2 レベルの中央値よりも難しく、経験率は非常に低い。  

分析  

経験率が低いことから、「子育て支援センター」がどのような場所で  

あるかを知らない、あるいは子供の発育や発達に関する相談で実際にど

のようなやり取りが行われるかを想像することが困難であったために、

想定した B1 レベルよりも高いと判断した学習者の割合が多かったの

ではないかと考えられる。 

 

修正前（量的検証実施時点） 修正後（最終稿） 

地域の子育て支援センターや子供の育児

相談の窓口などでスタッフに、子供の健康

状態や発育・発達について気になることを

説明し、相談することができる。 

地域の子育て支援センターや子供の育児

相談の窓口などで、子供の健康や発育など

の悩みについて、状況や心情を説明し、相

談することができる。 

※他の表現に置き換え可能である場合、あるいは削除しても Can do に影響を与えない場合

でも、情報提供の観点等から残す必要がある語・表現があることに留意する。 

 

⑥その他 

○A1 レベルとして想定されている Can do 項目で、検証の代表項目の選別の基

準では A1 レベルの代表項目の範囲に収まらず、ロジット値が A2 レベルとなっ

た項目（〈Can do ID Q410052〉発表）は、A2 レベルの代表項目とした。 

○同一のものを言い表す際に複数の用語が用いられている場合、可能な限り統

一した。 

（例）「ウェブサイト」と「ホームページ」、「町内会」と「自治会」など 

○「生活 Can do」（案）は、「生活上の行為の事例」に基づいて作成されているた

め、「生活上の行為の事例」における事例との整合性が保たれているか確認し

た。 

○JF Can-do、JF 生活日本語 Can-do をそのまま採用しているものについては、

JF Can-do と記述が一致しているか確認した。 
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第５章 「生活 Can do」（案）の概要 

１ 「生活 Can do」（案）の構成 

今年度実施した二種の検証の結果を踏まえて「生活 Can do」（案）を精査した。 

本章では、「生活 Can do」（案）の概要として、開発年度、レベル、言語活動、生活

上の行為の事例における分類の観点から内訳を示す。なお、「生活 Can do」（案）の

一覧は別添資料２に示す。 

（１） 開発年度別 

開発年度別に見ると、令和２年度に開発された項目が３４７項目と最も多く、次いで

令和３年度が３１４項目、令和元年度が１２４項目となっている。 

令和元年度は「標準的なカリキュラム案 Can do」（試案）として開発されたものであ

り、安全性・緊急性の観点から生活者としての外国人に特に必要と思われるものに限

定して作成しているため、全体の中で数が少なくなっている。 

 

図７ 「生活 Can do」（案）の内訳（開発年度別） 

 
表 16 「生活 Can do」（案）の内訳（開発年度別） 

開発年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 合計 

項目数 124 347 314 785 

比率 15.8% 44.2% 40.0% 100.0% 

 

  

令和元年度

15.8%

令和２年度

44.2%

令和３年度

40.0%

令和元年度 令和２年度 令和３年度
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（２） レベル別 

レベル別では、B1 が３４５項目と最も多く、次いで A2 が２５５項目、A1 が１１５項目、

B2 が７０項目となっている。 

B1 レベルの項目が特に多くなっているのは、基本方針に「地域に在住する外国人

が自立した言語使用者として生活してく上で必要となる日本語能力を身に付け、日本

語で意思疎通を図り生活できるよう支援する必要がある」とあることから、「生活 Can 

do」（案）の作成にあたり、日本語教育の参照枠の「全体的な尺度」における「自立し

た言語使用者」のレベルの充実を図ったためである。 

 

図８ 「生活 Can do」（案）の内訳（レベル別） 

 
表 17 「生活 Can do」（案）の内訳（レベル別） 

レベル別 A1 A2 B1 B2 合計 

項目数 115 255 345 70 785 

比率 14.6％ 32.5％ 43.9％ 8.9％ 100.0％ 

 

 

  

A1

14.6%

A2

32.5%
B1

43.9%

B2

8.9%

A1 A2 B1 B2
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（３）言語活動別 

言語活動別では、やり取りが４０８項目と最も多く、次いで読むことが１９４項目、聞く

ことが７８項目、書くことが６９項目、発表が３６項目となっている。 

 

 

 

図９ 「生活 Can do」（案）の内訳（言語活動別） 

 
表 18 「生活 Can do」（案）の内訳（言語活動別） 

言語活動別 聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと 合計 

項目数 78 194 408 36 69 785 

比率 9.9% 24.7% 52.0% 4.6% 8.8% 100.0% 

 

各レベルにおける言語活動別の内訳は、いずれのレベルにおいても、やり取りが

最も多くなっている。 

 
図 10 各レベルの Can do の内訳（言語活動別）  
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（４） 生活上の行為の事例の分類別 

生活上の行為の事例の分類別に見ると大分類では「Ⅴ子育て・教育を行う」が１５５

項目と最も多く、次いで「Ⅵ働く」が１４８項目、「Ⅸ自身を豊かにする」が９１項目、「Ⅷ

社会の一員となる」が８２項目となっている。 

 

表 19 「生活 Can do」（案）の内訳（生活上の行為の事例の分類別） 

大分類 
Ⅰ健康・安

全に暮らす 

Ⅱ住居を確

保・維持する  

Ⅲ消費活

動を行う 

Ⅳ目的地

に移動する 

Ⅴ子育て・

教育を行う 
Ⅵ働く 

項目数 75 30 49 43 155 148 

比率 9.6% 3.8% 6.2% 5.5% 19.7% 18.9% 

       

大分類 
Ⅶ人とかか

わる 

Ⅷ社会の

一員となる 

Ⅸ自身を豊

かにする 

Ⅹ情報を収

集・発信する  
合計  

項目数 61 82 91 51 785  

比率 7.8% 10.4% 11.6% 6.5% 100.0%  

 

大分類ごとに言語活動別の内訳を見ると、いずれの大分類においてもやり取りの

項目が多い。「Ⅴ子育て・教育を行う」「Ⅵ働く」では、申請書や契約書を記入する場

面が多く想定されることから「書くこと」の Can do が他の大分類よりも多い。 

 
図 10 各分類の Can do の内訳（言語活動別）  
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表 20 「生活 Can do」（案）の内訳（生活上の行為の事例 大分類・中分類・小分類） 

大分類 項目数 中分類 項目数 小分類 項目数 

Ⅰ 

健康 ・安全に

暮らす 

75 

01 健康を保つ 36 

（01）医療機関で治療を受け

る 
16 

（02）薬を利用する 8 

（03）健康に気を付ける 12 

02 安全を守る 39 
（04）事故に備え、対応する 18 

（05）災害に備え、対応する 21 

Ⅱ 

住 居を 確 保 ・

維持する 

30 

03 住居を確保す

る 
22 （06）住居を確保する 22 

04 住環境を整え

る 
8 （07）住居を管理する 8 

Ⅲ 

消費活動を行

う 

49 

05 物品購入・サ

ービスを利用する 
42 

（ 08 ）物品購入・サービスを

利用する 
42 

06 お金を管理す

る 
7 （09）金融機関を利用する 7 

Ⅳ 

目的地に移動

する 

43 

07 公共交通機関

を利用する 
18 

（10）電車、バス、飛行機、船

等を利用する 
5 

（11）タクシーを利用する 8 

（12）徒歩で移動する 5 

08 自力で移動す

る 
25 

（13）自転車を利用する 11 

（14）車・オートバイ等を使用

する 
14 

Ⅴ 

子育て ・教 育

を行う 

155 

09 家庭及び地域

で子育てをする 
63 

（15）出産に備える 15 

（16）出産し育児をする 18 

（17）家庭で子供を育てる 14 

（18）地域で子供を育てる 16 

10 子供に教育を

受けさせる 
92 

（19）幼稚園・保育所で教育・

保育を受けさせる 
30 

（20）小・中・高等学校で教育

を受けさせる 
48 

（21）特別支援教育を受けさ

せる 
14 

Ⅵ 

働く 
148 

11 仕事を探す 40 

（22）就職活動をする 27 

（23）労働条件について理解

する 
13 

12 仕事をする 73 

（24）職場の安全を確保する 21 

（25）個別業務を遂行する 25 

（26）協働業務を遂行する 16 

（27）勤務評価に対応する 11 
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大分類 項目数 中分類 項目数 小分類 項目数 

13 仕事に役立つ

能力を高める 
35 

（28）職業能力の開発を行う 12 

（29）事務機器等を利用する 8 

（30）職場の人間関係を円滑

にする 
15 

Ⅶ 

人とかかわる 
61 

14 他者との関係

を円滑にする 
61 

（31）人と付き合う 38 

（32）異文化を理解する 23 

Ⅷ 

社会の一員と

なる 

82 

15 地域・社会の

ルール・マナーを

守る 

47 

（33）住民としての手続をす

る 
20 

（ 34 ）住民としてのマナーを

守る 
27 

16 地域社会に参

加する 
20 （35）地域社会に参加する 20 

17 社会制度を利

用する 
15 

（36）福祉等のサービスを利

用する 
9 

（37）社会保険を利用する 6 

Ⅸ 

自身を豊かに

する 

91 

18 人生設計をす

る 
7 （38）生活設計をする 7 

19 学習する 84 

（39）学習する 9 

（40）学習を管理する 5 

（41）学習方法を身に付ける 13 

（42）日本語を学習する 10 

（43）日本について理解する 27 

（44）余暇を楽しむ 20 

Ⅹ 

情 報を 収 集 ・

発信する 

51 

21 通信する 36 

（45）郵便・宅配便を利用す

る 
10 

（46）インターネットを利用す

る 
18 

（47）電話等を利用する 8 

22 マスメディアを

利用する 
15 

（48）マスメディア等を利用す

る 
15 

合計 785 合計 785 合計 785 
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参考資料１ 量的検証 フェイス項目一覧 
 

表 21 量的検証 フェイス項目一覧 

設問  
回答

形式  
選択肢  

1 
あ な た は 次 の う ち ど れ に

当てはまりますか。  
SA 

・留学生  ・就労者  ・技能実習生  

・就職活動中  ・いずれにも当てはまらない 

2 機関名  FA 

 

3 

あなたが日本語を学ぶ日

本語教育機関の名前を教

えてください。 

FA 学校、日本語教室の名前（             ）  

4 居住地  SA ※都道府県名を一つ選択  

5 年齢  SA 
・10 代 ・20 代 ・30 代 ・40 代 

・50 代 ・60 代 ・70 歳以上 

6 性別  SA ・男性 ・女性 ・その他  ・回答しない 

7 出身国  SA 

・中国 ・韓国 

・ベトナム ・フィリピン  

・ポルトガル  ・ブラジル  

・ネパール  ・インド 

・インドネシア ・英国 

・米国 ・オーストラリア  

・カナダ ・タイ 

・ミャンマー  ・マレーシア  

・スペイン ・その他（   ）  

8 母語  SA 

・英語 ・中国語（簡体字）  

・中国語（繁体字）  ・スペイン語 

・ポルトガル語  ・ベトナム語 

・インドネシア語 ・フィリピノ語  

・ネパール語  ・タイ語 

・ミャンマー語  ・モンゴル語  

・韓国語  ・クメール語  

・その他（   ）   

9 
日常生活に困らない程度

にできる言語  
MA 

・日本語  ・英語 

・中国語（簡体字）  ・中国語（繁体字）  

・スペイン語 ・ポルトガル語  

・ベトナム語 ・インドネシア語  

・フィリピノ語  ・ネパール語  

・タイ語 ・ミャンマー語  

・モンゴル語  ・韓国語  

・クメール語  ・その他（   ）  

10 

日本在住歴  

（１年単位で 答えてくださ

い） 

数字  （     ）年  
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設問  
回答

形式  
選択肢  

11 
現在日本で働いています

か。 
SA ・はい  ・いいえ   

11-

1 

（「いい え」 と回答した方にう

かがいます。）  

過去に日本で働いた経験

はありますか。  

SA ・はい  ・いいえ   

12 
日本で子育ての経験はあ

りますか。  
SA ・はい  ・いいえ   

12-

1 

（「はい」と回答した方にうか

がいます。）  

第１子 の 就学 状 況を 教え

てください。  

SA 
・未就学児  ・小学生  ・中学生  ・高校生  

・大学生・専門学校生  ・学校を卒業している  

13-

1 

日本語における「聞く」の

レベル  
SA 

・全くできない  

・日常的な挨拶が理解できる 

・自己紹介や簡単な表現が理解できる  

・身近な話題の話が理解できる 

・興味のある分野の話なら理解できる  

・どんな分野の話でも理解できる  

13-

2 

日本語における「読む」の

レベル  

SA ・全くできない  

・ひらがなとカタカナが読める 

・やさしい漢字が読める  

・身近な文章が読める  

・興味のある分野の文章なら読める  

・どんな分野の文章でも読める 

13-

3 

日 本 語 に お け る 「 一 方 的

に伝える」のレベル  

SA ・全くできない  

・日常的な挨拶言葉を話せる 
・自己紹介ならできる。簡単な表現を使って、伝えることが

できる  

・身近な話題について伝えることができる  

・興味のある分野なら伝えることができる  

・どんな分野の内容でも伝えることができる  

13-

4 

日本語における「話す（や

りとり）」のレベル  

SA ・全くできない  

・日常的な挨拶を交わせる  
・自己紹介ならできる。簡単な表現を使って、話すことがで

きる  

・身近な話題について話すことができる  

・興味のある分野なら話すことができる  

・どんな分野の内容でも話すことができる  

13-

5 

日本語における「書く」の

レベル  
SA 

・全くできない  

・ひらがなとカタカナが書ける 

・やさしい漢字が書ける  

・身近な文章が書ける  

・興味のある分野の文章なら書ける 

・どんな分野の文章でも書ける 

14 日本語学習歴（１年単位

で答えてください） 

数字  
（     ）年  

14-

1 

これまでの日本語の学習

時間の合計（１時間単位

で答えてください）（任意

回答です）  

数字  

（     ）時間  
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設問  
回答

形式  
選択肢  

15-

1 

現在、週に何時間日本語

を学習していますか。（１

時間単位で答えてくださ

い）（任意回答です）  

数字  

（     ）時間  

16 現在よく使っている教科

書・教材を一つ教えてくだ

さい。（任意回答です）   

SA 

  

・みんなの日本語 初級１  

・みんなの日本語 初級２  

・みんなの日本語 中級  

・できる日本語 初級  

・できる日本語 初中級  

・できる日本語 中級  

・まるごと  入門  

・まるごと  初級  

・まるごと  初中級  

・まるごと  中級  

・初級日本語げんき１  

・初級日本語げんき２  

・日本語初級１  大地  

・日本語初級２  大地  

・いっぽ にほんご  さんぽ  初級１  

・いっぽ にほんご  さんぽ  初級２  

・いっぽ にほんご  さんぽ  初級３  

・いろどり 生活の日本語  

・つなぐにほんご 初級１  

・つなぐにほんご 初級２  

・コミュニケーション日本語  

・学ぼう！にほんご  初中級  

・学ぼう！にほんご  中級 

・学ぼう！にほんご  中上級  

・学ぼう！にほんご  上級 

・中級の日本語  

・中級へ行こう  

・中級を学ぼう  

・テーマ別 中級から学ぶ日本語  

・テーマ別 上級で学ぶ日本語  

・中級から上級への日本語  

・上級へのとびら 

・はたらくための日本語  

・あたらしいじっせんにほんご 

・その他（              ）  

16-

1 

また、その教科書・教材の

学習をどの程度を終えて

いますか。（任意回答で

す） 

SA （     ）課まで  

17 今、あなたが持っている日

本語の資格とレベルや点

数（JLPT N3 など）と取得

年月を書いてください。

（任意回答です）  

FA ① 資格名（   ）  

② 級、点数（   ） 

③ 取得年月（    ）年（   ）月  
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参考資料２ 量的検証 回答者の内訳 

１ 留学生、就労者、技能実習生等の別 

 

 
図 11 留学生、就労者、技能実習生等の別 

 

表 22 留学生、就労者、技能実習生等の別 

 

 
  

留学生

57.8%
就労者

21.6%

技能実習生

2.3%

就職活動中

9.1% 該当なし

9.2%

留学生

就労者

技能実習生

就職活動中

該当なし

 留学生  就労者  技能実習生  就職活動中  該当なし  合計  

グループ１  267 75 16 37 23 418 

グループ２  230 111 4 41 56 442 

合計（人）  497 186 20 78 79 860 

比率  57.8% 21.6% 2.3% 9.1% 9.2% 100.0% 
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２ 居住地 

 

 
図 12 居住地 

 

 

表 23 居住地  
東京都 大阪府 兵庫県 静岡県 栃木県 岐阜県 

グループ１ 230 19 31 18 32 29 

グループ２ 148 101 74 19 3 0 

合計 378 120 105 37 35 29 

比率 44.0% 14.0% 12.2% 4.3% 4.1% 3.4% 

       

 埼玉県 千葉県 広島県 京都府 その他 合計 

グループ１ 10 7 18 5 19 418 

グループ２ 14 17 3 12 51 442 

合計 24 24 21 17 70 860 

比率 2.8% 2.8% 2.4% 2.0% 8.1% 100.0% 

 

 

 

  

東京都

44.0%

大阪府

14.0%

兵庫県

12.2%

静岡県

4.3%

栃木県

4.1%

岐阜県

3.4%

埼玉県

2.8%

千葉県

2.8%

広島県

2.4%

京都府

2.0%

その他

8.1%

東京都 大阪府

兵庫県 静岡県

栃木県 岐阜県

埼玉県 千葉県

広島県 京都府

その他
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３ 年齢 

 
図 13 年齢 

 

表 24 年齢 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

グループ１ 47 249 80 24 16 1 

グループ２ 27 252 98 45 16 3 

合計 74 501 178 69 32 4 

比率 8.6% 58.3% 20.7% 8.0% 3.7% 0.5% 

       

 70 歳以上 合計     

グループ１ 1 418     

グループ２ 1 442     

合計 2 860     

比率 0.2% 100.0%     

 
 
  

10代

8.6%

20代

58.3%

30代

20.7%

40代

8.0%

50代

3.7%

60代

0.5%

70歳以上

0.2%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上
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４ 性別 

 

 
図 14 性別 

 
表 25 性別 

 
 

  

男性

44.9%

女性

53.3%

その他

0.6%

回答しない

1.3%

男性

女性

その他

回答しない

 
男性 女性 その他 回答しない 合計  

グループ１ 217 195 2 4 418  

グループ２ 169 263 3 7 442  

合計 386 458 5 11 860  

比率 44.9% 53.3% 0.6% 1.3% 100.0%  
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５ 出身国 

 

 
図 15 出身国 

 

表 26 出身国 
 中国 ベトナム インドネシア 韓国 米国 ネパール 

グループ１ 123 65 22 18 16 28 

グループ２ 146 41 58 19 19 5 

合計 269 106 80 37 35 33 

比率 31.3% 12.3% 9.3% 4.3% 4.1% 3.8% 

       

 フィリピン ブラジル タイ ミャンマー その他 合計 

グループ１ 12 16 12 8 98 418 

グループ２ 15 11 12 8 108 442 

合計 27 27 24 16 206 860 

比率 3.1% 3.1% 2.8% 1.9% 24.0% 100.0% 

 
  

中国

31.3%

ベトナム

12.3%

インドネシア

9.3%

韓国

4.3%

米国

4.1%

ネパール

3.8%

フィリピン

3.1%

ブラジル

3.1%

タイ

2.8%

ミャンマー

1.9%

その他

24.0%

中国

ベトナム

インドネシア

韓国

米国

ネパール

フィリピン

ブラジル

タイ

ミャンマー

その他



 

50 

６ 母語 

 

 
図 16 母語 

 

表 27 母語 

 中国語 

（簡体字） 
ベトナム語 インドネシア語  

中国語 

（繁体字） 
英語 韓国語 

グループ１ 119 65 22 31 29 18 

グループ２ 144 41 58 34 36 18 

合計 263 106 80 65 65 36 

比率 30.6% 12.3% 9.3% 7.6% 7.6% 4.2% 

       

 ネパール語  ポルトガル語  フィリピノ語 タイ語 その他 合計 

グループ１ 27 17 13 11 66 418 

グループ２ 5 12 13 13 68 442 

合計 32 29 26 24 134 860 

比率 3.7% 3.4% 3.0% 2.8% 15.6% 100.0% 

 
  

中国語（簡体字）

30.6%

ベトナム語

12.3%

インドネシア語

9.3%
中国語（繁体字）

7.6%

英語

7.6%

韓国語

4.2%

ネパール語

3.7%

ポルトガル語

3.4%

フィリピノ語

3.0%

タイ語

2.8% その他

15.6%

中国語（簡体字）

ベトナム語

インドネシア語

中国語（繁体字）

英語

韓国語

ネパール語

ポルトガル語

フィリピノ語

タイ語

その他
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７ 漢字圏・非漢字圏 

 
図 17 漢字圏・非漢字圏の別 

 

表 28 漢字圏・非漢字圏の別 

※漢字圏の回答者は母語を中国語（簡体字）、中国語（繁体字）、広東語と回答した

者のみとした。 
 

  

非漢字圏

61.4%

漢字圏

38.4%

不明

0.2%

非漢字圏

漢字圏

不明

 非漢字圏 漢字圏 不明 合計   
グループ１ 267 150 1 418   
グループ２ 261 180 1 442   
合計（人） 528 330 2 860   

比率 61.4% 38.4% 0.2% 100.0%   
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８ 日常生活に困らない程度にできる言語（複数回答可） 

 

 

図 18 日常生活に困らない程度にできる言語 

 

表 29 日常生活に困らない程度にできる言語 

 日本語 英語 
中国語 

（簡体字） 

中国語 

（繁体字） 
ベトナム語 インドネシア語 

グループ１ 190 164 141 58 50 21 

グループ２ 245 201 160 68 33 57 

合計 435 365 301 126 83 78 

比率 50.6% 42.4% 35.0% 14.7% 9.7% 9.1% 

       

 韓国語 スペイン語 ネパール語  ポルトガル語  その他 合計 

グループ１ 18 18 28 19 66 707 

グループ２ 21 16 4 12 76 817 

合計 39 34 32 31 142 1524 

比率 4.5% 4.0% 3.7% 3.6% 16.5% 177.2% 

 
 

  

16.5%

3.6%

3.7%

4.0%

4.5%

9.1%

9.7%

14.7%

35.0%

42.4%

50.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

ポルトガル語

ネパール語

スペイン語

韓国語

インドネシア語

ベトナム語

中国語（繁体字）

中国語（簡体字）

英語

日本語

n=860
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９ 日本在住歴 

 

表 30 日本在住歴 

 １年未満 
１年以上 

２年未満 

２年以上 

３年未満 

３年以上 

４年未満 

４年以上 

５年未満 

５年以上 

６年未満 

６年以上 

７年未満 

グループ１ 165 136 32 20 9 17 5 

グループ２ 94 146 50 28 14 15 15 

合計 259 282 82 48 23 32 20 

比率 30.1% 32.8% 9.5% 5.6% 2.7% 3.7% 2.3% 

        

 
７年以上

８年未満 

８年以上

９年未満 

９年以上

10 年未満  

10 年以上

15 年未満  

15 年以上

20 年未満  
20 年以上  合計 

グループ１ 3 3 1 7 9 11 418 

グループ２ 7 12 9 23 12 17 442 

合計 10 15 10 30 21 28 860 

比率 1.2% 1.7% 1.2% 3.5% 2.4% 3.3% 100.0% 

 

10 日本語学習年数 

 

表 31 日本語学習年数 

 １年未満 
１年以上 

２年未満 

２年以上 

３年未満 

３年以上 

４年未満 

４年以上 

５年未満 

５年以上 

６年未満 

６年以上 

７年未満 

グループ１ 81 185 78 34 12 16 2 

グループ２ 20 132 106 69 25 37 17 

合計 101 317 184 103 37 53 19 

比率 11.7% 36.9% 21.4% 12.0% 4.3% 6.2% 2.2% 

        

 
７年以上 

８年未満 

８年以上 

９年未満 

９年以上  

10 年未満 
10 年以上  

15 年未満 
15 年以上  

20 年未満  
20 年以上  合計 

グループ１ 2 0 0 5 1 2 418 

グループ２ 10 7 4 9 1 5 442 

合計 12 7 4 14 2 7 860 

比率 1.4% 0.8% 0.5% 1.6% 0.2% 0.8% 100.0% 
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11 日本での就労経験 

（１）現在日本で働いているか 

 
図 19 日本での就労経験（現在日本で働いているか） 

 

表 32 日本での就労経験（現在日本で働いているか） 
 はい いいえ 合計 

グループ１ 158 260 418 

グループ２ 196 246 442 

合計 354 506 860 

比率 41.2% 58.8% 100.0% 

 

（２）過去に日本で働いた経験の有無 

※（１）で「いいえ」と回答した人のみ回答 

  
図 20 日本での就労経験（過去に日本で働いた経験の有無） 

 

表 33 日本での就労経験（過去に日本で働いた経験の有無） 
 はい いいえ 合計 

グループ１ 24 237 260 

グループ２ 35 211 246 

合計 59 448 506 

比率 11.7% 88.3% 100.0% 

はい

41.2%

いいえ

58.8%

はい

いいえ

はい

11.7%

いいえ

88.3%

はい

いいえ
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12 日本での子育て経験 

（１）日本で子育ての経験はありますか。 

 
図 21 日本での子育て経験の有無 

 
表 34 日本での子育て経験の有無 
 はい いいえ 合計 

グループ１ 46 372 418 

グループ２ 86 356 442 

合計 132 728 860 

比率 15.3% 84.7% 100.0% 

 

（２）第１子の就学状況を教えてください。 

※（１）で「はい」と回答した人のみ回答 

 
図 22 第１子の就学状況 

 
表 35 第１子の就学状況 

 未就学児  小学生  中学生  高校生  
大学生・  

専門学校生  
学校を  

卒業している  合計  

グループ１  7 17 1 12 3 6 46 

グループ２  15 36 12 9 4 10 86 

合計  22 53 13 21 7 16 132 

比率  16.7% 40.2% 9.8% 15.9% 5.3% 12.1% 100.0% 

  

はい

15.3%

いいえ

84.7%

はい

いいえ

未就学児

16.7%

小学生

40.2%
中学生

9.8%

高校生

15.9%

大学生・専門学

校生

5.3%

学校を卒業して

いる

12.1%

未就学児

小学生

中学生

高校生

大学生・専門学校生

学校を卒業している
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参考資料３ 委員名簿 

１ 有識者会議 委員名簿 

 

（敬称略・五十音順） 

 

葦原
あ し は ら

恭子
き ょ う こ

 琉球大学 教授 

 

池田
い け だ

聖子
せ い こ

 静岡大学 特任准教授 

 

夷石寿賀子
い せ き す が こ

 独立行政法人国際交流基金 日本語国際センター 

専任講師 

 

伊藤
い と う

秀明
ひ で あ き

 筑波大学 准教授 

 

小野塚
お の づ か

若菜
わ か な

 株式会社ベネッセコーポレーション  

ベネッセ教育総合研究所  研究員 

 

小泉
こ い ず み

利
り

恵
え

 清泉女子大学 教授 

 

 

【業務推進アドバイザー】 

佐藤
さ と う

智
と も

照
あ き

 島根大学 准教授    （主に Can do の修正作業について） 

 

長沼
な が ぬ ま

君
な お

主
ゆ き

 東海大学 教授      （主に質的検証について） 

 

野 口 裕 之
の ぐ ち ひ ろ ゆ き

 名古屋大学 名誉教授 （主に量的検証について） 
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２ Can do 修正作業従事者 名簿 

 

（敬称略・五十音順） 

入江
い り え

友
ゆ

理
り

  中部大学 非常勤講師（愛知県）〈令和３年度、令和４年度〉 

 

関崎
せ き ざ き

友愛
と も え

  日本語サービスＹＯＵ＆Ｉ 代表、 

埼玉県国際交流協会地域日本語教室相談・立ち上げアドバイザー 

〈令和３年度、令和４年度〉 

 

中川
な か が わ

美保
み ほ

  聖心女子大学 嘱託講師（東京都）〈令和２年度、令和３年度、令和４年度〉 

 

藤波
ふ じ な み

大
だ い

吾
ご

  日本語教師（岩手県）〈令和３年度、令和４年度〉 

 

前田
ま え だ

朝子
あ さ こ

  日本語教師（東京都）〈令和２年度、令和３年度、令和４年度〉 

 

※〈 〉内は、生活 Can do 作成事業に携わった年度 
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参考資料４ 事業実施の経過 

１ 有識者会議 

（１）第１回有識者会議 

日時：令和４年７月２２日 

内容：①委員紹介 

②事業概要 ・事業の趣旨説明 

・有識者会議の趣旨説明 

・事業の実施体制 

・事業の具体的な実施内容（案） 

③質的検証パイロット実施の報告及び本実施について 

④量的検証の実施概要（案） 

⑤事業実施スケジュール 

 

（２）第２回有識者会議 

日時：令和４年９月５日 

内容：①質的検証（パイロット実施・本実施）の報告  

②量的検証の実施方法について  

③量的検証のフェイス項目について  

④事業実施スケジュール（修正版） 

 

（３）第３回有識者会議 

日時：令和５年１月１９日 

内容：①量的検証の実施状況について 

②量的検証の結果概要について（株式会社ハピラル・テストソリューションズより） 

③「生活 Can do」（案）の修正方針について 

④今後のスケジュールについて 
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２ 生活 Can do（案）修正作業 

（１）ミーティング① 質的検証（本実施）に向けた調査項目の修正について 

日時：令和４年８月８日 

内容：質的検証（パイロット実施）の結果を踏まえ、質的検証（本実施）の調査項目となる Can 

do の修正について検討した。 

（２）ミーティング② 量的検証に向けた調査項目の修正について 

日時：令和４年８月２９日 

内容：質的検証（本実施）の結果を踏まえ、量的検証の調査項目となる Can do の修正につい

て検討した。 

（３）ミーティング③-量的検証の結果について（データセッションⅠ） 

日時：令和４年１２月２３日、１２月２７日 

内容：量的検証の結果を確認し、「生活 Can do」（案）全体の修正方針について検討した。 

（４）ミーティング④-量的検証の結果について（データセッションⅡ） 

日時：令和５年１月１０日 

内容：量的検証の結果を確認し、「生活 Can do」（案）全体の修正方針について引き続き検討

した。 

（５）ミーティング⑤-「生活 Can do」（案）修正方針について 

日時：令和５年 1 月１７日 

内容：量的検証の結果を踏まえ、「生活 Can do」（案）全体の修正方針について確認し、Can 

do 修正作業従事者の認識をそろえた。 

（６）ミーティング⑥-「生活 Can do」（案）修正結果について 

日時：令和５年２月１３日 

内容：修正作業従事者による生活 Can do（案）の修正作業結果を確認した。 

（７）ミーティング⑦-「生活 Can do」（案）修正結果について 

日時：令和５年２月２２日 

内容：修正作業従事者による生活 Can do（案）の修正作業結果を確認した。 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文化庁委託事業報告書 

令和４年度 

生活 Can do の作成及び検証補助業務に係る業

務報告書 

令和５年３月 

株式会社４７ブランディング 

 



令和４年度 

「生活 Can do の作成及び検証補助業務」における

「生活 Can do」（案）の量的検証の分析 

令和５年１月 

株式会社ハピラル・テストソリューションズ 

テキストボックス
令和４年度生活Can doの作成及び検証補助業務に係る業務報告書
別添資料１



1 

目 次 

１．分析の目的 ………………………………………………………………………… 2 

２．調査の方法 ………………………………………………………………………… 2 

２.１ 調査対象とした Can do 項目 ……………………………………………… 2 

２.２ 調査対象とした日本語教育機関 …………………………………………… 3 

２.３ 学習者評価 …………………………………………………………………… 3 

２.４ 調査実施期間 …………………………………………………………………… 5 

３．分析と考察 ………………………………………………………………………… 5 

３.１ 分析の方法 …………………………………………………………………… 5 

３.２ モデルの適合度と一次元性 ………………………………………………… 5 

３.３ Can do の困難度と学習者の能力の分布 …………………………………… 6 

３.４ Can do の適合度 ……………………………………………………………… 7 

３.５ 評定尺度の妥当性 …………………………………………………………… 10 

３.６ レベルごとの Can do のロジット値 ………………………………………… 11 

３.７ レベルの逆転項目 …………………………………………………………… 16 

  ３.７.１ レベルの逆転項目の認定と概略 …………………………………… 16 

  ３.７.２ 逆転項目と経験率 …………………………………………………… 17 

  ３.７.３ 「聞くこと」の逆転項目について…………………………………… 18 

  ３.７.４ 「読むこと」の逆転項目について…………………………………… 18 

  ３.７.５ 「やり取り」の逆転項目について…………………………………… 19 

  ３.７.６ 「発表」の逆転項目について………………………………………… 20 

  ３.７.７ 「書くこと」の逆転項目について…………………………………… 20 

３.８ 代表項目 ……………………………………………………………………… 21 

  ３.８.１ 準代表項目 …………………………………………………………… 22 

  ３.８.２ 代表項目の項目数およびレベル別ロジット値の散布図  ………… 22 

４．まとめ ……………………………………………………………………………… 26 

４.１ 「生活 Can do」（案）のレベル尺度の妥当性について …………………… 26 

４.２ 今後行うべき調査について ………………………………………………… 26 

＜引用文献＞ …………………………………………………………………………… 27 

＜調査協力日本語教育機関（五十音順）＞ ……………………………………………… 28 



2 

 

令和４年度「生活 Can doの作成及び検証補助業務」における「生活 Can do」（案）の量

的検証の分析 

株式会社ハピラル・テストソリューションズ 

 

１．分析の目的 

本調査では、一般社団法人 日本語教育支援協会（2021）2021.7.15 日本語教育小委員

会「令和２年度文化庁委嘱「日本語教育の参照枠」Can do の量的検証に関する調査報告

書」（以下、【文献１】とする）の手順に基づき、「生活 Can do」（案）のレベル尺度の妥

当性について量的検証を行った。 

 

２．調査の方法 

２.１ 調査対象とした Can do 項目 

本調査では、五つの言語活動（聞くこと、読むこと、やりとり、発表、書くこと）に関

する102 項目のCan doを調査対象とし、４件法の自己評価で調査した。調査項目には「日

本語教育の参照枠」の日本語能力の熟達度A1～B2 の4レベルを含み、「1.できない」、

「2.あまりできない」、「3.難しいがなんとかできる」、「4.できる」の４段階で判定し

た。本調査では、学習者の日本語レベルによってグループ１およびグループ２の２つのグ

ループに分けた。グループ１の学習者に対して行った調査項目にはA1～B1 の3レベルが

含まれ、グループ２の学習者に対して行った調査項目にはA2～B2 の3レベルが含まれて

いる。表１は、グループごとのCan do の内訳である。 

表１ グループごとのCan doの内訳 

  

 レベル 聞くこと 読むこと やりとり 発表 書くこと 合計 

グループ１ 

A1 3 4 10 3 4 

81 A2 3 5 10 3 4 

B1 6 6 12 4 4 

グループ２ 

A2 3 5 10 3 4 

78 B1 6 6 12 4 4 

B2 3 4 7 4 3 
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２.２ 調査対象とした日本語教育機関 

生活 Can do（案）が、「「生活者としての外国人」のための日本語教育のための標準

的なカリキュラム案について」に基づき作成されていることから、地域で日本語教育活

動を行う機関を中心に調査を依頼し、以下の日本語教育機関（p.28参照、一部、自治体

を含む）で調査を実施した。 

・生活者に対する日本語教育機関    １７機関 

・就労者、就労希望者、技能実習生に対する日本語教育機関 ３機関 

・留学生に対する日本語教育機関    ６機関 

 

２.３ 学習者評価 

学習者評価は、日本語学習者にウェブアンケートに回答してもらう形で実施した。回答

者は 860 名で、能力レベルで２つの回答者グループ（グループ１およびグループ２）に

分けられた。調査機関にて所属する学習者の能力レベルをおおまかに判断してグループ

分けを行った。目安として、「日本語教育の参照枠」の全体的な尺度において A1、A2、

B1 相当がグループ１、A2、B1、B2 相当がグループ２として振り分けられた。表２はグ

ループごとの回答数である。また、学習者の内訳は表３、漢字圏（中国語（簡体字）、中

国語（繁体字）、広東語と回答した者）、非漢字圏（それ以外）の別、学習者の母語の内

訳は、表４・表５の通りである。 

 

表２ グループごとの回答者数 

グループ１ グループ２ 合計（人） 

418 442 860 

 
 

表３ 学習者の内訳 

 

  

 

留学生 就労者 技能実習生 就職活動中 該当なし 合計 

グループ１ 267 75 16 37 23 418 

グループ２ 230 111 4 41 56 442 

合計（人） 497 186 20 78 79 860 

比率（％） 57.79% 21.63% 2.33% 9.07% 9.19% 100% 
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表４ 学習者の漢字圏、非漢字圏の別 

 
 

表５ 学習者の母語の内訳 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

グループ１の学習者は A1～B1 の Can do項目群に回答し、グループ２の学習者は A2

～B2 の Can do項目群に回答した。A2 および B1の Can do項目群については２つのグ

ループの共通項目とした。表６はグループごとの記述統計量と α 係数により推定した信

頼性係数の値である。各項目の記述統計量と選択肢の選択率に関しては、付録２～４を参

照のこと。 

 

  

 
非漢字圏 漢字圏 不明 合計 

グループ１ 267 150 1 418 

グループ２ 261 180 1 442 

合計（人） 528 330 2 860 

比率（％） 61.40% 38.37% 0.23% 100% 

※漢字圏の回答者は中国語（簡体字）、中国語（繁体字）、広東語と回答した者のみとした。 

中国語（簡体字） 263 イタリア語 5 ポーランド語 1 

ベトナム語 106 シンハラ語 4 ペルー語 1 

インドネシア語 80 アラビア語 4 ウルドゥー語 1 

中国語（繁体字） 65 トルコ語 4 ミャンマー語 1 

英語 65 モンゴル語 3 クルド語 1 

韓国語 36 ドイツ語 3 キルギス語 1 

ネパール語 32 ヒンディー語 3 ノルウェー語 1 

ポルトガル語 29 ペルシャ語 3 テルグ語 1 

フィリピノ語 26 ネパール語 2 オランダ語 1 

タイ語 24 ヘブライ語 2 フィンランド語 1 

スペイン語 19 広東語 2 クロアチア語 1 

ロシア語 18 マルタ語 2 アルバニア語 1 

ミャンマー語 15 スペイン語 2 マレー語 1 

フランス語 9 タミル語 2 カレン諸語 1 

ウクライナ語 7 カンナダ語 2 不明 2 

ベンガル語 6 クメール語 1 合計（人） 860 
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表６ グループごとの記述統計量と α 係数 

 

２.４ 調査実施期間 

調査は令和４年９月 20日から令和４年 10 月 28日まで行った。 

 

３．分析と考察 

３.１ 分析の方法 

本調査の分析には、統計解析のフリーソフトウェアである R（Version 3.6.2）およびそ

の拡張機能である MIRTパッケージ（Version 1.33.2、Chalmers 2012）を使用した。同

時推定法による垂直尺度化を行い、ラッシュ系モデルの１つである評定尺度モデル

（rating scale model）を用いて分析した。なお、すべての分析において、回答していな

い項目は欠測値として扱った。 

 

３.２ モデルの適合度と一次元性 

全体的なモデル適合においては、実測値とモデルによる推定値の乖離の度合いを評価

する指標となる RMSEA（root mean square error of approximation）が 0.06 未満であ

れば適合度がよい（Cook et al. 2009）とされており、今回の場合、全項目中 85.3%の項

目について RMSEAの値が 0.06未満であった。また、0.10を超える項目が全項目中 3.9%

程度に過ぎないことから、データ全体は概ねモデルに適合していると判断した。 

次に、一次元性に関しては、スクリーテストが利用できる。スクリーテストでは、項目

間の相関行列の固有値を求め、最大値をとる固有値（第 1因子の固有値）がその次に大き

な値をとる固有値（第 2 因子の固有値）の値よりも十分に大きければ 1 因子性が高い、

すなわち、一次元性が満たされている（野口・大隅 2014）とされる。今回は欠測値を含

むことから、全項目に対する相関行列は求まらないため、両グループに共通な項目のデー

タ、グループ１の項目のデータ、グループ２の項目のデータの 3 通りについて、第 1 因

子の固有値と第 2因子の固有値の比の値を求めた。その結果、共通項目で 14.62、グルー

プ１の項目で 8.86、グループ２の項目で 12.83 と十分大きな値であったため、一次元性

は満たされていると判断した。 

  

グループ Can do数 サンプル数 平均値 標準偏差 α 係数 

グループ１ 81 418 2.97 0.61 0.987 

グループ２ 78 442 3.00 0.65 0.989 
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３.３ Can do の困難度と学習者の能力の分布 

今回は Can do の困難度を推定することを目的にしているため、学習者の能力尺度値

を Can do のロジット（log odds units：logit）尺度上の値で表わすこととした。図１は

各相のロジットの高低を示す図（Variable map）であり、縦軸がロジット値である。学

習者のロジット値はプラスに大きくなるほど能力が高く、Can do のロジット値はプラ

スに大きくなるほど困難度が高くなることを表す。 

図 1からわかるように、Can do のロジット値は学習者の能力分布の範囲内にほぼ収

まっており、問題ない範囲といえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 学習者の自己評価の Variable map 

 



7 

 

表７に学習者の能力尺度値と Can do の困難度の記述統計量を記した。学習者の能力

尺度値の全体平均値は 0.05 で、標準偏差は 1.91 であった。また、Can do の困難度の

平均は－0.11 で、標準偏差は 1.02 であった。表７の右端にある標準誤差は、学習者につ

いては各学習者の能力尺度値の標準誤差の平均値、Can doについては各 Can doの困難

度の標準誤差の平均値を示したものである。 

 

表７ 学習者の能力と Can do の困難度の記述統計量 

学習者 平均値 標準偏差 中央値 最小値 最大値 レンジ 標準誤差

グループ１ -0.40 1.70 -0.42 -5.96 4.91 10.87 0.20

グループ２ 0.48 2.00 0.07 -5.84 5.23 11.07 0.22

全体 0.05 1.91 -0.17 -5.96 5.23 11.19 0.21

Can do 平均値 標準偏差 中央値 最小値 最大値 レンジ 標準誤差

全体 -0.11 1.02 0.00 -2.97 1.80 4.77 0.09  

 

３.４ Can do 項目の適合度 

実測値とモデルに基づく期待値の差が大きい場合、該当 Can do 項目を削除するかどう

かを検討する。Wright, B. D., Linacre, J. M., Gustafson, J.-E., & Martin-Löff, P.（1994）

によれば、Rating scale（Likert/Survey）では Infit の値が 0.6～1.4 で適合していると

されている。今回は【文献１】にしたがって、この基準を採用し、Can do項目の適合度

を確認した。表８に示した Q210062、Q310242、Q310252の３項目は、Infit の値が 1.40

を超え、モデルが想定するものよりも能力の高低が正答確率に影響する度合いが他の多

くの項目に比べて小さくなっているミスフィット（misfit、不適合）の項目である。また、

他の多くの項目に比べて能力の高低が正答確率に及ぼす影響が敏感であるオーバーフィ

ット（overfit、過剰適合）に相当する Can do項目はなかった。なお、表 8にミスフィッ

トの Can do 項目のロジット値・記述統計量（当該項目に対する学習者の４段階評定値か

ら算出）を示した。表８の標準誤差は、個々の Can do に対応する標準誤差を示している。 

表８ ミスフィットの Can do 項目のロジット値・記述統計量 

Can do Infit logit 平均値 標準偏差 標準誤差 レベル 

Q210062 1.559 -1.422 3.347 0.901 0.044 A1 

Q310242 1.556 -2.965 3.715 0.622 0.030 A1 

Q310252 1.408 -1.437 3.449 0.795 0.027 A2 
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モデルに適合しない項目は、必ずしも削除する必要があるということではなく、モデル

に適合しない原因を推察して、よりレベルに即した内容とする修正が必要か否かについ

て検討すべき項目である。以下、ミスフィットとなった Can do項目に対する分析結果と

専門家の意見を記しておく。 

 

・Can do ID：Q210062（A1、言語活動：「読むこと」） 

Can do の内容：「「駐車場」「Ｐ」「空」「満」など、町の中でよく見かける駐車場に関する

非常に短い表示を見て、理解することができる。」 

例示として、「P」以外は「駐車場」「空」「満」といった漢字が並んでいること、学習者の

約半数を占める留学生については車を運転する機会が少ないことが影響したと考えられ

る。また、日本語の能力が高い学習者であっても漢字の理解に困難を覚える場合、難しい

と自己判断したことが考えられる。一方、漢字の理解に困難を覚えない学習者の場合、日

本語の能力が低くても、易しいと自己判断したことが考えられる。 

 

・Can do ID：Q310242（A1、言語活動：「やり取り」） 

Can do の内容：「助けてもらったり、親切にされたりしたとき、「ありがとうございます」

などのお礼の言葉を言うことができる。」 

「助けてもらう」、「親切にされる」から想像する内容に差が生じた可能性がある。ま

た、「ありがとうございます」のみの単純な発話を想定した学習者は、易しいと自己判

断し、より長い発話を想定した学習者は、難しいと自己判断したのではないかと考えら

れる。 

 

・Can do ID：Q310252（A2、言語活動：「やり取り」） 

Can doの内容：「取引先の会社などを訪問したとき、「いつもお世話になっております。」

「初めてお目にかかります。」など、場面に合った短い簡単な言葉で丁寧なあいさつをす

ることができる。」 

「場面に合った」という文脈の想定が学習者によって異なり、日本語の能力を問わず回

答にばらつきが生じた可能性がある。また、「いつもお世話になっております」の翻訳

による意味のずれ、自国の言語に同様の表現が存在しないことなどが原因で、ばらつき

が生じたのではないか。 
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本分析では、【文献１】にしたがい、Q210062、Q310242、Q310252 を一つずつ削除し、

Can do 項目のロジット値の変化を確認した。Can do 項目を削除し、新たな分析結果が

得られるごとに、データ全体がモデルにフィットしているかどうか、一次元性を満たして

いるかどうかを確認した。その結果、すべて問題がなかった。また、Can do レベルを A1

＝１、A2＝２、B１＝３、B2＝４と置き換え、Can do のロジット値と Can do レベルの

相関を調べたところ、相関係数はほぼ変わらず全項目の場合と同じように強い相関関係

が示された（表９）。 

 

表９ Can do のロジット値と Can do レベルの相関 

（ミスフィットの項目を削除した後） 

 

 

 

 

 

 

 

以上のことから、ミスフィットの項目を削除してもしなくても全体的な適合度には影

響がないことがわかる。よって、質的な検討を加えた後、削除すべき項目を決定すべき

と考える。今回の報告では、ミスフィットの項目を削除していないすべての Can do 項

目での分析結果を報告している。したがって、以下で扱う逆転項目、代表項目の中には

上記のミスフィットの項目が含まれることがあるため、注意が必要である。 

 

 

  

項目 スピアマン順位相関 

すべての Can do rs = .84、p < .05 

Q210062削除 rs = .83、p < .05 

Q210062・Q310242削除 rs = .84、p < .05 

Q210062・Q310242・Q310252 削除 rs = .84、p < .05 
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３.５ 評定尺度の妥当性 

今回の評定尺度の妥当性を小泉・アルク教育総合研究所（2017）にしたがって検討す

る。第一に、各段階に 10 個以上の結果が含まれることと、段階が上がるにつれて困難度

を示すロジット値が大きくなっていることが必要である。前者については、回答数が最少

の段階 1（「できない」）でも 5,233 個の回答があり、条件を満たしている。また、段階が

上がるにつれて－1.39、－0.38、0.32、1.04 のように困難度を示すロジット値の平均値が

大きくなっていたため、後者の基準も満たしていた。第二に、本調査は４件法でアンケー

ト調査を実施したため、三つの閾値（threshold level）があるが、閾値の間の差に関して、

各レベルの閾値が 1.4 以上 5.0 未満で上がっていることが望ましいといわれている

（Eckes 2011）。今回の閾値の困難度の推定値は、段階が上がるにしたがってロジット値

が－3.06、－1.38、0.85の順で、段階１（「できない」）と段階２（「あまりできない」）の

閾値と段階２と段階３（「難しいがなんとかできる」）の閾値の間は、－1.38－(－3.06) ＝ 

1.68、段階２と３の閾値と段階３と段階４（「できる」）の閾値の間は、0.85－(－1.38) ＝ 

2.23 と上がっており、この基準も満たされていた。第三に、図２の確率曲線（probability 

curves） は「項目カテゴリ特性曲線（Item Response Category Characteristic Curve : 

IRCCC）」を示しており、図の左から順に、段階１、段階２、段階３、段階４の選択確率

を表わす曲線となっている。それぞれのレベルに明確な頂点があることが求められるが、

今回、段階２、段階３の曲線に明確な頂点があることが確認できた。 

 

図２ 学習者の自己評価の評定の閾値（threshold level） 
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３.６ レベルごとの Can do 項目のロジット値 

Can do 項目のレベルごとに、Can do 項目のロジット値の記述統計量を表 10 に示す。 

表 10 レベル別 Can do項目のロジット値の記述統計量 

レベル 平均値 標準偏差 中央値 最小値 最大値 レンジ 標準誤差 

A1 -1.39 0.65 -1.30 -2.96 -0.15 2.82 0.11 

A2 -0.38 0.65 -0.42 -1.79 0.67 2.46 0.08 

B1 0.32 0.48 0.39 -0.79 1.18 1.97 0.08 

B2 1.04 0.45 1.08 0.18 1.80 1.62 0.10 

 

さらに言語活動ごと、レベルごとの中央値は以下の表 11 のようになっている。なお、

平均値ではなく、中央値を用いたのは、【文献１】と同様、ロジット値が大きく外れた項

目による影響を少なくするためである。 

表 11 言語活動別・レベル別中央値 

レベル 聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと 

A1 -0.88 -1.30 -1.73 -1.24 -1.25 

A2 -0.45 -0.64 -0.21 -0.29 -0.02 

B1 0.28 -0.20 0.48 0.55 0.56 

B2 0.87 0.58 0.94 1.64 1.31 

 

図３は、レベルごとのロジット値の中央値をグラフで示したものである。それぞれの言

語活動について、A1 から B2 へとレベルが上がるごとに Can do 項目のロジット値が高

くなっている（難しくなっている）ことが確認できた。また、「聞くこと」の A1 レベル

の Can do項目以外については、【文献１】と同様に、「聞くこと」、「読むこと」という受

容系言語活動の方が「発表」、「書く」の産出系言語活動よりもロジット値が低い（易しい）

という傾向がみられた。一方、【文献１】でみられた「やり取り」で A1 レベルの Can do

項目のロジット値が高い（難しい）という状況はみられず、むしろ「やり取り」の A1レ

ベルの Can do 項目では、他の言語活動の A1レベルの Can do 項目よりもロジット値が

低い（易しい）という結果になった。 
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図３ レベル別・言語活動別のロジット値の中央値 

図４は Can do 項目（全言語活動）について、意図した Can do項目のレベルと、分析

後のロジット値でプロットした散布図である。図の横軸は意図した Can do項目のレベル

（A1～B2）を示し、各点がそれぞれの Can do 項目に対応しており、図の縦軸の値がロ

ジット値を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ Can do のレベルとロジット値（全言語活動） 
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図４で示したように、A１～B2 までレベルが上がるにつれて、Can do のロジット値も

大きくなっており、全体的にはレベルとロジット値が予想通りに推移している。個別の項

目でみると、たとえば A1 レベルでロジット値が最大となっている Can do 項目は

Q310322（言語活動：やり取り、レベル：A1）であり、A1 レベルの Can do にしては難

しすぎる項目といえる。また、A2 レベルと B1 レベルでロジット値が最小となっている

Can do 項目は Q410082（言語活動：発表、レベル：A2）と Q210182（言語活動：読む

こと、レベル：B1）であり、A2 レベルや B1 レベルの Can do にしては易しすぎる項目

といえる。 

 

同様に、図５～９は各言語活動の Can do 項目について、意図した Can do項目のレベ

ルと、分析後のロジット値でプロットした散布図である。図の横軸は意図した Can do項

目のレベル（A1～B2）を示し、各点がそれぞれの Can do 項目に対応しており、図の縦

軸の値がロジット値を示している。なお、図中の記号と数字は各 Can do 項目の IDを示

す。 

 

図５ Can do のレベルとロジット値（聞くこと） 
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図６ Can do のレベルとロジット値（読むこと） 

図７ Can do のレベルとロジット値（やり取り） 
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図８ Can do のレベルとロジット値（発表） 

図９  Can do のレベルとロジット値（書くこと） 
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３.７ レベルの逆転項目 

３.７.１ レベルの逆転項目の認定と概略 

「隣接するレベルのロジット値の中央値を上回る（または下回る）ロジット値をもつ項

目」をレベルの逆転項目（以下、逆転項目）と定義し、そのような項目を洗い出し、その

原因を考察する。なお、一般に、評定尺度の質問紙調査で質問項目について「ポジティブ

な表現に対するネガティブな表現」を「逆転項目」と呼ぶが、本報告における「逆転項目」

はそれとは異なり、【文献１】と同様、独自の選定方法と定義による名称である。 

逆転項目の選定方法は以下の通りである。まず、各レベルのロジット値の中央値を求め

た（p.11 表 11）。前述のように、隣接するレベルのロジット値の中央値を上回る（または

下回る）ロジット値をもつ項目を逆転項目として認定した。たとえば、「聞くこと」の A1 

の中央値は－0.88 であるから、A2 項目でありながら－0.88 よりも低いロジット値をも

つ項目は逆転項目として認定する。同様に A1の項目でありながら、A2 の中央値である

－0.45 よりも高いロジット値をもつ項目も逆転項目となる。以上の方法で逆転項目を認

定したところ、全体で 13 項目が該当した。そのうち、隣接するレベルよりもさらに離れ

たレベルでの（つまり２レベルにわたる）逆転項目はなかった。レベル別、言語活動別の

内訳は以下の表 12 の通りである。逆転項目の項目数の割合で見ると、「発表」、「読むこ

と」が多く、「聞くこと」、「書くこと」が少ない。なお、付録５に、逆転項目と後節で述

べる代表項目を合わせて Can do 記述文とともに示してある。 

表 12 言語活動別・レベル逆転項目数 

 A1 A2 B1 B2    

 

調
査
項
目
数 

逆
転
項
目
数 

調
査
項
目
数 

逆
転
項
目
数 

調
査
項
目
数 

逆
転
項
目
数 

調
査
項
目
数 

逆
転
項
目
数 

調
査
項
目
合
計 

逆
転
項
目
合
計 

逆
転
項
目
割
合
％ 

 

 

 

 

 

言語活動 

聞くこと 3 0 3 1 6 0 3 0 15 1 6.7 

読むこと 4 0 5 2 6 2 4 0 19 4 21.1 

やり取り 10 1 10 0 12 2 7 1 39 4 10.3 

発表 3 0 3 2 4 1 4 0 14 3 21.4 

書くこと 4 0 4 1 4 0 3 0 15 1 6.7 

計 24 1 25 6 32 5 21 1 102 13 12.7 
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３.７.２ 逆転項目と経験率 

 今回の調査では、それぞれの Can doについて日本語での経験の有無に関する調査も行

った。表 13 は、今回抽出した逆転項目について、Can do ごとに全回答者数に対する「経

験がある」と回答した学習者の人数の割合（％）（以下、経験率とする）をロジット値と

合わせて示したものである。なお、すべての Can doに対する経験率については、付録５

の右端に記した。 

逆転項目全体をみると、経験率が低い項目は想定したレベルより上位のレベルの中央

値よりもロジット値が高く、難しいとされる傾向にあり、経験率が高い Can do項目は想

定したレベルより下位のレベルの中央値よりもロジット値が低く、易しいとされる傾向

にある。たとえば、Q210142 と Q210182 はともに B1 レベルと想定されているが、

Q210142は経験率が低く、ロジット値は B2レベルの中央値（0.58）よりも高くなってお

り、Q210182は経験率が高く、ロジット値は A2 レベルの中央値（－0.64）よりも低くな

っている。 

このことから、逆転項目については、想定したレベルよりも難しいと回答している Can 

do について、経験がないがゆえに、実際よりも難しいと自己判断している可能性が考え

られる。以下、３.７.３～３.７.７では、言語活動ごとにそれぞれの逆転項目に対する分析

結果と専門家の意見をまとめておく。 

表 13 逆転項目のロジット値と経験率 

Can do ID Logit 経験率 言語活動 レベル 
中央値基準 

のレベル 

Q110142 -1.05 65.1% 聞くこと A2 ↓A1 

Q210082 -1.39 69.1% 読むこと A2 ↓A1 

Q210102 0.12 32.6% 読むこと A2 ↑B1 

Q210142 0.85 17.2% 読むこと B1 ↑B2 

Q210182 -0.79 56.9% 読むこと B1 ↓A2 

Q310122 1.05 17.9% やり取り B1 ↑B2 

Q310262 0.36 38.7% やり取り B2 ↓B1 

Q310322 -0.15 18.7% やり取り A1 ↑A2 

Q310342 -0.29 55.9% やり取り B1 ↓A2 

Q410022 0.67 14.3% 発表 A2 ↑B1 

Q410082 -1.79 74.3% 発表 A2 ↓A1 

Q410092 -0.51 48.7% 発表 B1 ↓A2 

Q510052 0.59 35.5% 書くこと A2 ↑B1 

※「中央値基準のレベル」は上記の逆転項目の選定方法から推定したレベルである。 



18 

 

３.７.３ 「聞くこと」の逆転項目について 

・Can do ID：Q110142（A2、経験率 65.1%） 

Can do の内容：「ゆっくりとはっきりと話されれば、ラジオで、天気予報を聞いて、明日

の天気や温度、降水確率など、いくつかの情報を理解することができる。」 

A1レベルの中央値よりも易しく、経験率は高い。 

「ゆっくり、はっきりと話されれば」という表現が易しい印象を与えた可能性がある。し

かし、ラジオで「ゆっくり、はっきりと話されれば」という状況が考えにくい。当該 Can 

doはA2レベルであるため、視覚情報がないということをはっきり記載したほうがよい。 

 

３.７.４ 「読むこと」の逆転項目について 

・Can do ID：Q210082（A2、経験率 69.1%） 

Can do の内容：「学校行事に関するお知らせなどの、短い簡単な文章を見て、日時や場

所、持ち物などの内容を大まかに理解することができる。」 

A1レベルの中央値よりも易しく、経験率は高い。 

「短い簡単な文章」という表現が、まとまりのある文章ではなく、いくつかの文程度のも

のを想定させてしまった可能性がある。 

 

・Can do ID：Q210102（A2、経験率 32.6%） 

Can do の内容：「工場の機械の基本的な操作手順について、イラストや写真などで示され

た視覚的補足情報を基に理解することができる。」 

B1レベルの中央値よりも難しく、経験率は低い。 

工場の機械という点で経験率の低さからレベルが高いと解釈された可能性があること、

視覚的補足情報が何を意味しているのかが不明瞭であった可能性がある。 

 

・Can do ID：Q210142（B1、経験率 17.2%） 

Can do の内容：「役所のサイト上の犬の登録制度など、登録や狂犬病予防接種の手続に関

する簡単な説明を読んで、主要な情報を理解することができる。」 

B2レベルの中央値よりも難しく、経験率は非常に低い。 

狂犬病の予防接種についての知識の有無や経験率の低さから困難度が上がったものと考

えられるが、本項目の書きぶり等は妥当なものと考えられる。 

 

・Can do ID：Q210182（B1、経験率 56.9%） 

Can do の内容：「感謝の気持ちや近況などについて、ある程度詳しく書かれた友人からの

お礼の手紙やメールなどを読んで、大部分の内容を理解することができる。」 

A2レベルの中央値よりも易しく、経験率は比較的高い。 

学習者にとって身近な話題であること、大部分の内容を理解することができるなどの条
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件があることで容易なものと判断された可能性がある。 

 

３.７.５ 「やり取り」の逆転項目について 

・Can do ID：Q310122（B1、経験率 17.9%） 

Can doの内容：「地域の子育て支援センターや子供の育児相談の窓口などでスタッフに、

子供の健康状態や発育・発達について気になることを説明し、相談することができる。」 

B2レベルの中央値よりも難しく、経験率は非常に低い。 

経験率が低いことから、「子育て支援センター」がどのような場所であるかを知らない、

あるいは子供の発育や発達に関する相談で実際にどのようなやり取りが行われるかを想

像することが困難であったために、想定した B1 レベルよりも高いと判断した学習者の合

が多かったのではないかと考えられる。 

 

・Can do ID：Q310262（B2、経験率 38.7%） 

Can do の内容：「国際交流イベントのグループディスカッションなどの場で地域に住む

外国人として、日本での暮らしについて発言を求められたとき、異文化体験について自分

の解釈を交えて正確に詳しく伝え、主体的に話を展開することができる。」 

B1レベルの中央値よりも易しく、経験率は比較的低い。 

「日本での暮らし」や「異文化体験」という話題が身近であることと、国際交流イベント

のグループディスカッションというフォーマルとは言えない場面設定が、想定した B2の

難易度を表しきれていないのではないかと考えられる。 

 

・Can do ID：Q310322（A1、経験率 18.7%） 

Can do の内容：「隣の家の人などに回覧板を渡しながら「回覧板です」など、簡単な言葉

で用件を伝えることができる。」 

A2レベルの中央値よりも難しく、経験率は非常に低い。 

「回覧板」が日本の地域生活に特有のものであり、自国で回覧板のような物がなく、経験

のない学習者にとって Can do の翻訳文から回覧板の目的や回覧板を隣人に渡す場面が

想像しにくかったのではないか。今後も、回覧板のようなものは少なくなっていくものと

考えられる。 

 

・Can do ID：Q310342（B1、経験率 55.9%） 

Can do の内容：「地域の日本語教室などで、教師やコーディネーターに、会話能力を高め

るための自分の勉強法についてある程度詳しく説明したり、意見を述べたりして、相談す

ることができる。」 

A2レベルの中央値よりも易しく、経験率は比較的高い。 

意見を述べる、相談するといった言語活動は、B1でよくみられるものであるが、学習者
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にとって身近な存在である地域の日本語教室の教師やコーディネーターがやり取りの相

手であるということが、難易度を下げた可能性がある。 

 

３.７.６ 「発表」の逆転項目について 

・Can do ID：Q410022（A2、経験率 14.3%） 

Can do の内容：「町内会などで行う防災訓練で、台本を時々見ることができれば、短い簡

単なアナウンスをすることができる。」 

B1レベルの中央値よりも難しく、経験率は非常に低い。 

経験率が低いこと、またアナウンスの内容の例示がなく、「防災」というトピックが難し

い語彙や表現を想起させることから、全体的に難しいと自己判断をしたのではないかと

考えられる。 

 

・Can do ID：Q410082（A2、経験率 74.3%） 

Can do の内容：「初めて会った人の前で自己紹介するとき、日本に来ることになったきっ

かけや、どのくらい日本にいるかなど、短い簡単な言葉で話すことができる。」 

A1レベルの中央値よりも易しく、経験率は高い。 

自己紹介は社会生活において必須の言語行動であり、経験率も高いことから、学習者の能

力レベルにかかわらず相対的に易しいと自己判断されたと考えられるが、書きぶりにつ

いては妥当なものである。 

 

・Can do ID：Q410092（B1、経験率 48.7%） 

Can do の内容：「国際交流のイベントなどで、あらかじめ準備してあれば、自分の国や町

の様子、人々の暮らしや考え方などについて、まとまりのある簡単なプレゼンテーション

をすることができる。」 

A2レベルの中央値よりも易しく、経験率は比較的低い。 

プレゼンテーションという言語行動ではあるが、身近な話題であること、「あらかじめ準

備してあれば」という条件が付されているため相対的に易しいと自己判断されたと考え

られる。 

 

３.７.７ 「書くこと」の逆転項目について 

・Can do ID：Q510052（A2、経験率 35.5%） 

Can do の内容：「項目の意味が分からないときに窓口の職員に聞くことができれば、児童

扶養手当認定などの請求書に基本的な情報や銀行口座、公的年金制度の種別を書くこと

ができる。」 

B1レベルの中央値よりも難しく、経験率は比較的に低い。 

「児童扶養手当認定」「公的年金制度の種別」といった内容が難しい語彙や表現を想起さ
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せ、難しいと自己判断したのではないかと考えられる。 

 

３.８ 代表項目 

当該レベルの項目としてロジット値で示される困難度が適正であると判断される Can 

do 項目を当該レベルについて代表する項目として代表項目と呼ぶことにする。【文献１】

における代表項目の選定手順は、以下の通りである。 

まず、前節で逆転項目と認定した項目を除く。その上で残った項目（非逆転項目）を使

って各言語活動の各レベルにおけるロジット値の平均値を求める。逆転項目を除いたの

で外れ値的な項目がないことから、中央値ではなく、平均値を用いる。このロジット平均

値と隣接するレベルのロジット平均値のさらに平均値を閾値とし、この閾値の間に入る

（同値を含む）ロジット値をもつ項目を代表項目とする。これらの値は以下の表 14の通

りである。なお、【文献１】で触れられているように、閾値は絶対的なものではなく、分

析上の便宜的な目安に過ぎない。 

  たとえば、「聞く」の A1の非逆転項目の平均値は－0.90、A2 の非逆転項目の平均値は 

－0.70である。ここから、A1と A2の閾値は、－0.90 と－0.70の平均値として－0.80が

求められる。同様にして、A2と B1 の閾値は－0.23 と求められる。これにより A1と A2

の閾値－0.80 と A2 と B1 の閾値－0.23 の間にある、－0.80 以上で－0.23 以下の項目が

A2の代表項目として認定される。なお、A1 と A2の閾値－0.80 未満の A1項目が A1 の

代表項目として認定される。 

表 14 各レベル・各言語活動の非逆転項目平均値および閾値 

   聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと 

A1 非逆転項目平均値 -0.90 -1.30 -1.92 -1.08 -1.18 

A1/A2 閾値 -0.80 -1.05 -1.10 -0.68 -0.78 

A2 非逆転項目平均値 -0.70 -0.79 -0.28 -0.29 -0.37 

A2/B1 閾値 -0.23 -0.48 0.09 0.24 0.10 

B1 非逆転項目平均値 0.23 -0.17 0.46 0.76 0.58 

B1/B2 閾値 0.60 0.18 0.75 1.15 0.95 

B2 非逆転項目平均値 0.97 0.53 1.04 1.55 1.32 

 

  今回の調査では、各言語活動のレベル別分類のうち、調査項目数が 3 項目しかないも

のや 4 項目しかないものがあるため、代表項目数が 2 項目以下となっているレベル別分

類も多い。 
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３.８.１ 準代表項目 

「発表」の A2 レベルについては代表項目が 1 項目しかなかったため、A1 レベルとし

て想定されている Can do 項目 Q410052（言語活動：発表、レベル：A1、ロジット値－

0.539）を「発表」の A2レベルの準代表項目として追加した。この Can do項目は逆転項

目には選別されていないが、代表項目選別の基準では A1レベルの代表項目の範囲に収ま

らず、ロジット値が A2レベルとなった項目である。 

 

・Can do ID：Q410052（A1、経験率 19.1%） 

Can do の内容：「PTA 活動後の懇談会などで、自分や子供の名前、自宅の場所などを、

すごく簡単な言葉で言うことができる。」 

 新たな Can do 作成の際の参考とするためには、各レベル、言語活動ごとに代表項目が複

数あることが望ましい。そのため、本項目は、書きぶりを A2レベルにふさわしいものに

調整し、A2レベルの代表項目とすることを検討したほうがよいと考えられる。 

 

３.８.２ 代表項目の項目数およびレベル別ロジット値の散布図 

代表項目数（準代表項目を含む）の合計は 73 項目で、その内訳を表 15 に示した。な

お、逆転項目として選別した Can do項目と代表項目として選別した Can do項目は、Can 

do記述文、経験率とともに付録５に示してある。 

表 15 言語活動別・レベル別代表項目数 

 A1 A2 B1 B2   

調
査
項
目
数 

代
表
項
目
数 

調
査
項
目
数 

代
表
項
目
数 

調
査
項
目
数 

代
表
項
目
数 

調
査
項
目
数 

代
表
項
目
数 

調
査
項
目
合
計 

代
表
項
目
合
計 

言語活動 

聞くこと 3 2 3 2 6 6 3 3 15 13 

読むこと 4 4 5 2 6 4 4 4 19 14 

やりとり 10 9 10 6 12 7 7 5 39 27 

発表 3 2 3 2 4 2 4 3 14 9 

書くこと 4 3 4 2 4 2 3 3 15 10 

計 24 20 25 14 32 21 21 18 102 73 

※「調査項目数」は逆転項目を除く前の数であり、「代表項目数」には準代表項目を含む。 

 

以下に、代表項目（準代表項目を含む）のレベル別ロジット値の散布図を示す。 
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図 10 代表項目の Can doレベルとロジット値（全言語活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 代表項目の Can doレベルとロジット値（聞くこと） 
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図 12 代表項目の Can doレベルとロジット値（読むこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 代表項目の Can doレベルとロジット値（やり取り） 
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図 14 代表項目の Can doレベルとロジット値（発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 代表項目の Can doレベルとロジット値（書くこと） 
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代表項目は閾値で区分しているため、言語活動別のグラフでは、異なるレベル間でのロ

ジット値が重なることはない。本節では、便宜的に閾値を求め、それに基づいて代表項目

を提示した。【文献１】と同様、ここではあくまでも機械的な振り分けを行ったに過ぎな

いが、代表項目として認定されたものは生活 Can do の記述文として妥当であるといえ

る。なお、代表項目として認定されなかった Can do項目の多くは、逆転項目の選別の基

準と代表項目の選別の基準が異なるために、ロジット値が代表項目の範囲に収まらなか

ったものである。 

代表項目に選別されなかった Can do項目は、日本語の Can do として不適切であると

いうことを意味しているわけではない。本報告書の代表項目は今後も引き続き行ってい

く質的な検討のための基礎資料に過ぎない。 

 

４．まとめ 

４.１ 「生活 Can do」（案）のレベル尺度の妥当性について 

全体的にみて、Can do レベルが上がるとともに学習者の自己評価による困難度も上が

っており、学習者の自己評価を用いたレベル尺度について十分な妥当性を確認できたと

いえる。また、代表項目の割合は【文献１】における割合（55.9%）よりも今回の割合（71.6%）

の方が高く、この点においても比較的よい結果が得られたものと考える。 

個別の項目をみると、【文献１】と同様、一部の項目についてミスフィットとなってい

るものやレベル間で逆転を起こしているものが存在している。ただし、逆転項目の割合は

【文献１】における割合（17.1%）よりも今回の割合（12.7%）の方が低かった。これら

の逆転項目については、Can do記述文の質的な側面から再度検討していくことが必要で

あろう。 

 

４.２ 今後行うべき調査について 

まず、本調査において代表項目として選定した項目数が少ないレベル別言語活動別の

生活 Can do の項目をさらに増やすために、今後も同様の調査を継続することを提案す

る。 

さらに、上述の逆転項目が生じる原因については、それぞれのCan do記述文の場面設

定の妥当性、日本独自の生活習慣や制度の影響、各言語への翻訳の影響、Can do記述文

の作成時に想定した難易度が適切に表現されているかどうかなどに関係していると考え

られるため、今後、項目を増やす際には、これらの妥当性に留意しつつ、レベル内の項目

数のバランスも考慮しながら、Can do記述文の調整、代表項目の調整、レベルの調整な

どを行うべきである。 

本調査では、日本語教育機関などでの学習者を対象とした自己評価に基づく分析を行

ったが、日本語教師を対象とした学習者評価に基づくデータを収集して分析することも

検討すべきであると考える。 
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Can do項目ID 言語活動 レベル Can do グループ１ グループ２

Q110012 聞くこと B1
インフルエンザなど、最近流行している病気に関するテレビニュースなどを見て、映像やテ

ロップを頼りに、予防法や対処法など、主要な情報を理解することができる。
○ ○

Q110022 聞くこと B2
応急手当の講習会などで、救急救命士による止血や心肺蘇生法について、複雑な説明を聞い

て、理解することができる。
○

Q110032 聞くこと A1

学校や職場などで地震発生時に避難するため、ゆっくりとはっきりと話されれば、「気をつ

けてください。」「走らないでください。」など、ごく簡単なアナウンスを聞いて、理解す

ることができる。

○

Q110042 聞くこと A2
映像と実況説明がほとんど重なるならば、台風や地震、津波を伝えるテレビニュースを見

て、内容を大まかに理解することができる。
○ ○

Q110052 聞くこと B1
電気やガスの使用を開始するとき、係員による安全装置の仕組み、復旧の方法などのある程

度詳しい説明や指示を聞いて、理解することができる。
○ ○

Q110062 聞くこと B1

発音がはっきりしていれば、地域の公民館や体育館などの受付で、職員による施設の予約や

利用の方法、活動を行っているグループへの参加方法などの説明や指示を聞いて、理解する

ことができる。

○ ○

Q110072 聞くこと B1
発音がはっきりしていれば、駐車違反やスピード違反などで警察官に止められたとき、警察

官による違反の内容や罰則などの説明や指示を聞いて、理解することができる。
○ ○

Q110082 聞くこと A1

予防接種を受けたとき、自分に向かってゆっくりはっきりと話されれば「運動はしないでく

ださい」「熱が出ます」など、イラストなどの視覚的な情報を伴った医者のごく簡単な指示

を聞いて、理解することができる。

○

Q110092 聞くこと B2
教育委員会や学校などで、特別支援学校と特別支援学級の違い、受けられる支援の内容な

ど、担当者や教師による詳しい説明を聞いて、理解することができる。
○

Q110102 聞くこと B1

発音と内容がはっきりしていれば、どこでどんな出来事があったか、どんな対応をして何を

考えたかなど、異文化体験に関するスピーチを聞いて、主要な情報を理解することができ

る。

○ ○

Q110112 聞くこと B1
発音がはっきりしていれば、テレビやラジオで視聴者からのいじめや不登校などの悩み相談

を聞いて、内容やアドバイスなどの要点を理解することができる。
○ ○

Q110122 聞くこと B2
ラジオで商店街などでのインタビューを聞いて、最近の景気や消費者の動向などについて、

人々の感じ方の違いやレポーターのコメントなどを理解することができる。
○

Q110132 聞くこと A2
宅配便の不在通知を見て再配達を依頼したいとき、再配達の自動音声案内の簡単な案内を聞

いて、理解することができる。
○ ○

Q110142 聞くこと A2
ゆっくりとはっきりと話されれば、ラジオで、天気予報を聞いて、明日の天気や温度、降水

確率など、いくつかの情報を理解することができる。
○ ○

Q110152 聞くこと A1
職場でコピーを何枚とるかなど具体的で基本的な事務作業について、ゆっくりとはっきりと

話されればごく簡単な指示を理解して、適切な行動をすることができる。
○

Q210012 読むこと B2

文章の中にある一部の専門的な言葉の意味をウェブ上の辞書などを使って確認することがで

きれば、アパートの賃貸契約書を読んで、入居条件や特記事項などを理解することができ

る。

○

Q210022 読むこと A1
ファストフード店やレストランなどでメニューを見て、自分が知っている食べ物や飲み物の

名前など、いくつかの情報を理解することができる。
○

Q210032 読むこと B1
いくつかのメーカーの商品を比較する雑誌やサイトなどの簡単な記事に目を通して、それぞ

れの特徴など、どれを買うか決めるために必要な情報を探し出すことができる。
○ ○

Q210042 読むこと B2
銀行やクレジットカード会社からのサービス内容の変更や料金の改定などのお知らせを読ん

で、あまり苦労せずに内容を理解することができる。
○

Q210052 読むこと B1
警察が発行している、交通安全のためのリーフレットなどの簡単な説明を読んで、ルールを

守って安全に自転車に乗るための重要な情報を理解することができる。
○ ○

付録１　調査項目
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Q210062 読むこと A1
「駐車場」「Ｐ」「空」「満」など、町の中でよく見かける駐車場に関する非常に短い表示

を見て、理解することができる。
○

Q210072 読むこと A1
子供向けのイベントなどのポスターを見て、開催日、場所など、ごく基本的な情報を探し出

すことができる。
○

Q210082 読むこと A2
学校行事に関するお知らせなどの、短い簡単な文章を見て、日時や場所、持ち物などの内容

を大まかに理解することができる。
○ ○

Q210092 読むこと B2
職場の安全衛生マニュアルなどの長い複雑な文章に目を通して、業務に関連のある事柄や、

自分に必要な事柄をすぐに探し、理解することができる。
○

Q210102 読むこと A2
工場の機械の基本的な操作手順について、イラストや写真などで示された視覚的補足情報を

基に理解することができる。
○ ○

Q210112 読むこと A1
職場で「コピー、50部」などの指示が書かれた短い簡単なメモを読んで理解することがで

きる。
○

Q210122 読むこと B1
コピー機やプリンターの操作ガイドなど、事務機器の使用方法に関する簡単な説明を読ん

で、主要な情報を理解することができる。
○ ○

Q210132 読むこと B2

日本で生活する上で、人々の考え方や習慣などで疑問に思ったことについて、インターネッ

ト上にある異文化摩擦に関する論説文などを読んで、筆者の立場・主張とその論拠などを理

解することができる。

○

Q210142 読むこと B1
役所のサイト上の犬の登録制度など、登録や狂犬病予防接種の手続に関する簡単な説明を読

んで、主要な情報を理解することができる。
○ ○

Q210152 読むこと A2
日本語学習に関する短い簡単なブログなどを読んで、自分の目的に合った学習サイトや教材

などについて、いくつかの情報を理解することができる。
○ ○

Q210162 読むこと A2
役所や地域の掲示板やウェブサイトの短い簡単なお知らせを読んで、日本語教室や交流イベ

ントなどの場所や日時、内容など、必要な情報を探し出すことができる。
○ ○

Q210172 読むこと A2
図書館や公民館などに置かれている短い簡単な利用案内を読んで、利用時間や本や会議室の

貸出しの決まりなど、いくつかの情報を理解することができる。
○ ○

Q210182 読むこと B1
感謝の気持ちや近況などについて、ある程度詳しく書かれた友人からのお礼の手紙やメール

などを読んで、大部分の内容を理解することができる。
○ ○

Q210192 読むこと B1
役所が発行する広報誌に掲載されている地域の行事や祭りなどの簡単な紹介記事を読んで、

主な活動や由来などの主要な情報を理解することができる。
○ ○

Q310012 やり取り A2
かかりつけの病院での診察のとき、体のどこがどのくらい、いつごろから痛いかなどの自分

の体調や症状に関する簡単な質問に対して、短い簡単な言葉で答えることができる。
○ ○

Q310022 やり取り B1

地域のお祭りやイベントなどで調理をするために、一緒に調理を担当する人に、身だしなみ

や手洗い、食品の取り扱いや保存などの衛生管理に関するルールや方法などについて確認や

指示をしたり、受けたりすることができる。

○ ○

Q310032 やり取り A2
交通事故の現場に居合わせたとき、119番に電話し、火事か救急か、場所はどこか、誰がど

んな様子かなどについて、短い簡単な言葉で質問に答えることができる。
○ ○

Q310042 やり取り A2
不動産屋の人に、家賃、間取り、地域、入居予定日など自分の希望する物件の条件につい

て、短い簡単な言葉で話すことができる。
○ ○

Q310052 やり取り A2
友人に、これから住みたいところやその理由などについて、短い簡単な言葉でコメントや質

問をしたり、質問に答えたりすることができる。
○ ○

Q310062 やり取り A1
スーパーなどの売り場で、店員に、買いたいものがどこにあるか尋ね、ゆっくりとはっきり

と話されれば、答えを理解することができる。
○
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Q310072 やり取り B1
電気屋などで店員に、他店との比較など値引きに値する根拠を説明しながら、商品の値段を

交渉することができる。
○ ○

Q310082 やり取り A1 レストランの入口で、店員に名前や予約時間などを聞かれたとき、答えることができる。 ○

Q310092 やり取り A1 タクシーの運転手に行き先を伝えることができる。 ○

Q310102 やり取り A2
駐輪場の係員に、利用料金や支払方法や支払場所などについて質問し、いくつかの簡単な答

えを理解することができる。
○ ○

Q310112 やり取り B2

警察署などで運転免許証の申請を行った際、提出書類の不備に関する担当者からの詳細な説

明を理解し、なぜその書類では受理されないのか、納得のいかない点について、代案などを

挙げながら交渉することができる。

○

Q310122 やり取り B1
地域の子育て支援センターや子供の育児相談の窓口などでスタッフに、子供の健康状態や発

育・発達について気になることを説明し、相談することができる。
○ ○

Q310132 やり取り B2

近所の公園などで子供を遊ばせているとき、他の親たちと、子育ての悩みや地域の情報、知

人の噂話など、様々な話題について、流暢に自然に活発なやりとりに積極的に参加すること

ができる。

○

Q310142 やり取り B1
保育園や幼稚園の面談で、園や家での子供の様子や心配事などについて、ある程度詳しく先

生に伝えたり、質問したりすることができる。
○ ○

Q310152 やり取り B1
友人とお互いの国や地域の学校制度や義務教育について、その大切さや問題点などを話した

り、簡単なコメントや意見を交換したりすることができる。
○ ○

Q310162 やり取り A2

PTAの防犯パトロールのとき、通学路や公園などで、子供の様子を見ながら「車に気を付け

てね」「早くおうちに帰ってね」など、場面に合わせた短い簡単な言葉で声をかけることが

できる。

○ ○

Q310172 やり取り B1

就職したい会社に勤めている人に、仕事内容や会社の雰囲気など、知りたいことについて準

備した質問をし、答えを受けて、情報を確認したり、それに続く質問をしたりすることがで

きる。

○ ○

Q310182 やり取り A1
工場内などで転倒し動けなくなったときなどに、「助けて」「誰か」などの短い簡単な言葉

で助けを求めることができる。
○

Q310192 やり取り B2

新商品提案のプレゼンテーションなどのため、これまでの商品についてまとめる作業を部下

に指示する際に、コスト、売上、改良ポイントなどの必要事項を伝え、どのようにまとめて

ほしいかを明確に述べることができる。

○

Q310202 やり取り A1

昼食のために外出する時などに、職場の人からの「〇〇さんもどうですか？」などの短い簡

単な誘いを理解し、「はい」「すみません」などのごく簡単な言葉で返答することができ

る。

○

Q310212 やり取り A1
コピー機を使いたいとき、今、使ってもいいか、同僚に尋ねたり、答えたりすることができ

る。
○

Q310222 やり取り A2

職場の定期的な会議で、自分の担当業務に関する現状や今後の予定などについて、直接自分

に向けられた短い簡単な質問に答えたり、人の助けがあれば、自分の考えや賛意を示すこと

ができる。

○ ○

Q310232 やり取り B2

雇用契約を更新するときに、職務内容や給与などについて、面談者からの詳しい説明を理解

し、質問に答えたり、自分の事情などを詳しく説明しながら、要望を正確に述べたりするこ

とができる。

○

Q310242 やり取り A1
助けてもらったり、親切にされたりしたとき、「ありがとうございます」などのお礼の言葉

を言うことができる。
○

Q310252 やり取り A2
取引先の会社などを訪問したとき、「いつもお世話になっております。」「初めてお目にか

かります。」など、場面に合った短い簡単な言葉で丁寧なあいさつをすることができる。
○ ○

Q310262 やり取り B2

国際交流イベントのグループディスカッションなどの場で地域に住む外国人として、日本で

の暮らしについて発言を求められたとき、異文化体験について自分の解釈を交えて正確に詳

しく伝え、主体的に話を展開することができる。

○
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Q310272 やり取り A1
近所の人や同僚などと、「よいお年を」「あけましておめでとうございます」などの年末年

始の基本的なあいさつを交わすことができる。
○

Q310282 やり取り A1
ごみの出し方を間違えて注意されたとき、「すみません」などの謝りの言葉を言うことがで

きる。
○

Q310292 やり取り B1
自治会の年間行事や役割分担など、活動の概要を理解し、わからない点について質問をした

り、自分の意見を述べたりして、ディスカッションに参加することができる。
○ ○

Q310302 やり取り A2
地域の祭りなどのイベントの手伝いをするとき、作業の担当や進め方について、短い簡単な

言葉で確認したり、指示を受けたりすることができる。
○ ○

Q310312 やり取り B2

地域の国際交流イベント実行委員会の委員として、どのような議題について話し合い、どの

ような結論に達したか、どのような点が保留になっているかなどの詳細な情報を、欠席した

委員に正確に伝えることができる。

○

Q310322 やり取り A1
隣の家の人などに回覧板を渡しながら「回覧板です」など、簡単な言葉で用件を伝えること

ができる。
○

Q310332 やり取り B1
自治会の行事などで初めて会った人に話しかけ、地域のニュースや出来事など身近な話題に

ついて質問したり、質問にある程度詳しく答えたりして、会話を続けることができる。
○ ○

Q310342 やり取り B1
地域の日本語教室などで、教師やコーディネーターに、会話能力を高めるための自分の勉強

法についてある程度詳しく説明したり、意見を述べたりして、相談することができる。
○ ○

Q310352 やり取り B1
近所の人と話していて、分からない言葉や方言を聞いたときに、その言葉について質問し、

言葉の意味や使う状況などある程度詳細な説明を理解することができる。
○ ○

Q310362 やり取り B2

友人や家族と、例えばテレワークがなぜ普及しないのかなどについて議論をしている時に、

自分の経験をもとに論拠を示しながら考えを述べ、相手の意見に的確に対応することができ

る。

○

Q310372 やり取り B1
近所の学校について、評判や言語のサポートが得られるかなどの詳しい情報を、その学校に

子供を通わせている友人に質問したり、答えたりすることができる。
○ ○

Q310382 やり取り A2
国際交流センターなどに電話をして話したい相手と別の人が出たとき、短い簡単な伝言を依

頼することができる。
○ ○

Q310392 やり取り B1
携帯電話の機種を変更したいとき、販売店の担当者に新機種の機能や料金プランなどについ

て、自分の希望をある程度詳しく説明することができる。
○ ○

Q410012 発表 B1
自分が被害を受けた盗難などの予期しないトラブルについて、警察官や近所の人などに順序

立てて詳細に述べることができる。
○ ○

Q410022 発表 A2
町内会などで行う防災訓練で、台本を時々見ることができれば、短い簡単なアナウンスをす

ることができる。
○ ○

Q410032 発表 B1
町内会などで行う防災訓練で、練習してあれば、災害の発生状況や避難指示などについての

ある程度の長さがある、聞きやすいアナウンスをすることができる。
○ ○

Q410042 発表 B2
町内会などで行う防災訓練で、災害の発生状況やその推移、避難指示など、明快に流暢にご

く自然にアナウンスをすることができる。
○

Q410052 発表 A1
PTA活動後の懇談会などで、自分や子供の名前、自宅の場所などを、ごく簡単な言葉で言う

ことができる。
○

Q410062 発表 B2
職場の企画会議などで、新規事業の進捗状況や収支予測、今後の展開について、複数の視点

から明確に詳しく説明し、参加者からの質問に的確に対応することができる。
○

Q410072 発表 A1
転勤や退職などの機会に開いてもらった送別会で、出席者の前で、「お世話になりました」

「ありがとうございました」など簡単な定型表現でお礼のあいさつをすることができる。
○
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Q410082 発表 A2
初めて会った人の前で自己紹介するとき、日本に来ることになったきっかけや、どのくらい

日本にいるかなど、短い簡単な言葉で話すことができる。
○ ○

Q410092 発表 B1
国際交流のイベントなどで、あらかじめ準備してあれば、自分の国や町の様子、人々の暮ら

しや考え方などについて、まとまりのある簡単なプレゼンテーションをすることができる。
○ ○

Q410102 発表 A2
国際交流のイベントなどで、メモを時々見ることができれば、自分の国や町の様子などにつ

いて、短い簡単なスピーチをすることができる。
○ ○

Q410112 発表 B1

テレビニュースや新聞記事をきっかけに、住民投票制度や入管法改正など、自分の生活に密

接に関わる政策について、友人に簡単な説明や理由を交えて自分の意見を述べることができ

る。

○ ○

Q410122 発表 B2

テレビニュースや新聞記事をきっかけに、裁判員制度などの社会的な問題について、死刑制

度廃止や少年法改定の議論などの関連事項と結びつけながら、友人に自分の視点を明確に述

べることができる。

○

Q410132 発表 B2

最近話題になっている推理ドラマについて、友人に、これまでのストーリー、登場人物の性

格や人間関係を要領よくまとめ、今後の展開について自分なりの予想を明確に詳しく話すこ

とができる。

○

Q410142 発表 A1
自治会や地域のイベントなどで、初めて会う人たちの前で自己紹介するとき、自分の名前、

出身地などをごく簡単な言葉で言うことができる。
○

Q510012 書くこと A2
自分の職場で、誰と、何をしたかなど日常的な業務について、日報や報告書に短い簡単な文

で書くことができる。
○ ○

Q510022 書くこと B1
自分の職場で事故などのトラブルが起こったときに、いつ、どこで、何が起こったかなどの

経緯をある程度詳しく、順序立てて日報や報告書に書くことができる。
○ ○

Q510032 書くこと B2
自分が担当しているプロジェクトの進捗状況や検討課題などについて、分析と考察を含む明

快なプレゼンテーション資料を作成することができる。
○

Q510042 書くこと A1
インターネットで、国際交流イベントなどを予約するとき、氏名、年齢、住所、電話番号、

メールアドレスなどの情報を入力することができる。
○

Q510052 書くこと A2
項目の意味が分からないときに窓口の職員に聞くことができれば、児童扶養手当認定などの

請求書に基本的な情報や銀行口座、公的年金制度の種別を書くことができる。
○ ○

Q510062 書くこと B1

必要に応じて確認することができれば、子供が通う小学校に提出する家庭環境調査票の項目

をだいたい理解した上で記入し、備考欄に持病や体調に関することなど、子供への特別な配

慮についての簡単な要望や連絡事項を書くことができる。

○ ○

Q510072 書くこと A1
モデル文があれば、「御結婚おめでとうございます」「お幸せになってください」など、友

人の結婚式で読み上げる短いお祝いの言葉を書くことができる。
○

Q510082 書くこと A2
ハローワークなどの求職申込書に、希望する仕事や持っている資格など、短い簡単な文で書

くことができる。
○ ○

Q510092 書くこと B1
自分自身の長所や短所など、簡単な自己PR文を就職のための提出書類に書くことができ

る。
○ ○

Q510102 書くこと B2

就職を希望する会社に送るエントリーシートなどに、自分が会社にどのように貢献できるか

について、根拠となる具体的なエピソードを交えながら、自己PR文を明瞭に詳しく書くこ

とができる。

○

Q510112 書くこと A1
職場の連絡用ホワイトボードなどに外出先や戻る時間などを簡単な言葉で書き込むことがで

きる。
○

Q510122 書くこと A1
友人への年賀状や誕生日カードに、「あけましておめでとうございます」「お誕生日おめで

とうございます」など、定型の簡単なメッセージを書くことができる。
○

Q510132 書くこと A2 お世話になった人に、短い簡単な文でお礼の手紙やメールなどを書くことができる。 ○ ○
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Q510142 書くこと B1
サポートセンターに、新しく買った電化製品について、不具合の内容やどう対処してみたか

などについて、ある程度詳しくメールなどを書くことができる。
○ ○

Q510152 書くこと B2
顧客からのクレームなど、対応が難しいメールでも、相手の主張を正確に理解し、今後の対

応について説明する返信を書くことができる。
○
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C
a

n
 d

o
 I

D
L

o
g

it
言
語
活
動

レ
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
1

グ
ル
ー
プ
2

経
験
率

代
表
項
目

Q
1
1
0
0
1
2

0
.0
0

聞
く
こ
と

B
1

○
○

5
9
.8
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
0
2
2

1
.3
3

聞
く
こ
と

B
2

○
2
5
.6
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
0
3
2

-1
.2
5

聞
く
こ
と

A
1

○
3
9
.0
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
0
4
2

-0
.4
5

聞
く
こ
と

A
2

○
○

6
1
.0
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
0
5
2

0
.4
1

聞
く
こ
と

B
1

○
○

4
5
.6
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
0
6
2

-0
.0
7

聞
く
こ
と

B
1

○
○

4
4
.8
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
0
7
2

0
.3
3

聞
く
こ
と

B
1

○
○

2
0
.8
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
0
8
2

-0
.8
8

聞
く
こ
と

A
1

○
3
9
.2
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
0
9
2

0
.7
0

聞
く
こ
と

B
2

○
3
0
.3
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
1
0
2

0
.2
3

聞
く
こ
と

B
1

○
○

4
2
.7
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
1
1
2

0
.4
7

聞
く
こ
と

B
1

○
○

2
9
.7
%

映
像
と
実
況
説
明
が
ほ
と
ん
ど
重
な
る
な
ら
ば
、
台
風
や
地
震
、
津
波
を
伝
え
る
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
内
容

を
大
ま
か
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

電
気
や
ガ
ス
の
使
用
を
開
始
す
る
と
き
、
係
員
に
よ
る
安
全
装
置
の
仕
組
み
、
復
旧
の
方
法
な
ど
の
あ
る
程
度
詳
し

い
説
明
や
指
示
を
聞
い
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
音
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
地
域
の
公
民
館
や
体
育
館
な
ど
の
受
付
で
、
職
員
に
よ
る
施
設
の
予
約
や
利
用
の

方
法
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
方
法
な
ど
の
説
明
や
指
示
を
聞
い
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

発
音
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
駐
車
違
反
や
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ど
で
警
察
官
に
止
め
ら
れ
た
と
き
、
警
察
官
に
よ

る
違
反
の
内
容
や
罰
則
な
ど
の
説
明
や
指
示
を
聞
い
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

予
防
接
種
を
受
け
た
と
き
、
自
分
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
と
話
さ
れ
れ
ば
「
運
動
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
」
「
熱
が
出
ま
す
」
な
ど
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
視
覚
的
な
情
報
を
伴
っ
た
医
者
の
ご
く
簡
単
な
指
示
を
聞
い
て
、

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
育
委
員
会
や
学
校
な
ど
で
、
特
別
支
援
学
校
と
特
別
支
援
学
級
の
違
い
、
受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容
な
ど
、
担
当

者
や
教
師
に
よ
る
詳
し
い
説
明
を
聞
い
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
a

n
 d

o

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
最
近
流
行
し
て
い
る
病
気
に
関
す
る
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
、
映
像
や
テ
ロ
ッ
プ

を
頼
り
に
、
予
防
法
や
対
処
法
な
ど
、
主
要
な
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

応
急
手
当
の
講
習
会
な
ど
で
、
救
急
救
命
士
に
よ
る
止
血
や
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
、
複
雑
な
説
明
を
聞
い
て
、
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
校
や
職
場
な
ど
で
地
震
発
生
時
に
避
難
す
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り
と
は
っ
き
り
と
話
さ
れ
れ
ば
、
「
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
」
「
走
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
」
な
ど
、
ご
く
簡
単
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
い
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

発
音
と
内
容
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
ど
こ
で
ど
ん
な
出
来
事
が
あ
っ
た
か
、
ど
ん
な
対
応
を
し
て
何
を
考
え
た

か
な
ど
、
異
文
化
体
験
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
、
主
要
な
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
音
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
視
聴
者
か
ら
の
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
悩
み
相
談
を
聞
い

て
、
内
容
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
要
点
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

付
録
５
　
代
表
項
目
・
逆
転
項
目
・
経
験
率

42



C
a

n
 d

o
 I

D
L

o
g

it
言
語
活
動

レ
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
1

グ
ル
ー
プ
2

経
験
率

代
表
項
目

Q
1
1
0
1
2
2

0
.8
7

聞
く
こ
と

B
2

○
3
8
.2
%

代
表
項
目

Q
1
1
0
1
3
2

-0
.3
4

聞
く
こ
と

A
2

○
○

5
6
.0
%

逆
転
項
目

Q
1
1
0
1
4
2

-1
.0
5

聞
く
こ
と

A
2

○
○

6
5
.1
%

Q
1
1
0
1
5
2

-0
.5
7

聞
く
こ
と

A
1

○
3
0
.1
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
0
1
2

0
.1
8

読
む
こ
と

B
2

○
5
2
.9
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
0
2
2

-1
.3
1

読
む
こ
と

A
1

○
7
7
.8
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
0
3
2

-0
.1
2

読
む
こ
と

B
1

○
○

6
1
.9
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
0
4
2

0
.7
7

読
む
こ
と

B
2

○
5
2
.9
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
0
5
2

-0
.3
3

読
む
こ
と

B
1

○
○

4
6
.9
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
0
6
2

-1
.4
2

読
む
こ
と

A
1

○
6
4
.4
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
0
7
2

-1
.1
9

読
む
こ
と

A
1

○
4
8
.8
%

逆
転
項
目

Q
2
1
0
0
8
2

-1
.3
9

読
む
こ
と

A
2

○
○

6
9
.1
%

文
章
の
中
に
あ
る
一
部
の
専
門
的
な
言
葉
の
意
味
を
ウ
ェ
ブ
上
の
辞
書
な
ど
を
使
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
契
約
書
を
読
ん
で
、
入
居
条
件
や
特
記
事
項
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
食
べ
物
や
飲
み
物
の
名
前
な

ど
、
い
く
つ
か
の
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
く
つ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
商
品
を
比
較
す
る
雑
誌
や
サ
イ
ト
な
ど
の
簡
単
な
記
事
に
目
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
な
ど
、
ど
れ
を
買
う
か
決
め
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

銀
行
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更
や
料
金
の
改
定
な
ど
の
お
知
ら
せ
を
読
ん
で
、
あ

ま
り
苦
労
せ
ず
に
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

警
察
が
発
行
し
て
い
る
、
交
通
安
全
の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
簡
単
な
説
明
を
読
ん
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
に
自
転
車
に
乗
る
た
め
の
重
要
な
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
駐
車
場
」
「
Ｐ
」
「
空
」
「
満
」
な
ど
、
町
の
中
で
よ
く
見
か
け
る
駐
車
場
に
関
す
る
非
常
に
短
い
表
示
を
見

て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ラ
ジ
オ
で
商
店
街
な
ど
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
聞
い
て
、
最
近
の
景
気
や
消
費
者
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
、
人
々
の

感
じ
方
の
違
い
や
レ
ポ
ー
タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

宅
配
便
の
不
在
通
知
を
見
て
再
配
達
を
依
頼
し
た
い
と
き
、
再
配
達
の
自
動
音
声
案
内
の
簡
単
な
案
内
を
聞
い
て
、

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ゆ
っ
く
り
と
は
っ
き
り
と
話
さ
れ
れ
ば
、
ラ
ジ
オ
で
、
天
気
予
報
を
聞
い
て
、
明
日
の
天
気
や
温
度
、
降
水
確
率
な

ど
、
い
く
つ
か
の
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

職
場
で
コ
ピ
ー
を
何
枚
と
る
か
な
ど
具
体
的
で
基
本
的
な
事
務
作
業
に
つ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
は
っ
き
り
と
話
さ
れ

れ
ば
ご
く
簡
単
な
指
示
を
理
解
し
て
、
適
切
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
a

n
 d

o

子
供
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
開
催
日
、
場
所
な
ど
、
ご
く
基
本
的
な
情
報
を
探
し
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

学
校
行
事
に
関
す
る
お
知
ら
せ
な
ど
の
、
短
い
簡
単
な
文
章
を
見
て
、
日
時
や
場
所
、
持
ち
物
な
ど
の
内
容
を
大
ま

か
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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C
a

n
 d

o
 I

D
L

o
g

it
言
語
活
動

レ
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
1

グ
ル
ー
プ
2

経
験
率

代
表
項
目

Q
2
1
0
0
9
2

0
.5
5

読
む
こ
と

B
2

○
4
2
.5
%

逆
転
項
目

Q
2
1
0
1
0
2

0
.1
2

読
む
こ
と

A
2

○
○

3
2
.6
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
1
1
2

-1
.2
9

読
む
こ
と

A
1

○
3
9
.0
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
1
2
2

-0
.2
8

読
む
こ
と

B
1

○
○

5
0
.0
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
1
3
2

0
.6
0

読
む
こ
と

B
2

○
4
9
.8
%

逆
転
項
目

Q
2
1
0
1
4
2

0
.8
5

読
む
こ
と

B
1

○
○

1
7
.2
%

Q
2
1
0
1
5
2

-0
.4
7

読
む
こ
と

A
2

○
○

5
9
.2
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
1
6
2

-0
.6
6

読
む
こ
と

A
2

○
○

5
8
.8
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
1
7
2

-0
.6
4

読
む
こ
と

A
2

○
○

4
9
.9
%

逆
転
項
目

Q
2
1
0
1
8
2

-0
.7
9

読
む
こ
と

B
1

○
○

5
6
.9
%

代
表
項
目

Q
2
1
0
1
9
2

0
.0
7

読
む
こ
と

B
1

○
○

4
6
.0
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
0
1
2

-0
.4
6

や
り
取
り

A
2

○
○

6
0
.9
%

日
本
で
生
活
す
る
上
で
、
人
々
の
考
え
方
や
習
慣
な
ど
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

あ
る
異
文
化
摩
擦
に
関
す
る
論
説
文
な
ど
を
読
ん
で
、
筆
者
の
立
場
・
主
張
と
そ
の
論
拠
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

役
所
の
サ
イ
ト
上
の
犬
の
登
録
制
度
な
ど
、
登
録
や
狂
犬
病
予
防
接
種
の
手
続
に
関
す
る
簡
単
な
説
明
を
読
ん
で
、

主
要
な
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
語
学
習
に
関
す
る
短
い
簡
単
な
ブ
ロ
グ
な
ど
を
読
ん
で
、
自
分
の
目
的
に
合
っ
た
学
習
サ
イ
ト
や
教
材
な
ど
に

つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

役
所
や
地
域
の
掲
示
板
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
短
い
簡
単
な
お
知
ら
せ
を
読
ん
で
、
日
本
語
教
室
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
場
所
や
日
時
、
内
容
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

図
書
館
や
公
民
館
な
ど
に
置
か
れ
て
い
る
短
い
簡
単
な
利
用
案
内
を
読
ん
で
、
利
用
時
間
や
本
や
会
議
室
の
貸
出
し

の
決
ま
り
な
ど
、
い
く
つ
か
の
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

感
謝
の
気
持
ち
や
近
況
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
詳
し
く
書
か
れ
た
友
人
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
や
メ
ー
ル
な
ど
を

読
ん
で
、
大
部
分
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

職
場
の
安
全
衛
生
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
長
い
複
雑
な
文
章
に
目
を
通
し
て
、
業
務
に
関
連
の
あ
る
事
柄
や
、
自
分
に

必
要
な
事
柄
を
す
ぐ
に
探
し
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

工
場
の
機
械
の
基
本
的
な
操
作
手
順
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
で
示
さ
れ
た
視
覚
的
補
足
情
報
を
基
に
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

職
場
で
「
コ
ピ
ー
、
5
0
部
」
な
ど
の
指
示
が
書
か
れ
た
短
い
簡
単
な
メ
モ
を
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ピ
ー
機
や
プ
リ
ン
タ
ー
の
操
作
ガ
イ
ド
な
ど
、
事
務
機
器
の
使
用
方
法
に
関
す
る
簡
単
な
説
明
を
読
ん
で
、
主
要

な
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
a

n
 d

o

役
所
が
発
行
す
る
広
報
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
地
域
の
行
事
や
祭
り
な
ど
の
簡
単
な
紹
介
記
事
を
読
ん
で
、
主
な
活

動
や
由
来
な
ど
の
主
要
な
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
か
り
つ
け
の
病
院
で
の
診
察
の
と
き
、
体
の
ど
こ
が
ど
の
く
ら
い
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
痛
い
か
な
ど
の
自
分
の
体
調

や
症
状
に
関
す
る
簡
単
な
質
問
に
対
し
て
、
短
い
簡
単
な
言
葉
で
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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C
a

n
 d

o
 I

D
L

o
g

it
言
語
活
動

レ
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
1

グ
ル
ー
プ
2

経
験
率

Q
3
1
0
0
2
2

0
.0
8

や
り
取
り

B
1

○
○

3
6
.5
%

Q
3
1
0
0
3
2

0
.2
3

や
り
取
り

A
2

○
○

1
7
.2
%

Q
3
1
0
0
4
2

0
.3
4

や
り
取
り

A
2

○
○

3
4
.9
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
0
5
2

-0
.9
3

や
り
取
り

A
2

○
○

6
0
.1
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
0
6
2

-1
.8
7

や
り
取
り

A
1

○
7
7
.5
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
0
7
2

0
.5
4

や
り
取
り

B
1

○
○

3
5
.2
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
0
8
2

-1
.5
6

や
り
取
り

A
1

○
6
9
.4
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
0
9
2

-1
.2
3

や
り
取
り

A
1

○
5
2
.2
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
1
0
2

-0
.5
7

や
り
取
り

A
2

○
○

3
2
.0
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
1
1
2

0
.9
4

や
り
取
り

B
2

○
2
3
.5
%

逆
転
項
目

Q
3
1
0
1
2
2

1
.0
5

や
り
取
り

B
1

○
○

1
7
.9
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
1
3
2

1
.0
8

や
り
取
り

B
2

○
2
3
.8
%

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
売
り
場
で
、
店
員
に
、
買
い
た
い
も
の
が
ど
こ
に
あ
る
か
尋
ね
、
ゆ
っ
く
り
と
は
っ
き
り
と
話
さ

れ
れ
ば
、
答
え
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

電
気
屋
な
ど
で
店
員
に
、
他
店
と
の
比
較
な
ど
値
引
き
に
値
す
る
根
拠
を
説
明
し
な
が
ら
、
商
品
の
値
段
を
交
渉
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
入
口
で
、
店
員
に
名
前
や
予
約
時
間
な
ど
を
聞
か
れ
た
と
き
、
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
行
き
先
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

駐
輪
場
の
係
員
に
、
利
用
料
金
や
支
払
方
法
や
支
払
場
所
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
、
い
く
つ
か
の
簡
単
な
答
え
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

警
察
署
な
ど
で
運
転
免
許
証
の
申
請
を
行
っ
た
際
、
提
出
書
類
の
不
備
に
関
す
る
担
当
者
か
ら
の
詳
細
な
説
明
を
理

解
し
、
な
ぜ
そ
の
書
類
で
は
受
理
さ
れ
な
い
の
か
、
納
得
の
い
か
な
い
点
に
つ
い
て
、
代
案
な
ど
を
挙
げ
な
が
ら
交

渉
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
調
理
を
す
る
た
め
に
、
一
緒
に
調
理
を
担
当
す
る
人
に
、
身
だ
し
な
み
や
手
洗

い
、
食
品
の
取
り
扱
い
や
保
存
な
ど
の
衛
生
管
理
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
方
法
な
ど
に
つ
い
て
確
認
や
指
示
を
し
た

り
、
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

交
通
事
故
の
現
場
に
居
合
わ
せ
た
と
き
、
1
1
9
番
に
電
話
し
、
火
事
か
救
急
か
、
場
所
は
ど
こ
か
、
誰
が
ど
ん
な
様

子
か
な
ど
に
つ
い
て
、
短
い
簡
単
な
言
葉
で
質
問
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

不
動
産
屋
の
人
に
、
家
賃
、
間
取
り
、
地
域
、
入
居
予
定
日
な
ど
自
分
の
希
望
す
る
物
件
の
条
件
に
つ
い
て
、
短
い

簡
単
な
言
葉
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

友
人
に
、
こ
れ
か
ら
住
み
た
い
と
こ
ろ
や
そ
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
、
短
い
簡
単
な
言
葉
で
コ
メ
ン
ト
や
質
問
を
し

た
り
、
質
問
に
答
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
a

n
 d

o

地
域
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
供
の
育
児
相
談
の
窓
口
な
ど
で
ス
タ
ッ
フ
に
、
子
供
の
健
康
状
態
や
発
育
・
発

達
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
を
説
明
し
、
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
所
の
公
園
な
ど
で
子
供
を
遊
ば
せ
て
い
る
と
き
、
他
の
親
た
ち
と
、
子
育
て
の
悩
み
や
地
域
の
情
報
、
知
人
の
噂

話
な
ど
、
様
々
な
話
題
に
つ
い
て
、
流
暢
に
自
然
に
活
発
な
や
り
と
り
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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C
a

n
 d

o
 I

D
L

o
g

it
言
語
活
動

レ
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
1

グ
ル
ー
プ
2

経
験
率

Q
3
1
0
1
4
2

0
.9
2

や
り
取
り

B
1

○
○

2
0
.0
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
1
5
2

0
.4
3

や
り
取
り

B
1

○
○

4
5
.1
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
1
6
2

-0
.4
2

や
り
取
り

A
2

○
○

2
3
.8
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
1
7
2

0
.3
8

や
り
取
り

B
1

○
○

2
9
.4
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
1
8
2

-1
.5
8

や
り
取
り

A
1

○
2
3
.0
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
1
9
2

1
.5
2

や
り
取
り

B
2

○
1
3
.1
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
2
0
2

-1
.9
5

や
り
取
り

A
1

○
5
5
.7
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
2
1
2

-1
.3
2

や
り
取
り

A
1

○
3
3
.5
%

Q
3
1
0
2
2
2

0
.4
5

や
り
取
り

A
2

○
○

2
7
.0
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
2
3
2

0
.8
6

や
り
取
り

B
2

○
2
9
.0
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
2
4
2

-2
.9
6

や
り
取
り

A
1

○
8
0
.9
%

Q
3
1
0
2
5
2

-1
.4
4

や
り
取
り

A
2

○
○

4
2
.7
%

工
場
内
な
ど
で
転
倒
し
動
け
な
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
「
助
け
て
」
「
誰
か
」
な
ど
の
短
い
簡
単
な
言
葉
で
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
商
品
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
商
品
に
つ
い
て
ま
と
め
る
作
業
を
部
下
に
指
示

す
る
際
に
、
コ
ス
ト
、
売
上
、
改
良
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
必
要
事
項
を
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
て
ほ
し
い
か
を
明

確
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

昼
食
の
た
め
に
外
出
す
る
時
な
ど
に
、
職
場
の
人
か
ら
の
「
〇
〇
さ
ん
も
ど
う
で
す
か
？
」
な
ど
の
短
い
簡
単
な
誘

い
を
理
解
し
、
「
は
い
」
「
す
み
ま
せ
ん
」
な
ど
の
ご
く
簡
単
な
言
葉
で
返
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ピ
ー
機
を
使
い
た
い
と
き
、
今
、
使
っ
て
も
い
い
か
、
同
僚
に
尋
ね
た
り
、
答
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

職
場
の
定
期
的
な
会
議
で
、
自
分
の
担
当
業
務
に
関
す
る
現
状
や
今
後
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
、
直
接
自
分
に
向
け

ら
れ
た
短
い
簡
単
な
質
問
に
答
え
た
り
、
人
の
助
け
が
あ
れ
ば
、
自
分
の
考
え
や
賛
意
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

雇
用
契
約
を
更
新
す
る
と
き
に
、
職
務
内
容
や
給
与
な
ど
に
つ
い
て
、
面
談
者
か
ら
の
詳
し
い
説
明
を
理
解
し
、
質

問
に
答
え
た
り
、
自
分
の
事
情
な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
な
が
ら
、
要
望
を
正
確
に
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
育
園
や
幼
稚
園
の
面
談
で
、
園
や
家
で
の
子
供
の
様
子
や
心
配
事
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
詳
し
く
先
生
に
伝

え
た
り
、
質
問
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

友
人
と
お
互
い
の
国
や
地
域
の
学
校
制
度
や
義
務
教
育
に
つ
い
て
、
そ
の
大
切
さ
や
問
題
点
な
ど
を
話
し
た
り
、
簡

単
な
コ
メ
ン
ト
や
意
見
を
交
換
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

P
T
A
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
と
き
、
通
学
路
や
公
園
な
ど
で
、
子
供
の
様
子
を
見
な
が
ら
「
車
に
気
を
付
け
て
ね
」

「
早
く
お
う
ち
に
帰
っ
て
ね
」
な
ど
、
場
面
に
合
わ
せ
た
短
い
簡
単
な
言
葉
で
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

就
職
し
た
い
会
社
に
勤
め
て
い
る
人
に
、
仕
事
内
容
や
会
社
の
雰
囲
気
な
ど
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
準
備
し
た

質
問
を
し
、
答
え
を
受
け
て
、
情
報
を
確
認
し
た
り
、
そ
れ
に
続
く
質
問
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
a

n
 d

o

助
け
て
も
ら
っ
た
り
、
親
切
に
さ
れ
た
り
し
た
と
き
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
の
お
礼
の
言
葉
を
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

取
引
先
の
会
社
な
ど
を
訪
問
し
た
と
き
、
「
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
」
「
初
め
て
お
目
に
か
か
り
ま

す
。
」
な
ど
、
場
面
に
合
っ
た
短
い
簡
単
な
言
葉
で
丁
寧
な
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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C
a

n
 d

o
 I

D
L

o
g

it
言
語
活
動

レ
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
1

グ
ル
ー
プ
2

経
験
率

逆
転
項
目

Q
3
1
0
2
6
2

0
.3
6

や
り
取
り

B
2

○
3
8
.7
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
2
7
2

-1
.8
8

や
り
取
り

A
1

○
4
7
.4
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
2
8
2

-2
.9
0

や
り
取
り

A
1

○
3
7
.3
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
2
9
2

0
.7
5

や
り
取
り

B
1

○
○

1
9
.8
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
3
0
2

-0
.0
1

や
り
取
り

A
2

○
○

2
5
.7
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
3
1
2

1
.2
1

や
り
取
り

B
2

○
1
7
.0
%

逆
転
項
目

Q
3
1
0
3
2
2

-0
.1
5

や
り
取
り

A
1

○
1
8
.7
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
3
3
2

0
.6
3

や
り
取
り

B
1

○
○

2
5
.3
%

逆
転
項
目

Q
3
1
0
3
4
2

-0
.2
9

や
り
取
り

B
1

○
○

5
5
.9
%

Q
3
1
0
3
5
2

-0
.0
9

や
り
取
り

B
1

○
○

4
5
.1
%

Q
3
1
0
3
6
2

0
.6
4

や
り
取
り

B
2

○
3
5
.3
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
3
7
2

0
.7
0

や
り
取
り

B
1

○
○

1
9
.8
%

地
域
の
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を
す
る
と
き
、
作
業
の
担
当
や
進
め
方
に
つ
い
て
、
短
い
簡
単
な
言
葉
で

確
認
し
た
り
、
指
示
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
議
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ど
の
よ
う
な

結
論
に
達
し
た
か
、
ど
の
よ
う
な
点
が
保
留
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
の
詳
細
な
情
報
を
、
欠
席
し
た
委
員
に
正
確
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

隣
の
家
の
人
な
ど
に
回
覧
板
を
渡
し
な
が
ら
「
回
覧
板
で
す
」
な
ど
、
簡
単
な
言
葉
で
用
件
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

自
治
会
の
行
事
な
ど
で
初
め
て
会
っ
た
人
に
話
し
か
け
、
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
な
ど
身
近
な
話
題
に
つ
い
て

質
問
し
た
り
、
質
問
に
あ
る
程
度
詳
し
く
答
え
た
り
し
て
、
会
話
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
の
日
本
語
教
室
な
ど
で
、
教
師
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
会
話
能
力
を
高
め
る
た
め
の
自
分
の
勉
強
法
に
つ

い
て
あ
る
程
度
詳
し
く
説
明
し
た
り
、
意
見
を
述
べ
た
り
し
て
、
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
所
の
人
と
話
し
て
い
て
、
分
か
ら
な
い
言
葉
や
方
言
を
聞
い
た
と
き
に
、
そ
の
言
葉
に
つ
い
て
質
問
し
、
言
葉
の

意
味
や
使
う
状
況
な
ど
あ
る
程
度
詳
細
な
説
明
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
で
地
域
に
住
む
外
国
人
と
し
て
、
日
本
で
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
発
言
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、
異
文
化
体
験
に
つ
い
て
自
分
の
解
釈
を
交
え
て
正
確
に
詳
し
く
伝
え
、
主

体
的
に
話
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
所
の
人
や
同
僚
な
ど
と
、
「
よ
い
お
年
を
」
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
の
年
末
年
始
の
基

本
的
な
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

ご
み
の
出
し
方
を
間
違
え
て
注
意
さ
れ
た
と
き
、
「
す
み
ま
せ
ん
」
な
ど
の
謝
り
の
言
葉
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

自
治
会
の
年
間
行
事
や
役
割
分
担
な
ど
、
活
動
の
概
要
を
理
解
し
、
わ
か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
り
、
自

分
の
意
見
を
述
べ
た
り
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
a

n
 d

o

友
人
や
家
族
と
、
例
え
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
が
な
ぜ
普
及
し
な
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
る
時
に
、
自
分
の

経
験
を
も
と
に
論
拠
を
示
し
な
が
ら
考
え
を
述
べ
、
相
手
の
意
見
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
所
の
学
校
に
つ
い
て
、
評
判
や
言
語
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
る
か
な
ど
の
詳
し
い
情
報
を
、
そ
の
学
校
に
子
供
を

通
わ
せ
て
い
る
友
人
に
質
問
し
た
り
、
答
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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C
a

n
 d

o
 I

D
L

o
g

it
言
語
活
動

レ
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
1

グ
ル
ー
プ
2

経
験
率

代
表
項
目

Q
3
1
0
3
8
2

0
.0
0

や
り
取
り

A
2

○
○

3
0
.2
%

代
表
項
目

Q
3
1
0
3
9
2

0
.2
9

や
り
取
り

B
1

○
○

3
5
.7
%

代
表
項
目

Q
4
1
0
0
1
2

0
.4
2

発
表

B
1

○
○

1
7
.4
%

逆
転
項
目

Q
4
1
0
0
2
2

0
.6
7

発
表

A
2

○
○

1
4
.3
%

代
表
項
目

Q
4
1
0
0
3
2

0
.6
9

発
表

B
1

○
○

1
6
.3
%

代
表
項
目

Q
4
1
0
0
4
2

1
.5
1

発
表

B
2

○
1
6
.3
%

A
2
レ
ベ
ル
の

準
代
表
項
目

Q
4
1
0
0
5
2

-0
.5
4

発
表

A
1

○
1
9
.1
%

代
表
項
目

Q
4
1
0
0
6
2

1
.8
0

発
表

B
2

○
1
4
.3
%

代
表
項
目

Q
4
1
0
0
7
2

-1
.2
4

発
表

A
1

○
2
3
.0
%

逆
転
項
目

Q
4
1
0
0
8
2

-1
.7
9

発
表

A
2

○
○

7
4
.3
%

逆
転
項
目

Q
4
1
0
0
9
2

-0
.5
1

発
表

B
1

○
○

4
8
.7
%

代
表
項
目

Q
4
1
0
1
0
2

-0
.2
9

発
表

A
2

○
○

4
0
.7
%

町
内
会
な
ど
で
行
う
防
災
訓
練
で
、
台
本
を
時
々
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
短
い
簡
単
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

町
内
会
な
ど
で
行
う
防
災
訓
練
で
、
練
習
し
て
あ
れ
ば
、
災
害
の
発
生
状
況
や
避
難
指
示
な
ど
に
つ
い
て
の
あ
る
程

度
の
長
さ
が
あ
る
、
聞
き
や
す
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

P
T
A
活
動
後
の
懇
談
会
な
ど
で
、
自
分
や
子
供
の
名
前
、
自
宅
の
場
所
な
ど
を
、
ご
く
簡
単
な
言
葉
で
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

職
場
の
企
画
会
議
な
ど
で
、
新
規
事
業
の
進
捗
状
況
や
収
支
予
測
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
複
数
の
視
点
か
ら
明

確
に
詳
し
く
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

転
勤
や
退
職
な
ど
の
機
会
に
開
い
て
も
ら
っ
た
送
別
会
で
、
出
席
者
の
前
で
、
「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
な
ど
簡
単
な
定
型
表
現
で
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

初
め
て
会
っ
た
人
の
前
で
自
己
紹
介
す
る
と
き
、
日
本
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
、
ど
の
く
ら
い
日
本
に

い
る
か
な
ど
、
短
い
簡
単
な
言
葉
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
電
話
を
し
て
話
し
た
い
相
手
と
別
の
人
が
出
た
と
き
、
短
い
簡
単
な
伝
言
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

携
帯
電
話
の
機
種
を
変
更
し
た
い
と
き
、
販
売
店
の
担
当
者
に
新
機
種
の
機
能
や
料
金
プ
ラ
ン
な
ど
に
つ
い
て
、
自

分
の
希
望
を
あ
る
程
度
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
が
被
害
を
受
け
た
盗
難
な
ど
の
予
期
し
な
い
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
警
察
官
や
近
所
の
人
な
ど
に
順
序
立
て
て

詳
細
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
内
会
な
ど
で
行
う
防
災
訓
練
で
、
災
害
の
発
生
状
況
や
そ
の
推
移
、
避
難
指
示
な
ど
、
明
快
に
流
暢
に
ご
く
自
然

に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
a

n
 d

o

国
際
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
あ
れ
ば
、
自
分
の
国
や
町
の
様
子
、
人
々
の
暮
ら
し
や
考

え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
簡
単
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
際
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
メ
モ
を
時
々
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
の
国
や
町
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
、

短
い
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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C
a

n
 d

o
 I

D
L

o
g

it
言
語
活
動

レ
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
1

グ
ル
ー
プ
2

経
験
率

Q
4
1
0
1
1
2

1
.1
8

発
表

B
1

○
○

2
2
.7
%

代
表
項
目

Q
4
1
0
1
2
2

1
.7
7

発
表

B
2

○
1
8
.6
%

Q
4
1
0
1
3
2

1
.1
1

発
表

B
2

○
3
1
.9
%

代
表
項
目

Q
4
1
0
1
4
2

-1
.4
6

発
表

A
1

○
4
4
.3
%

代
表
項
目

Q
5
1
0
0
1
2

-0
.1
2

書
く
こ
と

A
2

○
○

4
3
.5
%

代
表
項
目

Q
5
1
0
0
2
2

0
.5
6

書
く
こ
と

B
1

○
○

2
7
.2
%

代
表
項
目

Q
5
1
0
0
3
2

1
.3
1

書
く
こ
と

B
2

○
2
6
.2
%

代
表
項
目

Q
5
1
0
0
4
2

-1
.2
9

書
く
こ
と

A
1

○
5
6
.9
%

逆
転
項
目

Q
5
1
0
0
5
2

0
.5
9

書
く
こ
と

A
2

○
○

3
5
.5
%

Q
5
1
0
0
6
2

1
.0
4

書
く
こ
と

B
1

○
○

2
0
.2
%

代
表
項
目

Q
5
1
0
0
7
2

-1
.2
0

書
く
こ
と

A
1

○
2
7
.8
%

代
表
項
目

Q
5
1
0
0
8
2

0
.0
9

書
く
こ
と

A
2

○
○

3
0
.3
%

C
a

n
 d

o

モ
デ
ル
文
が
あ
れ
ば
、
「
御
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
お
幸
せ
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
友
人
の
結

婚
式
で
読
み
上
げ
る
短
い
お
祝
い
の
言
葉
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
求
職
申
込
書
に
、
希
望
す
る
仕
事
や
持
っ
て
い
る
資
格
な
ど
、
短
い
簡
単
な
文
で
書
く
こ
と

が
で
き
る
。

自
分
の
職
場
で
、
誰
と
、
何
を
し
た
か
な
ど
日
常
的
な
業
務
に
つ
い
て
、
日
報
や
報
告
書
に
短
い
簡
単
な
文
で
書
く

こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
職
場
で
事
故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
が
起
こ
っ
た
か
な
ど
の
経
緯
を

あ
る
程
度
詳
し
く
、
順
序
立
て
て
日
報
や
報
告
書
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
が
担
当
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
や
検
討
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
分
析
と
考
察
を
含
む
明
快
な
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
予
約
す
る
と
き
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
な
ど
の
情
報
を
入
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

項
目
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
窓
口
の
職
員
に
聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
児
童
扶
養
手
当
認
定
な
ど
の
請
求
書

に
基
本
的
な
情
報
や
銀
行
口
座
、
公
的
年
金
制
度
の
種
別
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

必
要
に
応
じ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
供
が
通
う
小
学
校
に
提
出
す
る
家
庭
環
境
調
査
票
の
項
目
を
だ
い

た
い
理
解
し
た
上
で
記
入
し
、
備
考
欄
に
持
病
や
体
調
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
子
供
へ
の
特
別
な
配
慮
に
つ
い
て
の

簡
単
な
要
望
や
連
絡
事
項
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
記
事
を
き
っ
か
け
に
、
住
民
投
票
制
度
や
入
管
法
改
正
な
ど
、
自
分
の
生
活
に
密
接
に
関

わ
る
政
策
に
つ
い
て
、
友
人
に
簡
単
な
説
明
や
理
由
を
交
え
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
記
事
を
き
っ
か
け
に
、
裁
判
員
制
度
な
ど
の
社
会
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
死
刑
制
度
廃
止

や
少
年
法
改
定
の
議
論
な
ど
の
関
連
事
項
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、
友
人
に
自
分
の
視
点
を
明
確
に
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
推
理
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
、
友
人
に
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
、
登
場
人
物
の
性
格
や
人

間
関
係
を
要
領
よ
く
ま
と
め
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
予
想
を
明
確
に
詳
し
く
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

自
治
会
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
初
め
て
会
う
人
た
ち
の
前
で
自
己
紹
介
す
る
と
き
、
自
分
の
名
前
、
出
身
地

な
ど
を
ご
く
簡
単
な
言
葉
で
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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C
a

n
 d

o
 I

D
L

o
g

it
言
語
活
動

レ
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
1

グ
ル
ー
プ
2

経
験
率

Q
5
1
0
0
9
2

-0
.0
2

書
く
こ
と

B
1

○
○

3
8
.6
%

代
表
項
目

Q
5
1
0
1
0
2

1
.0
9

書
く
こ
と

B
2

○
2
7
.8
%

Q
5
1
0
1
1
2

-0
.6
1

書
く
こ
と

A
1

○
2
3
.4
%

代
表
項
目

Q
5
1
0
1
2
2

-1
.6
1

書
く
こ
と

A
1

○
4
3
.5
%

Q
5
1
0
1
3
2

-1
.0
9

書
く
こ
と

A
2

○
○

5
6
.9
%

代
表
項
目

Q
5
1
0
1
4
2

0
.7
2

書
く
こ
と

B
1

○
○

2
5
.5
%

代
表
項
目

Q
5
1
0
1
5
2

1
.5
7

書
く
こ
と

B
2

○
1
8
.3
%

C
a

n
 d

o

お
世
話
に
な
っ
た
人
に
、
短
い
簡
単
な
文
で
お
礼
の
手
紙
や
メ
ー
ル
な
ど
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
、
新
し
く
買
っ
た
電
化
製
品
に
つ
い
て
、
不
具
合
の
内
容
や
ど
う
対
処
し
て
み
た
か
な
ど
に

つ
い
て
、
あ
る
程
度
詳
し
く
メ
ー
ル
な
ど
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

顧
客
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
な
ど
、
対
応
が
難
し
い
メ
ー
ル
で
も
、
相
手
の
主
張
を
正
確
に
理
解
し
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
す
る
返
信
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
自
身
の
長
所
や
短
所
な
ど
、
簡
単
な
自
己
P
R
文
を
就
職
の
た
め
の
提
出
書
類
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

就
職
を
希
望
す
る
会
社
に
送
る
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
な
ど
に
、
自
分
が
会
社
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
に
つ
い

て
、
根
拠
と
な
る
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
自
己
P
R
文
を
明
瞭
に
詳
し
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

職
場
の
連
絡
用
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
に
外
出
先
や
戻
る
時
間
な
ど
を
簡
単
な
言
葉
で
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

友
人
へ
の
年
賀
状
や
誕
生
日
カ
ー
ド
に
、
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
な
ど
、
定
型
の
簡
単
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
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「生活 Can do」（案）一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 
  

令和４年度生活 Can do の作成及び検証補助業務に係る業務報告書 

別添資料２ 



 

  



3 

１ 「生活 Can do」と生活上の行為の事例について 

「生活 Can do」は、「標準的なカリキュラム案」に示される「生活上の行為の事例」に基づくが、

Can do 作成にあたり「生活上の行為の事例」の見直しを行った。その結果、一部の「生活上の行

為の事例」の追加・修正を行った。 

また、「生活上の行為の分類一覧」も、令和３年度の見直しを行っている。 

（１）生活上の行為の分類一覧（令和３年度改定） 

小分類「（47）電話・ファクシミリを利用する」を「（47）電話等を利用する」に修正した。 

 

大分類 中分類 小分類 

Ⅰ 

健康・安全に暮ら

す 

01  健康を保つ 

（01）医療機関で治療を受ける 

（02）薬を利用する 

（03）健康に気を付ける 

02  安全を守る 
（04）事故に備え、対応する 

（05）災害に備え、対応する 

Ⅱ 

住居を確保・維

持する 

03  住居を確保する （06）住居を確保する 

04  住環境を整える （07）住居を管理する 

Ⅲ 

消費活動を行う 

05  物品購入・サービスを利用する （08）物品購入・サービスを利用する 

06  お金を管理する （09）金融機関を利用する 

Ⅳ 

目的地に移動す

る 

07  公共交通機関を利用する 
（10）電車、バス、飛行機、船等を利用する 

（11）タクシーを利用する 

08  自力で移動する 

（12）徒歩で移動する 

（13）自転車を利用する 

（14）車・オートバイ等を使用する 

Ⅴ 

子育て・教育を行

う 

09  家庭及び地域で子育てをする 

（15）出産に備える 

（16）出産し育児をする 

（17）家庭で子供を育てる 

（18）地域で子供を育てる 

10  子供に教育を受けさせる 

（19）幼稚園・保育所で教育・保育を受けさせる 

（20）小・中・高等学校で教育を受けさせる 

（21）特別支援教育を受けさせる 
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大分類 中分類 小分類 

Ⅵ 

働く 

11  仕事を探す 
（22）就職活動をする 

（23）労働条件について理解する 

12  仕事をする 

（24）職場の安全を確保する 

（25）個別業務を遂行する 

（26）協働業務を遂行する 

（27）勤務評価に対応する 

13  仕事に役立つ能力を高める 

（28）職業能力の開発を行う 

（29）事務機器等を利用する 

（30）職場の人間関係を円滑にする 

Ⅶ 

人とかかわる 
14  他者との関係を円滑にする   

（31）人と付き合う 

（32）異文化を理解する 

Ⅷ 

社会の一員とな

る 

15  地域・社会のルール・マナーを守る 
（33）住民としての手続をする 

（34）住民としてのマナーを守る 

16  地域社会に参加する （35）地域社会に参加する 

17  社会制度を利用する 
（36）福祉等のサービスを利用する 

（37）社会保険を利用する 

Ⅸ 

自身を豊かにす

る 

18  人生設計をする （38）生活設計をする 

19  学習する 

（39）学習する 

（40）学習を管理する 

（41）学習方法を身に付ける 

（42）日本語を学習する 

（43）日本について理解する 

20  余暇を楽しむ （44）余暇を楽しむ 

Ⅹ 

情報を収集・発

信する 

21  通信する 

（45）郵便・宅配便を利用する 

（46）インターネットを利用する 

（47）電話等を利用する 

22  マスメディアを利用する （48）マスメディア等を利用する 
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（２）生活上の行為の事例のうち修正した項目 

事例２（上位項目） 生活 Can do 

0103020 診察の時に、医師や看護婦とやり取りをする 診察の時に、医師や看護師とやり取りをする 
0103040 症状を説明する けがをした経緯と症状を説明する 

0103120 
病気への対処法・生活上の注意などを質問し

答えを理解する 
病気への対処法・生活上の注意などを理解す

る 

0201020 
医療機関で処方せんをもらい、内容を確認す

る 
医療機関で処方せんをもらい、薬の受取り方

法を確認する 

0203070 
薬剤師等の「効能、用法、注意」の説明を理

解する 
薬剤師等の「効能、用法、注意」の説明を理

解できる 
0302060 日本人に問い合わせる 関係者に問い合わせる 

0401010 
地域の公的機関で発行している外国人対象

の生活情報パンフレット等で確認し理解する 
地域の公的機関で発行している生活情報パ

ンフレット等で確認し理解する 
0403020 １１０番に電話する 警察（110 番）に電話する 

0502050 
避難訓練等で学んだことを生かし適切に避難

する 避難訓練等で学ぶ 

0504050 
火災・救急（１１９番）や警察（１１０番）に電話

する 消防・救急（119 番）に電話する 

0601090 居住する地域を選択する 居住する地域を決める 
0801010 日本の商業や店舗の事情の概略を知る 商業や店舗の事情の概略を知る 
0801240 必要なものを選んで購入する 必要なものを選んで購入できる 

0802010 
日本の外食事情や飲食店の種類等について

概略を知る 
外食事情や飲食店の種類等について概略を

知る 
0804040 新聞広告・折り込み広告を理解する 広告を理解する 
0903070 利用の方法を尋ねる 利用の仕方を理解する 
1301010 日本の交通ルールを理解する 交通ルールを理解する 
1501040 地域の保健所を確認する 地域の保健センターを確認する 
1601020 家族や助産士と分娩方法を検討する 家族や助産師と分娩方法を検討する 
1601090 医者・看護婦とやりとりする 医者・看護師とやりとりする 
1601110 各種補助を受ける 各種助成を受ける 

1601120 
出生届を出す、生まれた子供の外国人登録

をする 生まれた子供の在留資格を取得する 

1602090 保健婦の質問に答える 保健師や助産師の質問に答える 
1602130 健診成績書等を理解し、その後の相談をする 健診結果を理解し、その後の相談をする 
1901190 連絡ノートに書く 連絡帳に書く 
1901220 電話連絡網をまわす 園からの連絡に対応する 
2001060 就学説明会に参加する 入学説明会に参加する 
2001120 外国人就学願いに記入する 外国人就学申請書に記入する 

3101030 時宜にあったあいさつを学んで実行する 時宜に合ったあいさつを学んで実行する（年

末年始のやりとりをする） 



6 

事例２（上位項目） 生活 Can do 

3101030 時宜にあったあいさつを学んで実行する 時宜に合ったあいさつを学んで実行する（結

婚のお祝い） 

3101030 時宜にあったあいさつを学んで実行する 時宜に合ったあいさつを学んで実行する（引

っ越しのあいさつ） 

3101030 時宜にあったあいさつを学んで実行する 時宜に合ったあいさつを学んで実行する（見

舞いに行く） 
3103010 日本社会におけるつきあい方を理解する 社会におけるつきあい方を理解する 
3201050 日本の文化への対応を図る 異文化への対応を図る 
3201090 日本の習慣や作法などを学ぶ 習慣や作法などを学ぶ 

3301080 
役所の受付で外国人登録窓口の場所を尋ね

る 役所の受付で各種手続の場所を尋ねる 

3602110 支援を申し出る 支援を依頼する 
3703020 補助金制度について理解する 助成金制度について理解する 
3703030 医療費補助制度を理解する 医療費助成制度を理解する 
3901010 学習機会にはどんなものがあるか理解する 制度、機会、施設等の情報を調べる 
4002020 学習計画を立てる 学習計画を調整する 
4202090 周りの日本人に尋ねる 周りの人に尋ねる 

4402020 
自治体の広報誌、広告やポスター、インター

ネット等から情報を得る 
役所の広報誌、広告やポスター、インターネッ

ト等から情報を得る 
4403070 地域の知り合いから情報を収集する 地域にどのような公共施設があるか調べる 
4701010 電話事情の概要を知る 携帯電話事情の概要を知る 
4701020 電話の契約をする 携帯電話の契約をする 

4701060 
電話・ファクシミリの発信方法をマニュアルから

理解する 携帯電話の使用方法を理解する 

4701070 ファクシミリの使い方を知る 携帯電話の使い方を知る 
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（３）生活上の行為の事例に新しく追加した項目 

事例２（上位項目） 生活 Can do 
0801260 返品・交換をする 苦情を言う 
1502070 母子健康手帳を読む、記録をする 妊婦健診の公費補助について理解する 

1502070 母子健康手帳を読む、記録をする 妊娠出産子育てに関する相談窓口について

理解する 
1901120 保育園に入園する プレ幼稚園について調べる 
1901120 保育園に入園する 幼稚園について調べる 
1901120 保育園に入園する 幼稚園に入園する 
1901120 保育園に入園する 幼稚園の見学会や説明会に行く 
1901120 保育園に入園する 幼稚園の願書を書く 
1901120 保育園に入園する 幼稚園を受験する 
1901120 保育園に入園する 幼稚園の面接を受ける 

1901150 
施設の人や他の保護者等とのコミュニケーシ

ョンや付き合いをする 小児科に行く 

2001170 就学前健診を受ける 入学準備品をそろえる 
2005160 進路保護者会のお知らせを読む 学習支援の情報を得る 
2101010 特別支援教育制度を理解する 特別支援教育について相談する 
2201010 日本の就労状況の概要を知る 日本の雇用システムを理解する 

2201040 
就職情報提供機関（ハローワーク等）を理解

する 
就職情報提供機関（ハローワーク等）の利用

方法を理解する 

2201040 
就職情報提供機関（ハローワーク等）を理解

する 職業訓練について情報を得る 

2201090 資料を集める 企業説明会に参加する（正社員） 

2201090 資料を集める アルバイト説明会に参加する（パート・アルバ

イト 
2202050 職務等について質問する 職務等について交渉する 
2203110 署名する 交渉する 
2203110 署名する トラブルに対処する 
2701060 質問を受ける 業務の感想を述べる 
2702030 更新時での慣行を理解し適切に対応する 更新時の契約トラブルに対処する 
3403010*1  犬や猫の登録制度について理解する 
3403020*1  役所に届け出をする 

3403030*1  
狂犬病ワクチン等定期接種を行う（保健所か

らの連絡を理解する。ワクチン接種会場、日

時にペットを連れて行く） 
3403040*1  ペットに関する文化的差異を理解する 

＊１ 関連する上位項目がなかったため、新たに番号を付した 
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２ 「生活 Can do」を参照するにあたっての留意点 

（「地域における日本語教育の在り方について」（報告）（令和４年 11 月）より） 

○「生活 Can do」一覧は、以下のような人々が参照することを目的として取りまとめたものである。 

① 地域日本語教育コーディネーター、日本語教師、学習支援者  

・カリキュラムやコースをデザインするため。  

・学習活動を設計するため。 

・日本語学習者が生活場面で必要となる言語行動を具体的に把握するため。 

② 日本語学習者 

・今、自分が日本語でどのようなことができるのかを把握するため。 

・日本語学習の際の目標を設定するため。 

・学んだことをどのくらいできるようになったのかを把握するため。 

③ 行政担当者 

・地域に在住する外国人等が、日常生活でどのようなことを日本語で行うことが求められてい

るのかを具体的に把握し、地域の多文化共生に関する施策立案（目的・対象別の日本語教

室、通訳者・翻訳者、生活ガイダンス講座等の設置など）に生かすため。 

④ 学習者の周りの人々 

・日本語を学んでいる人が、今、どのようなことを学んでいるのかを具体的に把握し、日本語で

できること、できないことを意識し、会話などを調整ながらコミュニケーションを進めていくため。 

 

○Can do（言語能力記述文）は、社会的存在である言語の使用者及び学習者が生活、就労、教

育等の場面で遂行していく必要がある課題を、言語を学ぶ上での目標として具体的に示したも

ので、言語を使ってできることについて、「～できる」という形で示された文である。しかし、Can 

do は全ての言語活動を表したものではない。 

 

○「生活 Can do」に挙げられている日本語での言語行動は、日本語学習者が日本語でできるよう

にならなければならない行為の一覧ではない。よって、ここで挙げられている Can do は全てを

学ぶことを想定して作成されたものではなく、特に防災や医療等、安全や生命に関連する言語

行動については日本語学習を推奨するよりも、多言語による情報提供が望ましい項目も含まれ

ている。どのような言語行動を日本語学習で扱っていくかについては、日本語学習者の状況に

応じた判断が必要である。 

 

○この一覧で挙げられている日本語での言語行動は、例示としてなるべく具体的な提示に努めた

ものの、網羅的なものではない。この一覧にない言語行動については、ここで挙げられている項

目をもとに、新たな Can do を作成してもよい。日本語学習者の状況に応じて、教育内容として

取り上げる項目を選択したり、追加したりして適宜組み替えながら、カリキュラムやコースをデザ

インする必要がある。 
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○日本語学習は Can do で示した言語活動のみで進められるものではない。異文化に対する気付

きなどについては、例えば、ポートフォリオを活用した振り返り活動を通して促進される学びもあ

る。Can do を活用した学びは、「日本語教育の参照枠」で示されている多様な学びの一部であ

る。 

 

○「生活者としての外国人」が日本で生活するにあたっては、医療や教育・子育てなどの複雑な制

度等の理解が必要な場合や正確な情報の理解・伝達が求められる場合がある。このような場合、

外国人が日本語で対応するより、外国語によって対応したほうが適切なこともある。そのため、

「生活 Can do」で示されている全ての言語活動を日本語でできるようになることを求めるのでは

なく、必要に応じては外国語による情報提供や通訳等を介した対応を行い、外国人の生活が

円滑に進められるよう配慮することが求められる。 

３ 生活 Can do に付随する情報 

「生活 Can do」は、付随する情報と共に以下のように提示する。 

（１） 五つの言語活動の分類 

「聞くこと」「読むこと」「（話すこと）やり取り」「（話すこと）発表」「書くこと」 

（２） カテゴリー 

五つの言語活動ごとの主な活動例の分類。 

聞くこと 
・広報・アナウンスや指示を聞くこと ・音声メディアや録音を聞くこと 

・テレビや映画を見ること ・聴衆の一人として生で聞くこと 

読むこと 
・通信文を読むこと ・情報や議論を読むこと 

・世情を把握するために読むこと ・説明書を読むこと 

やり取り 

・情報の交換 ・製品やサービスを得るための取引 

・目的達成のための共同作業 ・公式の議論とミーティング 

・非公式の議論（友人との） ・会話 

・インタビューすること、インタビューを受けること  

発表 
・公共アナウンス ・聴衆の前での講演 

・長く一人で話す：経験談 ・長く一人で話す：論拠を述べること 

書くこと 
・記録、メッセージ、書式 ・創作 

・レポートやエッセイ ・通信 

（３）「日本語教育の参照枠」の日本語能力の熟達度を示すレベル 

・A1、A2、B1、B2（B2 は一部のみ） 

・レベルの★は、令和４年度に行った量的検証において当該レベルの「代表項目」と認定され

たものを示す。 
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（４）生活上の行為の事例 

・大分類、中分類、小分類、事例１（上位項目）、事例２（下位項目） 

・小分類の●は、来日間もない外国人にとって、基本的な生活基盤を形成するために不可欠

であると考えられる生活上の行為の小分類、又は安全にかかわり緊急性がある生活上の行

為の小分類のいずれかに該当すると考えられるものを示す。 

・「事例２（下位項目）」の（修正）は既存の生活上の行為の事例を修正した項目、（新規）は新

たに追加した項目であることを示す。 

（５）JF 番号 

JF××、JF 生△△は JF Can-do、JF 生活日本語 Can-do をそのまま採用した Can do である。 
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４ 生活 Can do（案）一覧 

○生活 Can do は、「生活者としての外国人」に対する日本語教育における言語能力記述文

（Can do）であり、地域における日本語教育において参照できるよう提示する。 

○小分類の●は、来日間もない外国人にとって、基本的な生活基盤を形成するために不可欠

であると考えられる生活上の行為の小分類、又は安全にかかわり緊急性がある生活上の行

為の小分類のいずれかに概要すると考えられるものを示す。 

○「事例２」の（修正）は既存の生活上の行為の事例を修正した項目、（新規）は新たに追加した

項目であることを示す。 

○レベルの★は、令和４年度に行った量的検証において当該レベルの「代表項目」と認定され

た項目であることを示す。 

○JF 番号（JF××、JF 生△△）は JFCan-do/JF 生活日本語 Can-do をそのまま採用した Can 

do である。 

○一部 Can-do の作成には JF Can-do/JF 生活日本語 Can-do を参照した。 

※一覧は次頁以降 
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院
の

受
付

で
、

問
診

票
に

名
前

や
住

所
、

体
温

を
書

い
た

り
、

「
ど

ん
な

症
状

か
」

「
い

つ
か

ら
か

」
な

ど
の

選
択

式
の

簡
単

な
質

問
に

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
1
）

●
医

療
機

関
で

治
療

を
受

け
る

問
診

表
に

記
入

す
る

初
診

受
付

で
手

続
を

す
る

1
0

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
1

自
分

に
向

か
っ

て
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
「

口
を

大
き

く
開

け
て

く
だ

さ
い

」
「

よ
く

休
ん

で
く

だ
さ

い
」

「
薬

を
1
日

3
回

飲
ん

で
く

だ
さ

い
」

な
ど

、
医

者
の

ご
く

簡
単

な
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
1
）

●
医

療
機

関
で

治
療

を
受

け
る

医
者

の
説

明
・

指
示

を
理

解
し

、
応

答
す

る
医

者
の

診
察

を
受

け
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
1

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

A
2
★

か
か

り
つ

け
の

病
院

で
の

診
察

の
と

き
、

体
の

ど
こ

が
ど

の
く

ら
い

、
い

つ
ご

ろ
か

ら
痛

い
か

な
ど

の
自

分
の

体
調

や
症

状
に

関
す

る
簡

単
な

質
問

に
対

し
て

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
1
）

●
医

療
機

関
で

治
療

を
受

け
る

医
者

の
説

明
・

指
示

を
理

解
し

、
応

答
す

る
医

者
の

診
察

を
受

け
る

1
2

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

病
院

な
ど

で
、

医
者

や
看

護
師

に
よ

る
尿

検
査

や
血

液
検

査
、

レ
ン

ト
ゲ

ン
撮

影
の

手
順

な
ど

の
簡

単
な

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
1
）

●
医

療
機

関
で

治
療

を
受

け
る

医
者

の
説

明
・

指
示

を
理

解
し

、
応

答
す

る
診

察
の

時
に

、
医

師
や

看
護

師
と

や
り

取
り

を
す

る
（

修
正

)

1
3

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

B
1

病
院

な
ど

で
、

症
状

や
過

去
の

病
気

な
ど

に
関

す
る

質
問

に
対

し
て

、
あ

る
程

度
正

確
に

答
え

、
内

容
に

よ
っ

て
は

主
体

的
に

話
を

展
開

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
1
）

●
医

療
機

関
で

治
療

を
受

け
る

医
者

の
説

明
・

指
示

を
理

解
し

、
応

答
す

る
診

察
室

で
症

状
を

説
明

す
る

J
F
4
2
3

1
4

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
1

け
が

を
し

て
、

病
院

で
診

察
を

受
け

て
い

る
と

き
に

、
医

者
に

受
傷

時
の

状
況

や
痛

み
の

状
態

な
ど

に
つ

い
て

、
順

序
立

て
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
1
）

●
医

療
機

関
で

治
療

を
受

け
る

医
者

の
説

明
・

指
示

を
理

解
し

、
応

答
す

る
け

が
を

し
た

経
緯

と
症

状
を

説
明

す
る

(
修

正
）

1
5

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

医
者

か
ら

の
病

気
へ

の
簡

単
な

対
処

法
、

生
活

上
の

基
本

的
な

留
意

点
に

つ
い

て
の

簡
単

な
説

明
や

指
示

を
聞

い
て

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
1
）

●
医

療
機

関
で

治
療

を
受

け
る

医
者

の
説

明
・

指
示

を
理

解
し

、
応

答
す

る

病
気

へ
の

対
処

法
・

生
活

上
の

注
意

な
ど

を
理

解
す

る
（

修
正

）

1
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2

病
院

で
治

療
方

針
に

つ
い

て
医

者
と

相
談

す
る

と
き

、
複

数
の

治
療

方
法

の
詳

細
な

説
明

を
聞

い
て

内
容

を
理

解
し

、
自

分
の

希
望

や
条

件
を

明
確

に
伝

え
な

が
ら

話
し

合
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
1
）

●
医

療
機

関
で

治
療

を
受

け
る

医
者

の
説

明
・

指
示

を
理

解
し

、
応

答
す

る
治

療
の

希
望

を
伝

え
る

1
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

医
療

機
関

の
受

付
な

ど
で

処
方

箋
を

受
け

取
っ

た
と

き
、

近
所

の
薬

局
の

場
所

を
尋

ね
、

ゆ
っ

く
り

と
は

っ
き

り
と

話
さ

れ
れ

ば
、

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ
（

0
2
）

●
薬

を
利

用
す

る
処

方
箋

を
持

っ
て

薬
局

へ
行

く
医

療
機

関
で

処
方

箋
を

も
ら

い
、

薬
の

受
取

り
方

法
を

確
認

す
る

（
修

正
）

1
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

薬
店

で
欲

し
い

薬
の

種
類

や
量

な
ど

を
聞

か
れ

た
と

き
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ
（

0
2
）

●
薬

を
利

用
す

る
薬

局
・

薬
店

を
利

用
す

る
症

状
を

説
明

し
、

薬
を

求
め

る

1
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

薬
局

・
薬

店
で

薬
を

買
う

と
き

、
薬

剤
師

や
店

員
に

自
分

の
状

況
を

伝
え

、
薬

剤
師

か
ら

の
症

状
や

薬
に

関
す

る
簡

単
な

質
問

に
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ
（

0
2
）

●
薬

を
利

用
す

る
薬

局
・

薬
店

を
利

用
す

る
症

状
を

説
明

し
、

薬
を

求
め

る

2
0

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
1

以
前

も
用

い
た

薬
で

あ
っ

た
り

、
自

分
が

知
っ

て
い

る
薬

で
あ

っ
た

り
す

る
場

合
は

、
ラ

ベ
ル

を
見

て
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ
（

0
2
）

●
薬

を
利

用
す

る
薬

局
・

薬
店

を
利

用
す

る
必

要
な

薬
を

探
す

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

症
状

に
合

っ
た

薬
を

探
す

た
め

に
、

薬
局

で
薬

剤
師

に
、

症
状

や
服

用
し

て
い

る
薬

な
ど

を
簡

単
に

説
明

し
な

が
ら

、
薬

に
対

す
る

自
分

の
希

望
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ
（

0
2
）

●
薬

を
利

用
す

る
薬

局
・

薬
店

を
利

用
す

る
必

要
な

薬
を

探
す

2
2

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

分
か

ら
な

い
点

に
つ

い
て

質
問

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

ア
レ

ル
ギ

ー
の

有
無

や
既

往
歴

、
生

活
習

慣
な

ど
に

関
す

る
薬

局
の

用
紙

（
初

回
患

者
質

問
票

）
の

質
問

を
理

解
し

、
適

切
な

答
え

を
選

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ
（

0
2
）

●
薬

を
利

用
す

る
薬

局
・

薬
店

を
利

用
す

る
薬

局
の

用
紙

（
薬

調
査

票
）

に
記

入
す

る

2
3

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

薬
局

・
薬

店
で

、
薬

の
説

明
書

を
見

な
が

ら
説

明
さ

れ
れ

ば
、

薬
剤

師
や

店
員

か
ら

の
薬

の
名

前
や

効
果

、
用

法
・

用
量

な
ど

の
簡

単
な

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ
（

0
2
）

●
薬

を
利

用
す

る
薬

局
・

薬
店

を
利

用
す

る
薬

剤
師

等
の

「
効

能
、

用
法

、
注

意
」

の
説

明
を

理
解

で
き

る
（

修
正

）

2
4

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

薬
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
な

ど
に

書
か

れ
て

い
る

注
意

書
き

な
ど

の
短

い
簡

単
な

表
示

を
見

て
、

用
法

・
用

量
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ
（

0
2
）

●
薬

を
利

用
す

る
薬

局
・

薬
店

を
利

用
す

る
薬

剤
師

等
の

「
効

能
、

用
法

、
注

意
」

の
説

明
を

理
解

で
き

る
（

修
正

）

2
5

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

役
所

か
ら

の
お

知
ら

せ
や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
載

っ
て

い
る

健
康

診
断

な
ど

に
つ

い
て

の
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

日
時

や
場

所
、

費
用

、
自

分
が

対
象

者
に

あ
て

は
ま

る
か

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
病

気
を

予
防

す
る

健
康

診
断

、
定

期
健

診
な

ど
の

お
知

ら
せ

を
理

解
す

る

2
6

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

健
康

診
断

や
予

防
接

種
を

受
け

る
と

き
に

、
医

者
や

看
護

師
な

ど
か

ら
、

注
意

事
項

や
健

診
の

手
順

な
ど

に
つ

い
て

の
簡

単
な

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
病

気
を

予
防

す
る

健
康

診
断

を
受

け
る

2
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
な

ど
他

の
人

に
移

り
や

す
い

病
気

が
流

行
し

た
と

き
、

ど
ん

な
予

防
方

法
を

取
れ

ば
い

い
か

な
ど

に
つ

い
て

、
友

人
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
病

気
を

予
防

す
る

流
行

性
の

病
気

に
つ

い
て

の
情

報
を

理
解

し
適

切
に

対
処

す
る

2
8

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

病
院

な
ど

に
掲

示
し

て
あ

る
病

気
に

関
す

る
ポ

ス
タ

ー
な

ど
の

短
い

簡
単

な
説

明
文

を
読

ん
で

、
流

行
し

て
い

る
病

気
の

症
状

や
対

処
法

な
ど

、
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
病

気
を

予
防

す
る

流
行

性
の

病
気

に
つ

い
て

の
情

報
を

理
解

し
適

切
に

対
処

す
る

2
9

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
A
2

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
な

ど
、

最
近

流
行

し
て

い
る

病
気

に
関

す
る

テ
レ

ビ
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
を

見
て

、
病

名
や

状
況

な
ど

、
内

容
を

大
ま

か
に

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
病

気
を

予
防

す
る

流
行

性
の

病
気

に
つ

い
て

の
情

報
を

理
解

し
適

切
に

対
処

す
る

J
F
1
8
9

3
0

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
B
1
★

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
な

ど
、

最
近

流
行

し
て

い
る

病
気

に
関

す
る

テ
レ

ビ
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
を

見
て

、
映

像
や

テ
ロ

ッ
プ

を
頼

り
に

、
予

防
法

や
対

処
法

な
ど

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
病

気
を

予
防

す
る

流
行

性
の

病
気

に
つ

い
て

の
情

報
を

理
解

し
適

切
に

対
処

す
る

J
F
1
6
0

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

ス
ー

パ
ー

や
コ

ン
ビ

ニ
な

ど
の

店
員

に
、

原
材

料
や

産
地

、
賞

味
期

限
、

ハ
ラ

ル
か

ど
う

か
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
衛

生
管

理
を

す
る

食
品

や
飲

料
水

の
安

全
情

報
を

理
解

す
る

J
F
生

6
8

3
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

食
品

表
示

ラ
ベ

ル
な

ど
の

短
い

簡
単

な
文

を
見

て
、

消
費

期
限

、
原

材
料

、
産

地
、

ハ
ラ

ル
か

ど
う

か
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
衛

生
管

理
を

す
る

食
品

や
飲

料
水

の
安

全
情

報
を

理
解

す
る

3
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

ス
ー

パ
ー

な
ど

で
買

物
を

す
る

と
き

、
食

の
安

全
性

を
考

え
て

商
品

を
選

ぶ
た

め
に

、
店

の
人

に
産

地
、

栽
培

・
飼

育
方

法
、

遺
伝

子
組

み
換

え
食

品
で

あ
る

か
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
衛

生
管

理
を

す
る

食
品

や
飲

料
水

の
安

全
情

報
を

理
解

す
る

3
4

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

地
域

の
お

祭
り

や
イ

ベ
ン

ト
な

ど
で

調
理

を
す

る
た

め
に

、
一

緒
に

調
理

を
担

当
す

る
人

に
、

身
だ

し
な

み
や

手
洗

い
、

食
品

の
取

扱
い

や
保

存
な

ど
の

衛
生

管
理

に
関

す
る

ル
ー

ル
や

方
法

な
ど

に
つ

い
て

確
認

や
指

示
を

し
た

り
、

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
衛

生
管

理
を

す
る

関
係

者
に

問
い

合
わ

せ
る

（
修

正
）

3
5

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
、

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

、
温

泉
な

ど
の

公
衆

の
ト

イ
レ

・
浴

室
な

ど
に

貼
っ

て
あ

る
掲

示
物

や
ポ

ス
タ

ー
な

ど
の

短
い

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

禁
止

や
注

意
事

項
な

ど
、

い
く

つ
か

の
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
衛

生
管

理
を

す
る

台
所

・
ト

イ
レ

・
浴

室
・

寝
室

等
を

適
切

に
使

用
す

る

3
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

室
内

や
手

な
ど

を
正

し
く

消
毒

を
す

る
た

め
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

消
毒

液
の

取
扱

い
に

つ
い

て
の

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

用
法

・
用

量
や

使
用

で
き

る
も

の
、

注
意

点
な

ど
に

つ
い

て
重

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
1

健
康

を
保

つ

（
0
3
）

●
健

康
に

気
を

付
け

る
衛

生
管

理
を

す
る

消
毒

す
る

3
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

地
域

な
ど

で
発

行
し

て
い

る
、

外
国

人
向

け
の

交
通

安
全

や
防

犯
に

つ
い

て
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
短

い
簡

単
な

文
を

見
て

、
交

通
事

故
や

車
上

狙
い

を
避

け
る

た
め

に
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る

事
故

を
回

避
す

る
（

各
種

の
標

識
・

注
意

書
き

等
を

理
解

す
る

（
高

電
圧

危
険

、
感

電
注

意
、

立
入

禁
止

等
）

）

地
域

の
公

的
機

関
で

発
行

し
て

い
る

生
活

情
報

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
で

確
認

し
理

解
す

る
（

修
正

）

3
8

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

イ
ラ

ス
ト

な
ど

の
手

掛
か

り
が

あ
れ

ば
、

街
中

や
施

設
内

に
あ

る
「

禁
煙

」
「

立
入

禁
止

」
「

撮
影

禁
止

」
「

工
事

中
」

「
危

険
」

な
ど

の
非

常
に

短
い

注
意

書
き

や
看

板
を

見
て

、
警

告
さ

れ
て

い
る

内
容

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る

事
故

を
回

避
す

る
（

各
種

の
標

識
・

注
意

書
き

等
を

理
解

す
る

（
高

電
圧

危
険

、
感

電
注

意
、

立
入

禁
止

等
）

）

各
種

の
標

識
・

注
意

書
き

等
を

理
解

す
る

（
高

電
圧

危
険

、
感

電
注

意
、

立
入

禁
止

等
）

3
9

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

道
路

標
識

と
共

に
表

示
さ

れ
て

い
る

補
助

標
識

「
歩

行
者

横
断

多
し

」
「

自
転

車
を

除
く

」
な

ど
の

短
い

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

禁
止

や
注

意
事

項
な

ど
、

い
く

つ
か

の
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る

事
故

を
回

避
す

る
（

各
種

の
標

識
・

注
意

書
き

等
を

理
解

す
る

（
高

電
圧

危
険

、
感

電
注

意
、

立
入

禁
止

等
）

）

説
明

書
き

に
従

っ
て

行
動

す
る

4
0

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
1

ゆ
っ

く
り

と
は

っ
き

り
と

話
さ

れ
れ

ば
、

道
路

工
事

現
場

の
交

通
誘

導
ス

タ
ッ

フ
の

「
停

止
し

て
く

だ
さ

い
」

「
お

待
ち

く
だ

さ
い

」
な

ど
ご

く
簡

単
な

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る

事
故

を
回

避
す

る
（

各
種

の
標

識
・

注
意

書
き

等
を

理
解

す
る

（
高

電
圧

危
険

、
感

電
注

意
、

立
入

禁
止

等
）

）

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

聞
く

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
1

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

地
域

の
防

災
訓

練
な

ど
で

、
町

内
会

の
人

と
消

火
訓

練
を

行
う

た
め

に
、

訓
練

の
詳

細
に

つ
い

て
確

認
や

指
示

を
し

た
り

、
受

け
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る

事
故

を
回

避
す

る
（

各
種

の
標

識
・

注
意

書
き

等
を

理
解

す
る

（
高

電
圧

危
険

、
感

電
注

意
、

立
入

禁
止

等
）

）

普
段

か
ら

地
域

の
人

た
ち

と
相

互
に

情
報

交
換

や
支

援
が

で
き

る
態

勢
を

作
っ

て
お

く

4
2

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

役
所

や
警

察
が

出
し

て
い

る
防

犯
に

関
す

る
ち

ら
し

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

簡
単

な
記

事
を

読
ん

で
、

空
き

巣
を

避
け

る
戸

締
ま

り
の

方
法

や
特

殊
詐

欺
の

発
生

情
報

な
ど

安
全

に
暮

ら
す

た
め

の
重

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
防

犯
対

策
（

施
錠

等
）

を
行

う
防

犯
方

法
を

理
解

す
る

4
3

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

地
域

の
エ

リ
ア

メ
ー

ル
や

学
校

の
保

護
者

向
け

メ
ー

ル
な

ど
、

地
域

の
安

全
情

報
に

関
す

る
簡

単
な

お
知

ら
せ

を
読

ん
で

、
不

審
者

情
報

や
盗

難
被

害
な

ど
に

つ
い

て
の

重
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
防

犯
対

策
（

施
錠

等
）

を
行

う
近

隣
の

（
地

域
社

会
の

）
危

険
や

防
犯

の
状

況
を

理
解

す
る

4
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

空
き

巣
対

策
の

た
め

に
、

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
な

ど
で

セ
ン

サ
ー

ラ
イ

ト
や

防
犯

ス
テ

ッ
カ

ー
な

ど
の

防
犯

グ
ッ

ズ
を

探
す

と
き

、
店

員
に

商
品

の
使

用
方

法
や

防
犯

効
果

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
防

犯
対

策
（

施
錠

等
）

を
行

う
空

き
巣

か
ら

の
防

犯
対

策
を

す
る

4
5

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

携
帯

電
話

店
な

ど
で

、
店

員
に

よ
る

携
帯

電
話

の
ロ

ッ
ク

設
定

の
方

法
な

ど
の

簡
単

な
説

明
や

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
防

犯
対

策
（

施
錠

等
）

を
行

う
持

ち
物

の
管

理
を

す
る

4
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

盗
難

な
ど

の
予

期
し

な
い

ト
ラ

ブ
ル

に
遭

っ
た

と
き

、
1
1
0
番

に
電

話
し

、
事

故
か

事
件

か
、

い
つ

か
、

何
が

起
き

た
か

、
場

所
は

ど
こ

か
な

ど
の

質
問

に
短

い
簡

単
な

言
葉

で
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
防

犯
に

対
処

す
る

警
察

（
1
1
0
番

）
に

電
話

す
る

（
修

正
）

4
7

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
2

盗
難

な
ど

の
予

期
し

な
い

ト
ラ

ブ
ル

に
遭

っ
た

と
き

、
ど

う
し

た
ら

よ
い

か
身

近
な

人
に

短
い

簡
単

な
言

葉
で

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
防

犯
に

対
処

す
る

近
く

の
人

に
知

ら
せ

る

4
8

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
1
★

自
分

が
被

害
を

受
け

た
盗

難
な

ど
の

予
期

し
な

い
ト

ラ
ブ

ル
に

つ
い

て
、

警
察

官
や

近
所

の
人

な
ど

に
順

序
立

て
て

詳
細

に
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
防

犯
に

対
処

す
る

近
く

の
人

に
知

ら
せ

る

4
9

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

盗
難

な
ど

の
予

期
し

な
い

ト
ラ

ブ
ル

に
遭

っ
た

と
き

、
近

所
の

人
に

そ
の

状
況

に
つ

い
て

簡
単

に
説

明
し

、
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
犯

罪
に

対
処

す
る

近
隣

に
助

け
を

求
め

る

5
0

書
く

こ
と

レ
ポ

ー
ト

や
エ

ッ
セ

イ
B
1

自
転

車
盗

や
空

き
巣

な
ど

犯
罪

の
被

害
に

遭
っ

た
と

き
に

、
い

つ
、

ど
こ

で
、

何
が

起
こ

っ
た

か
な

ど
の

内
容

を
盗

難
届

や
被

害
届

な
ど

に
あ

る
程

度
詳

し
く

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
犯

罪
に

対
処

す
る

被
害

届
に

記
入

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
1

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

交
通

事
故

の
現

場
に

居
合

わ
せ

た
と

き
、

1
1
9
番

に
電

話
し

、
火

事
か

救
急

か
、

場
所

は
ど

こ
か

、
誰

が
ど

ん
な

様
子

か
な

ど
に

つ
い

て
の

質
問

に
短

い
簡

単
な

言
葉

で
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
交

通
事

故
に

対
処

す
る

救
急

車
を

要
請

す
る

5
2

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

救
急

救
命

研
修

な
ど

で
、

救
急

救
命

士
に

目
の

前
で

A
E
D
の

使
い

方
な

ど
を

見
せ

て
も

ら
い

な
が

ら
、

A
E
D
か

ら
流

れ
る

機
材

の
使

い
方

や
注

意
な

ど
の

音
声

ガ
イ

ド
の

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
交

通
事

故
に

対
処

す
る

救
命

・
応

急
手

当
を

す
る

5
3

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
2
★

応
急

手
当

の
講

習
会

な
ど

で
、

救
急

救
命

士
に

よ
る

止
血

や
心

肺
蘇

生
法

に
つ

い
て

、
複

雑
な

説
明

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
交

通
事

故
に

対
処

す
る

適
当

な
人

に
助

け
を

求
め

、
け

が
人

が
い

る
場

合
は

応
急

措
置

を
取

る

5
4

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
1

交
通

事
故

に
遭

っ
た

と
き

、
保

険
会

社
に

電
話

を
し

て
、

事
故

発
生

時
の

状
況

や
現

在
の

状
態

な
ど

に
つ

い
て

、
順

序
立

て
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
4
）

●
事

故
に

備
え

、
対

応
す

る
交

通
事

故
に

対
処

す
る

保
険

会
社

に
連

絡
し

、
説

明
す

る

5
5

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

地
域

な
ど

で
発

行
し

て
い

る
、

外
国

人
向

け
の

防
災

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

の
短

い
簡

単
な

文
を

読
ん

で
、

避
難

所
の

位
置

や
準

備
し

て
お

い
た

方
が

い
い

も
の

な
ど

、
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る
避

難
場

所
・

方
法

を
確

認
す

る
自

治
体

広
報

、
掲

示
、

看
板

等
を

理
解

し
、

現
地

を
確

認
す

る

5
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

市
報

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
の

防
災

に
関

す
る

簡
単

な
記

事
を

読
ん

で
、

緊
急

避
難

時
に

関
す

る
重

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る
避

難
場

所
・

方
法

を
確

認
す

る
自

治
体

広
報

、
掲

示
、

看
板

等
を

理
解

し
、

現
地

を
確

認
す

る

5
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

近
所

の
人

に
、

緊
急

時
の

避
難

場
所

や
そ

こ
へ

の
行

き
方

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る
避

難
場

所
・

方
法

を
確

認
す

る
避

難
場

所
・

方
法

を
理

解
す

る
・

人
に

聞
く

5
8

読
む

こ
と

通
信

文
を

読
む

こ
と

B
2

子
供

が
通

っ
て

い
る

学
校

か
ら

の
災

害
発

生
時

の
連

絡
体

制
や

対
応

に
関

す
る

お
知

ら
せ

を
読

ん
で

、
あ

ま
り

苦
労

せ
ず

に
内

容
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る
避

難
場

所
・

方
法

を
確

認
す

る
子

供
の

学
校

等
で

の
ル

ー
ル

を
理

解
す

る

5
9

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

地
図

を
見

な
が

ら
、

防
災

メ
モ

に
、

自
宅

か
ら

近
い

避
難

所
の

名
前

、
家

族
と

離
れ

て
し

ま
っ

た
と

き
の

集
合

場
所

な
ど

を
書

き
込

む
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る
避

難
場

所
・

方
法

を
確

認
す

る
家

族
で

避
難

先
、

避
難

経
路

等
を

打
ち

合
わ

せ
て

お
く

6
0

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
2

屋
外

ス
ピ

ー
カ

ー
か

ら
流

れ
る

防
災

の
お

知
ら

せ
や

行
方

不
明

者
の

捜
索

協
力

依
頼

な
ど

、
地

域
の

広
報

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る
避

難
場

所
・

方
法

を
確

認
す

る
公

共
の

防
犯

・
防

災
に

関
す

る
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
聞

く
J
F
9
4

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
1

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

地
震

や
台

風
な

ど
の

災
害

時
の

対
応

に
つ

い
て

、
身

の
守

り
方

や
避

難
方

法
な

ど
の

詳
し

い
情

報
を

、
近

所
の

人
な

ど
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

地
震

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
身

を
守

る

6
2

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
1
★

学
校

や
職

場
な

ど
で

地
震

発
生

時
に

避
難

す
る

た
め

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
「

気
を

付
け

て
く

だ
さ

い
」

「
走

ら
な

い
で

く
だ

さ
い

」
な

ど
、

ご
く

簡
単

な
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

地
震

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
避

難
す

る

6
3

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
2

災
害

に
関

す
る

体
験

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

で
、

グ
ル

ー
プ

の
人

と
作

業
を

進
め

る
た

め
に

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
確

認
や

指
示

を
し

た
り

、
受

け
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

地
震

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
避

難
訓

練
等

で
学

ぶ
（

修
正

）
J
F
生

3
0
7

6
4

聞
く

こ
と

音
声

メ
デ

ィ
ア

や
録

音
を

聞
く

こ
と

B
2

災
害

時
の

ラ
ジ

オ
放

送
な

ど
を

聞
い

て
、

避
難

所
の

状
況

や
混

雑
具

合
、

受
け

取
る

こ
と

が
で

き
る

物
資

の
種

類
や

量
、

け
が

や
病

気
に

対
す

る
応

急
救

護
体

制
な

ど
に

つ
い

て
の

詳
し

い
情

報
を

理
解

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

地
震

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
発

災
直

後
の

マ
ス

コ
ミ

情
報

を
理

解
す

る

6
5

や
り

取
り

会
話

A
2

地
震

や
洪

水
な

ど
の

災
害

で
避

難
す

る
と

き
、

困
っ

た
様

子
の

人
に

、
「

大
丈

夫
で

す
か

」
「

歩
け

ま
す

か
」

な
ど

、
相

手
を

気
遣

う
短

い
簡

単
な

言
葉

で
話

し
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

地
震

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
人

を
助

け
る

6
6

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

災
害

時
に

食
料

を
確

保
す

る
た

め
に

、
避

難
所

の
掲

示
板

な
ど

の
短

い
簡

単
な

お
知

ら
せ

を
見

て
、

配
給

場
所

や
配

給
時

間
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

地
震

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
食

料
を

確
保

す
る

6
7

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
A
2
★

映
像

と
実

況
説

明
が

ほ
と

ん
ど

重
な

る
な

ら
ば

、
台

風
や

地
震

、
津

波
を

伝
え

る
テ

レ
ビ

ニ
ュ

ー
ス

を
見

て
、

内
容

を
大

ま
か

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

台
風

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
天

気
予

報
・

台
風

情
報

に
留

意
し

理
解

す
る

6
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

台
風

や
地

震
な

ど
の

発
生

時
に

水
道

が
止

ま
っ

た
と

き
、

近
所

の
人

に
い

つ
・

ど
こ

に
給

水
車

が
来

る
か

や
、

食
料

配
布

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

台
風

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
食

料
を

確
保

す
る

6
9

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

災
害

時
の

緊
急

放
送

な
ど

を
聞

い
て

、
災

害
の

種
類

、
規

模
、

発
生

場
所

、
避

難
が

必
要

か
ど

う
か

な
ど

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

台
風

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
避

難
の

指
示

に
従

う

7
0

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

消
防

訓
練

で
、

消
防

士
に

目
の

前
で

消
火

器
の

使
い

方
な

ど
を

見
せ

て
も

ら
い

な
が

ら
、

消
火

器
や

消
火

栓
の

場
所

や
使

い
方

な
ど

の
簡

単
な

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

火
災

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
消

火
器

・
消

火
栓

に
つ

い
て

理
解

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

7
1

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

消
火

器
や

消
火

栓
な

ど
に

書
い

て
あ

る
使

い
方

の
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
操

作
方

法
や

注
意

点
な

ど
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

火
災

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
消

火
す

る

7
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

火
事

が
起

き
た

と
き

、
1
1
9
番

に
電

話
し

、
火

事
か

救
急

か
、

何
が

燃
え

て
い

る
か

、
場

所
は

ど
こ

か
な

ど
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

質
問

に
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

火
災

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
消

防
・

救
急

（
1
1
9
番

）
に

電
話

す
る

（
修

正
）

7
3

発
表

公
共

ア
ナ

ウ
ン

ス
A
2

自
治

会
・

町
内

会
な

ど
で

行
う

防
災

訓
練

で
、

台
本

を
時

々
見

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
「

地
震

で
す

」
や

「
落

ち
着

い
て

行
動

し
て

く
だ

さ
い

」
な

ど
の

短
い

簡
単

な
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

火
災

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
近

く
の

人
に

知
ら

せ
る

7
4

発
表

公
共

ア
ナ

ウ
ン

ス
B
1
★

自
治

会
・

町
内

会
な

ど
で

行
う

防
災

訓
練

で
、

練
習

し
て

あ
れ

ば
、

災
害

の
発

生
状

況
や

避
難

指
示

な
ど

に
つ

い
て

の
あ

る
程

度
の

長
さ

が
あ

る
、

聞
き

や
す

い
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

火
災

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
近

く
の

人
に

知
ら

せ
る

7
5

発
表

公
共

ア
ナ

ウ
ン

ス
B
2
★

自
治

会
・

町
内

会
な

ど
で

行
う

防
災

訓
練

で
、

災
害

の
発

生
状

況
や

そ
の

推
移

、
避

難
指

示
な

ど
、

明
快

に
流

暢
に

ご
く

自
然

に
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅰ 健
康

・
安

全
に

暮
ら

す

0
2

安
全

を
守

る

（
0
5
）

●
災

害
に

備
え

、
対

応
す

る

火
災

発
生

時
に

適
切

に
行

動
す

る
近

く
の

人
に

知
ら

せ
る

7
6

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

い
く

つ
か

の
賃

貸
物

件
を

比
較

す
る

ち
ら

し
や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

な
ど

の
物

件
紹

介
に

目
を

通
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
な

ど
、

ど
こ

を
借

り
る

か
決

め
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

住
居

を
探

す
不

動
産

屋
や

広
告

の
内

容
を

理
解

す
る

・
訪

ね
る

7
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

不
動

産
屋

の
人

に
、

家
賃

、
間

取
り

、
地

域
、

入
居

予
定

日
な

ど
自

分
の

希
望

す
る

物
件

の
条

件
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

住
居

を
探

す
不

動
産

屋
に

相
談

す
る

7
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

不
動

産
屋

の
人

に
、

紹
介

さ
れ

た
物

件
の

間
取

り
、

設
備

、
日

当
た

り
、

駅
ま

で
の

距
離

や
周

辺
環

境
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

住
居

を
探

す
不

動
産

屋
に

相
談

す
る

7
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

不
動

産
屋

な
ど

に
貼

り
出

し
て

あ
る

物
件

情
報

な
ど

の
短

い
簡

単
な

文
章

で
書

か
れ

た
掲

示
物

を
見

て
、

家
賃

や
広

さ
、

所
在

地
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

住
居

を
探

す
不

動
産

屋
に

相
談

す
る

8
0

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

A
2
★

友
人

に
、

こ
れ

か
ら

住
み

た
い

と
こ

ろ
や

そ
の

理
由

な
ど

に
つ

い
て

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
コ

メ
ン

ト
や

質
問

を
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

住
居

を
探

す
居

住
す

る
地

域
を

決
め

る
（

修
正

）

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
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d
o
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

8
1

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

不
動

産
屋

な
ど

に
紹

介
さ

れ
た

物
件

に
関

す
る

保
証

協
会

の
利

用
や

火
災

保
険

の
加

入
な

ど
契

約
時

の
手

続
に

つ
い

て
、

あ
る

程
度

詳
し

く
説

明
し

、
友

人
や

知
人

に
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

契
約

す
る

信
頼

で
き

る
人

に
相

談
す

る

8
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2

不
動

産
屋

で
、

入
居

審
査

に
必

要
な

書
類

や
契

約
手

順
の

詳
細

な
説

明
を

聞
い

て
理

解
し

、
入

居
に

関
す

る
手

続
に

つ
い

て
の

自
分

の
希

望
や

条
件

を
明

確
に

伝
え

な
が

ら
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

契
約

す
る

契
約

の
手

順
を

理
解

す
る

8
3

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
2
★

文
章

の
中

に
あ

る
一

部
の

専
門

的
な

言
葉

の
意

味
を

ウ
ェ

ブ
上

の
辞

書
な

ど
を

使
っ

て
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
ア

パ
ー

ト
の

賃
貸

契
約

書
を

読
ん

で
、

入
居

条
件

や
特

記
事

項
な

ど
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

契
約

す
る

賃
貸

契
約

を
す

る

8
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2

不
動

産
屋

な
ど

で
の

住
居

探
し

の
際

、
入

居
条

件
等

に
つ

い
て

担
当

者
に

詳
細

を
確

認
し

、
差

別
的

な
入

居
資

格
な

ど
、

納
得

の
い

か
な

い
点

に
つ

い
て

、
代

案
や

譲
歩

案
な

ど
を

述
べ

な
が

ら
交

渉
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

契
約

す
る

賃
貸

契
約

を
す

る

8
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2

銀
行

な
ど

で
住

宅
ロ

ー
ン

な
ど

を
申

し
込

む
と

き
、

複
数

の
サ

ー
ビ

ス
内

容
の

利
点

や
不

利
な

点
な

ど
の

詳
細

な
説

明
を

聞
い

て
理

解
し

、
自

分
の

希
望

や
条

件
を

明
確

に
伝

え
な

が
ら

話
し

合
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

契
約

す
る

購
入

契
約

を
す

る
J
F
3
0
0

8
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

不
動

産
屋

な
ど

で
担

当
者

と
、

契
約

書
の

内
容

を
確

認
し

て
い

る
と

き
、

家
賃

の
支

払
方

法
、

保
険

や
入

退
去

費
用

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

契
約

す
る

契
約

の
内

容
を

理
解

す
る

・
質

問
す

る
・

記
入

す
る

8
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

賃
貸

契
約

を
す

る
と

き
、

不
動

産
屋

に
、

い
つ

ま
で

に
ど

の
よ

う
な

書
類

を
そ

ろ
え

れ
ば

よ
い

か
、

そ
れ

ら
の

書
類

は
ど

こ
で

手
に

入
る

か
な

ど
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

契
約

す
る

必
要

書
類

を
準

備
す

る

8
8

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
2

専
門

用
語

の
意

味
を

確
認

す
る

た
め

に
辞

書
を

使
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

い
く

つ
か

の
金

融
機

関
の

住
宅

ロ
ー

ン
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

読
ん

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
条

件
や

審
査

内
容

、
利

息
な

ど
、

重
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

契
約

す
る

ロ
ー

ン
を

組
む

8
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

役
所

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

あ
る

住
民

登
録

（
転

出
、

転
入

、
転

居
）

の
方

法
に

つ
い

て
の

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
手

続
の

方
法

や
必

要
な

も
の

な
ど

手
続

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

引
っ

越
し

を
す

る
地

域
で

の
引

っ
越

し
方

法
を

理
解

す
る

9
0

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

い
く

つ
か

の
引

っ
越

し
業

者
の

サ
ー

ビ
ス

内
容

を
比

較
す

る
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
な

ど
の

簡
単

な
記

事
に

目
を

通
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
サ

ー
ビ

ス
内

容
や

特
徴

な
ど

、
ど

の
引

っ
越

し
業

者
に

見
積

り
を

頼
む

か
決

め
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

引
っ

越
し

を
す

る
引

っ
越

し
業

者
を

選
ぶ

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

9
1

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

見
積

り
を

取
っ

た
引

っ
越

し
業

者
を

利
用

す
る

か
ど

う
か

判
断

す
る

た
め

に
、

見
積

り
の

料
金

内
訳

や
、

簡
単

な
口

コ
ミ

・
レ

ビ
ュ

ー
な

ど
を

読
ん

で
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

引
っ

越
し

を
す

る
見

積
り

を
取

り
そ

の
業

者
を

利
用

す
る

か
ど

う
か

判
断

す
る

9
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

引
っ

越
し

業
者

に
日

時
の

希
望

や
荷

物
の

量
な

ど
必

要
事

項
を

伝
え

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
サ

ー
ビ

ス
を

依
頼

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

引
っ

越
し

を
す

る
引

っ
越

し
業

者
に

依
頼

す
る

9
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

引
っ

越
し

業
者

に
時

期
や

荷
物

の
量

な
ど

を
あ

る
程

度
詳

し
く

伝
え

、
他

の
業

者
と

比
較

す
る

な
ど

根
拠

を
伝

え
て

値
段

や
サ

ー
ビ

ス
の

交
渉

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

引
っ

越
し

を
す

る
引

っ
越

し
業

者
に

依
頼

す
る

9
4

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

分
か

ら
な

い
点

に
つ

い
て

職
員

に
質

問
で

き
れ

ば
、

転
入

届
な

ど
の

書
類

に
、

自
分

や
家

族
の

個
人

的
な

情
報

を
記

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

引
っ

越
し

を
す

る
必

要
な

手
続

を
行

う

9
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

転
入

届
な

ど
を

出
す

た
め

に
、

役
所

の
担

当
者

に
簡

単
な

言
葉

で
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

引
っ

越
し

を
す

る
必

要
な

手
続

を
行

う

9
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

引
っ

越
し

の
際

の
不

要
品

を
処

分
す

る
た

め
に

、
役

所
な

ど
の

窓
口

の
担

当
者

に
、

廃
棄

方
法

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

引
っ

越
し

を
す

る
不

要
品

を
処

分
す

る

9
7

や
り

取
り

会
話

A
2

近
所

の
人

に
引

っ
越

し
の

挨
拶

を
す

る
と

き
、

ど
こ

で
働

い
て

い
る

か
、

家
族

が
ど

こ
に

住
ん

で
い

る
か

な
ど

の
個

人
的

な
情

報
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
3

住
居

を
確

保
す

る

（
0
6
）

●
住

居
を

確
保

す
る

引
っ

越
し

を
す

る
退

去
時

・
入

居
時

に
あ

い
さ

つ
を

す
る

J
F
生

2
3
3

9
8

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

役
所

な
ど

が
発

行
し

て
い

る
、

転
入

者
向

け
の

生
活

情
報

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

の
、

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
開

通
の

手
続

や
支

払
方

法
な

ど
、

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

な
ど

を
使

用
す

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
4

住
環

境
を

整
え

る

（
0
7
）

●
住

居
を

管
理

す
る

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

等
の

使
用

を
開

始
す

る

地
域

の
公

的
機

関
で

発
行

し
て

い
る

生
活

情
報

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
で

確
認

し
理

解
す

る

9
9

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1
★

電
気

や
ガ

ス
の

使
用

を
開

始
す

る
と

き
、

係
員

に
よ

る
安

全
装

置
の

仕
組

み
、

復
旧

の
方

法
な

ど
の

あ
る

程
度

詳
し

い
説

明
や

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
4

住
環

境
を

整
え

る

（
0
7
）

●
住

居
を

管
理

す
る

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

等
の

使
用

を
開

始
す

る
ガ

ス
使

用
開

始
の

資
料

を
も

ら
っ

て
説

明
を

聞
く

1
0
0

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

な
ど

の
利

用
申

込
書

に
、

氏
名

、
住

所
、

電
話

番
号

、
生

年
月

日
な

ど
、

自
分

の
基

本
的

な
情

報
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
4

住
環

境
を

整
え

る

（
0
7
）

●
住

居
を

管
理

す
る

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

等
の

使
用

を
開

始
す

る
申

込
書

に
記

入
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
0
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

な
ど

の
使

用
開

始
手

続
を

す
る

と
き

に
、

案
内

書
に

書
か

れ
た

事
業

所
に

連
絡

し
、

必
要

事
項

を
伝

え
、

担
当

者
の

質
問

に
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
4

住
環

境
を

整
え

る

（
0
7
）

●
住

居
を

管
理

す
る

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

等
の

使
用

を
開

始
す

る
申

込
み

を
す

る

1
0
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

な
ど

の
使

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
な

ど
の

、
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

災
害

時
や

緊
急

時
の

対
処

法
や

緊
急

時
の

連
絡

先
な

ど
、

安
全

に
使

用
す

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
4

住
環

境
を

整
え

る

（
0
7
）

●
住

居
を

管
理

す
る

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

等
の

使
用

方
法

を
理

解
す

る
安

全
管

理
に

つ
い

て
理

解
す

る

1
0
3

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

な
ど

の
公

共
料

金
の

請
求

書
を

見
て

、
請

求
金

額
や

使
用

期
間

な
ど

、
ご

く
基

本
的

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
4

住
環

境
を

整
え

る

（
0
7
）

●
住

居
を

管
理

す
る

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

等
の

料
金

を
支

払
う

請
求

書
を

理
解

す
る

1
0
4

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

な
ど

の
公

共
料

金
の

請
求

書
を

見
て

、
請

求
金

額
や

使
用

期
間

の
ほ

か
、

支
払

期
限

、
支

払
方

法
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
4

住
環

境
を

整
え

る

（
0
7
）

●
住

居
を

管
理

す
る

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

等
の

料
金

を
支

払
う

明
細

書
か

ら
必

要
な

情
報

を
理

解
す

る

1
0
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

記
載

内
容

に
誤

り
が

あ
る

公
共

料
金

の
請

求
書

が
届

い
た

と
き

、
問

合
せ

先
の

担
当

者
に

連
絡

し
、

受
け

取
っ

た
請

求
の

内
容

に
つ

い
て

、
簡

単
に

説
明

し
、

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅱ 住
居

を
確

保
・

維
持

す
る

0
4

住
環

境
を

整
え

る

（
0
7
）

●
住

居
を

管
理

す
る

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

等
の

料
金

を
支

払
う

精
算

の
ト

ラ
ブ

ル
に

対
応

す
る

1
0
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
あ

る
日

本
の

小
売

業
に

関
す

る
簡

単
な

記
事

を
読

ん
で

、
商

店
街

の
不

振
、

コ
ン

ビ
ニ

、
ネ

ッ
ト

通
販

、
大

型
商

業
施

設
の

増
加

な
ど

、
小

売
業

の
変

化
に

つ
い

て
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
商

業
や

店
舗

の
事

情
の

概
略

を
知

る
（

修
正

）

1
0
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

友
人

や
知

人
か

ら
、

自
分

が
買

い
た

い
も

の
を

扱
っ

て
い

る
店

の
開

店
時

間
や

場
所

な
ど

に
つ

い
て

の
簡

単
な

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
必

要
な

品
物

を
扱

う
店

等
を

探
す

1
0
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

店
で

買
物

を
す

る
と

き
、

買
い

た
い

も
の

や
個

数
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
デ

パ
ー

ト
、

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
、

コ
ン

ビ
ニ

、
電

器
店

、
書

店
等

で
買

い
物

を
す

る

1
0
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1
★

ス
ー

パ
ー

な
ど

の
売

場
で

、
店

員
に

、
買

い
た

い
も

の
が

ど
こ

に
あ

る
か

尋
ね

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
店

内
の

表
示

を
見

た
り

店
員

に
尋

ね
て

欲
し

い
物

の
場

所
を

探
す

1
1
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

デ
パ

ー
ト

な
ど

の
店

員
に

、
店

頭
に

出
て

い
る

衣
料

品
の

他
の

色
や

サ
イ

ズ
が

あ
る

か
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
店

員
に

商
品

に
つ

い
て

尋
ね

る
J
F
3
2
6

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
1
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

市
場

の
生

鮮
食

料
品

店
な

ど
で

買
物

を
す

る
と

き
、

店
の

人
に

商
品

の
種

類
、

産
地

、
料

理
方

法
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る

店
員

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

っ
た

り
掲

示
物

を
見

た
り

し
て

品
物

に
つ

い
て

の
情

報
を

得
る

J
F
3
1
4

1
1
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

電
気

屋
な

ど
で

店
員

に
、

パ
ソ

コ
ン

な
ど

買
い

た
い

商
品

に
つ

い
て

の
説

明
を

受
け

て
い

る
と

き
に

、
説

明
に

な
か

っ
た

点
を

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
店

員
等

に
商

品
に

関
す

る
追

加
の

情
報

を
問

い
合

わ
せ

説
明

を
理

解
す

る

1
1
3

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

店
で

商
品

の
値

札
な

ど
を

見
て

、
値

段
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅲ 消

費
活

動
を

行
う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
値

段
を

知
る

J
F
1
5
0

1
1
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

店
員

に
、

買
い

た
い

も
の

の
値

段
を

尋
ね

、
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
商

品
の

機
能

や
値

段
を

尋
ね

る

1
1
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1
★

携
帯

電
話

の
機

種
を

変
更

し
た

い
と

き
、

販
売

店
の

担
当

者
に

新
機

種
の

機
能

や
料

金
プ

ラ
ン

な
ど

に
つ

い
て

、
自

分
の

希
望

を
あ

る
程

度
詳

し
く

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
商

品
の

機
能

や
値

段
を

尋
ね

る

1
1
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1
★

電
気

屋
な

ど
で

店
員

に
、

他
店

と
の

比
較

な
ど

値
引

き
に

値
す

る
根

拠
を

説
明

し
な

が
ら

、
商

品
の

値
段

を
交

渉
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
値

引
き

を
交

渉
す

る
J
F
3
1
0

1
1
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

店
や

飲
食

店
な

ど
で

、
「

す
み

ま
せ

ん
」

な
ど

の
表

現
を

使
っ

て
、

店
員

を
呼

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
試

着
を

申
し

出
る

J
F
3
4
4

1
1
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

店
員

に
、

例
え

ば
「

着
て

み
て

も
い

い
で

す
か

」
な

ど
の

覚
え

た
表

現
を

使
っ

て
、

試
着

で
き

る
か

尋
ね

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
試

着
を

申
し

出
る

1
1
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

店
や

飲
食

店
な

ど
で

の
支

払
の

際
に

、
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

や
割

引
券

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
が

使
え

る
か

ど
う

か
尋

ね
、

ゆ
っ

く
り

と
は

っ
き

り
と

話
さ

れ
れ

ば
、

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
ポ

イ
ン

ト
カ

ー
ド

や
割

引
券

を
利

用
す

る

1
2
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

店
で

買
い

た
い

も
の

が
あ

る
と

き
、

実
物

を
指

さ
し

な
が

ら
、

「
こ

れ
、

く
だ

さ
い

」
「

あ
れ

、
見

せ
て

く
だ

さ
い

」
な

ど
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

頼
む

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
必

要
な

も
の

を
選

ん
で

購
入

で
き

る
（

修
正

）

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
2
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
な

ど
で

店
員

に
、

購
入

し
た

ば
か

り
の

商
品

の
不

具
合

な
ど

を
簡

単
に

説
明

し
、

返
品

や
取

替
え

を
要

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
返

品
・

交
換

を
す

る
J
F
3
1
1

1
2
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

デ
パ

ー
ト

な
ど

で
店

の
責

任
者

に
、

店
員

の
接

客
態

度
な

ど
に

つ
い

て
、

自
分

が
問

題
だ

と
思

う
点

を
あ

る
程

度
詳

し
く

説
明

し
、

苦
情

を
言

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

対
面

販
売

で
購

入
す

る
苦

情
を

言
う

（
新

規
）

J
F
3
0
9

1
2
3

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

県
や

都
市

別
の

旅
行

雑
誌

や
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
な

ど
の

、
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

お
す

す
め

の
飲

食
店

の
種

類
や

特
徴

な
ど

、
そ

の
地

域
の

外
食

事
情

を
知

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

外
食

事
情

や
飲

食
店

の
種

類
等

に
つ

い
て

概
略

を
知

る
（

修
正

）

1
2
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

食
べ

た
い

料
理

に
つ

い
て

、
ど

こ
で

食
べ

ら
れ

る
か

、
ど

こ
が

安
い

店
か

な
ど

の
簡

単
な

情
報

を
、

友
人

に
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

希
望

の
食

べ
物

を
扱

う
店

を
探

す

1
2
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

電
話

で
レ

ス
ト

ラ
ン

な
ど

の
予

約
を

す
る

と
き

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
名

前
や

電
話

番
号

、
日

時
、

人
数

な
ど

の
店

員
の

質
問

に
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

電
話

で
予

約
す

る
J
F
生

4
6

1
2
6

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

地
域

の
エ

ス
ニ

ッ
ク

レ
ス

ト
ラ

ン
な

ど
の

飲
食

店
に

つ
い

て
よ

く
知

っ
て

い
る

人
に

、
場

所
や

雰
囲

気
、

好
み

の
料

理
、

ア
レ

ル
ギ

ー
や

ハ
ラ

ル
へ

の
対

応
の

有
無

な
ど

の
希

望
を

詳
し

く
言

っ
て

、
必

要
な

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

知
り

合
い

に
自

分
の

希
望

を
伝

え
て

店
を

推
薦

し
て

も
ら

う

1
2
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1
★

レ
ス

ト
ラ

ン
の

入
口

で
、

店
員

に
名

前
や

予
約

時
間

な
ど

を
聞

か
れ

た
と

き
、

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

店
員

と
話

す

1
2
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

飲
食

店
に

入
っ

た
と

き
、

人
数

と
、

喫
煙

席
か

禁
煙

席
か

な
ど

の
希

望
を

店
員

に
言

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

店
で

人
数

や
禁

煙
・

喫
煙

な
ど

の
希

望
を

伝
え

る

1
2
9

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
1
★

フ
ァ

ス
ト

フ
ー

ド
店

や
レ

ス
ト

ラ
ン

な
ど

で
メ

ニ
ュ

ー
を

見
て

、
自

分
が

知
っ

て
い

る
食

べ
物

や
飲

物
の

名
前

な
ど

、
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

メ
ニ

ュ
ー

を
読

む
J
F
1
6
9

1
3
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

飲
食

店
の

店
員

に
、

料
理

に
使

わ
れ

て
い

る
食

材
や

味
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

メ
ニ

ュ
ー

を
読

む

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
3
1

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

和
食

の
店

の
メ

ニ
ュ

ー
を

読
ん

で
、

料
理

の
名

前
や

短
い

簡
単

な
説

明
な

ど
、

い
く

つ
か

の
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

メ
ニ

ュ
ー

を
理

解
す

る

1
3
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

飲
食

店
で

、
サ

ン
プ

ル
や

メ
ニ

ュ
ー

を
指

さ
し

な
が

ら
、

料
理

や
飲

物
を

、
「

こ
れ

を
く

だ
さ

い
」

な
ど

簡
単

な
言

葉
で

注
文

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

メ
ニ

ュ
ー

を
選

ん
で

注
文

す
る

1
3
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

飲
食

店
な

ど
で

店
員

に
、

料
理

や
飲

物
な

ど
を

短
い

簡
単

な
言

葉
で

注
文

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

メ
ニ

ュ
ー

を
選

ん
で

注
文

す
る

J
F
3
2
8

1
3
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

飲
食

店
の

店
員

に
、

信
仰

上
食

べ
ら

れ
な

い
も

の
な

ど
に

つ
い

て
、

あ
る

程
度

詳
し

く
説

明
し

、
希

望
す

る
と

お
り

の
注

文
が

受
け

ら
れ

る
か

ど
う

か
、

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

メ
ニ

ュ
ー

を
選

ん
で

注
文

す
る

1
3
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

店
で

代
金

を
払

う
と

き
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

が
使

え
る

か
ど

う
か

尋
ね

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

飲
食

店
を

利
用

す
る

支
払

い
の

方
法

を
確

か
め

る
J
F
生

5
9

1
3
6

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

店
を

紹
介

し
て

も
ら

う
た

め
に

、
友

人
に

自
分

が
購

入
し

た
い

生
活

雑
貨

や
調

理
器

具
な

ど
の

機
能

や
用

途
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

説
明

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
知

り
合

い
に

自
分

の
希

望
を

伝
え

て
店

を
推

薦
し

て
も

ら
う

1
3
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

道
に

迷
っ

た
と

き
、

目
的

地
へ

の
行

き
方

に
つ

い
て

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
人

に
質

問
し

た
り

、
説

明
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
店

舗
を

探
す

J
F
3
7
3

1
3
8

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1
★

発
音

が
は

っ
き
り
し
て
い
れ

ば
、
地

域
の

公
民

館
や

体
育

館
な
ど
の

受
付

で
、
職

員
に
よ

る
施

設
の

予
約

や
利

用
の

方
法

、
活

動
を
行

っ
て
い
る
グ
ル

ー
プ
へ

の
参

加
方

法
な
ど

の
説

明
や

指
示

を
聞

い
て
、
理

解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

ご
と

に
利

用
に

当
た

っ
て

の
手

順
を

理
解

す
る

1
3
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

商
業

施
設

に
あ

る
比

較
的

手
順

が
簡

単
な

機
器

（
A
T
M
、

コ
ピ

ー
機

、
証

明
写

真
撮

影
機

等
）

の
利

用
方

法
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

店
員

に
尋

ね
、

実
際

に
手

順
を

見
せ

て
も

ら
い

な
が

ら
簡

単
な

説
明

を
聞

い
て

、
大

ま
か

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
利

用
方

法
を

知
る

1
4
0

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

商
業

施
設

な
ど

に
あ

る
A
T
M
・

コ
ピ

ー
機

・
証

明
写

真
機

な
ど

の
操

作
画

面
に

表
示

さ
れ

た
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
操

作
手

順
な

ど
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
ス

ト
ア

の
サ

ー
ビ

ス
（

A
T
M
、

フ
ァ

ッ
ク

ス
、

公
共

料
金

の
支

払
い

等
）

を
利

用
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
4
1

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

店
に

あ
る

看
板

や
表

示
を

見
て

、
服

の
種

類
や

料
金

な
ど

、
ご

く
基

本
的

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
店

、
レ

ン
タ

ル
ビ

デ
オ

店
、

美
容

院
、

理
容

店
を

利
用

す
る

1
4
2

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

美
容

院
や

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

店
な

ど
で

、
会

員
証

の
申

込
書

に
名

前
、

住
所

な
ど

、
自

分
の

基
本

的
な

情
報

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
店

、
レ

ン
タ

ル
ビ

デ
オ

店
、

美
容

院
、

理
容

店
を

利
用

す
る

1
4
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

店
に

服
を

出
す

と
き

、
実

物
や

料
金

を
示

し
な

が
ら

話
さ

れ
れ

ば
、

「
染

み
抜

き
を

し
ま

す
か

」
「

デ
ラ

ッ
ク

ス
に

し
ま

す
か

」
な

ど
の

特
別

な
洗

い
方

に
関

す
る

店
員

の
簡

単
な

質
問

に
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
店

、
レ

ン
タ

ル
ビ

デ
オ

店
、

美
容

院
、

理
容

店
を

利
用

す
る

1
4
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

美
容

院
で

、
美

容
師

と
ヘ

ア
カ

タ
ロ

グ
の

写
真

を
見

な
が

ら
、

ど
の

よ
う

な
髪

型
が

い
い

か
な

ど
を

話
し

合
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
店

、
レ

ン
タ

ル
ビ

デ
オ

店
、

美
容

院
、

理
容

店
を

利
用

す
る

1
4
5

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

商
品

情
報

が
書

か
れ

た
広

告
な

ど
を

見
て

、
買

い
た

い
商

品
の

材
質

や
使

い
方

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

商
品

情
報

（
素

材
、

注
意

書
き

等
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

広
告

を
理

解
す

る
（

修
正

）

1
4
6

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1
★

い
く

つ
か

の
メ

ー
カ

ー
の

商
品

を
比

較
す

る
雑

誌
や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

な
ど

の
簡

単
な

記
事

に
目

を
通

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

な
ど

、
ど

れ
を

買
う

か
決

め
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

商
品

情
報

（
素

材
、

注
意

書
き

等
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

広
告

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
で

情
報

を
集

め
る

1
4
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

レ
シ

ー
ト

を
見

て
、

何
が

い
く

ら
だ

っ
た

の
か

、
値

段
に

間
違

い
は

な
い

か
な

ど
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
5

物
品

購
入

・
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

（
0
8
）

●
物

品
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

購
入

額
を

確
認

・
計

算
す

る
レ

シ
ー

ト
を

確
認

す
る

J
F
生

6
0

1
4
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

銀
行

で
案

内
係

に
、

「
口

座
を

開
き

た
い

ん
で

す
け

ど
」

「
振

り
込

み
を

し
た

い
ん

で
す

け
ど

」
な

ど
の

覚
え

た
表

現
を

使
っ

て
、

希
望

を
言

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
6

お
金

を
管

理
す

る

（
0
9
）

●
金

融
機

関
を

利
用

す
る

口
座

を
開

設
す

る
窓

口
で

行
員

に
質

問
し

た
り

依
頼

し
た

り
す

る
J
F
生

7
5

1
4
9

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

銀
行

で
、

口
座

開
設

や
振

り
込

み
な

ど
の

申
込

書
に

、
住

所
、

氏
名

、
電

話
番

号
、

生
年

月
日

な
ど

、
自

分
の

基
本

的
な

情
報

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
6

お
金

を
管

理
す

る

（
0
9
）

●
金

融
機

関
を

利
用

す
る

口
座

を
開

設
す

る
申

込
み

を
す

る
J
F
生

7
6

1
5
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

銀
行

の
窓

口
で

、
口

座
開

設
の

申
請

書
や

振
込

依
頼

書
な

ど
の

書
き

方
を

尋
ね

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
6

お
金

を
管

理
す

る

（
0
9
）

●
金

融
機

関
を

利
用

す
る

口
座

を
開

設
す

る
申

込
み

を
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
5
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

銀
行

の
窓

口
で

、
海

外
送

金
の

申
込

み
方

や
そ

の
た

め
に

必
要

な
書

類
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
6

お
金

を
管

理
す

る

（
0
9
）

●
金

融
機

関
を

利
用

す
る

金
融

機
関

の
各

種
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

海
外

へ
送

金
す

る

1
5
2

読
む

こ
と

通
信

文
を

読
む

こ
と

B
2
★

銀
行

や
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
会

社
か

ら
の

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
変

更
や

料
金

の
改

定
な

ど
の

お
知

ら
せ

を
読

ん
で

、
あ

ま
り

苦
労

せ
ず

に
内

容
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
6

お
金

を
管

理
す

る

（
0
9
）

●
金

融
機

関
を

利
用

す
る

金
融

機
関

の
各

種
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

金
融

機
関

か
ら

の
お

知
ら

せ
の

内
容

を
理

解
し

必
要

な
対

応
を

と
る

J
F
1
1
8

1
5
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

銀
行

の
担

当
者

に
、

ロ
ー

ン
の

契
約

内
容

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
6

お
金

を
管

理
す

る

（
0
9
）

●
金

融
機

関
を

利
用

す
る

金
融

機
関

の
各

種
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

各
種

ロ
ー

ン
を

申
し

込
む

1
5
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

商
業

施
設

に
あ

る
比

較
的

手
順

が
簡

単
な

機
器

（
A
T
M
・

コ
ピ

ー
機

・
証

明
写

真
撮

影
機

等
）

の
利

用
方

法
な

ど
に

つ
い

て
店

員
な

ど
に

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅲ 消
費

活
動

を
行

う

0
6

お
金

を
管

理
す

る

（
0
9
）

●
金

融
機

関
を

利
用

す
る

Ａ
Ｔ

Ｍ
を

利
用

す
る

利
用

の
仕

方
を

理
解

す
る

1
5
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

バ
ス

の
運

転
手

に
、

目
的

の
停

留
所

ま
で

ど
の

く
ら

い
か

か
る

か
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

尋
ね

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
0
）

●
電

車
、

バ
ス

、
飛

行
機

、
船

等
を

利
用

す
る

時
刻

表
を

確
認

す
る

発
車

す
る

時
刻

や
掛

か
る

時
間

を
尋

ね
る

1
5
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

駅
で

駅
員

に
、

目
的

地
へ

の
行

き
方

や
電

車
の

乗
り

方
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
0
）

●
電

車
、

バ
ス

、
飛

行
機

、
船

等
を

利
用

す
る

時
刻

表
を

確
認

す
る

発
車

す
る

時
刻

や
掛

か
る

時
間

を
尋

ね
る

J
F
3
2
2

1
5
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

駅
の

券
売

機
で

、
駅

員
等

と
一

緒
に

操
作

し
な

が
ら

、
切

符
の

買
い

方
や

I
C

カ
ー

ド
の

チ
ャ

ー
ジ

の
仕

方
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

尋
ね

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
0
）

●
電

車
、

バ
ス

、
飛

行
機

、
船

等
を

利
用

す
る

運
賃

を
支

払
う

・
切

符
を

購
入

す
る

券
売

機
を

利
用

す
る

1
5
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

で
き

る
だ

け
早

く
目

的
地

に
行

き
た

い
と

き
、

駅
や

空
港

の
窓

口
で

ス
タ

ッ
フ

に
、

交
通

手
段

や
所

要
時

間
、

乗
換

回
数

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
0
）

●
電

車
、

バ
ス

、
飛

行
機

、
船

等
を

利
用

す
る

運
賃

を
支

払
う

・
切

符
を

購
入

す
る

窓
口

を
利

用
す

る

1
5
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

ど
の

よ
う

な
切

符
で

旅
行

す
る

か
検

討
す

る
た

め
に

、
駅

な
ど

の
窓

口
で

フ
リ

ー
パ

ス
、

ク
ー

ポ
ン

や
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
な

ど
の

割
引

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
0
）

●
電

車
、

バ
ス

、
飛

行
機

、
船

等
を

利
用

す
る

運
賃

を
支

払
う

・
切

符
を

購
入

す
る

質
問

す
る

1
6
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

電
話

で
、

タ
ク

シ
ー

の
予

約
を

す
る

と
き

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
名

前
や

電
話

番
号

、
日

時
、

場
所

な
ど

の
タ

ク
シ

ー
会

社
の

ス
タ

ッ
フ

の
質

問
に

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
1
）

●
タ

ク
シ

ー
を

利
用

す
る

タ
ク

シ
ー

を
呼

ぶ
日

時
を

指
定

し
て

電
話

で
タ

ク
シ

ー
を

依
頼

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
6
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

タ
ク

シ
ー

を
呼

ん
で

も
ら

い
た

い
と

き
に

、
ホ

テ
ル

や
レ

ス
ト

ラ
ン

の
ス

タ
ッ

フ
に

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
依

頼
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
1
）

●
タ

ク
シ

ー
を

利
用

す
る

タ
ク

シ
ー

を
呼

ぶ
呼

ん
で

も
ら

う

1
6
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

駅
な

ど
で

、
「

タ
ク

シ
ー

乗
り

場
」

「
東

口
」

な
ど

の
掲

示
や

標
識

を
見

て
、

タ
ク

シ
ー

乗
り

場
や

出
入

口
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
1
）

●
タ

ク
シ

ー
を

利
用

す
る

タ
ク

シ
ー

を
呼

ぶ
タ

ク
シ

ー
乗

り
場

を
探

す
J
F
1
4
8

1
6
3

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
1

駅
な

ど
で

、
近

く
に

い
る

人
な

ど
に

、
タ

ク
シ

ー
乗

り
場

や
バ

ス
乗

り
場

が
ど

こ
に

あ
る

か
尋

ね
、

ゆ
っ

く
り

と
は

っ
き

り
と

話
さ

れ
れ

ば
、

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
1
）

●
タ

ク
シ

ー
を

利
用

す
る

タ
ク

シ
ー

を
呼

ぶ
タ

ク
シ

ー
乗

り
場

を
探

す

1
6
4

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

タ
ク

シ
ー

の
運

転
手

に
見

せ
る

た
め

に
、

行
き

先
の

名
前

や
住

所
な

ど
の

短
い

簡
単

な
メ

モ
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
1
）

●
タ

ク
シ

ー
を

利
用

す
る

行
き

先
を

指
示

す
る

あ
ら

か
じ

め
メ

モ
を

準
備

す
る

1
6
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1
★

タ
ク

シ
ー

の
運

転
手

に
行

き
先

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅳ 目

的
地

に
移

動
す

る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
1
）

●
タ

ク
シ

ー
を

利
用

す
る

行
き

先
を

指
示

す
る

行
き

先
を

告
げ

る
J
F
3
3
4

1
6
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

タ
ク

シ
ー

の
運

転
手

に
、

行
き

先
ま

で
ど

の
く

ら
い

か
か

る
か

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
尋

ね
、

ゆ
っ

く
り

と
は

っ
き

り
と

話
さ

れ
れ

ば
、

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
1
）

●
タ

ク
シ

ー
を

利
用

す
る

行
き

先
を

指
示

す
る

運
転

手
と

目
的

地
ま

で
の

経
路

な
ど

に
つ

い
て

や
り

と
り

す
る

J
F
3
3
7

1
6
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

タ
ク

シ
ー

に
乗

っ
て

い
る

と
き

、
運

転
手

に
、

行
き

先
付

近
の

目
標

物
、

そ
こ

か
ら

の
方

向
や

距
離

な
ど

行
き

方
に

つ
い

て
、

あ
る

程
度

詳
し

く
説

明
し

、
運

転
を

依
頼

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
1
）

●
タ

ク
シ

ー
を

利
用

す
る

行
き

先
を

指
示

す
る

口
頭

で
行

き
先

付
近

の
目

標
物

を
告

げ
て

そ
こ

か
ら

の
方

向
や

距
離

を
伝

え
る

1
6
8

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

地
名

表
示

や
家

の
表

札
を

見
て

、
訪

問
先

の
住

所
や

名
前

が
書

か
れ

た
メ

モ
と

同
じ

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
2
）

●
徒

歩
で

移
動

す
る

住
所

・
番

地
を

確
認

す
る

住
所

表
示

、
交

差
点

名
、

街
の

案
内

地
図

な
ど

を
読

む
J
F
1
4
4

1
6
9

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
1

目
的

地
へ

の
行

き
方

が
分

か
ら

な
い

と
き

、
近

く
の

人
に

、
住

所
の

メ
モ

を
見

せ
な

が
ら

、
「

こ
れ

、
ど

こ
で

す
か

」
「

行
き

方
を

教
え

て
く

だ
さ

い
」

な
ど

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
頼

む
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
2
）

●
徒

歩
で

移
動

す
る

住
所

・
番

地
を

確
認

す
る

分
か

ら
な

い
時

に
尋

ね
る

1
7
0

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

駅
や

街
中

な
ど

に
あ

る
案

内
板

や
簡

単
な

地
図

を
見

て
、

目
的

地
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
2
）

●
徒

歩
で

移
動

す
る

地
図

を
理

解
す

る
地

図
上

で
目

的
地

を
確

認
す

る
J
F
生

2
2

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
7
1

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

や
フ

リ
ー

ペ
ー

パ
ー

で
お

店
の

情
報

や
地

図
を

見
て

、
目

的
の

場
所

ま
で

の
交

通
手

段
や

所
要

時
間

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
2
）

●
徒

歩
で

移
動

す
る

地
図

を
理

解
す

る
地

図
上

で
目

的
地

を
確

認
す

る

1
7
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
1

目
的

地
へ

の
行

き
方

が
分

か
ら

な
い

と
き

、
友

人
に

、
行

き
方

の
メ

モ
や

簡
単

な
地

図
を

書
い

て
く

れ
る

よ
う

依
頼

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
7

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る

（
1
2
）

●
徒

歩
で

移
動

す
る

地
図

を
理

解
す

る
地

図
を

書
い

て
も

ら
う

1
7
3

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

日
本

の
交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

、
出

身
の

国
や

地
域

な
ど

と
の

違
い

や
共

通
点

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
、

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

交
通

ル
ー

ル
を

遵
守

す
る

交
通

ル
ー

ル
を

理
解

す
る

（
修

正
）

1
7
4

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1
★

警
察

が
発

行
し

て
い

る
、

交
通

安
全

の
た

め
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

な
ど

の
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
ル

ー
ル

を
守

っ
て

安
全

に
自

転
車

に
乗

る
た

め
の

重
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

交
通

ル
ー

ル
を

遵
守

す
る

自
転

車
の

走
行

法
と

交
通

標
識

を
理

解
す

る

1
7
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

自
転

車
屋

な
ど

で
店

員
に

、
タ

イ
ヤ

や
ブ

レ
ー

キ
な

ど
問

題
が

あ
る

部
分

に
つ

い
て

、
あ

る
程

度
詳

し
く

説
明

し
、

点
検

や
修

理
を

依
頼

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

交
通

ル
ー

ル
を

遵
守

す
る

装
備

を
点

検
す

る

1
7
6

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

通
勤

・
通

学
で

利
用

す
る

た
め

に
、

駅
の

駐
輪

場
に

つ
い

て
、

場
所

や
利

用
方

法
、

手
続

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
、

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

駐
輪

場
を

利
用

す
る

駐
輪

場
の

事
情

の
概

略
を

知
る

1
7
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

駐
輪

場
入

口
に

あ
る

利
用

方
法

や
料

金
の

支
払

方
法

な
ど

が
書

か
れ

た
看

板
の

短
い

簡
単

な
文

を
見

て
、

駐
輪

場
を

利
用

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

駐
輪

場
を

利
用

す
る

駐
輪

場
の

利
用

方
法

が
分

か
る

1
7
8

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

役
所

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

あ
る

駐
輪

場
に

関
す

る
ペ

ー
ジ

の
短

い
簡

単
な

文
を

見
て

、
駅

別
駐

輪
場

の
リ

ス
ト

な
ど

、
ど

こ
に

駐
輪

場
が

あ
る

の
か

確
認

す
る

の
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

駐
輪

場
を

利
用

す
る

駐
輪

場
を

探
す

1
7
9

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
1

駐
輪

場
に

あ
る

「
無

料
駐

輪
場

」
「

3
0
分

無
料

」
「

1
時

間
無

料
」

な
ど

、
よ

く
見

か
け

る
非

常
に

短
い

表
示

を
見

て
、

駐
輪

す
る

の
に

お
金

が
か

か
る

か
ど

う
か

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

駐
輪

場
を

利
用

す
る

無
料

駐
輪

場
を

利
用

す
る

1
8
0

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

役
所

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

駐
輪

場
に

関
す

る
ペ

ー
ジ

の
、

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
使

用
料

や
申

込
み

方
法

、
利

用
時

間
な

ど
、

駐
輪

場
を

定
期

利
用

す
る

の
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

駐
輪

場
を

利
用

す
る

有
料

月
極

駐
輪

場
を

利
用

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
8
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2
★

駐
輪

場
の

係
員

に
、

利
用

料
金

や
支

払
方

法
や

支
払

場
所

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

駐
輪

場
を

利
用

す
る

料
金

を
支

払
う

1
8
2

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
1

街
中

に
あ

る
「

駐
輪

場
」

「
駐

輪
禁

止
」

「
専

用
駐

輪
場

」
な

ど
の

マ
ー

ク
や

イ
ラ

ス
ト

入
り

の
非

常
に

短
い

表
示

や
看

板
を

見
て

、
そ

こ
に

止
め

ら
れ

る
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

駐
輪

場
を

利
用

す
る

路
上

駐
輪

の
ル

ー
ル

を
理

解
す

る

1
8
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

自
転

車
が

盗
ま

れ
た

と
き

、
自

転
車

を
探

す
た

め
に

、
友

人
や

警
察

な
ど

に
、

自
転

車
の

特
徴

や
そ

の
と

き
の

状
況

な
ど

に
つ

い
て

簡
単

に
説

明
し

、
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
3
）

自
転

車
を

利
用

す
る

盗
難

防
止

（
施

錠
）

す
る

自
転

車
を

紛
失

す
る

（
探

す
）

1
8
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2
★

警
察

署
な

ど
で

運
転

免
許

証
の

申
請

を
行

っ
た

際
、

提
出

書
類

の
不

備
に

関
す

る
担

当
者

か
ら

の
詳

細
な

説
明

を
理

解
し

、
な

ぜ
そ

の
書

類
で

は
受

理
さ

れ
な

い
の

か
、

納
得

の
い

か
な

い
点

に
つ

い
て

、
代

案
な

ど
を

挙
げ

な
が

ら
交

渉
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
運

転
免

許
の

手
続

等
を

す
る

日
本

の
運

転
免

許
制

度
の

概
要

を
知

る

1
8
5

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
自

動
車

教
習

所
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

、
教

官
か

ら
、

ど
の

よ
う

な
講

義
や

教
習

、
試

験
を

受
け

れ
ば

い
い

の
か

な
ど

、
運

転
免

許
証

取
得

ま
で

の
流

れ
に

つ
い

て
の

説
明

を
聞

い
て

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
運

転
免

許
の

手
続

等
を

す
る

運
転

免
許

取
得

ま
で

の
過

程
を

理
解

す
る

1
8
6

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

分
か

ら
な

い
点

に
つ

い
て

職
員

に
質

問
で

き
れ

ば
、

国
際

免
許

証
の

申
請

用
紙

な
ど

の
書

類
に

、
自

分
の

基
本

的
な

情
報

を
記

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
運

転
免

許
の

手
続

等
を

す
る

国
際

免
許

を
活

用
す

る
手

続
を

す
る

1
8
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

運
転

免
許

証
の

更
新

を
す

る
と

き
、

運
転

免
許

更
新

セ
ン

タ
ー

に
電

話
し

、
担

当
者

に
手

続
の

手
順

や
必

要
書

類
、

手
数

料
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
運

転
免

許
の

手
続

等
を

す
る

運
転

免
許

の
取

得
・

切
り

替
え

を
す

る

1
8
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2

い
く

つ
か

の
自

動
車

教
習

所
に

電
話

し
て

、
教

習
の

申
込

み
を

検
討

す
る

と
き

、
そ

れ
ぞ

れ
コ

ー
ス

の
詳

細
を

聞
い

て
内

容
を

理
解

し
、

自
分

の
希

望
や

条
件

を
明

確
に

伝
え

な
が

ら
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
運

転
免

許
の

手
続

等
を

す
る

条
件

に
あ

っ
た

自
動

車
教

習
所

を
選

ぶ

1
8
9

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
自

動
車

教
習

所
な

ど
で

、
職

員
に

よ
る

適
性

検
査

や
教

習
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
な

ど
入

校
手

続
に

関
す

る
説

明
や

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
運

転
免

許
の

手
続

等
を

す
る

入
校

の
手

続
を

す
る

1
9
0

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
2

自
動

車
教

習
所

で
行

わ
れ

る
学

科
教

習
で

、
教

官
か

ら
、

標
識

や
標

示
の

意
味

や
、

道
路

交
通

法
違

反
の

罰
則

な
ど

の
詳

し
い

説
明

を
、

テ
キ

ス
ト

や
資

料
を

見
な

が
ら

聞
い

て
、

要
点

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
運

転
免

許
の

手
続

等
を

す
る

座
学

講
習

を
受

け
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

1
9
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

自
転

車
や

自
動

車
の

保
険

の
手

続
を

す
る

と
き

に
、

問
合

せ
先

に
書

か
れ

た
連

絡
先

に
電

話
し

、
加

入
に

必
要

な
事

項
を

伝
え

、
担

当
者

の
質

問
に

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
運

転
免

許
の

手
続

等
を

す
る

保
険

に
加

入
す

る

1
9
2

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
1
★

駐
車

場
を

利
用

す
る

と
き

、
「

空
」

や
「

満
」

、
「

6
0
分

1
0
0
円

」
な

ど
の

非
常

に
短

い
表

示
を

見
て

、
空

き
状

況
や

利
用

料
金

な
ど

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
運

転
免

許
の

手
続

等
を

す
る

駐
車

場
を

確
保

す
る

1
9
3

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

A
2

免
許

証
を

持
っ

て
い

る
友

人
に

、
運

転
免

許
の

種
類

や
取

得
ま

で
の

期
間

、
費

用
な

ど
に

つ
い

て
、

簡
単

な
言

葉
で

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
道

路
交

通
法

を
遵

守
す

る
免

許
証

の
種

類
と

運
転

可
能

な
車

種
を

理
解

す
る

1
9
4

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

交
通

ル
ー

ル
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
書

い
て

あ
る

、
日

本
の

道
路

標
識

に
関

す
る

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
道

路
交

通
法

を
遵

守
す

る
標

識
を

読
み

取
る

1
9
5

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
1

電
車

や
バ

ス
の

路
線

図
に

添
え

ら
れ

た
「

地
下

鉄
〇

〇
線

」
「

市
バ

ス
〇

〇
系

統
」

な
ど

の
凡

例
を

見
て

、
乗

り
た

い
路

線
の

名
前

や
乗

換
場

所
な

ど
、

基
本

的
な

情
報

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
道

路
交

通
法

を
遵

守
す

る
地

図
を

理
解

す
る

1
9
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

車
両

の
法

定
点

検
（

定
期

点
検

）
の

と
き

、
デ

ィ
ー

ラ
ー

や
整

備
工

場
な

ど
で

ス
タ

ッ
フ

に
、

事
情

や
希

望
を

あ
る

程
度

詳
し

く
説

明
し

、
点

検
や

代
車

を
依

頼
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
道

路
交

通
法

を
遵

守
す

る
車

両
の

定
期

点
検

を
受

け
る

1
9
7

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1
★

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
駐

車
違

反
や

ス
ピ

ー
ド

違
反

な
ど

で
警

察
官

に
止

め
ら

れ
た

と
き

、
警

察
官

に
よ

る
違

反
の

内
容

や
罰

則
な

ど
の

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅳ 目
的

地
に

移
動

す
る

0
8

自
力

で
移

動
す

る

（
1
4
）

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

を
使

用
す

る
道

路
交

通
法

を
遵

守
す

る
罰

則
に

対
応

す
る

1
9
8

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

役
所

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
な

ど
の

、
妊

婦
健

診
制

度
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
ペ

ー
ジ

の
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
妊

婦
健

診
の

重
要

性
や

目
的

な
ど

、
制

度
の

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

出
産

前
の

健
診

を
受

け
る

健
診

制
度

の
概

要
を

理
解

す
る

1
9
9

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

妊
婦

健
診

に
つ

い
て

、
頻

度
や

ど
の

よ
う

な
検

査
を

す
る

か
な

ど
の

簡
単

な
情

報
を

、
出

産
経

験
の

あ
る

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

出
産

前
の

健
診

を
受

け
る

健
診

の
方

法
を

知
る

・
人

に
尋

ね
る

2
0
0

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

妊
娠

検
査

が
受

け
ら

れ
る

産
婦

人
科

や
レ

デ
ィ

ー
ス

ク
リ

ニ
ッ

ク
な

ど
の

地
域

の
医

療
施

設
に

つ
い

て
、

場
所

や
様

子
な

ど
の

簡
単

な
情

報
を

、
友

人
や

知
り

合
い

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

出
産

前
の

健
診

を
受

け
る

受
診

す
る

施
設

を
確

か
め

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
0
1

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

地
域

の
保

健
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
な

ど
の

、
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

保
健

セ
ン

タ
ー

の
役

割
や

母
子

健
康

に
関

す
る

事
業

の
内

容
な

ど
、

利
用

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

出
産

前
の

健
診

を
受

け
る

地
域

の
保

健
セ

ン
タ

ー
を

確
認

す
る

（
修

正
）

2
0
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

妊
婦

健
診

が
受

け
ら

れ
る

近
所

の
医

療
機

関
に

つ
い

て
、

評
判

や
希

望
す

る
出

産
方

法
が

選
べ

る
か

ど
う

か
な

ど
の

詳
し

い
情

報
を

、
友

人
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

出
産

前
の

健
診

を
受

け
る

健
診

を
受

け
る

病
院

を
選

ぶ

2
0
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

妊
婦

健
診

を
受

け
る

た
め

に
、

医
療

機
関

に
電

話
で

予
約

を
す

る
と

き
、

名
前

や
電

話
番

号
、

予
約

日
時

、
診

察
を

希
望

す
る

理
由

な
ど

を
、

医
療

機
関

の
ス

タ
ッ

フ
に

短
い

簡
単

な
言

葉
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

出
産

前
の

健
診

を
受

け
る

病
院

の
予

約
を

す
る

2
0
4

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
妊

娠
中

の
食

生
活

や
体

調
管

理
な

ど
に

関
す

る
医

者
や

助
産

師
か

ら
の

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

出
産

前
の

健
診

を
受

け
る

医
者

の
指

示
を

理
解

す
る

2
0
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

妊
娠

中
に

悪
阻

（
つ

わ
り

）
や

貧
血

な
ど

の
体

調
不

良
が

生
じ

た
と

き
、

医
師

や
助

産
師

な
ど

に
、

そ
の

症
状

に
つ

い
て

あ
る

程
度

詳
し

く
説

明
し

、
薬

の
処

方
な

ど
適

切
な

処
置

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

出
産

前
の

健
診

を
受

け
る

体
調

を
説

明
す

る

2
0
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

妊
婦

健
診

の
と

き
、

医
師

や
助

産
師

な
ど

に
、

母
子

健
康

手
帳

を
も

ら
う

た
め

に
ど

こ
へ

行
け

ば
い

い
か

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

母
子

健
康

手
帳

を
も

ら
う

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
先

を
理

解
す

る

2
0
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

自
治

体
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

な
ど

の
、

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
母

子
健

康
手

帳
の

交
付

場
所

や
手

続
の

方
法

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

母
子

健
康

手
帳

を
も

ら
う

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
先

を
理

解
す

る

2
0
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

保
健

セ
ン

タ
ー

の
窓

口
な

ど
で

、
自

分
の

母
語

で
書

か
れ

た
母

子
健

康
手

帳
が

あ
る

か
ど

う
か

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
尋

ね
、

答
え

を
聞

い
て

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

母
子

健
康

手
帳

を
も

ら
う

多
言

語
版

の
母

子
健

康
手

帳
の

有
無

を
確

認
す

る

2
0
9

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

分
か

ら
な

い
点

に
つ

い
て

窓
口

の
職

員
に

聞
く

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

居
住

す
る

市
町

村
に

提
出

す
る

妊
娠

届
の

、
生

活
習

慣
や

妊
娠

歴
な

ど
母

子
健

康
に

関
す

る
項

目
を

理
解

し
、

適
切

な
選

択
肢

を
選

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

母
子

健
康

手
帳

を
も

ら
う

母
子

健
康

手
帳

の
申

請
を

す
る

2
1
0

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
保

健
セ

ン
タ

ー
の

窓
口

な
ど

で
、

妊
娠

中
や

出
産

後
の

悩
み

や
疑

問
を

相
談

で
き

る
窓

口
が

あ
る

こ
と

や
、

出
産

後
、

助
産

師
に

よ
る

新
生

児
訪

問
が

あ
る

こ
と

な
ど

に
つ

い
て

の
職

員
に

よ
る

説
明

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

母
子

健
康

手
帳

を
も

ら
う

妊
娠

出
産

子
育

て
に

関
す

る
相

談
窓

口
に

つ
い

て
理

解
す

る
（

新
規

）

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
1
1

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
母

親
学

級
・

両
親

学
級

な
ど

で
、

講
師

に
よ

る
赤

ち
ゃ

ん
の

世
話

に
関

す
る

説
明

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

母
子

健
康

手
帳

を
も

ら
う

母
親

学
級

・
父

親
学

級
に

参
加

す
る

2
1
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

乳
幼

児
健

診
や

予
防

接
種

を
受

け
る

と
き

、
母

子
健

康
手

帳
の

該
当

ペ
ー

ジ
を

見
て

、
こ

れ
ま

で
に

子
供

が
受

け
た

予
防

接
種

の
種

類
や

回
数

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
5
）

出
産

に
備

え
る

母
子

健
康

手
帳

を
も

ら
う

長
く

保
管

し
て

、
必

要
な

と
き

に
活

用
す

る

2
1
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

助
産

師
や

友
人

に
、

出
産

の
た

め
の

入
院

準
備

品
リ

ス
ト

な
ど

に
書

か
れ

た
知

ら
な

い
も

の
に

つ
い

て
、

ど
ん

な
も

の
か

、
ど

こ
で

買
え

る
か

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

出
産

す
る

出
産

時
の

必
要

物
品

を
そ

ろ
え

る

2
1
4

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
病

室
の

使
い

方
や

退
院

ま
で

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
な

ど
、

病
院

で
の

過
ご

し
方

に
関

す
る

説
明

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

出
産

す
る

入
院

す
る

2
1
5

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

分
か

ら
な

い
点

に
つ

い
て

質
問

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

居
住

す
る

市
町

村
に

提
出

す
る

出
生

届
に

、
生

ま
れ

た
子

供
の

名
前

や
自

分
の

名
前

、
住

所
な

ど
の

基
本

的
な

情
報

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

出
産

す
る

出
生

届
け

等
必

要
な

手
続

を
す

る

2
1
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

分
娩

す
る

病
院

に
電

話
で

、
陣

痛
の

開
始

や
間

隔
な

ど
に

つ
い

て
説

明
し

、
い

つ
病

院
に

行
け

ば
い

い
か

な
ど

、
簡

単
な

指
示

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

出
産

す
る

産
院

や
病

院
と

連
絡

す
る

2
1
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

出
産

の
前

後
に

入
院

し
て

い
る

と
き

、
医

師
や

助
産

師
な

ど
に

自
分

の
体

調
や

心
配

事
な

ど
に

つ
い

て
あ

る
程

度
詳

し
く

説
明

し
、

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

出
産

す
る

医
師

・
助

産
師

等
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

2
1
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

役
所

な
ど

の
窓

口
で

、
出

産
育

児
一

時
金

や
、

出
産

手
当

金
、

育
児

休
業

給
付

金
な

ど
の

各
種

助
成

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

出
産

す
る

各
種

助
成

を
受

け
る

2
1
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

役
所

の
窓

口
で

担
当

者
に

、
生

ま
れ

た
子

供
の

在
留

資
格

を
取

得
す

る
た

め
の

手
続

や
、

取
得

期
限

、
申

請
場

所
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

出
産

す
る

生
ま

れ
た

子
供

の
在

留
資

格
を

取
得

す
る

（
修

正
）

2
2
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

パ
ー

ト
ナ

ー
や

そ
の

両
親

に
、

赤
ち

ゃ
ん

が
生

ま
れ

そ
う

な
と

き
に

ど
の

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

か
な

ど
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

希
望

を
伝

え
た

り
、

質
問

に
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

出
産

す
る

家
族

と
連

絡
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
2
1

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

役
所

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
な

ど
の

、
乳

幼
児

健
診

制
度

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
る

ペ
ー

ジ
の

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

乳
幼

児
健

診
の

重
要

性
や

目
的

な
ど

、
制

度
の

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

乳
幼

児
健

診
を

受
け

る
健

診
制

度
の

概
要

を
知

る

2
2
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

任
意

の
乳

幼
児

健
診

を
受

け
た

い
と

き
、

受
診

す
る

医
療

機
関

に
電

話
で

子
供

の
月

齢
や

希
望

す
る

日
時

な
ど

を
簡

単
な

言
葉

で
伝

え
、

健
診

の
予

約
を

依
頼

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

乳
幼

児
健

診
を

受
け

る
申

し
込

む

2
2
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

乳
幼

児
健

診
の

と
き

、
医

師
や

保
健

師
や

助
産

師
に

子
供

の
発

育
や

心
配

な
こ

と
に

つ
い

て
詳

し
く

状
況

を
説

明
し

、
解

決
の

方
法

を
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

乳
幼

児
健

診
を

受
け

る
医

者
・

保
健

所
担

当
者

と
や

り
取

り
す

る

2
2
4

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

A
2

時
々

く
り

返
し

や
説

明
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
乳

幼
児

健
診

の
問

診
で

、
子

供
の

発
育

や
育

児
環

境
な

ど
に

つ
い

て
の

簡
単

な
質

問
に

対
し

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

乳
幼

児
健

診
を

受
け

る
保

健
師

や
助

産
師

の
質

問
に

答
え

る
（

修
正

）

2
2
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

保
健

セ
ン

タ
ー

の
窓

口
な

ど
で

、
自

分
の

母
語

で
書

か
れ

た
乳

幼
児

健
診

の
問

診
票

が
あ

る
か

ど
う

か
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

尋
ね

、
答

え
を

聞
い

て
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

乳
幼

児
健

診
を

受
け

る
乳

幼
児

健
診

票
に

記
入

す
る

2
2
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

母
子

健
康

手
帳

の
保

護
者

自
身

が
記

入
す

る
乳

幼
児

の
成

長
記

録
の

ペ
ー

ジ
の

項
目

を
読

ん
で

、
お

お
よ

そ
の

月
齢

に
対

応
す

る
平

均
的

な
発

育
に

つ
い

て
の

短
い

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

い
く

つ
か

の
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

身
長

・
体

重
・

身
体

発
達

を
理

解
す

る
子

供
の

発
達

に
つ

い
て

分
か

る

2
2
7

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

産
後

す
ぐ

の
健

診
や

、
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
の

と
き

に
、

助
産

師
に

よ
る

赤
ち

ゃ
ん

の
体

重
の

測
り

方
な

ど
の

簡
単

な
説

明
や

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

身
長

・
体

重
・

身
体

発
達

を
理

解
す

る
計

器
の

利
用

法
や

読
み

取
り

方
を

知
る

2
2
8

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

健
診

等
で

助
産

師
や

保
健

師
、

医
師

に
分

か
ら

な
い

言
葉

に
つ

い
て

質
問

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

乳
幼

児
の

発
達

曲
線

の
グ

ラ
フ

を
見

て
、

自
分

の
子

供
の

体
重

、
身

長
が

標
準

値
と

比
べ

て
ど

う
か

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

身
長

・
体

重
・

身
体

発
達

を
理

解
す

る
身

長
・

体
重

等
の

数
値

の
変

化
を

標
準

値
と

比
べ

る

2
2
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

地
域

の
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

や
子

供
の

育
児

相
談

の
窓

口
な

ど
で

、
子

供
の

健
康

や
発

育
な

ど
の

悩
み

に
つ

い
て

、
状

況
や

心
情

を
説

明
し

、
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

身
長

・
体

重
・

身
体

発
達

を
理

解
す

る
必

要
な

健
康

相
談

を
す

る

2
3
0

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

出
産

経
験

者
と

、
子

供
の

健
康

や
発

育
な

ど
の

悩
み

や
不

安
、

疑
問

な
ど

に
つ

い
て

話
し

た
り

、
相

手
の

話
に

対
し

て
簡

単
な

コ
メ

ン
ト

や
意

見
を

述
べ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
6
）

出
産

し
育

児
を

す
る

身
長

・
体

重
・

身
体

発
達

を
理

解
す

る
出

産
経

験
者

に
相

談
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
3
1

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
B
2

子
育

て
情

報
番

組
な

ど
を

見
て

、
専

門
家

に
よ

る
子

供
の

病
気

の
症

状
、

危
険

性
に

つ
い

て
の

解
説

や
、

子
供

の
生

活
習

慣
の

改
善

に
つ

い
て

の
助

言
な

ど
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る

健
康

管
理

（
食

事
、

歯
磨

き
、

睡
眠

等
）

す
る

健
康

管
理

に
つ

い
て

理
解

す
る

2
3
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

子
供

が
体

調
不

良
の

と
き

に
、

ど
ん

な
対

処
法

を
取

っ
て

い
る

か
な

ど
に

つ
い

て
、

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る

健
康

管
理

（
食

事
、

歯
磨

き
、

睡
眠

等
）

す
る

健
康

管
理

方
法

の
文

化
相

違
を

理
解

す
る

2
3
3

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
1

発
音

と
内

容
が

は
っ

き
り

し
て

い
れ

ば
、

乳
幼

児
健

診
で

、
子

供
の

食
習

慣
や

栄
養

バ
ラ

ン
ス

な
ど

食
育

に
関

す
る

簡
単

な
話

を
聞

い
て

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る

健
康

管
理

（
食

事
、

歯
磨

き
、

睡
眠

等
）

す
る

健
康

管
理

の
大

切
さ

を
知

る

2
3
4

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

乳
幼

児
健

診
の

資
料

や
、

幼
稚

園
・

保
育

園
か

ら
の

お
便

り
な

ど
の

あ
る

程
度

長
い

文
章

を
読

ん
で

、
子

供
の

体
調

管
理

や
感

染
症

対
策

を
す

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る

健
康

管
理

（
食

事
、

歯
磨

き
、

睡
眠

等
）

す
る

日
本

の
習

慣
や

事
情

を
知

る

2
3
5

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

病
院

に
掲

示
し

て
あ

る
生

活
習

慣
に

関
す

る
ポ

ス
タ

ー
な

ど
の

、
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
子

供
が

健
康

的
な

生
活

を
す

る
た

め
に

必
要

な
睡

眠
時

間
や

、
歯

磨
き

習
慣

な
ど

、
重

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る

健
康

管
理

（
食

事
、

歯
磨

き
、

睡
眠

等
）

す
る

各
種

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
理

解
す

る

2
3
6

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

A
2

育
児

用
品

を
買

う
た

め
に

、
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

の
サ

イ
ト

を
見

な
が

ら
、

買
う

必
要

が
あ

る
と

思
う

か
、

他
の

商
品

と
比

べ
て

ど
れ

が
い

い
か

な
ど

、
パ

ー
ト

ナ
ー

や
友

人
と

短
い

簡
単

な
言

葉
で

話
し

合
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る

健
康

管
理

（
食

事
、

歯
磨

き
、

睡
眠

等
）

す
る

自
宅

の
子

育
て

環
境

を
整

備
す

る

2
3
7

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
2

パ
ー

ト
ナ

ー
や

家
族

、
友

人
と

、
子

供
の

こ
と

で
学

校
の

先
生

か
ら

指
摘

さ
れ

た
問

題
に

つ
い

て
話

す
と

き
、

根
拠

を
示

し
な

が
ら

自
分

の
意

見
を

述
べ

た
り

、
相

手
の

意
見

に
反

論
し

た
り

し
な

が
ら

、
活

発
に

話
し

合
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る

健
康

管
理

（
食

事
、

歯
磨

き
、

睡
眠

等
）

す
る

問
題

が
あ

っ
た

ら
対

処
す

る

2
3
8

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

役
所

か
ら

く
る

子
供

の
予

防
接

種
の

接
種

券
と

そ
の

お
知

ら
せ

に
書

い
て

あ
る

短
い

簡
単

な
説

明
を

見
て

、
そ

の
接

種
券

を
ど

の
よ

う
に

使
う

か
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る
伝

染
病

の
予

防
接

種
を

受
け

る
役

所
か

ら
の

通
知

に
注

意
す

る

2
3
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

子
供

の
か

か
り

つ
け

の
病

院
の

ス
タ

ッ
フ

に
、

次
回

、
い

つ
、

何
の

予
防

接
種

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

か
、

い
つ

予
約

で
き

る
か

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る
伝

染
病

の
予

防
接

種
を

受
け

る
申

し
込

む

2
4
0

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

子
供

の
予

防
接

種
の

予
診

票
に

、
子

供
の

名
前

、
住

所
、

年
齢

・
月

齢
な

ど
、

子
供

の
基

本
的

な
情

報
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る
伝

染
病

の
予

防
接

種
を

受
け

る
受

診
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
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ー
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
4
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

子
供

が
予

防
接

種
を

受
け

る
と

き
、

病
院

の
窓

口
な

ど
で

、
母

語
な

ど
自

分
の

分
か

る
言

語
が

話
せ

る
人

が
い

る
か

ど
う

か
や

、
自

分
の

母
語

で
書

か
れ

た
予

防
接

種
の

予
診

票
が

あ
る

か
ど

う
か

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
尋

ね
、

答
え

を
聞

い
て

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る
伝

染
病

の
予

防
接

種
を

受
け

る
受

診
す

る

2
4
2

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
B
1

必
要

に
応

じ
て

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

子
供

の
予

防
接

種
の

予
診

票
の

質
問

を
だ

い
た

い
理

解
し

、
答

え
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る
伝

染
病

の
予

防
接

種
を

受
け

る
受

診
す

る

2
4
3

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

子
供

の
予

防
接

種
の

予
診

票
に

付
属

し
て

い
る

説
明

書
き

な
ど

、
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

接
種

で
き

る
条

件
や

接
種

後
の

注
意

、
副

反
応

な
ど

、
接

種
の

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る
伝

染
病

の
予

防
接

種
を

受
け

る
受

診
す

る

2
4
4

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
1
★

予
防

接
種

を
受

け
た

と
き

、
自

分
に

向
か

っ
て

ゆ
っ

く
り

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

「
運

動
は

し
な

い
で

く
だ

さ
い

」
「

熱
が

出
ま

す
」

な
ど

、
イ

ラ
ス

ト
な

ど
の

視
覚

的
な

情
報

を
伴

っ
た

医
者

の
ご

く
簡

単
な

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
7
）

家
庭

で
子

供
を

育
て

る
伝

染
病

の
予

防
接

種
を

受
け

る
医

者
・

保
健

所
担

当
者

と
の

や
り

と
り

を
す

る

2
4
5

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
乳

児
健

診
や

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

の
担

当
者

か
ら

、
産

前
産

後
ヘ

ル
パ

ー
な

ど
地

域
の

育
児

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
方

法
や

申
込

み
方

法
な

ど
の

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る

地
域

の
育

児
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

保
健

所
で

育
児

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

聞
く

2
4
6

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

A
2

赤
ち

ゃ
ん

教
室

や
親

子
体

操
教

室
な

ど
の

ベ
ビ

ー
・

子
供

向
け

教
室

に
つ

い
て

、
場

所
や

様
子

な
ど

の
簡

単
な

情
報

を
、

他
の

保
護

者
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る

地
域

の
育

児
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

人
か

ら
情

報
を

集
め

る
・

尋
ね

る

2
4
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

地
域

の
児

童
館

や
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

な
ど

が
主

催
す

る
、

乳
幼

児
親

子
の

た
め

の
無

料
イ

ベ
ン

ト
や

教
室

な
ど

の
ち

ら
し

を
見

て
、

日
時

や
持

ち
物

、
申

込
み

方
法

な
ど

、
参

加
す

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る

地
域

の
育

児
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

児
童

館
の

「
両

親
教

室
」

等
の

利
用

方
法

を
理

解
す

る

2
4
8

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

分
か

ら
な

い
点

に
つ

い
て

質
問

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

地
域

の
育

児
サ

ー
ビ

ス
の

申
込

書
に

、
希

望
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

や
、

ア
レ

ル
ギ

ー
の

出
る

食
べ

物
な

ど
、

注
意

し
て

も
ら

い
た

い
こ

と
を

短
い

簡
単

な
文

で
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る

地
域

の
育

児
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

申
し

込
む

2
4
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

地
域

の
児

童
館

や
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

な
ど

で
、

乳
幼

児
親

子
の

た
め

の
無

料
イ

ベ
ン

ト
や

教
室

な
ど

の
ち

ら
し

を
見

せ
な

が
ら

「
こ

れ
に

参
加

し
た

い
で

す
」

な
ど

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
参

加
希

望
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る

地
域

の
育

児
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

「
両

親
教

室
」

等
の

利
用

申
込

を
す

る

2
5
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

育
児

で
う

ま
く

い
か

な
い

こ
と

や
悩

み
が

あ
る

と
き

、
役

所
の

育
児

相
談

窓
口

な
ど

で
、

心
配

し
て

い
る

こ
と

や
困

っ
て

い
る

状
況

な
ど

に
つ

い
て

説
明

し
、

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る

地
域

の
育

児
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

育
児

相
談

を
利

用
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
5
1

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

子
育

て
情

報
誌

な
ど

に
書

い
て

あ
る

、
短

い
簡

単
な

文
を

見
て

、
近

所
の

公
園

や
子

供
向

け
施

設
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る
公

園
を

利
用

す
る

公
園

を
探

す

2
5
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

公
園

な
ど

で
、

ボ
ー

ル
や

乗
り

物
な

ど
、

使
用

が
禁

止
さ

れ
て

い
る

も
の

や
そ

の
理

由
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

他
の

保
護

者
に

伝
え

た
り

、
質

問
に

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る
公

園
を

利
用

す
る

公
園

で
子

供
を

遊
ば

せ
る

上
で

の
ル

ー
ル

を
理

解
す

る

2
5
3

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
B
1

子
育

て
情

報
番

組
な

ど
を

見
て

、
映

像
や

テ
ロ

ッ
プ

な
ど

を
頼

り
に

、
公

園
遊

び
が

子
供

の
社

会
性

を
育

む
こ

と
や

身
体

の
発

育
に

重
要

で
あ

る
こ

と
な

ど
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る
公

園
を

利
用

す
る

育
児

の
場

と
し

て
の

公
園

に
つ

い
て

理
解

す
る

2
5
4

や
り

取
り

会
話

A
2

公
園

な
ど

で
会

っ
た

他
の

保
護

者
と

、
普

段
ど

こ
で

子
供

を
遊

ば
せ

て
い

る
か

や
、

地
域

の
お

す
す

め
の

遊
び

場
な

ど
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る
公

園
を

利
用

す
る

親
同

士
の

交
流

を
す

る

2
5
5

や
り

取
り

会
話

B
2
★

近
所

の
公

園
な

ど
で

子
供

を
遊

ば
せ

て
い

る
と

き
、

他
の

親
た

ち
と

、
子

育
て

の
悩

み
や

地
域

の
情

報
、

知
人

の
噂

話
な

ど
、

様
々

な
話

題
に

つ
い

て
、

流
暢

に
自

然
に

活
発

な
や

り
と

り
に

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る
公

園
を

利
用

す
る

親
同

士
の

交
流

を
す

る

2
5
6

や
り

取
り

会
話

B
1

公
園

な
ど

で
会

っ
た

他
の

保
護

者
に

話
し

か
け

、
子

供
が

通
っ

て
い

る
保

育
園

や
幼

稚
園

、
習

い
事

な
ど

身
近

な
話

題
に

つ
い

て
質

問
し

た
り

、
あ

る
程

度
詳

し
く

答
え

た
り

し
て

、
会

話
を

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る
公

園
を

利
用

す
る

会
話

な
ど

の
仲

間
に

入
っ

て
い

く

2
5
7

や
り

取
り

会
話

A
1

公
園

で
他

の
親

子
と

同
じ

遊
具

で
遊

ぶ
と

き
に

、
「

お
先

に
ど

う
ぞ

」
な

ど
短

い
簡

単
な

言
葉

で
順

番
を

譲
っ

た
り

、
「

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

」
な

ど
と

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る
公

園
を

利
用

す
る

公
園

に
来

た
人

々
と

や
り

と
り

す
る

2
5
8

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
1

公
園

な
ど

で
、

遊
ん

で
い

る
子

供
に

、
「

順
番

だ
よ

。
並

ん
で

ね
」

「
危

な
い

よ
。

や
め

て
ね

」
な

ど
、

簡
単

な
注

意
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る
公

園
を

利
用

す
る

子
供

同
士

有
意

義
に

遊
ば

せ
る

た
め

に
親

同
士

が
協

力
す

る

2
5
9

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

子
供

同
士

で
遊

ん
で

い
て

け
が

を
し

た
と

き
、

相
手

の
親

に
あ

る
程

度
詳

し
く

状
況

や
心

情
を

説
明

し
、

解
決

の
方

法
を

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る
公

園
を

利
用

す
る

子
供

同
士

有
意

義
に

遊
ば

せ
る

た
め

に
親

同
士

が
協

力
す

る

2
6
0

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1
★

子
供

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

ポ
ス

タ
ー

を
見

て
、

開
催

日
、

場
所

な
ど

、
ご

く
基

本
的

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

0
9

家
庭

及
び

地
域

で
子

育
て

を
す

る

（
1
8
）

地
域

で
子

供
を

育
て

る
公

園
を

利
用

す
る

各
種

催
し

の
開

催
に

注
意

し
、

参
加

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
6
1

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

自
分

の
家

庭
や

勤
務

の
状

況
で

は
子

供
を

ど
こ

に
預

け
ら

れ
る

の
か

、
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
場

所
な

の
か

、
な

ど
の

詳
し

い
情

報
に

つ
い

て
、

保
育

園
や

幼
稚

園
に

つ
い

て
よ

く
知

っ
て

い
る

人
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

ど
の

よ
う

な
託

児
方

法
が

あ
る

か
情

報
を

得
る

2
6
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

保
育

施
設

の
種

類
（

保
育

園
・

幼
稚

園
・

認
定

こ
ど

も
園

な
ど

）
や

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
な

ど
に

つ
い

て
書

か
れ

た
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

子
供

を
預

け
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

施
設

の
種

類
や

制
度

に
つ

い
て

知
る

2
6
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

役
所

の
窓

口
で

担
当

者
に

、
通

え
る

場
所

に
あ

る
保

育
園

と
、

そ
れ

ぞ
れ

の
保

育
園

の
特

色
や

空
き

状
況

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

保
育

園
へ

の
入

園
状

況
を

理
解

す
る

2
6
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

体
験

保
育

当
日

の
流

れ
や

持
ち

物
な

ど
の

簡
単

な
情

報
を

、
保

育
園

の
ス

タ
ッ

フ
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

利
用

先
を

確
か

め
選

択
す

る

2
6
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

保
育

園
を

見
学

す
る

と
き

、
保

育
士

に
、

お
む

つ
や

服
装

の
決

ま
り

、
父

母
参

加
の

行
事

が
あ

る
か

な
ど

、
自

分
が

気
に

な
る

こ
と

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

利
用

先
を

確
か

め
選

択
す

る

2
6
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

役
所

の
窓

口
で

担
当

者
に

、
保

育
園

の
入

園
申

請
書

類
の

提
出

期
限

や
場

所
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

役
所

で
手

続
を

す
る

2
6
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

役
所

が
発

行
す

る
保

育
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
の

、
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

申
請

方
法

や
必

要
書

類
な

ど
、

保
育

園
へ

の
入

園
を

申
請

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

申
請

方
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

2
6
8

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

記
入

例
が

あ
れ

ば
、

保
育

園
の

入
園

申
請

書
類

に
、

名
前

・
住

所
・

電
話

番
号

・
生

年
月

日
・

希
望

す
る

園
名

な
ど

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

入
園

希
望

申
請

書
を

提
出

す
る

2
6
9

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

分
か

ら
な

い
点

に
つ

い
て

質
問

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

保
育

園
の

入
園

申
請

書
類

の
保

育
を

必
要

と
す

る
理

由
や

家
族

の
状

況
な

ど
に

関
す

る
質

問
を

理
解

し
、

適
切

な
答

え
を

選
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

入
園

希
望

申
請

書
を

提
出

す
る

2
7
0

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

保
育

園
の

内
定

通
知

な
ど

の
短

い
簡

単
な

お
知

ら
せ

を
見

て
、

そ
の

後
行

わ
れ

る
説

明
会

や
面

接
、

健
康

診
断

の
日

時
や

持
ち

物
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

保
育

園
に

入
園

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
7
1

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

A
2

保
育

園
や

幼
稚

園
の

入
園

面
接

で
、

子
供

の
健

康
状

態
（

持
病

や
ア

レ
ル

ギ
ー

の
有

無
な

ど
）

や
、

生
活

（
食

事
や

遊
び

、
睡

眠
な

ど
）

に
つ

い
て

の
簡

単
な

質
問

に
対

し
て

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

保
育

園
に

入
園

す
る

2
7
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

近
所

の
幼

稚
園

に
つ

い
て

、
教

育
方

針
や

先
生

た
ち

の
対

応
、

教
育

の
内

容
な

ど
の

詳
し

い
情

報
を

、
そ

の
園

を
よ

く
知

っ
て

い
る

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

幼
稚

園
に

つ
い

て
調

べ
る

（
新

規
）

2
7
3

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

幼
稚

園
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

な
ど

の
、

見
学

会
や

説
明

会
に

つ
い

て
書

か
れ

た
短

い
簡

単
な

お
知

ら
せ

を
見

て
、

日
時

や
申

込
み

方
法

な
ど

、
参

加
す

る
の

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

幼
稚

園
の

見
学

会
や

説
明

会
に

行
く

（
新

規
）

2
7
4

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

幼
稚

園
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

な
ど

の
、

園
児

募
集

に
つ

い
て

書
か

れ
た

短
い

簡
単

な
お

知
ら

せ
を

見
て

、
願

書
配

布
・

願
書

受
付

・
入

園
面

接
の

日
時

な
ど

、
幼

稚
園

に
入

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

幼
稚

園
を

受
験

す
る

（
新

規
）

2
7
5

書
く

こ
と

創
作

B
1

幼
稚

園
の

入
園

願
書

な
ど

に
、

志
望

動
機

や
家

庭
の

教
育

方
針

、
子

供
の

性
格

（
長

所
と

短
所

）
な

ど
に

つ
い

て
、

あ
る

程
度

詳
し

く
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

幼
稚

園
の

願
書

を
書

く
（

新
規

）

2
7
6

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

B
1

幼
稚

園
の

入
園

面
接

で
、

志
望

動
機

や
子

供
の

性
格

（
長

所
と

短
所

）
、

ト
イ

レ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

進
み

具
合

な
ど

に
関

す
る

質
問

に
、

あ
る

程
度

詳
し

く
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

幼
稚

園
の

面
接

を
受

け
る

（
新

規
）

2
7
7

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
1

辞
書

を
使

う
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
保

育
園

や
幼

稚
園

か
ら

配
ら

れ
た

入
園

準
備

品
の

リ
ス

ト
を

見
て

、
必

要
な

も
の

に
つ

い
て

の
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

施
設

か
ら

の
通

知
に

対
応

す
る

2
7
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

友
人

や
先

生
に

、
保

育
園

や
幼

稚
園

の
入

園
準

備
品

リ
ス

ト
に

書
か

れ
た

知
ら

な
い

も
の

に
つ

い
て

、
ど

ん
な

も
の

か
、

ど
こ

で
買

え
る

か
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

施
設

か
ら

の
通

知
に

対
応

す
る

2
7
9

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

保
育

園
や

幼
稚

園
か

ら
の

感
染

症
に

関
す

る
対

応
な

ど
に

つ
い

て
の

簡
単

な
お

知
ら

せ
を

読
ん

で
、

感
染

し
た

場
合

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

や
、

登
園

す
る

た
め

の
条

件
な

ど
、

重
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

施
設

か
ら

の
通

知
に

対
応

す
る

2
8
0

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

子
供

の
持

ち
物

に
貼

る
名

前
シ

ー
ル

や
ア

イ
ロ

ン
シ

ー
ル

な
ど

に
子

供
の

ク
ラ

ス
名

や
名

前
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

通
知

を
理

解
し

た
上

で
持

参
物

の
用

意
を

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
8
1

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

保
育

園
や

幼
稚

園
の

送
迎

時
な

ど
、

先
生

に
会

っ
た

と
き

、
園

で
の

子
供

の
様

子
や

出
来

事
な

ど
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

施
設

の
人

や
他

の
保

護
者

等
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
付

き
合

い
を

す
る

2
8
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

保
育

園
や

幼
稚

園
の

面
談

で
、

園
や

家
で

の
子

供
の

様
子

や
心

配
事

な
ど

に
つ

い
て

、
あ

る
程

度
詳

し
く

先
生

に
伝

え
た

り
、

質
問

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

施
設

の
人

や
他

の
保

護
者

等
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
付

き
合

い
を

す
る

2
8
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

子
供

の
診

察
時

に
、

医
師

に
、

い
つ

か
ら

登
園

（
登

校
）

可
能

か
、

登
園

（
登

校
）

許
可

書
が

も
ら

え
る

か
ど

う
か

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

小
児

科
に

行
く

（
新

規
）

2
8
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

先
生

や
他

の
保

護
者

に
、

保
育

園
や

幼
稚

園
の

給
食

の
献

立
表

に
書

か
れ

た
知

ら
な

い
料

理
に

つ
い

て
、

ど
ん

な
料

理
か

、
材

料
は

何
か

な
ど

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

給
食

の
献

立
を

読
む

2
8
5

読
む

こ
と

通
信

文
を

読
む

こ
と

B
1

保
育

園
や

幼
稚

園
で

の
様

子
や

連
絡

事
項

な
ど

が
、

あ
る

程
度

詳
し

く
書

か
れ

た
先

生
か

ら
の

連
絡

帳
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

読
ん

で
、

大
部

分
の

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

保
育

園
の

連
絡

帳
を

読
む

2
8
6

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

保
育

園
や

幼
稚

園
な

ど
の

連
絡

帳
（

又
は

連
絡

ア
プ

リ
の

該
当

す
る

箇
所

）
に

、
子

供
の

体
調

に
つ

い
て

心
配

な
こ

と
や

、
お

迎
え

の
人

や
時

間
の

変
更

な
ど

を
、

短
い

簡
単

な
文

で
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

連
絡

帳
に

書
く

（
修

正
）

2
8
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

保
育

園
や

幼
稚

園
の

子
供

の
服

装
や

持
ち

物
、

園
で

の
過

ご
し

方
な

ど
に

つ
い

て
の

詳
し

い
情

報
を

、
そ

の
園

を
よ

く
知

っ
て

い
る

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

人
に

尋
ね

る

2
8
8

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
2

保
育

園
や

幼
稚

園
で

の
面

談
な

ど
で

、
子

供
に

集
団

生
活

が
難

し
い

様
子

が
見

ら
れ

る
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
の

先
生

か
ら

の
詳

し
い

説
明

を
理

解
し

、
質

問
に

答
え

た
り

、
家

庭
で

の
様

子
な

ど
を

説
明

し
な

が
ら

、
親

と
し

て
の

希
望

を
正

確
に

述
べ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

先
生

に
子

供
に

つ
い

て
相

談
す

る

2
8
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

保
育

園
や

幼
稚

園
か

ら
く

る
短

い
簡

単
な

メ
ー

ル
な

ど
を

読
ん

で
、

行
事

の
中

止
や

延
期

、
学

級
閉

鎖
の

期
間

や
該

当
ク

ラ
ス

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

園
か

ら
の

連
絡

に
対

応
す

る
（

修
正

）

2
9
0

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

子
供

の
発

熱
や

体
調

不
良

な
ど

で
、

保
育

園
や

幼
稚

園
の

先
生

か
ら

の
電

話
に

よ
る

お
迎

え
を

要
請

す
る

簡
単

な
説

明
や

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
1
9
）

幼
稚

園
・

保
育

所
で

教
育

・
保

育
を

受
け

さ
せ

る

託
児

施
設

・
保

育
施

設
を

利
用

す
る

園
か

ら
の

連
絡

に
対

応
す

る
（

修
正

）

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

2
9
1

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1
★

友
人

と
お

互
い

の
国

や
地

域
の

学
校

制
度

や
義

務
教

育
に

つ
い

て
、

そ
の

大
切

さ
や

問
題

点
な

ど
を

話
し

た
り

、
簡

単
な

コ
メ

ン
ト

や
意

見
を

交
換

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
就

学
の

必
要

性
を

理
解

す
る

2
9
2

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
A
2

外
国

人
向

け
に

平
易

な
語

彙
や

表
現

を
用

い
て

作
ら

れ
た

日
本

の
学

校
を

紹
介

す
る

動
画

な
ど

を
見

て
、

学
校

制
度

や
学

校
生

活
に

つ
い

て
、

内
容

を
大

ま
か

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
就

学
に

つ
い

て
理

解
す

る

2
9
3

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

就
学

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

な
ど

の
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

教
育

委
員

会
で

の
手

続
や

必
要

な
書

類
の

提
出

な
ど

、
外

国
籍

の
子

供
が

日
本

の
学

校
に

通
う

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
就

学
方

法
を

理
解

す
る

2
9
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

入
学

前
に

行
わ

れ
る

保
護

者
説

明
会

に
参

加
し

た
後

、
よ

く
分

か
ら

な
か

っ
た

点
や

気
に

な
る

点
に

つ
い

て
担

当
者

に
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
入

学
説

明
会

に
参

加
す

る
（

修
正

）

2
9
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

役
所

や
教

育
委

員
会

の
窓

口
で

、
外

国
人

児
童

向
け

の
日

本
語

学
級

の
有

無
や

日
本

語
支

援
が

受
け

ら
れ

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
日

本
語

学
級

に
つ

い
て

聞
く

2
9
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

役
所

や
教

育
委

員
会

の
窓

口
で

、
子

供
に

ど
の

よ
う

な
支

援
が

必
要

か
検

討
す

る
た

め
に

、
担

当
者

に
日

本
語

学
級

や
日

本
語

巡
回

指
導

、
通

訳
派

遣
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
日

本
語

学
級

に
つ

い
て

聞
く

2
9
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

子
供

が
編

入
学

す
る

と
き

、
編

入
す

る
学

校
で

先
生

に
、

そ
れ

ま
で

の
子

供
の

学
習

歴
や

日
本

語
能

力
な

ど
に

つ
い

て
簡

単
に

説
明

し
、

編
入

学
年

な
ど

を
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
編

入
学

年
・

学
級

に
つ

い
て

話
し

合
う

2
9
8

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

記
入

例
が

あ
れ

ば
、

就
学

前
健

診
に

必
要

な
調

査
票

な
ど

の
、

今
ま

で
に

受
け

た
予

防
接

種
、

今
ま

で
に

し
た

病
気

や
け

が
、

ア
レ

ル
ギ

ー
の

有
無

、
発

達
に

関
し

て
気

に
な

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

を
聞

く
質

問
に

対
し

て
、

あ
て

は
ま

る
も

の
を

選
ん

だ
り

、
書

き
込

ん
だ

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
就

学
前

健
診

を
受

け
る

2
9
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

就
学

前
健

診
の

通
知

の
内

容
に

つ
い

て
確

認
す

る
た

め
に

、
電

話
で

学
校

の
担

当
者

に
健

診
の

内
容

や
進

め
方

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
就

学
前

健
診

を
受

け
る

3
0
0

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
1

辞
書

を
使

う
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
学

校
か

ら
配

ら
れ

た
入

学
準

備
品

の
リ

ス
ト

を
見

て
、

何
が

必
要

か
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
入

学
準

備
品

を
そ

ろ
え

る
（

新
規

）

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
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o
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
0
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

知
り

合
い

や
先

生
に

、
学

校
か

ら
配

ら
れ

た
入

学
準

備
品

の
リ

ス
ト

に
書

か
れ

た
知

ら
な

い
も

の
に

つ
い

て
、

ど
ん

な
も

の
か

、
ど

こ
で

買
え

る
か

な
ど

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
入

学
準

備
品

を
そ

ろ
え

る
（

新
規

）

3
0
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

学
童

保
育

の
申

請
に

つ
い

て
書

か
れ

た
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
な

ど
の

、
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

利
用

で
き

る
条

件
や

保
育

時
間

、
申

込
み

に
必

要
な

書
類

な
ど

、
学

童
保

育
を

申
請

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
学

童
保

育
の

申
込

を
す

る

3
0
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

子
供

が
通

う
学

童
保

育
の

指
導

員
に

、
保

育
時

間
の

延
長

が
可

能
か

ど
う

か
や

、
利

用
に

お
け

る
疑

問
点

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

就
学

に
関

す
る

手
続

を
行

う
人

に
尋

ね
る

3
0
4

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

小
中

学
校

の
入

学
説

明
会

の
資

料
な

ど
に

書
か

れ
た

説
明

を
読

ん
で

、
入

学
式

や
遠

足
、

運
動

会
な

ど
の

学
校

行
事

の
1
年

の
流

れ
に

つ
い

て
の

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
学

校
行

事
に

つ
い

て
理

解
す

る
・

あ
る

こ
と

を
知

る

3
0
5

読
む

こ
と

通
信

文
を

読
む

こ
と

A
2

学
校

行
事

に
関

す
る

短
い

簡
単

な
お

知
ら

せ
な

ど
を

見
て

、
日

時
や

場
所

、
持

ち
物

な
ど

の
内

容
を

大
ま

か
に

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
行

事
の

趣
旨

や
通

知
内

容
を

理
解

す
る

3
0
6

読
む

こ
と

通
信

文
を

読
む

こ
と

B
2

子
供

が
通

っ
て

い
る

学
校

か
ら

の
行

事
の

報
告

や
学

習
内

容
な

ど
の

お
知

ら
せ

を
読

ん
で

、
あ

ま
り

苦
労

せ
ず

に
内

容
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
行

事
の

趣
旨

や
通

知
内

容
を

理
解

す
る

J
F
1
2
0

3
0
7

や
り

取
り

会
話

A
2
★

P
T
A
の

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
の

と
き

、
通

学
路

や
公

園
な

ど
で

、
子

供
の

様
子

を
見

な
が

ら
「

車
に

気
を

付
け

て
ね

」
「

早
く

お
う

ち
に

帰
っ

て
ね

」
な

ど
、

場
面

に
合

わ
せ

た
短

い
簡

単
な

言
葉

で
声

を
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

に
参

加
す

る

3
0
8

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
A
2
★

子
供

の
学

校
行

事
な

ど
で

他
の

保
護

者
に

、
子

供
か

ら
聞

い
た

ク
ラ

ス
の

様
子

や
子

供
の

家
で

の
様

子
な

ど
を

、
短

い
簡

単
な

こ
と

ば
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

に
参

加
す

る

3
0
9

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

子
供

の
通

う
学

校
に

つ
い

て
よ

く
知

っ
て

い
る

友
人

か
ら

、
そ

の
学

校
の

P
T
A

の
活

動
内

容
や

会
費

、
役

員
に

な
っ

た
場

合
の

仕
事

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

に
参

加
す

る

3
1
0

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

P
T
A
の

委
員

会
な

ど
で

、
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

の
割

り
振

り
、

運
動

会
の

お
手

伝
い

な
ど

、
議

題
の

概
要

を
理

解
し

て
、

事
実

確
認

を
し

た
り

、
自

分
の

意
見

を
述

べ
た

り
し

て
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

に
参

加
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
1
1

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

A
2

時
々

く
り

返
し

や
説

明
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
保

護
者

面
談

な
ど

で
、

う
ち

で
ど

の
よ

う
に

勉
強

し
て

い
る

か
、

子
供

に
気

に
な

る
こ

と
は

な
い

か
な

ど
の

簡
単

な
質

問
に

対
し

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
保

護
者

面
談

を
受

け
る

3
1
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

保
護

者
面

談
な

ど
で

担
任

教
師

に
、

日
常

で
使

用
す

る
言

葉
と

教
科

書
で

使
わ

れ
る

言
葉

が
違

う
こ

と
で

内
容

の
理

解
が

難
し

い
な

ど
、

教
科

書
の

言
語

上
の

困
難

点
な

ど
に

つ
い

て
、

あ
る

程
度

詳
し

く
説

明
し

、
子

供
に

必
要

な
支

援
を

依
頼

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
保

護
者

面
談

を
受

け
る

3
1
3

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

子
供

が
学

校
を

欠
席

す
る

と
き

、
連

絡
帳

に
、

子
供

の
状

態
や

欠
席

の
理

由
な

ど
に

つ
い

て
短

い
簡

単
な

文
で

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
欠

席
・

遅
刻

・
早

退
の

連
絡

を
す

る

3
1
4

や
り

取
り

会
話

B
1

授
業

参
観

や
運

動
会

な
ど

で
初

め
て

会
っ

た
人

に
話

し
か

け
、

子
供

や
家

族
、

住
ん

で
い

る
地

域
な

ど
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

質
問

し
た

り
、

あ
る

程
度

詳
し

く
答

え
た

り
し

て
、

会
話

を
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
行

事
の

参
加

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

3
1
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2

や
む

を
得

な
い

事
情

で
学

校
の

行
事

に
参

加
で

き
な

い
と

き
な

ど
に

、
担

任
教

師
に

事
情

を
正

確
に

説
明

し
、

他
の

方
法

で
の

参
加

や
欠

席
な

ど
を

認
め

て
く

れ
る

よ
う

交
渉

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

学
校

行
事

に
参

加
す

る
学

校
行

事
に

つ
い

て
疑

問
点

を
適

切
な

相
手

に
質

問
す

る

3
1
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

学
校

で
、

子
供

の
担

任
教

師
や

事
務

担
当

者
に

、
給

食
費

の
支

払
方

法
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

諸
経

費
を

理
解

し
、

納
入

す
る

納
入

方
法

を
理

解
す

る

3
1
7

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

学
校

か
ら

の
給

食
費

等
の

経
費

減
免

に
関

す
る

簡
単

な
文

章
を

読
ん

で
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

諸
経

費
を

理
解

し
、

納
入

す
る

経
費

の
減

免
の

可
能

性
を

理
解

す
る

3
1
8

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
2

専
門

用
語

の
意

味
を

確
認

す
る

た
め

に
辞

書
を

使
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

給
食

費
等

の
経

費
減

免
に

つ
い

て
学

校
か

ら
配

布
さ

れ
た

文
書

な
ど

を
読

ん
で

、
減

免
額

、
条

件
、

申
請

方
法

な
ど

、
重

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

諸
経

費
を

理
解

し
、

納
入

す
る

経
費

の
減

免
の

可
能

性
を

理
解

す
る

3
1
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

学
校

等
か

ら
の

集
金

袋
な

ど
を

見
て

、
内

容
、

金
額

、
支

払
期

限
な

ど
、

ご
く

基
本

的
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

諸
経

費
を

理
解

し
、

納
入

す
る

給
食

費
・

教
材

費
等

を
支

払
う

3
2
0

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

給
食

費
な

ど
の

減
免

申
請

書
に

、
自

分
の

基
本

的
な

情
報

や
、

減
免

理
由

に
関

す
る

選
択

式
な

ど
の

簡
単

な
質

問
を

理
解

し
、

答
え

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

諸
経

費
を

理
解

し
、

納
入

す
る

経
費

の
減

免
申

請
を

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
2
1

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
B
1

必
要

に
応

じ
て

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

給
食

費
な

ど
の

減
免

申
請

書
の

記
入

事
項

を
だ

い
た

い
理

解
し

、
答

え
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

諸
経

費
を

理
解

し
、

納
入

す
る

経
費

の
減

免
申

請
を

す
る

3
2
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

教
師

か
ら

、
子

供
が

学
校

で
受

け
て

い
る

差
別

や
い

じ
め

な
ど

に
つ

い
て

の
説

明
を

聞
い

て
理

解
し

、
理

由
を

聞
い

た
り

、
確

認
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

差
別

・
い

じ
め

・
ト

ラ
ブ

ル
な

ど
に

対
応

す
る

ト
ラ

ブ
ル

の
内

容
を

理
解

す
る

3
2
3

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
A
2

動
作

や
図

な
ど

で
示

し
な

が
ら

、
子

供
が

学
校

で
受

け
て

い
る

差
別

や
い

じ
め

な
ど

に
つ

い
て

、
子

供
の

状
態

や
気

持
ち

、
自

分
の

考
え

な
ど

を
教

師
に

短
い

簡
単

な
言

葉
で

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

差
別

・
い

じ
め

・
ト

ラ
ブ

ル
な

ど
に

対
応

す
る

説
明

す
る

3
2
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

子
供

が
学

校
生

活
に

関
す

る
悩

み
を

抱
え

て
い

る
と

き
、

子
供

が
抱

え
て

い
る

悩
み

や
家

庭
で

の
様

子
な

ど
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

教
師

に
質

問
し

た
り

、
説

明
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

差
別

・
い

じ
め

・
ト

ラ
ブ

ル
な

ど
に

対
応

す
る

先
生

に
子

供
に

つ
い

て
相

談
す

る

3
2
5

発
表

聴
衆

の
前

で
の

講
演

B
1

外
国

人
の

人
権

に
関

す
る

研
修

会
な

ど
で

、
あ

ら
か

じ
め

準
備

し
て

あ
れ

ば
、

「
外

国
人

に
対

す
る

差
別

」
な

ど
自

分
が

体
験

し
た

こ
と

に
つ

い
て

ま
と

ま
り

の
あ

る
簡

単
な

発
表

を
し

、
想

定
し

た
質

問
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

差
別

・
い

じ
め

・
ト

ラ
ブ

ル
な

ど
に

対
応

す
る

当
事

者
や

第
三

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

3
2
6

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
1

発
音

と
内

容
が

は
っ

き
り

し
て

い
れ

ば
、

学
校

の
進

路
説

明
会

で
、

子
供

の
進

路
に

関
す

る
簡

単
な

説
明

を
聞

い
て

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
進

路
に

つ
い

て
理

解
す

る

3
2
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

職
業

ガ
イ

ド
な

ど
、

中
高

生
の

た
め

の
職

業
に

関
す

る
雑

誌
や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
、

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
業

種
や

職
種

、
資

格
や

学
歴

な
ど

、
子

供
の

進
路

選
択

の
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
職

業
選

択
に

つ
い

て
理

解
す

る

3
2
8

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

高
校

や
大

学
な

ど
を

紹
介

す
る

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
短

い
簡

単
な

説
明

文
を

読
ん

で
、

正
規

修
学

年
数

や
公

立
と

私
立

の
違

い
な

ど
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る

3
2
9

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

高
校

や
大

学
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
、

入
学

を
決

め
た

理
由

や
何

を
勉

強
し

て
い

る
か

な
ど

に
関

す
る

簡
単

な
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
記

事
を

読
ん

で
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る

3
3
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

学
校

で
教

師
に

、
進

路
相

談
の

方
法

や
相

談
可

能
な

日
時

、
通

訳
・

翻
訳

の
有

無
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
相

談
窓

口
と

相
談

方
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
3
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

電
話

で
、

教
師

に
、

進
路

相
談

を
し

て
も

ら
え

る
か

、
通

訳
者

を
同

行
し

て
も

い
い

か
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
進

路
相

談
を

利
用

す
る

3
3
2

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

進
路

希
望

調
査

書
に

、
進

学
や

就
職

希
望

先
の

名
前

や
、

そ
の

進
路

を
希

望
す

る
理

由
な

ど
を

、
短

い
簡

単
な

文
で

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
希

望
や

状
況

を
説

明
す

る

3
3
3

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
1

教
師

に
子

供
の

進
路

な
ど

を
相

談
す

る
と

き
、

希
望

や
家

庭
状

況
な

ど
を

、
あ

る
程

度
詳

し
く

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
希

望
や

状
況

を
説

明
す

る

3
3
4

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

通
知

表
や

短
い

簡
単

な
所

見
を

読
ん

で
、

子
供

の
成

績
や

生
活

態
度

な
ど

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
通

知
表

を
読

む

3
3
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

進
路

相
談

な
ど

で
、

進
学

や
就

職
希

望
先

の
名

前
や

、
受

験
科

目
等

の
重

要
な

情
報

を
紙

に
書

い
て

も
ら

う
た

め
に

、
ど

こ
に

興
味

が
あ

る
の

か
、

何
が

得
意

か
を

言
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
先

生
と

子
供

の
進

路
に

つ
い

て
話

し
合

う

3
3
6

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

子
供

の
進

路
に

つ
い

て
、

希
望

に
対

す
る

現
状

や
今

後
の

対
応

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
、

教
師

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
先

生
と

子
供

の
進

路
に

つ
い

て
話

し
合

う

3
3
7

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

三
者

面
談

で
、

成
績

や
進

路
に

関
す

る
説

明
の

概
要

を
理

解
し

、
事

実
確

認
を

し
た

り
、

自
分

の
意

見
を

述
べ

た
り

し
て

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
三

者
面

談
に

行
く

3
3
8

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
2

子
供

が
通

っ
て

い
る

学
校

の
担

任
教

師
・

子
・

親
の

三
者

面
談

な
ど

で
、

子
供

の
生

活
態

度
や

成
績

・
進

路
な

ど
に

つ
い

て
の

担
任

か
ら

の
詳

し
い

説
明

を
理

解
し

、
質

問
に

答
え

た
り

、
家

庭
の

事
情

な
ど

を
説

明
し

な
が

ら
、

親
と

し
て

の
希

望
を

正
確

に
述

べ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
0
）

小
・

中
・

高
等

学
校

で
教

育
を

受
け

さ
せ

る

進
路

相
談

を
行

う
三

者
面

談
に

行
く

J
F
3
5
6

3
3
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

特
別

支
援

教
育

相
談

の
予

約
を

す
る

と
き

、
自

分
の

基
本

情
報

や
相

談
可

能
な

日
時

な
ど

の
簡

単
な

情
報

を
、

担
当

者
に

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

障
害

の
特

徴
等

を
理

解
す

る
特

別
支

援
教

育
に

つ
い

て
相

談
す

る
（

新
規

）

3
4
0

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
2

障
害

に
関

す
る

専
門

家
か

ら
障

害
の

程
度

や
注

意
す

べ
き

点
な

ど
に

つ
い

て
の

詳
し

い
説

明
や

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

障
害

の
特

徴
等

を
理

解
す

る
専

門
家

の
意

見
を

聞
く

な
ど

障
害

の
状

況
等

を
把

握
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
4
1

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

B
1

子
供

の
障

害
・

発
達

支
援

の
専

門
家

に
、

子
供

の
様

子
な

ど
、

知
り

た
い

こ
と

に
つ

い
て

準
備

し
た

質
問

を
し

、
答

え
を

受
け

て
、

情
報

を
確

認
し

た
り

、
そ

れ
に

続
く

質
問

を
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

障
害

の
特

徴
等

を
理

解
す

る
障

害
に

つ
い

て
知

る
・

分
か

ら
な

い
こ

と
を

聞
く

3
4
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

同
様

の
障

害
を

持
つ

親
同

士
の

や
り

と
り

で
、

ど
ん

な
支

援
制

度
が

あ
る

か
、

ど
こ

で
情

報
を

得
ら

れ
る

か
な

ど
の

詳
し

い
情

報
を

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

障
害

の
特

徴
等

を
理

解
す

る
同

様
の

障
害

を
持

つ
子

供
の

親
と

相
談

す
る

3
4
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

障
害

教
育

・
療

育
施

設
の

担
当

者
に

、
入

学
・

利
用

の
条

件
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

障
害

の
特

徴
等

を
理

解
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

教
育

施
設

を
理

解
し

対
応

す
る

3
4
4

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
1

支
援

機
関

、
教

育
機

関
等

の
担

当
者

に
対

し
て

、
自

分
の

子
供

の
障

害
に

つ
い

て
、

あ
る

程
度

詳
し

く
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

障
害

の
特

徴
等

を
理

解
す

る
障

害
を

説
明

す
る

3
4
5

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
特

別
支

援
学

校
な

ど
の

教
師

に
よ

る
特

別
支

援
学

校
の

制
度

や
役

割
、

機
能

な
ど

の
説

明
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

特
別

支
援

学
校

・
学

級
へ

入
学

す
る

学
校

の
機

能
や

制
度

に
つ

い
て

理
解

す
る

3
4
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

特
別

支
援

学
校

な
ど

の
制

度
や

役
割

、
機

能
に

関
す

る
簡

単
な

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

な
ど

を
読

ん
で

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

特
別

支
援

学
校

・
学

級
へ

入
学

す
る

学
校

の
機

能
や

制
度

に
つ

い
て

理
解

す
る

3
4
7

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
支

援
機

関
の

担
当

者
か

ら
様

々
な

施
設

の
利

用
や

相
談

の
際

の
通

訳
・

翻
訳

サ
ー

ビ
ス

な
ど

の
地

域
の

支
援

体
制

に
関

す
る

説
明

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

特
別

支
援

学
校

・
学

級
へ

入
学

す
る

地
域

の
支

援
体

制
を

理
解

し
、

利
用

す
る

3
4
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

電
話

で
学

校
に

、
特

別
支

援
学

級
が

あ
る

か
、

支
援

体
制

は
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

特
別

支
援

学
校

・
学

級
へ

入
学

す
る

学
校

区
の

学
校

に
特

別
支

援
学

級
が

あ
る

か
な

い
か

を
調

べ
る

3
4
9

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
2
★

教
育

委
員

会
や

学
校

な
ど

で
、

特
別

支
援

学
校

と
特

別
支

援
学

級
の

違
い

、
受

け
ら

れ
る

支
援

の
内

容
な

ど
、

担
当

者
や

教
師

に
よ

る
詳

し
い

説
明

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

特
別

支
援

学
校

・
学

級
へ

入
学

す
る

特
別

支
援

学
級

か
学

校
か

を
判

断
す

る

3
5
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2

支
援

機
関

の
担

当
者

な
ど

に
、

支
援

学
校

や
支

援
学

級
の

詳
細

を
聞

い
て

内
容

を
理

解
し

、
自

分
の

希
望

や
条

件
を

明
確

に
伝

え
な

が
ら

話
し

合
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

特
別

支
援

学
校

・
学

級
へ

入
学

す
る

教
育

委
員

会
で

希
望

を
述

べ
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
5
1

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
1

支
援

機
関

な
ど

の
担

当
者

に
、

自
分

の
子

供
の

家
庭

で
の

状
況

な
ど

を
、

あ
る

程
度

詳
し

く
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

特
別

支
援

学
校

・
学

級
へ

入
学

す
る

状
況

を
説

明
す

る

3
5
2

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
B
1

必
要

に
応

じ
て

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

子
供

が
通

う
小

学
校

に
提

出
す

る
家

庭
環

境
調

査
票

の
項

目
を

だ
い

た
い

理
解

し
た

上
で

記
入

し
、

備
考

欄
に

持
病

や
体

調
に

関
す

る
こ

と
な

ど
、

子
供

へ
の

特
別

な
配

慮
に

つ
い

て
の

簡
単

な
要

望
や

連
絡

事
項

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅴ 子
育

て
・

教
育

を
行

う

1
0

子
供

に
教

育
を

受
け

さ
せ

る

（
2
1
）

特
別

支
援

教
育

を
受

け
さ

せ
る

特
別

支
援

学
校

・
学

級
へ

入
学

す
る

入
学

の
手

続
を

す
る

3
5
3

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
1

発
音

と
内

容
が

は
っ

き
り

し
て

い
れ

ば
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
ど

が
開

催
す

る
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
で

、
日

本
の

就
労

状
況

に
関

す
る

話
を

聞
い

て
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

日
本

の
就

労
状

況
の

概
要

を
知

る

3
5
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
ど

で
担

当
者

に
、

母
語

で
書

か
れ

た
日

本
の

就
労

支
援

に
関

す
る

資
料

が
な

い
か

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

日
本

の
雇

用
シ

ス
テ

ム
を

理
解

す
る

（
新

規
）

3
5
5

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
ど

が
出

し
て

い
る

就
職

活
動

の
手

引
き

の
、

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
日

本
の

雇
用

制
度

や
在

留
資

格
に

よ
る

就
労

条
件

な
ど

、
就

職
活

動
の

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

日
本

の
雇

用
シ

ス
テ

ム
を

理
解

す
る

（
新

規
）

3
5
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
ど

で
窓

口
の

担
当

者
に

、
就

職
情

報
の

取
得

方
法

や
取

得
後

の
手

続
に

つ
い

て
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

担
当

者
か

ら
の

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

就
職

情
報

の
取

得
方

法
を

理
解

す
る

3
5
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
ど

で
窓

口
の

担
当

者
に

、
ど

の
よ

う
な

職
業

訓
練

が
あ

る
の

か
や

条
件

・
申

込
み

の
手

順
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

職
業

訓
練

に
つ

い
て

情
報

を
得

る
（

新
規

）

3
5
8

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

求
人

サ
イ

ト
な

ど
で

、
求

人
情

報
を

検
索

す
る

た
め

に
、

自
分

の
希

望
す

る
職

種
名

な
ど

適
切

な
キ

ー
ワ

ー
ド

を
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
っ

て
適

当
な

職
が

あ
る

か
検

索
す

る

3
5
9

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

街
中

に
あ

る
「

〇
〇

募
集

」
な

ど
の

求
人

広
告

に
あ

る
短

い
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
職

種
や

勤
務

内
容

・
待

遇
な

ど
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

求
人

広
告

・
求

人
情

報
を

理
解

す
る

3
6
0

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

B
1
★

就
職

し
た

い
会

社
に

勤
め

て
い

る
人

に
、

仕
事

内
容

や
会

社
の

雰
囲

気
な

ど
、

知
り

た
い

こ
と

に
つ

い
て

準
備

し
た

質
問

を
し

、
答

え
を

受
け

て
、

情
報

を
確

認
し

た
り

、
そ

れ
に

続
く

質
問

を
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

広
告

、
情

報
誌

Ｗ
Ｅ

Ｂ
、

口
コ

ミ
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
を

活
用

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
6
1

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
1

ア
ル

バ
イ

ト
説

明
会

で
、

職
務

内
容

や
勤

務
時

間
な

ど
、

就
労

に
関

す
る

説
明

を
聞

い
て

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

ア
ル

バ
イ

ト
説

明
会

に
参

加
す

る
（

パ
ー

ト
・

ア
ル

バ
イ

ト
（

新
規

）

3
6
2

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
2

	応
募

を
検

討
し

て
い

る
会

社
の

企
業

説
明

会
で

、
企

業
理

念
や

事
業

内
容

な
ど

に
つ

い
て

、
ス

ラ
イ

ド
や

資
料

な
ど

を
見

な
が

ら
聞

い
て

、
要

点
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

企
業

説
明

会
に

参
加

す
る

（
正

社
員

）
（

新
規

）

3
6
3

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

求
人

サ
イ

ト
な

ど
の

求
人

情
報

の
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
職

務
内

容
や

雇
用

条
件

な
ど

、
ど

の
求

人
に

応
募

す
る

か
決

め
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

求
人

広
告

を
読

み
条

件
を

検
討

す
る

3
6
4

書
く

こ
と

創
作

B
2
★

就
職

を
希

望
す

る
会

社
に

送
る

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

な
ど

に
、

自
分

が
会

社
に

ど
の

よ
う

に
貢

献
で

き
る

か
に

つ
い

て
、

根
拠

と
な

る
具

体
的

な
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
交

え
な

が
ら

、
自

己
P
R
文

を
明

瞭
に

詳
し

く
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

に
記

入
す

る
J
F
6
2

3
6
5

書
く

こ
と

創
作

A
2
★

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
ど

の
求

職
申

込
書

に
、

希
望

す
る

仕
事

や
持

っ
て

い
る

資
格

な
ど

、
短

い
簡

単
な

文
で

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

求
職

者
登

録
を

す
る

3
6
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2

就
職

相
談

窓
口

の
担

当
者

か
ら

、
詳

細
な

複
数

の
提

案
を

聞
い

て
内

容
を

理
解

し
、

自
分

の
希

望
や

条
件

を
明

確
に

伝
え

な
が

ら
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

就
職

の
相

談
を

す
る

3
6
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

就
職

活
動

中
に

、
近

隣
で

求
人

し
て

い
な

い
か

ど
う

か
な

ど
に

つ
い

て
、

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
情

報
収

集
を

す
る

人
に

尋
ね

る

3
6
8

書
く

こ
と

通
信

B
1

人
事

担
当

者
に

、
卒

業
証

明
書

の
日

本
語

訳
は

必
要

か
な

ど
、

応
募

に
関

し
て

不
明

な
点

に
つ

い
て

、
あ

る
程

度
詳

し
く

メ
ー

ル
で

尋
ね

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
応

募
す

る
（

面
接

を
受

け
る

）
人

事
担

当
者

に
問

い
合

わ
せ

を
す

る

3
6
9

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

B
1

面
接

官
に

、
自

分
の

状
況

を
説

明
し

、
職

務
や

勤
務

時
間

の
変

更
な

ど
就

労
形

態
に

つ
い

て
交

渉
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
応

募
す

る
（

面
接

を
受

け
る

）
職

務
等

に
つ

い
て

交
渉

す
る

（
新

規
）

3
7
0

書
く

こ
と

通
信

A
2

面
接

試
験

の
希

望
日

時
に

つ
い

て
、

人
事

担
当

者
に

、
短

い
簡

単
な

文
で

メ
ー

ル
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
応

募
す

る
（

面
接

を
受

け
る

）
面

接
の

予
約

を
申

し
込

む

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
7
1

書
く

こ
と

創
作

B
1

自
分

自
身

の
長

所
や

短
所

な
ど

、
簡

単
な

自
己

P
R
文

を
就

職
の

た
め

の
提

出
書

類
に

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
応

募
す

る
（

面
接

を
受

け
る

）
履

歴
書

を
書

く
J
F
6
4

3
7
2

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

A
2

時
々

く
り

返
し

や
説

明
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
面

接
試

験
で

、
経

歴
や

志
望

動
機

な
ど

の
簡

単
な

質
問

に
対

し
て

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
応

募
す

る
（

面
接

を
受

け
る

）
面

接
を

受
け

る

3
7
3

発
表

聴
衆

の
前

で
の

講
演

B
1

面
接

試
験

で
、

あ
ら

か
じ

め
準

備
し

て
あ

れ
ば

、
自

分
の

得
意

と
す

る
こ

と
や

経
歴

・
職

歴
な

ど
を

、
面

接
試

験
官

に
あ

る
程

度
詳

し
く

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
応

募
す

る
（

面
接

を
受

け
る

）
自

分
の

能
力

・
職

歴
を

伝
え

る

3
7
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

正
社

員
や

ア
ル

バ
イ

ト
な

ど
日

本
の

雇
用

形
態

に
つ

い
て

分
か

ら
な

い
と

き
、

詳
し

い
友

人
か

ら
、

正
社

員
と

任
期

付
き

社
員

の
違

い
な

ど
の

詳
し

い
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
雇

用
契

約
を

交
わ

す
日

本
の

雇
用

の
概

要
を

知
る

3
7
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

雇
用

契
約

を
結

ぶ
と

き
、

担
当

者
に

職
務

内
容

や
就

業
条

件
な

ど
不

明
な

点
に

つ
い

て
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
雇

用
契

約
を

交
わ

す
職

務
内

容
・

就
業

条
件

・
雇

用
条

件
を

理
解

す
る

3
7
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

雇
用

契
約

を
結

ぶ
と

き
、

「
会

社
の

規
定

に
準

ず
る

」
の

よ
う

な
記

載
な

ど
、

雇
用

契
約

書
に

明
記

さ
れ

て
い

な
い

点
や

不
明

な
点

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
雇

用
契

約
を

交
わ

す
不

明
や

不
足

の
事

柄
を

確
か

め
る

3
7
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

雇
用

契
約

を
結

ぶ
と

き
、

契
約

書
の

原
本

は
も

ら
え

る
か

な
ど

契
約

手
続

で
不

明
な

点
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
雇

用
契

約
を

交
わ

す
質

問
す

る

3
7
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2

雇
用

契
約

を
結

ぶ
と

き
、

労
働

条
件

等
に

つ
い

て
担

当
者

に
詳

細
を

確
認

し
、

差
別

的
な

条
件

な
ど

、
納

得
の

い
か

な
い

点
に

つ
い

て
、

代
案

や
譲

歩
案

な
ど

を
述

べ
な

が
ら

交
渉

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
雇

用
契

約
を

交
わ

す
交

渉
す

る
（

新
規

）

3
7
9

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
2

雇
用

契
約

を
結

ぶ
と

き
、

聞
い

て
い

た
契

約
内

容
と

契
約

書
の

内
容

が
違

う
こ

と
に

気
づ

い
た

な
ど

、
雇

用
先

と
契

約
ト

ラ
ブ

ル
が

起
き

た
と

き
、

そ
の

内
容

や
会

社
と

の
や

り
と

り
に

つ
い

て
、

相
談

窓
口

の
担

当
者

に
正

確
に

報
告

し
、

質
問

に
答

え
た

り
、

今
後

の
対

応
に

つ
い

て
指

示
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す
（

2
2
）

就
職

活
動

を
す

る
雇

用
契

約
を

交
わ

す
ト

ラ
ブ

ル
に

対
処

す
る

（
新

規
）

3
8
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
窓

口
な

ど
で

、
自

分
の

在
留

資
格

や
働

け
る

時
間

な
ど

基
本

的
な

情
報

を
伝

え
、

ど
の

よ
う

な
働

き
方

が
で

き
る

か
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

雇
用

形
態

を
理

解
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
8
1

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

雇
用

契
約

書
に

目
を

通
し

て
、

契
約

期
間

、
業

務
内

容
、

就
業

時
間

、
賃

金
、

社
会

保
険

の
加

入
な

ど
重

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

提
示

さ
れ

た
条

件
を

理
解

す
る

3
8
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
窓

口
の

担
当

者
に

、
自

分
の

希
望

を
伝

え
、

就
労

の
た

め
に

必
要

な
資

格
は

何
か

、
ど

う
す

れ
ば

取
得

で
き

る
か

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

必
要

な
技

能
を

理
解

す
る

3
8
3

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

就
職

予
定

の
会

社
の

上
司

や
担

当
者

に
、

扶
養

家
族

の
条

件
や

福
利

厚
生

に
つ

い
て

な
ど

、
不

明
な

点
に

つ
い

て
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

不
明

や
不

足
の

事
柄

を
確

か
め

る

3
8
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
窓

口
な

ど
で

、
自

分
が

希
望

す
る

職
場

に
、

ど
の

く
ら

い
外

国
人

が
い

る
か

や
、

ど
こ

の
国

の
人

が
多

い
か

な
ど

、
外

国
人

の
雇

用
環

境
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

分
か

ら
な

い
内

容
を

尋
ね

る

3
8
5

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

就
職

予
定

の
会

社
の

上
司

や
担

当
者

な
ど

に
、

宗
教

上
の

理
由

か
ら

特
定

の
食

べ
物

が
食

べ
ら

れ
な

い
こ

と
や

お
祈

り
の

時
間

や
部

屋
が

必
要

に
な

る
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

分
か

ら
な

い
内

容
を

尋
ね

る

3
8
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
就

職
説

明
会

で
、

給
与

明
細

書
の

見
方

を
説

明
さ

れ
た

と
き

、
本

俸
と

各
種

手
当

の
違

い
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

給
与

明
細

に
つ

い
て

理
解

す
る

本
俸

と
各

種
手

当
を

理
解

す
る

3
8
7

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

で
閲

覧
で

き
る

求
人

票
に

つ
い

て
、

窓
口

の
担

当
者

か
ら

業
務

の
内

容
、

給
与

や
残

業
手

当
な

ど
の

説
明

を
聞

い
て

、
大

ま
か

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

給
与

明
細

に
つ

い
て

理
解

す
る

給
与

か
ら

の
控

除
／

残
業

手
当

に
つ

い
て

質
問

す
る

3
8
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
2

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
就

職
説

明
会

で
、

所
得

税
や

住
民

税
の

税
率

や
基

礎
控

除
額

な
ど

に
つ

い
て

の
詳

し
い

説
明

や
、

確
定

申
告

を
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

場
合

の
手

続
方

法
な

ど
の

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

給
与

明
細

に
つ

い
て

理
解

す
る

各
種

控
除

を
理

解
す

る

3
8
9

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

で
、

記
載

内
容

に
間

違
い

や
齟

齬
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
求

人
票

を
見

て
、

窓
口

の
担

当
者

に
、

疑
問

点
に

つ
い

て
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

給
与

明
細

に
つ

い
て

理
解

す
る

不
明

や
不

足
の

事
柄

を
確

か
め

る

3
9
0

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
2

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

セ
ン

タ
ー

や
都

道
府

県
労

働
局

の
窓

口
な

ど
で

、
ど

の
よ

う
な

労
働

組
合

が
あ

る
か

や
、

労
働

組
合

で
ど

の
よ

う
な

相
談

が
で

き
る

か
、

そ
れ

ぞ
れ

労
働

組
合

の
特

徴
な

ど
、

窓
口

担
当

者
か

ら
の

詳
し

い
説

明
を

聞
い

て
、

要
点

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

労
働

者
団

体
（

組
合

等
）

へ
加

入
す

る
労

働
者

団
体

に
つ

い
て

理
解

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

3
9
1

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
2

労
働

者
団

体
で

、
給

与
の

不
払

や
突

然
の

解
雇

な
ど

の
労

働
相

談
が

で
き

る
こ

と
や

労
働

組
合

の
活

動
に

つ
い

て
の

詳
し

い
説

明
を

聞
い

て
、

要
点

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

労
働

者
団

体
（

組
合

等
）

へ
加

入
す

る
制

度
や

活
動

内
容

に
つ

い
て

理
解

す
る

3
9
2

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
2

専
門

用
語

の
意

味
を

確
認

す
る

た
め

に
辞

書
を

使
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

関
心

が
あ

る
労

働
組

合
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

な
ど

を
読

ん
で

、
理

念
、

活
動

内
容

、
相

談
方

法
な

ど
、

重
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
1

仕
事

を
探

す

（
2
3
）

労
働

条
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

労
働

者
団

体
（

組
合

等
）

へ
加

入
す

る
労

働
者

団
体

の
情

報
を

得
る

3
9
3

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
1

会
社

や
工

場
で

機
械

の
使

い
方

な
ど

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
ど

こ
に

あ
る

か
簡

単
な

言
葉

で
質

問
し

、
「

あ
の

棚
」

「
机

の
上

」
な

ど
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

就
業

規
則

や
労

働
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
入

手
す

る

3
9
4

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

職
場

の
安

全
衛

生
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

の
見

出
し

や
目

次
か

ら
、

職
種

な
ど

を
頼

り
に

自
分

に
必

要
な

項
目

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

読
む

3
9
5

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
2
★

職
場

の
安

全
衛

生
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

の
長

い
複

雑
な

文
章

に
目

を
通

し
て

、
業

務
に

関
連

の
あ

る
事

柄
や

、
自

分
に

必
要

な
事

柄
を

す
ぐ

に
探

し
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

読
む

3
9
6

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

工
場

の
機

械
の

基
本

的
な

操
作

に
つ

い
て

、
手

順
を

示
し

た
イ

ラ
ス

ト
や

写
真

な
ど

の
視

覚
的

補
足

情
報

を
基

に
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
	

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

理
解

す
る

3
9
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

社
内

で
行

わ
れ

る
安

全
に

関
す

る
研

修
会

で
配

布
さ

れ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

内
容

が
理

解
で

き
な

い
と

き
、

自
分

の
日

本
語

力
で

は
正

し
く

理
解

す
る

こ
と

が
難

し
い

な
ど

の
事

情
を

上
司

や
同

僚
に

簡
単

な
言

葉
で

伝
え

、
通

訳
や

配
布

資
料

の
翻

訳
を

頼
む

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

理
解

す
る

3
9
8

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

工
場

の
機

械
の

操
作

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
の

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

手
順

や
注

意
事

項
な

ど
の

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

理
解

す
る

3
9
9

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

工
場

内
の

廃
材

置
場

な
ど

に
あ

る
「

サ
イ

ズ
を

そ
ろ

え
る

」
「

二
段

以
上

積
む

な
」

な
ど

の
短

い
簡

単
な

注
意

書
き

を
読

ん
で

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

注
意

書
き

を
読

ん
で

理
解

す
る

4
0
0

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
1

「
危

な
い

！
」

「
離

れ
ろ

！
」

な
ど

緊
急

性
の

高
い

、
咄

嗟
に

出
る

ご
く

簡
単

な
言

葉
を

理
解

し
て

、
適

切
な

行
動

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

指
示

の
言

葉
を

理
解

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
0
1

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

工
場

内
な

ど
で

「
床

が
滑

る
か

ら
気

を
付

け
て

く
だ

さ
い

」
「

ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

被
っ

て
く

だ
さ

い
」

な
ど

の
安

全
意

識
に

関
す

る
簡

単
な

注
意

や
指

示
の

言
葉

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

指
示

の
言

葉
を

理
解

す
る

4
0
2

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
2

安
全

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
に

あ
る

「
中

毒
」

や
「

重
篤

」
な

ど
の

普
段

耳
慣

れ
な

い
言

葉
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

上
司

や
同

僚
に

意
味

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

指
示

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
分

か
ら

な
い

と
こ

ろ
を

聞
く

4
0
3

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

就
労

規
則

に
書

か
れ

て
い

る
服

装
や

髪
型

な
ど

に
つ

い
て

、
自

国
と

の
相

違
や

宗
教

上
の

理
由

を
示

し
な

が
ら

、
疑

問
点

を
質

問
し

た
り

、
答

え
を

理
解

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

疑
問

の
点

を
質

問
す

る

4
0
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
2

就
労

規
則

に
書

か
れ

て
い

る
服

装
や

髪
型

な
ど

に
つ

い
て

、
そ

の
理

由
に

納
得

い
か

な
い

な
ど

の
場

合
に

、
な

ぜ
そ

の
規

則
が

あ
る

の
か

質
問

し
、

自
分

の
意

見
を

述
べ

た
り

、
他

人
の

意
見

を
調

整
し

た
り

し
な

が
ら

話
し

合
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

指
示

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

理
解

す
る

疑
問

の
点

を
質

問
す

る

4
0
5

発
表

聴
衆

の
前

で
の

講
演

A
1

作
業

を
始

め
る

前
な

ど
に

、
「

ヘ
ル

メ
ッ

ト
、

よ
し

！
」

「
安

全
ベ

ル
ト

、
よ

し
！

」
な

ど
の

掛
け

声
と

共
に

、
適

切
に

該
当

す
る

箇
所

を
差

し
、

指
差

呼
称

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

安
全

上
の

標
示

に
対

応
す

る
安

全
項

目
を

一
つ

ず
つ

理
解

す
る

4
0
6

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
A
2

工
場

内
な

ど
で

近
く

に
い

る
人

が
事

故
に

巻
き

込
ま

れ
た

り
、

け
が

を
し

た
と

き
、

け
が

の
状

態
や

発
生

時
の

状
況

な
ど

を
上

司
に

短
い

簡
単

な
言

葉
で

報
告

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

危
険

・
事

故
・

け
が

・
損

傷
に

つ
い

て
報

告
す

る
第

三
者

の
危

険
・

事
故

・
け

が
・

損
傷

に
つ

い
て

報
告

す
る

4
0
7

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
1

工
場

内
な

ど
で

近
く

に
い

る
人

が
事

故
に

巻
き

込
ま

れ
た

り
、

け
が

を
し

た
と

き
、

け
が

の
状

態
や

発
生

時
の

状
況

を
上

司
な

ど
に

順
序

立
て

て
報

告
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

危
険

・
事

故
・

け
が

・
損

傷
に

つ
い

て
報

告
す

る
第

三
者

の
危

険
・

事
故

・
け

が
・

損
傷

に
つ

い
て

報
告

す
る

4
0
8

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
1
★

工
場

内
な

ど
で

転
倒

し
動

け
な

く
な

っ
た

と
き

な
ど

に
、

「
助

け
て

」
「

誰
か

」
な

ど
の

短
い

簡
単

な
言

葉
で

助
け

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

危
険

・
事

故
・

け
が

・
損

傷
に

つ
い

て
報

告
す

る
助

け
を

求
め

る

4
0
9

書
く

こ
と

レ
ポ

ー
ト

や
エ

ッ
セ

イ
A
2
★

自
分

の
職

場
で

、
誰

と
、

何
を

し
た

か
な

ど
日

常
的

な
業

務
に

つ
い

て
、

日
報

や
報

告
書

に
短

い
簡

単
な

文
で

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

危
険

・
事

故
・

け
が

・
損

傷
に

つ
い

て
報

告
す

る
日

報
や

報
告

書
を

書
く

4
1
0

書
く

こ
と

レ
ポ

ー
ト

や
エ

ッ
セ

イ
B
1
★

自
分

の
職

場
で

事
故

な
ど

の
ト

ラ
ブ

ル
が

起
こ

っ
た

と
き

に
、

い
つ

、
ど

こ
で

、
何

が
起

こ
っ

た
か

な
ど

の
経

緯
を

あ
る

程
度

詳
し

く
、

順
序

立
て

て
日

報
や

報
告

書
に

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

危
険

・
事

故
・

け
が

・
損

傷
に

つ
い

て
報

告
す

る
日

報
や

報
告

書
を

書
く

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
1
1

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
2

労
災

な
ど

の
申

請
の

た
め

に
書

類
に

必
要

事
項

を
記

入
す

る
と

き
に

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
用

語
の

説
明

や
翻

訳
を

お
願

い
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

危
険

・
事

故
・

け
が

・
損

傷
に

つ
い

て
報

告
す

る
労

災
の

給
付

を
受

け
る

4
1
2

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

職
場

や
工

場
で

け
が

を
し

た
と

き
に

、
こ

の
け

が
は

労
災

に
該

当
す

る
か

ど
う

か
を

上
司

や
同

僚
に

相
談

し
、

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

危
険

・
事

故
・

け
が

・
損

傷
に

つ
い

て
報

告
す

る
労

災
の

給
付

を
受

け
る

4
1
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

労
災

の
申

請
で

会
社

の
サ

ポ
ー

ト
が

受
け

ら
れ

な
い

な
ど

の
ト

ラ
ブ

ル
が

起
き

た
と

き
、

役
所

な
ど

で
相

談
窓

口
を

紹
介

し
て

も
ら

う
た

め
の

相
談

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
4
）

職
場

の
安

全
を

確
保

す
る

危
険

・
事

故
・

け
が

・
損

傷
に

つ
い

て
報

告
す

る
労

災
の

給
付

を
受

け
る

4
1
4

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

職
場

の
連

絡
用

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
な

ど
に

外
出

先
や

戻
る

時
間

な
ど

を
簡

単
な

言
葉

で
書

き
込

む
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
報

告
・

連
絡

・
相

談
・

指
示

・
注

意
等

を
的

確
に

行
う

4
1
5

読
む

こ
と

通
信

文
を

読
む

こ
と

A
1
★

職
場

で
「

コ
ピ

ー
、

5
0
部

」
な

ど
の

指
示

が
書

か
れ

た
短

い
簡

単
な

メ
モ

を
読

ん
で

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
同

僚
・

上
司

か
ら

作
業

の
指

示
を

受
け

る

4
1
6

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

工
場

な
ど

で
実

際
に

機
械

の
操

作
手

順
を

見
せ

て
も

ら
い

な
が

ら
、

ど
ん

な
作

業
を

ど
の

く
ら

い
す

る
の

か
な

ど
の

簡
単

な
作

業
指

示
を

聞
い

て
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
同

僚
・

上
司

か
ら

作
業

の
指

示
を

受
け

る

4
1
7

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

上
司

や
同

僚
か

ら
工

場
内

で
の

ご
み

の
分

別
方

法
や

資
材

・
廃

材
置

場
が

ど
こ

か
な

ど
、

工
場

内
ル

ー
ル

に
関

す
る

説
明

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
同

僚
・

上
司

か
ら

作
業

の
指

示
を

受
け

る

4
1
8

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
2

異
動

先
（

配
属

先
）

の
部

署
で

、
同

僚
か

ら
業

務
の

細
か

い
手

順
や

注
意

す
べ

き
点

な
ど

に
つ

い
て

の
詳

し
い

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
同

僚
・

上
司

か
ら

作
業

の
指

示
を

受
け

る

4
1
9

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
1

ゆ
っ

く
り

と
は

っ
き

り
と

話
さ

れ
れ

ば
、

職
場

で
コ

ピ
ー

を
何

枚
取

る
か

な
ど

具
体

的
で

基
本

的
な

事
務

作
業

に
つ

い
て

、
ご

く
簡

単
な

指
示

を
理

解
し

て
、

適
切

な
行

動
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
指

示
を

理
解

し
て

適
切

な
行

動
を

と
る

4
2
0

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
2

パ
ソ

コ
ン

の
キ

ー
ボ

ー
ド

の
入

力
方

法
が

分
か

ら
な

い
と

き
、

分
か

ら
な

い
箇

所
を

具
体

的
に

提
示

し
な

が
ら

、
上

司
や

同
僚

に
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

質
問

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
仕

事
上

の
質

問
を

し
た

り
教

示
を

求
め

た
り

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
2
1

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

表
入

力
な

ど
の

作
業

を
指

示
さ

れ
た

と
き

、
項

目
の

分
類

基
準

な
ど

に
つ

い
て

、
同

僚
や

上
司

に
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
同

僚
・

上
司

か
ら

の
作

業
指

示
に

つ
い

て
質

問
を

す
る

4
2
2

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
2
★

新
商

品
提

案
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

た
め

、
こ

れ
ま

で
の

商
品

に
つ

い
て

ま
と

め
る

作
業

を
部

下
に

指
示

す
る

と
き

に
、

コ
ス

ト
、

売
上

、
改

良
ポ

イ
ン

ト
な

ど
の

必
要

事
項

を
伝

え
、

ど
の

よ
う

に
ま

と
め

て
ほ

し
い

か
を

明
確

に
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
部

下
に

作
業

の
指

示
を

す
る

4
2
3

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

論
拠

を
述

べ
る

こ
と

B
1

上
司

と
の

定
期

的
な

業
務

報
告

な
ど

の
場

で
、

当
初

の
見

積
り

よ
り

も
開

発
コ

ス
ト

が
か

か
り

そ
う

で
あ

る
こ

と
を

、
そ

の
理

由
を

挙
げ

て
報

告
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
仕

事
の

進
捗

状
況

を
問

題
な

ど
を

報
告

す
る

4
2
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

電
車

の
事

故
な

ど
の

予
期

し
な

い
ト

ラ
ブ

ル
に

巻
き

込
ま

れ
た

と
き

、
電

話
で

会
社

に
現

状
を

説
明

し
、

欠
勤

や
遅

刻
す

る
こ

と
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
欠

勤
・

遅
刻

・
早

退
の

連
絡

を
す

る

4
2
5

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

「
〇

月
〇

日
、

休
ん

で
も

い
い

で
す

か
」

「
〇

日
か

ら
〇

日
ま

で
休

ん
で

も
い

い
で

す
か

」
な

ど
、

休
暇

取
得

の
希

望
を

伝
え

る
た

め
に

、
短

い
簡

単
な

メ
モ

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
休

暇
を

口
頭

で
願

い
出

る

4
2
6

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

A
2

家
族

が
来

日
し

た
り

、
子

供
の

学
校

行
事

が
あ

っ
た

り
し

た
と

き
、

上
司

に
短

い
簡

単
な

理
由

を
言

っ
て

休
暇

を
願

い
出

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
休

暇
を

口
頭

で
願

い
出

る

4
2
7

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

職
場

の
休

憩
時

間
な

ど
に

、
同

僚
と

自
分

が
所

属
す

る
チ

ー
ム

の
仕

事
の

進
め

方
な

ど
に

つ
い

て
、

自
分

の
意

見
を

述
べ

た
り

他
の

人
の

意
見

を
調

整
し

た
り

し
な

が
ら

話
し

合
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
休

憩
時

等
に

適
切

な
会

話
を

す
る

4
2
8

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
2

職
場

の
休

憩
時

間
な

ど
に

、
同

僚
と

自
分

が
所

属
す

る
チ

ー
ム

の
仕

事
の

進
め

方
な

ど
に

つ
い

て
、

議
論

の
流

れ
や

そ
れ

ぞ
れ

の
意

見
の

ポ
イ

ン
ト

を
理

解
し

つ
つ

、
自

分
の

考
え

を
理

由
を

示
し

な
が

ら
述

べ
、

議
論

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
休

憩
時

等
に

適
切

な
会

話
を

す
る

4
2
9

や
り

取
り

会
話

A
1
★

昼
食

の
た

め
に

外
出

す
る

と
き

な
ど

に
、

職
場

の
人

か
ら

の
「

〇
〇

さ
ん

も
ど

う
で

す
か

？
」

な
ど

の
短

い
簡

単
な

誘
い

を
理

解
し

、
「

は
い

」
「

す
み

ま
せ

ん
」

な
ど

の
ご

く
簡

単
な

言
葉

で
返

答
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
昼

食
や

飲
み

会
に

誘
わ

れ
て

行
く

、
同

僚
を

自
宅

へ
招

く

4
3
0

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

A
2

同
僚

か
ら

の
昼

食
や

飲
み

会
の

誘
い

に
対

し
、

体
調

が
悪

い
な

ど
の

理
由

を
言

っ
て

、
断

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
昼

食
や

飲
み

会
に

誘
わ

れ
て

行
く

、
同

僚
を

自
宅

へ
招

く

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
3
1

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

A
2

上
司

と
の

個
別

面
談

な
ど

の
機

会
に

、
仕

事
内

容
に

つ
い

て
の

希
望

や
自

分
の

能
力

や
で

き
る

こ
と

を
短

い
簡

単
な

言
葉

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
仕

事
に

つ
い

て
希

望
を

伝
え

る

4
3
2

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

B
1

上
司

と
の

個
別

面
談

で
、

仕
事

内
容

に
つ

い
て

、
希

望
や

そ
の

理
由

、
希

望
す

る
仕

事
内

容
を

成
功

さ
せ

る
自

信
が

あ
る

か
な

ど
の

質
問

に
対

し
て

、
あ

る
程

度
正

確
に

答
え

た
り

、
自

己
P
R
を

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

同
僚

・
上

司
・

部
下

と
や

り
と

り
す

る
仕

事
に

つ
い

て
希

望
を

伝
え

る

4
3
3

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

離
席

中
の

同
僚

に
代

わ
り

、
社

内
の

内
線

電
話

を
受

け
た

と
き

に
、

同
僚

が
離

席
中

で
あ

る
こ

と
を

短
い

簡
単

な
言

葉
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

各
種

通
信

（
メ

モ
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
、

電
子

メ
ー

ル
）

で
や

り
と

り
す

る
電

話
で

適
切

に
対

応
す

る

4
3
4

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

離
席

の
同

僚
に

電
話

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

ら
せ

る
た

め
に

、
先

方
の

名
前

、
要

件
、

折
り

返
し

の
要

・
不

要
な

ど
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
メ

モ
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

各
種

通
信

（
メ

モ
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
、

電
子

メ
ー

ル
）

で
や

り
と

り
す

る

業
務

ご
と

に
各

種
通

信
（

メ
モ

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
電

子
メ

ー
ル

）
を

選
択

す
る

4
3
5

書
く

こ
と

通
信

B
2
★

顧
客

か
ら

の
ク

レ
ー

ム
な

ど
、

対
応

が
難

し
い

メ
ー

ル
で

も
、

相
手

の
主

張
を

正
確

に
理

解
し

、
今

後
の

対
応

に
つ

い
て

説
明

す
る

返
信

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

各
種

通
信

（
メ

モ
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
、

電
子

メ
ー

ル
）

で
や

り
と

り
す

る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
上

の
ト

ラ
ブ

ル
に

対
応

す
る

4
3
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

研
修

会
や

勉
強

会
な

ど
の

簡
単

な
お

知
ら

せ
を

読
ん

で
、

自
分

の
業

務
に

関
連

が
あ

る
か

、
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

話
題

の
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

文
書

（
発

表
、

通
知

）
に

つ
い

て
理

解
す

る
文

書
の

内
容

を
読

ん
で

理
解

す
る

4
3
7

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
1

新
商

品
開

発
の

社
内

プ
レ

ゼ
ン

な
ど

で
、

自
分

た
ち

の
業

務
に

関
す

る
発

表
を

聞
い

て
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

文
書

（
発

表
、

通
知

）
に

つ
い

て
理

解
す

る
稟

議
書

・
議

事
録

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
理

解
す

る

4
3
8

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

欠
席

し
た

会
議

の
議

事
録

な
ど

に
目

を
通

し
て

、
決

定
事

項
、

担
当

者
、

作
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

な
ど

の
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
5
）

個
別

業
務

を
遂

行
す

る

文
書

（
発

表
、

通
知

）
に

つ
い

て
理

解
す

る
稟

議
書

・
議

事
録

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
理

解
す

る

4
3
9

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

商
品

の
検

査
内

容
や

箱
詰

め
作

業
の

注
意

点
な

ど
、

こ
れ

か
ら

行
う

仕
事

内
容

の
説

明
や

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

自
身

が
関

係
す

る
業

務
に

関
す

る
情

報
提

供
を

す
る

業
務

の
内

容
を

理
解

す
る

4
4
0

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

業
務

で
よ

く
使

用
す

る
言

葉
や

専
門

用
語

の
意

味
に

つ
い

て
分

か
ら

な
い

こ
と

が
あ

る
と

き
、

同
僚

な
ど

に
分

か
ら

な
い

点
に

つ
い

て
質

問
し

、
簡

単
な

コ
メ

ン
ト

や
意

見
を

交
換

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

自
身

が
関

係
す

る
業

務
に

関
す

る
情

報
提

供
を

す
る

業
務

に
関

す
る

言
葉

や
表

現
、

専
門

用
語

を
理

解
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
4
1

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

A
2

職
場

の
定

期
的

な
会

議
で

、
自

分
の

担
当

業
務

に
関

す
る

現
状

や
今

後
の

予
定

な
ど

に
つ

い
て

、
直

接
自

分
に

向
け

ら
れ

た
短

い
簡

単
な

質
問

に
答

え
た

り
、

人
の

助
け

が
あ

れ
ば

、
自

分
の

考
え

や
賛

意
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

自
身

が
関

係
す

る
業

務
に

関
す

る
情

報
提

供
を

す
る

提
案

や
問

題
提

起
を

行
う

4
4
2

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
2

職
場

の
企

画
会

議
な

ど
で

、
新

商
品

の
開

発
な

ど
に

関
す

る
議

題
に

つ
い

て
、

出
席

者
の

活
発

な
議

論
の

要
点

を
理

解
し

、
根

拠
を

示
し

な
が

ら
、

自
分

の
立

場
や

見
解

を
正

確
に

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

自
身

が
関

係
す

る
業

務
に

関
す

る
情

報
提

供
を

す
る

提
案

や
問

題
提

起
を

行
う

J
F
2
5
5

4
4
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

取
引

先
と

ト
ラ

ブ
ル

が
起

き
て

、
自

分
で

は
解

決
で

き
な

い
と

き
、

同
僚

や
上

司
な

ど
に

電
話

し
、

ト
ラ

ブ
ル

の
内

容
を

あ
る

程
度

詳
し

く
説

明
し

、
ど

う
対

処
す

れ
ば

よ
い

か
に

つ
い

て
、

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

自
身

が
関

係
す

る
業

務
に

関
す

る
情

報
提

供
を

す
る

正
し

く
伝

え
る

4
4
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
2

会
社

な
ど

の
職

場
で

、
取

引
先

と
ト

ラ
ブ

ル
が

あ
っ

た
と

き
、

ど
の

よ
う

な
内

容
の

ト
ラ

ブ
ル

な
の

か
、

そ
れ

に
対

し
て

自
分

は
ど

の
よ

う
な

対
応

を
し

た
か

上
司

に
正

確
に

報
告

し
、

上
司

か
ら

の
質

問
に

答
え

た
り

、
今

後
の

対
応

に
つ

い
て

指
示

を
受

け
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

自
身

が
関

係
す

る
業

務
に

関
す

る
情

報
提

供
を

す
る

正
し

く
伝

え
る

J
F
3
5
3

4
4
5

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

会
議

で
報

告
す

る
た

め
に

、
ど

の
よ

う
に

報
告

す
る

か
、

必
要

な
資

料
を

ど
う

準
備

す
る

か
な

ど
の

簡
単

な
情

報
を

、
上

司
や

同
僚

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

進
捗

（
し

ん
ち

ょ
く

）
状

況
・

問
題

な
ど

を
報

告
す

る
報

告
の

仕
方

を
身

に
付

け
る

4
4
6

書
く

こ
と

通
信

B
1

勤
務

明
け

に
、

そ
の

日
の

業
務

内
容

や
連

絡
事

項
を

、
あ

る
程

度
詳

し
く

日
報

に
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

進
捗

（
し

ん
ち

ょ
く

）
状

況
・

問
題

な
ど

を
報

告
す

る
日

報
や

報
告

書
等

を
書

い
て

報
告

す
る

4
4
7

発
表

聴
衆

の
前

で
の

講
演

B
2
★

職
場

の
企

画
会

議
な

ど
で

、
新

規
事

業
の

進
捗

状
況

や
収

支
予

測
、

今
後

の
展

開
に

つ
い

て
、

複
数

の
視

点
か

ら
明

確
に

詳
し

く
説

明
し

、
参

加
者

か
ら

の
質

問
に

的
確

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

進
捗

（
し

ん
ち

ょ
く

）
状

況
・

問
題

な
ど

を
報

告
す

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
す

る

4
4
8

発
表

聴
衆

の
前

で
の

講
演

B
1

職
場

の
企

画
会

議
な

ど
で

、
あ

ら
か

じ
め

準
備

し
て

あ
れ

ば
、

自
分

で
作

成
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
報

告
書

に
つ

い
て

、
あ

る
程

度
詳

し
く

紹
介

し
、

想
定

し
た

質
問

に
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

進
捗

（
し

ん
ち

ょ
く

）
状

況
・

問
題

な
ど

を
報

告
す

る
正

し
く

伝
え

る

4
4
9

書
く

こ
と

レ
ポ

ー
ト

や
エ

ッ
セ

イ
B
2
★

自
分

が
担

当
し

て
い

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

や
検

討
課

題
な

ど
に

つ
い

て
、

分
析

と
考

察
を

含
む

明
快

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る

進
捗

（
し

ん
ち

ょ
く

）
状

況
・

問
題

な
ど

を
報

告
す

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
で

資
料

を
作

成
す

る

4
5
0

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

と
内

容
が

は
っ

き
り

し
て

い
れ

ば
、

上
司

や
同

僚
か

ら
こ

れ
か

ら
担

当
す

る
業

務
の

手
順

や
注

意
す

べ
き

点
に

つ
い

て
の

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る
指

示
さ

れ
た

業
務

を
遂

行
す

る
業

務
の

内
容

を
理

解
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
5
1

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
2

職
場

で
、

備
品

の
補

充
方

法
な

ど
に

つ
い

て
分

か
ら

な
い

と
き

、
実

際
に

や
り

方
を

見
せ

な
が

ら
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

方
法

が
合

っ
て

い
る

か
確

認
し

た
り

、
質

問
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る
指

示
さ

れ
た

業
務

を
遂

行
す

る
仕

事
の

や
り

方
を

確
認

す
る

4
5
2

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

職
場

の
定

期
的

な
会

議
な

ど
で

、
課

題
と

な
っ

た
点

を
述

べ
た

り
、

次
回

に
向

け
た

改
善

案
を

述
べ

た
り

し
て

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る
指

示
さ

れ
た

業
務

を
遂

行
す

る
作

業
の

進
め

方
等

に
つ

い
て

改
善

の
た

め
の

提
案

や
相

談
を

す
る

4
5
3

書
く

こ
と

通
信

A
2

顧
客

へ
の

対
応

に
困

っ
た

と
き

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
く

れ
た

同
僚

や
上

司
に

、
短

い
簡

単
な

文
で

お
礼

の
メ

ー
ル

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る
指

示
さ

れ
た

業
務

を
遂

行
す

る
手

助
け

に
感

謝
す

る

4
5
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

作
業

中
に

分
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
と

き
、

同
僚

や
上

司
に

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
質

問
し

た
り

、
い

く
つ

か
の

質
問

に
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
6
）

協
働

業
務

を
遂

行
す

る
指

示
さ

れ
た

業
務

を
遂

行
す

る
分

か
ら

な
い

こ
と

を
質

問
す

る

4
5
5

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

同
じ

会
社

に
勤

め
て

い
る

先
輩

に
、

誰
が

い
つ

ど
の

よ
う

に
人

事
評

価
す

る
の

か
な

ど
、

評
価

の
仕

組
み

に
つ

い
て

質
問

し
、

答
え

を
受

け
て

、
情

報
を

確
認

し
た

り
、

そ
れ

に
続

く
質

問
を

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
人

事
考

課
の

面
談

を
受

け
る

人
事

評
価

の
仕

組
み

を
理

解
す

る

4
5
6

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

人
事

考
課

面
談

の
社

内
通

知
な

ど
短

い
簡

単
な

文
を

見
て

、
日

時
や

場
所

、
注

意
事

項
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
人

事
考

課
の

面
談

を
受

け
る

面
談

方
法

を
理

解
す

る

4
5
7

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

人
事

考
課

の
面

談
で

、
業

務
に

つ
い

て
の

感
想

や
意

見
な

ど
を

述
べ

た
り

、
課

題
や

今
後

に
向

け
た

改
善

案
を

提
案

し
た

り
し

て
、

面
接

官
と

意
見

を
交

わ
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
人

事
考

課
の

面
談

を
受

け
る

業
務

・
成

果
に

つ
い

て
意

見
交

換
す

る

4
5
8

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

B
2

人
事

考
課

の
面

談
で

、
問

題
が

起
こ

っ
た

と
き

、
ど

の
よ

う
に

対
処

し
て

い
る

か
解

決
ま

で
の

過
程

や
、

今
後

取
り

組
み

た
い

課
題

な
ど

に
つ

い
て

、
主

体
的

に
話

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
人

事
考

課
の

面
談

を
受

け
る

自
ら

の
状

況
や

意
向

を
説

明
す

る

4
5
9

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

と
内

容
が

は
っ

き
り

し
て

い
れ

ば
、

業
務

へ
の

姿
勢

や
今

後
ど

の
よ

う
な

点
に

期
待

し
て

い
る

か
な

ど
、

上
司

に
よ

る
自

分
に

対
す

る
評

価
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
人

事
考

課
の

面
談

を
受

け
る

相
手

の
意

見
や

評
価

を
理

解
す

る

4
6
0

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

上
司

か
ら

の
自

分
へ

の
評

価
を

聞
い

て
、

評
価

に
至

っ
た

経
緯

に
つ

い
て

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く
1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
人

事
考

課
の

面
談

を
受

け
る

評
価

の
開

示
を

求
め

、
そ

れ
を

理
解

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
6
1

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
2
★

雇
用

契
約

を
更

新
す

る
と

き
に

、
職

務
内

容
や

給
与

な
ど

に
つ

い
て

、
面

談
者

か
ら

の
詳

し
い

説
明

を
理

解
し

、
質

問
に

答
え

た
り

、
自

分
の

事
情

な
ど

を
詳

し
く

説
明

し
な

が
ら

、
要

望
を

正
確

に
述

べ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
契

約
更

新
の

手
続

を
行

う
仕

事
の

内
容

・
能

力
・

給
与

な
ど

の
希

望
に

つ
い

て
話

し
合

う

4
6
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

有
期

雇
用

契
約

の
更

新
を

し
な

い
場

合
は

、
何

日
前

ま
で

に
通

告
が

あ
る

の
か

な
ど

、
契

約
更

新
時

の
慣

行
で

不
明

な
点

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
契

約
更

新
の

手
続

を
行

う
更

新
時

で
の

慣
行

を
理

解
し

適
切

に
対

応
す

る

4
6
3

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
2

雇
用

契
約

の
契

約
更

新
時

に
、

雇
止

め
や

不
当

な
賃

金
の

引
下

げ
な

ど
の

問
題

が
起

き
た

と
き

、
ど

の
よ

う
な

内
容

の
ト

ラ
ブ

ル
な

の
か

、
そ

れ
に

対
し

て
自

分
は

ど
の

よ
う

な
対

応
を

し
た

か
、

相
談

窓
口

の
担

当
者

に
正

確
に

説
明

し
、

担
当

者
か

ら
の

質
問

に
答

え
た

り
、

今
後

の
対

応
に

つ
い

て
指

示
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
契

約
更

新
の

手
続

を
行

う
更

新
時

の
契

約
ト

ラ
ブ

ル
に

対
処

す
る

（
新

規
）

4
6
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

契
約

を
更

新
す

る
と

き
、

担
当

者
に

契
約

書
に

書
い

て
あ

る
職

務
内

容
や

雇
用

条
件

な
ど

に
つ

い
て

不
明

な
点

を
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
契

約
更

新
の

手
続

を
行

う
不

明
を

た
だ

す

4
6
5

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

契
約

を
更

新
す

る
と

き
、

根
拠

を
説

明
し

な
が

ら
、

制
服

の
支

給
枚

数
を

増
や

し
て

ほ
し

い
な

ど
業

務
に

関
す

る
要

望
や

提
案

を
伝

え
、

交
渉

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
2

仕
事

を
す

る

（
2
7
）

勤
務

評
価

に
対

応
す

る
契

約
更

新
の

手
続

を
行

う
改

善
を

求
め

た
り

、
提

案
・

要
望

を
伝

え
る

4
6
6

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
2

会
議

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
日

時
、

内
容

な
ど

に
つ

い
て

、
上

司
に

短
い

簡
単

な
言

葉
で

確
認

し
た

り
、

指
示

を
受

け
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

ア
イ

デ
ア

や
見

解
を

効
果

的
に

発
表

す
る

発
表

の
時

期
を

理
解

す
る

4
6
7

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

社
内

会
議

な
ど

で
、

自
分

が
求

め
ら

れ
て

い
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

内
容

や
方

法
の

詳
細

な
ど

に
つ

い
て

、
上

司
や

先
輩

に
確

認
を

し
た

り
、

指
示

を
受

け
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

ア
イ

デ
ア

や
見

解
を

効
果

的
に

発
表

す
る

発
表

の
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る

4
6
8

書
く

こ
と

レ
ポ

ー
ト

や
エ

ッ
セ

イ
B
1

会
議

で
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

準
備

を
す

る
た

め
に

、
企

画
の

ア
イ

デ
ア

に
つ

い
て

、
自

分
の

意
見

を
ま

と
め

て
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

な
ど

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

ア
イ

デ
ア

や
見

解
を

効
果

的
に

発
表

す
る

ア
イ

デ
ア

や
見

解
を

ま
と

め
る

4
6
9

書
く

こ
と

レ
ポ

ー
ト

や
エ

ッ
セ

イ
B
2

自
分

の
考

え
や

意
見

を
正

確
に

表
現

し
、

複
雑

な
内

容
に

対
し

、
説

得
力

の
あ

る
見

解
を

提
示

し
た

会
議

発
表

用
の

ス
ラ

イ
ド

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

ア
イ

デ
ア

や
見

解
を

効
果

的
に

発
表

す
る

効
果

的
な

資
料

や
ス

ラ
イ

ド
を

作
成

す
る

4
7
0

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

職
場

の
定

期
的

な
会

議
で

、
新

し
い

商
品

開
発

な
ど

、
議

題
の

概
要

を
理

解
し

、
事

実
確

認
を

し
た

り
、

自
分

の
意

見
を

述
べ

た
り

し
て

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

ア
イ

デ
ア

や
見

解
を

効
果

的
に

発
表

す
る

会
議

に
出

席
し

意
見

交
換

す
る

J
F
2
6
0

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
7
1

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

社
員

研
修

や
セ

ミ
ナ

ー
の

案
内

な
ど

の
、

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
研

修
内

容
や

受
講

要
件

な
ど

、
自

分
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

就
業

上
必

要
な

ス
キ

ル
に

つ
い

て
理

解
す

る

ス
キ

ル
向

上
の

た
め

の
方

法
・

学
習

機
会

・
研

修
に

つ
い

て
理

解
す

る

4
7
2

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

同
僚

に
よ

る
文

書
の

作
成

方
法

や
フ

ァ
イ

ル
の

管
理

方
法

な
ど

の
説

明
や

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

就
業

上
必

要
な

ス
キ

ル
に

つ
い

て
理

解
す

る
ス

キ
ル

の
内

容
に

つ
い

て
理

解
す

る

4
7
3

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

操
作

方
法

や
故

障
・

不
具

合
時

の
対

応
方

法
な

ど
、

工
場

で
の

機
械

操
作

に
関

す
る

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

就
業

上
必

要
な

ス
キ

ル
に

つ
い

て
理

解
す

る
必

要
な

技
術

に
つ

い
て

理
解

す
る

4
7
4

書
く

こ
と

レ
ポ

ー
ト

や
エ

ッ
セ

イ
B
1

自
分

が
行

っ
た

業
務

な
ど

に
つ

い
て

の
報

告
や

自
己

評
価

を
、

社
内

の
自

己
評

価
表

な
ど

に
あ

る
程

度
詳

し
く

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

就
業

上
必

要
な

ス
キ

ル
に

つ
い

て
理

解
す

る
自

己
評

価
を

行
う

4
7
5

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

社
員

研
修

や
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
に

つ
い

て
、

評
判

や
受

講
方

法
な

ど
の

詳
し

い
情

報
を

、
同

僚
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

就
業

上
必

要
な

ス
キ

ル
に

つ
い

て
理

解
す

る
習

得
や

研
修

の
機

会
を

探
し

、
参

加
す

る

4
7
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

現
在

関
わ

っ
て

い
る

業
務

に
関

す
る

簡
単

な
新

聞
記

事
な

ど
を

読
ん

で
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

就
業

上
必

要
な

ス
キ

ル
に

つ
い

て
理

解
す

る
自

ら
学

習
す

る

4
7
7

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

業
務

に
時

間
が

か
か

っ
て

し
ま

う
な

ど
の

問
題

が
生

じ
た

と
き

、
他

の
同

僚
に

あ
る

程
度

詳
し

く
状

況
や

心
情

を
説

明
し

、
解

決
の

方
法

を
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
8
）

職
業

能
力

の
開

発
を

行
う

就
業

上
必

要
な

ス
キ

ル
に

つ
い

て
理

解
す

る
周

囲
の

人
に

尋
ね

る

4
7
8

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

担
当

者
に

実
際

に
コ

ピ
ー

機
や

プ
リ

ン
タ

ー
の

使
い

方
な

ど
を

見
せ

て
も

ら
い

な
が

ら
、

簡
単

な
説

明
を

聞
い

て
、

大
ま

か
に

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
9
）

事
務

機
器

等
を

利
用

す
る

事
務

機
器

を
活

用
す

る
事

務
機

器
の

種
類

と
そ

れ
ぞ

れ
の

機
能

を
理

解
す

る

4
7
9

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

コ
ピ

ー
機

や
プ

リ
ン

タ
ー

の
操

作
ガ

イ
ド

な
ど

、
事

務
機

器
の

使
用

方
法

に
関

す
る

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

使
い

方
や

注
意

事
項

な
ど

、
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
9
）

事
務

機
器

等
を

利
用

す
る

事
務

機
器

を
活

用
す

る
事

務
機

器
に

つ
い

て
使

用
方

法
を

理
解

す
る

4
8
0

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

担
当

者
に

よ
る

事
務

機
器

の
使

用
方

法
な

ど
の

説
明

や
指

示
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
9
）

事
務

機
器

等
を

利
用

す
る

事
務

機
器

を
活

用
す

る
事

務
機

器
に

つ
い

て
使

用
方

法
を

理
解

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
8
1

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1
★

コ
ピ

ー
機

や
プ

リ
ン

タ
ー

の
操

作
ガ

イ
ド

な
ど

、
事

務
機

器
の

使
用

方
法

に
関

す
る

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
9
）

事
務

機
器

等
を

利
用

す
る

事
務

機
器

を
活

用
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
理

解
す

る

4
8
2

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
2

パ
ソ

コ
ン

の
操

作
に

つ
い

て
分

か
ら

な
い

こ
と

が
あ

る
と

き
、

操
作

方
法

に
つ

い
て

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
上

司
や

同
僚

に
質

問
し

た
り

、
い

く
つ

か
の

質
問

に
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
9
）

事
務

機
器

等
を

利
用

す
る

事
務

機
器

を
活

用
す

る
適

当
な

人
に

聞
い

て
使

用
方

法
を

理
解

す
る

4
8
3

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
1

コ
ピ

ー
機

の
操

作
画

面
に

あ
る

「
部

数
」

「
用

紙
サ

イ
ズ

」
な

ど
、

事
務

機
器

の
操

作
の

中
で

よ
く

見
か

け
る

非
常

に
短

い
表

示
を

見
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
9
）

事
務

機
器

等
を

利
用

す
る

事
務

機
器

を
活

用
す

る
一

般
的

な
ツ

ー
ル

・
装

置
・

機
材

を
活

用
す

る

4
8
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
1
★

コ
ピ

ー
機

を
使

い
た

い
と

き
、

今
、

使
っ

て
も

い
い

か
、

同
僚

に
尋

ね
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
9
）

事
務

機
器

等
を

利
用

す
る

事
務

機
器

を
活

用
す

る
機

器
の

使
用

状
況

を
知

る

4
8
5

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

紙
詰

ま
り

や
ト

ナ
ー

切
れ

な
ど

、
コ

ピ
ー

機
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

が
必

要
な

と
き

、
説

明
書

の
該

当
す

る
項

目
を

読
み

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
2
9
）

事
務

機
器

等
を

利
用

す
る

事
務

機
器

を
活

用
す

る
機

材
等

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

す
る

4
8
6

や
り

取
り

会
話

A
1

職
場

の
人

と
、

「
お

は
よ

う
ご

ざ
い

ま
す

」
「

お
疲

れ
様

で
す

」
「

お
先

に
失

礼
し

ま
す

」
な

ど
の

時
間

帯
や

場
面

に
合

っ
た

基
本

的
な

あ
い

さ
つ

を
交

わ
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
あ

い
さ

つ
を

す
る

あ
い

さ
つ

の
種

類
と

目
的

を
理

解
す

る

4
8
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

お
互

い
の

国
や

地
域

の
あ

い
さ

つ
の

仕
方

の
作

法
や

慣
習

に
つ

い
て

、
職

場
の

人
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
あ

い
さ

つ
を

す
る

あ
い

さ
つ

の
文

化
的

相
違

を
理

解
す

る

4
8
8

書
く

こ
と

通
信

A
1

職
場

の
人

へ
年

賀
状

な
ど

で
、

「
昨

年
は

大
変

お
世

話
に

な
り

ま
し

た
」

「
本

年
も

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

」
な

ど
の

定
型

の
あ

い
さ

つ
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
あ

い
さ

つ
を

す
る

年
賀

状
な

ど
文

書
で

の
あ

い
さ

つ
を

す
る

4
8
9

や
り

取
り

会
話

A
2

休
憩

時
間

に
職

場
の

人
と

基
本

的
な

あ
い

さ
つ

を
し

、
自

分
の

近
況

な
ど

に
つ

い
て

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
話

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
あ

い
さ

つ
を

す
る

休
憩

時
間

中
に

職
場

の
人

と
会

話
す

る

4
9
0

読
む

こ
と

通
信

文
を

読
む

こ
と

B
1

商
談

や
打

合
せ

な
ど

の
約

束
を

キ
ャ

ン
セ

ル
す

る
連

絡
や

、
理

由
や

謝
罪

の
気

持
ち

な
ど

が
あ

る
程

度
詳

し
く

書
か

れ
た

取
引

先
か

ら
の

メ
ー

ル
を

読
ん

で
、

大
部

分
の

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
手

助
け

に
感

謝
す

る
礼

、
わ

び
、

恐
縮

な
ど

対
人

配
慮

の
言

語
習

慣
を

理
解

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

4
9
1

発
表

聴
衆

の
前

で
の

講
演

A
1
★

転
勤

や
退

職
な

ど
の

機
会

に
開

い
て

も
ら

っ
た

送
別

会
で

、
出

席
者

の
前

で
、

「
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

」
「

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
」

な
ど

簡
単

な
定

型
表

現
で

お
礼

の
あ

い
さ

つ
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
手

助
け

に
感

謝
す

る
Ｔ

Ｐ
Ｏ

に
合

っ
た

適
切

な
お

礼
の

形
式

を
理

解
す

る
J
F
5
7

4
9
2

や
り

取
り

会
話

A
1
★

職
場

で
上

司
や

同
僚

に
助

け
て

も
ら

っ
た

時
、

「
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
」

な
ど

、
ご

く
簡

単
で

短
い

お
礼

の
言

葉
を

言
う

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
手

助
け

に
感

謝
す

る
感

謝
の

時
期

と
表

現
を

理
解

す
る

4
9
3

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

手
助

け
へ

の
感

謝
を

ど
の

よ
う

に
表

現
し

た
ら

よ
い

か
な

ど
の

簡
単

な
情

報
を

、
同

僚
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
手

助
け

に
感

謝
す

る
手

助
け

へ
の

反
応

の
文

化
相

違
を

理
解

す
る

4
9
4

や
り

取
り

会
話

B
1

業
務

で
手

助
け

を
し

て
く

れ
た

同
僚

に
、

そ
の

後
ど

う
な

っ
た

か
や

助
け

て
も

ら
っ

た
喜

び
を

述
べ

た
り

し
な

が
ら

、
お

礼
の

言
葉

を
言

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
手

助
け

に
感

謝
す

る
職

場
の

人
と

仕
事

を
進

め
る

た
め

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

4
9
5

や
り

取
り

会
話

A
2

職
場

の
人

を
歓

送
迎

会
や

忘
年

・
新

年
会

な
ど

に
誘

う
た

め
に

日
時

を
伝

え
、

一
緒

に
行

く
か

ど
う

か
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

尋
ね

た
り

、
誘

い
に

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
誘

う
、

誘
わ

れ
る

誘
う

時
期

を
理

解
す

る

4
9
6

や
り

取
り

会
話

A
1

職
場

の
人

か
ら

の
誘

い
を

断
る

と
き

に
、

「
残

念
で

す
が

」
「

行
き

た
か

っ
た

で
す

」
「

ま
た

誘
っ

て
く

だ
さ

い
」

な
ど

簡
単

な
言

葉
で

断
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
誘

う
、

誘
わ

れ
る

建
前

と
本

音
の

文
化

の
相

違
を

理
解

す
る

4
9
7

や
り

取
り

会
話

B
1

懇
親

会
に

つ
い

て
、

内
容

や
楽

し
め

る
要

素
な

ど
あ

る
程

度
詳

し
い

情
報

を
添

え
て

、
同

僚
か

ら
誘

い
を

受
け

た
と

き
、

理
由

や
気

持
ち

を
交

え
て

、
誘

い
に

答
え

た
り

、
断

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
誘

う
、

誘
わ

れ
る

誘
い

を
受

け
る

・
断

る

4
9
8

や
り

取
り

会
話

B
1

職
場

の
懇

親
会

な
ど

で
初

め
て

会
っ

た
人

に
話

し
か

け
、

趣
味

や
仕

事
な

ど
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

質
問

し
た

り
、

質
問

に
あ

る
程

度
詳

し
く

答
え

た
り

し
て

、
会

話
を

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
誘

う
、

誘
わ

れ
る

職
場

の
行

事
に

参
加

し
親

睦
を

深
め

る

4
9
9

や
り

取
り

会
話

A
2

会
議

や
打

合
せ

の
後

に
、

同
僚

や
関

係
者

を
短

い
簡

単
な

言
葉

で
食

事
に

誘
う

こ
と

が
で

き
る

。
Ⅵ 働

く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
誘

う
、

誘
わ

れ
る

私
的

な
付

き
合

い
の

勧
誘

を
す

る

5
0
0

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

A
2

職
場

の
人

を
誘

う
た

め
に

、
近

所
で

行
わ

れ
る

イ
ベ

ン
ト

の
日

時
を

伝
え

、
一

緒
に

行
く

か
ど

う
か

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
尋

ね
た

り
、

誘
い

に
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅵ 働
く

1
3

仕
事

に
役

立
つ

能
力

を
高

め
る

（
3
0
）

職
場

の
人

間
関

係
を

円
滑

に
す

る
誘

う
、

誘
わ

れ
る

休
憩

時
間

に
職

場
の

人
と

交
流

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
0
1

や
り

取
り

会
話

A
1
★

近
所

の
人

や
同

僚
な

ど
と

、
「

よ
い

お
年

を
」

「
あ

け
ま

し
て

お
め

で
と

う
ご

ざ
い

ま
す

」
な

ど
の

年
末

年
始

の
基

本
的

な
あ

い
さ

つ
を

交
わ

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

時
宜

に
合

っ
た

あ
い

さ
つ

を
学

ん
で

実
行

す
る

（
年

末
年

始
の

や
り

と
り

を
す

る
）

（
修

正
）

5
0
2

や
り

取
り

会
話

A
1

結
婚

し
た

同
僚

な
ど

に
、

「
御

結
婚

お
め

で
と

う
ご

ざ
い

ま
す

」
「

お
幸

せ
に

」
な

ど
の

お
祝

い
の

言
葉

を
言

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

時
宜

に
合

っ
た

あ
い

さ
つ

を
学

ん
で

実
行

す
る

（
結

婚
の

お
祝

い
）

（
修

正
）

J
F
生

3
3
1

5
0
3

書
く

こ
と

創
作

A
1
★

モ
デ

ル
文

が
あ

れ
ば

、
「

御
結

婚
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま

す
」

「
お

幸
せ

に
な

っ
て

く
だ

さ
い

」
な

ど
、

友
人

の
結

婚
式

で
読

み
上

げ
る

短
い

お
祝

い
の

言
葉

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

時
宜

に
合

っ
た

あ
い

さ
つ

を
学

ん
で

実
行

す
る

（
結

婚
の

お
祝

い
）

（
修

正
）

J
F
7
7

5
0
4

や
り

取
り

会
話

A
1

引
っ

越
し

す
る

と
き

、
近

所
の

人
に

、
「

お
世

話
に

な
り

ま
し

た
」

「
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

」
な

ど
、

お
礼

の
言

葉
を

言
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

時
宜

に
合

っ
た

あ
い

さ
つ

を
学

ん
で

実
行

す
る

（
引

越
し

の
あ

い
さ

つ
）

（
修

正
）

J
F
生

1
6
4

5
0
5

や
り

取
り

会
話

A
1

新
し

い
と

こ
ろ

に
引

っ
越

し
し

た
と

き
な

ど
に

、
近

所
の

人
に

、
「

こ
れ

か
ら

お
世

話
に

な
り

ま
す

」
「

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

」
な

ど
、

基
本

的
な

あ
い

さ
つ

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

時
宜

に
合

っ
た

あ
い

さ
つ

を
学

ん
で

実
行

す
る

（
引

越
し

の
あ

い
さ

つ
）

（
修

正
）

J
F
生

1
6
3

5
0
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

病
院

の
受

付
で

、
ス

タ
ッ

フ
や

看
護

師
に

、
お

見
舞

い
を

す
る

相
手

が
何

階
の

何
号

室
に

い
る

か
尋

ね
、

ゆ
っ

く
り

と
は

っ
き

り
と

話
さ

れ
れ

ば
、

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

時
宜

に
合

っ
た

あ
い

さ
つ

を
学

ん
で

実
行

す
る

（
見

舞
い

に
行

く
）

（
修

正
）

J
F
生

1
1
9

5
0
7

や
り

取
り

会
話

A
1

入
院

し
て

い
る

知
人

の
病

室
か

ら
帰

る
際

に
、

「
そ

ろ
そ

ろ
失

礼
し

ま
す

」
な

ど
と

退
出

す
る

旨
を

伝
え

た
り

、
「

ど
う

ぞ
お

大
事

に
」

と
快

復
を

祈
る

言
葉

を
言

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

時
宜

に
合

っ
た

あ
い

さ
つ

を
学

ん
で

実
行

す
る

（
見

舞
い

に
行

く
）

（
修

正
）

5
0
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

病
院

の
受

付
で

、
お

見
舞

い
に

来
た

こ
と

を
伝

え
、

見
舞

い
の

可
否

や
病

室
の

場
所

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

時
宜

に
合

っ
た

あ
い

さ
つ

を
学

ん
で

実
行

す
る

（
見

舞
い

に
行

く
）

（
修

正
）

5
0
9

や
り

取
り

会
話

A
2

病
室

で
、

入
院

し
て

い
る

友
人

と
、

調
子

は
ど

う
か

、
具

合
は

よ
く

な
っ

た
か

な
ど

に
つ

い
て

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
話

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

時
宜

に
合

っ
た

あ
い

さ
つ

を
学

ん
で

実
行

す
る

（
見

舞
い

に
行

く
）

（
修

正
）

J
F
生

2
1
1

5
1
0

や
り

取
り

会
話

A
1

友
人

や
近

所
の

人
と

、
時

間
帯

に
合

っ
た

基
本

的
な

あ
い

さ
つ

を
交

わ
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

相
手

に
合

わ
せ

た
あ

い
さ

つ
を

す
る

J
F
2
2
0

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
1
1

や
り

取
り

会
話

A
1

友
人

や
近

所
の

人
と

、
そ

の
日

の
天

気
や

気
候

に
つ

い
て

、
「

い
い

天
気

で
す

ね
」

「
暑

い
で

す
ね

」
な

ど
の

基
本

的
な

あ
い

さ
つ

を
交

わ
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

相
手

に
合

わ
せ

た
あ

い
さ

つ
を

す
る

J
F
2
2
1

5
1
2

や
り

取
り

会
話

A
1

初
め

て
会

っ
た

人
に

、
名

前
、

出
身

、
仕

事
な

ど
を

尋
ね

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

人
間

関
係

の
き

っ
か

け
を

作
る

あ
い

さ
つ

を
す

る

5
1
3

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

最
近

の
地

域
の

ニ
ュ

ー
ス

や
イ

ベ
ン

ト
な

ど
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

、
近

所
の

人
や

友
人

と
簡

単
な

コ
メ

ン
ト

や
意

見
を

交
換

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

世
間

話
を

す
る

5
1
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

今
住

ん
で

い
る

家
に

つ
い

て
、

住
み

心
地

や
周

り
の

環
境

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
友

人
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

世
間

話
を

す
る

5
1
5

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

友
人

と
食

事
を

し
て

い
る

と
き

、
自

宅
で

は
ど

の
よ

う
な

も
の

を
食

べ
て

い
る

か
、

ど
こ

で
食

材
を

買
っ

て
い

る
か

な
ど

、
食

生
活

に
つ

い
て

の
詳

し
い

情
報

を
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

世
間

話
を

す
る

5
1
6

や
り

取
り

会
話

A
2

友
人

の
家

で
、

友
人

の
家

族
な

ど
と

基
本

的
な

あ
い

さ
つ

を
し

、
自

分
の

近
況

な
ど

に
つ

い
て

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
話

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
あ

い
さ

つ
を

す
る

家
族

や
友

人
と

会
話

を
す

る
J
F
2
0
3

5
1
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

名
刺

を
作

成
す

る
と

き
、

業
者

に
名

刺
に

記
載

す
る

氏
名

や
住

所
、

所
属

な
ど

の
内

容
に

つ
い

て
簡

単
な

言
葉

で
依

頼
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
自

己
紹

介
を

す
る

名
刺

を
用

意
す

る

5
1
8

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

名
刺

の
作

成
を

注
文

し
、

完
成

し
た

名
刺

を
読

ん
で

、
氏

名
や

住
所

、
所

属
な

ど
の

記
載

内
容

に
違

い
が

な
い

か
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
自

己
紹

介
を

す
る

名
刺

を
用

意
す

る

5
1
9

や
り

取
り

会
話

A
2

取
引

先
の

会
社

な
ど

を
訪

問
し

た
と

き
、

「
い

つ
も

お
世

話
に

な
っ

て
お

り
ま

す
」

「
初

め
て

お
目

に
か

か
り

ま
す

」
な

ど
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

丁
寧

な
あ

い
さ

つ
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
自

己
紹

介
を

す
る

仕
事

上
の

公
的

な
自

己
紹

介
を

す
る

5
2
0

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
1

自
治

会
・

町
内

会
な

ど
の

場
で

自
己

紹
介

す
る

と
き

、
日

本
で

の
生

活
で

驚
い

た
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
、

そ
の

と
き

の
気

持
ち

も
交

え
て

、
あ

る
程

度
詳

し
く

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
自

己
紹

介
を

す
る

印
象

的
な

自
己

紹
介

を
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
2
1

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
A
1

家
族

や
ペ

ッ
ト

の
写

真
を

見
せ

な
が

ら
、

誰
の

写
真

か
、

場
所

は
ど

こ
か

な
ど

、
友

人
に

紹
介

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
自

己
紹

介
を

す
る

私
的

な
場

面
で

自
己

紹
介

を
す

る
J
F
2
1

5
2
2

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
A
2

初
め

て
会

っ
た

人
の

前
で

自
己

紹
介

す
る

と
き

、
日

本
に

来
る

こ
と

に
な

っ
た

き
っ

か
け

や
、

ど
の

く
ら

い
日

本
に

い
る

か
な

ど
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
自

己
紹

介
を

す
る

私
的

な
場

面
で

自
己

紹
介

を
す

る

5
2
3

や
り

取
り

会
話

B
2

自
治

会
・

町
内

会
な

ど
の

集
ま

り
で

簡
単

な
自

己
紹

介
を

し
た

後
で

、
日

本
で

の
生

活
、

就
労

、
日

本
語

学
習

な
ど

、
様

々
な

話
題

に
つ

い
て

の
質

問
に

、
苦

労
話

や
抱

負
を

交
え

て
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
自

己
紹

介
を

す
る

自
己

紹
介

時
の

質
問

に
答

え
る

5
2
4

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

近
隣

住
民

と
の

日
本

語
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
誤

解
な

ど
が

生
じ

た
と

き
、

友
人

に
あ

る
程

度
詳

し
く

状
況

や
心

情
を

説
明

し
、

解
決

策
を

聞
い

た
り

、
意

見
を

交
換

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

社
会

に
お

け
る

つ
き

あ
い

方
を

理
解

す
る

（
修

正
）

5
2
5

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

国
際

交
流

イ
ベ

ン
ト

な
ど

で
自

国
の

文
化

な
ど

を
紹

介
す

る
発

表
を

行
う

た
め

に
、

友
人

に
敬

語
の

確
認

を
依

頼
し

、
間

違
っ

て
い

る
箇

所
と

そ
の

理
由

に
つ

い
て

の
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

敬
語

の
使

い
方

を
知

る

5
2
6

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

友
人

に
、

フ
ォ

ー
マ

ル
な

場
（

冠
婚

葬
祭

、
面

接
な

ど
）

に
参

加
す

る
と

き
、

着
て

い
く

も
の

や
気

を
付

け
る

こ
と

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

簡
単

な
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

マ
ナ

ー
を

知
る

J
F
生

2
2
7

5
2
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

友
人

に
、

知
り

合
い

の
結

婚
や

出
産

な
ど

の
お

祝
い

に
、

ど
ん

な
も

の
、

い
く

ら
ぐ

ら
い

の
も

の
を

贈
っ

た
ら

い
い

か
質

問
し

、
簡

単
な

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

人
に

尋
ね

て
知

る
J
F
生

2
2
6

5
2
8

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

A
2

友
人

と
、

数
字

を
数

え
る

と
き

の
指

の
折

り
方

や
お

じ
ぎ

の
仕

方
な

ど
、

日
本

で
の

身
ぶ

り
や

し
ぐ

さ
に

つ
い

て
疑

問
に

思
っ

た
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

コ
メ

ン
ト

や
質

問
を

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

身
ぶ

り
、

し
ぐ

さ
を

知
る

5
2
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

お
中

元
や

お
歳

暮
な

ど
贈

物
の

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
書

か
れ

た
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

贈
る

時
期

や
よ

く
あ

る
贈

物
、

包
装

の
仕

方
な

ど
、

贈
物

を
送

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

贈
答

の
習

慣
を

知
る

5
3
0

発
表

聴
衆

の
前

で
の

講
演

A
1

友
人

に
プ

レ
ゼ

ン
ト

や
お

土
産

を
あ

げ
る

と
き

、
「

ど
う

ぞ
」

「
つ

ま
ら

な
い

も
の

で
す

が
」

な
ど

の
短

い
簡

単
な

定
型

表
現

を
言

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

物
を

あ
げ

る
／

も
ら

う

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
3
1

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

冠
婚

葬
祭

な
ど

の
マ

ナ
ー

に
関

す
る

本
や

雑
誌

の
中

の
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
適

切
な

振
る

舞
い

方
や

服
装

な
ど

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

冠
婚

葬
祭

の
習

慣
を

知
る

5
3
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

友
人

の
結

婚
や

転
職

な
ど

の
最

近
の

ニ
ュ

ー
ス

を
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

他
の

友
人

に
伝

え
た

り
、

質
問

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

世
間

話
を

す
る

J
F
5
5
4

5
3
3

や
り

取
り

会
話

A
2

友
人

や
近

所
の

人
に

あ
い

さ
つ

を
す

る
と

き
、

そ
の

日
の

気
温

や
天

気
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

世
間

話
を

す
る

J
F
4
9
2

5
3
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

結
婚

式
や

葬
式

な
ど

の
習

慣
や

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

友
人

に
質

問
し

、
写

真
を

見
せ

て
も

ら
い

な
が

ら
簡

単
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

分
か

ら
な

い
と

き
、

疑
問

に
思

っ
た

と
き

信
頼

で
き

る
相

手
に

質
問

す
る

5
3
5

や
り

取
り

会
話

A
1

友
人

が
家

に
来

た
り

、
友

人
の

家
に

行
っ

た
り

し
た

と
き

、
「

い
ら

っ
し

ゃ
い

」
「

お
じ

ゃ
ま

し
ま

す
」

な
ど

の
基

本
的

な
あ

い
さ

つ
を

交
わ

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

訪
問

者
に

対
応

し
接

客
す

る
J
F
生

1
3
4

5
3
6

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

知
り

合
い

の
お

見
舞

い
に

行
く

と
き

に
、

ど
ん

な
も

の
を

持
っ

て
行

っ
た

ら
い

い
か

、
持

っ
て

行
っ

て
は

い
け

な
い

も
の

な
ど

を
友

人
に

質
問

し
、

簡
単

な
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

お
見

舞
い

を
す

る

5
3
7

や
り

取
り

会
話

B
1

出
産

し
た

友
人

を
見

舞
っ

た
と

き
、

子
供

の
将

来
や

子
育

て
の

喜
び

な
ど

に
つ

い
て

、
簡

単
な

質
問

や
コ

メ
ン

ト
を

し
な

が
ら

、
お

祝
い

の
言

葉
を

言
う

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

お
見

舞
い

を
す

る
J
F
1
9
8

5
3
8

書
く

こ
と

通
信

A
1
★

友
人

へ
の

年
賀

状
や

誕
生

日
カ

ー
ド

に
、

「
あ

け
ま

し
て

お
め

で
と

う
ご

ざ
い

ま
す

」
「

お
誕

生
日

お
め

で
と

う
ご

ざ
い

ま
す

」
な

ど
、

定
型

の
簡

単
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
1
）

●
人

と
付

き
合

う
マ

ナ
ー

を
理

解
し

、
マ

ナ
ー

に
の

っ
と

っ
て

行
動

す
る

年
賀

状
を

出
す

J
F
4
4
6

5
3
9

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

お
互

い
の

国
や

地
方

の
文

化
や

習
慣

に
つ

い
て

、
あ

い
さ

つ
の

仕
方

や
食

事
の

作
法

な
ど

の
簡

単
な

情
報

を
、

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

文
化

の
相

違
と

は
何

か
に

つ
い

て
理

解
す

る
J
F
3
8
4

5
4
0

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

友
人

と
お

互
い

の
異

文
化

体
験

に
つ

い
て

原
因

や
背

景
な

ど
を

話
し

た
り

、
意

見
を

交
換

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

異
文

化
に

お
け

る
考

え
方

や
表

現
の

仕
方

の
違

い
を

理
解

す
る

J
F
2
4
6

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
4
1

発
表

聴
衆

の
前

で
の

講
演

B
1

国
際

交
流

の
イ

ベ
ン

ト
な

ど
で

、
あ

ら
か

じ
め

準
備

し
て

あ
れ

ば
、

自
分

の
国

や
町

の
様

子
、

人
々

の
暮

ら
し

や
考

え
方

な
ど

に
つ

い
て

、
ま

と
ま

り
の

あ
る

簡
単

な
発

表
を

し
、

想
定

し
た

質
問

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

自
分

の
文

化
を

説
明

す
る

5
4
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

衣
料

品
売

場
の

店
員

に
、

子
供

の
入

学
式

な
ど

の
行

事
に

ふ
さ

わ
し

い
服

装
や

そ
の

理
由

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

異
文

化
へ

の
対

応
を

図
る

（
修

正
）

5
4
3

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

B
2

日
本

の
地

域
社

会
に

お
け

る
多

文
化

共
生

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

、
新

聞
社

の
記

者
か

ら
取

材
を

受
け

た
際

、
地

域
に

住
む

外
国

人
住

民
と

し
て

の
立

場
か

ら
、

自
ら

の
体

験
か

ら
得

た
解

釈
を

交
え

て
自

身
の

意
見

を
正

確
に

詳
し

く
伝

え
、

主
体

的
に

話
を

展
開

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

異
文

化
へ

の
対

応
を

図
る

（
修

正
）

5
4
4

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

A
2

友
人

と
、

お
互

い
の

異
文

化
体

験
な

ど
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

コ
メ

ン
ト

や
質

問
を

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

自
分

や
周

囲
の

人
の

体
験

か
ら

理
解

す
る

J
F
2
5
4

5
4
5

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

正
月

な
ど

の
特

別
な

休
暇

に
つ

い
て

、
何

を
す

る
か

、
何

を
食

べ
る

か
な

ど
の

簡
単

な
情

報
を

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

習
慣

や
作

法
な

ど
を

学
ぶ

（
修

正
）

5
4
6

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

本
の

中
の

、
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

大
切

な
こ

と
な

ど
、

異
文

化
を

理
解

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

本
や

資
料

を
読

ん
で

知
る

5
4
7

発
表

聴
衆

の
前

で
の

講
演

A
2
★

国
際

交
流

の
イ

ベ
ン

ト
な

ど
で

、
メ

モ
を

時
々

見
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

自
分

の
国

や
町

の
様

子
な

ど
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
ス

ピ
ー

チ
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

気
持

ち
を

伝
え

る

5
4
8

発
表

聴
衆

の
前

で
の

講
演

B
1

弁
論

大
会

な
ど

で
、

あ
ら

か
じ

め
準

備
し

て
あ

れ
ば

、
異

文
化

体
験

の
出

来
事

や
感

想
な

ど
を

含
ん

だ
ま

と
ま

り
の

あ
る

簡
単

な
ス

ピ
ー

チ
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

気
持

ち
を

伝
え

る
J
F
5
1

5
4
9

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
ホ

ス
ト

フ
ァ

ミ
リ

ー
か

ら
日

本
の

家
で

の
ス

リ
ッ

パ
の

使
い

分
け

方
な

ど
、

生
活

に
関

す
る

説
明

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

説
明

を
受

け
る

J
F
9
9

5
5
0

や
り

取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
こ

と

B
1

自
治

会
・

町
内

会
の

役
員

な
ど

に
、

そ
の

地
域

特
有

の
ル

ー
ル

や
し

き
た

り
な

ど
、

知
り

た
い

こ
と

に
つ

い
て

準
備

し
た

質
問

を
し

、
答

え
を

受
け

て
、

情
報

を
確

認
し

た
り

、
そ

れ
に

続
く

質
問

を
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
摩

擦
に

つ
い

て
理

解
す

る
人

に
尋

ね
て

知
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
5
1

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

様
々

な
文

化
を

持
つ

人
が

参
加

す
る

異
文

化
理

解
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
、

異
文

化
に

お
け

る
習

慣
の

違
い

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
困

っ
た

こ
と

な
ど

に
つ

い
て

、
あ

る
程

度
詳

し
い

情
報

を
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
摩

擦
に

つ
い

て
理

解
す

る
自

分
や

周
囲

の
人

の
体

験
か

ら
理

解
す

る

5
5
2

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

国
際

結
婚

や
カ

ル
チ

ャ
ー

シ
ョ

ッ
ク

な
ど

、
異

文
化

に
関

す
る

悩
み

相
談

と
、

そ
れ

に
対

す
る

助
言

が
書

か
れ

た
簡

単
な

記
事

な
ど

を
読

ん
で

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
摩

擦
に

つ
い

て
理

解
す

る
本

や
資

料
を

読
ん

で
知

る

5
5
3

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

日
本

で
生

活
す

る
様

々
な

国
や

地
域

出
身

の
人

々
が

驚
い

た
こ

と
や

困
っ

た
こ

と
な

ど
、

カ
ル

チ
ャ

ー
シ

ョ
ッ

ク
や

異
文

化
摩

擦
に

関
す

る
経

験
や

考
え

が
書

か
れ

た
短

い
簡

単
な

ブ
ロ

グ
な

ど
を

読
ん

で
、

い
く

つ
か

の
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
摩

擦
に

つ
い

て
理

解
す

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
る

5
5
4

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
2
★

日
本

で
生

活
す

る
上

で
、

人
々

の
考

え
方

や
習

慣
な

ど
で

疑
問

に
思

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

あ
る

異
文

化
摩

擦
に

関
す

る
論

説
文

な
ど

を
読

ん
で

、
筆

者
の

立
場

・
主

張
と

そ
の

論
拠

な
ど

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
摩

擦
に

つ
い

て
理

解
す

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
る

5
5
5

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

近
所

の
人

や
同

僚
な

ど
と

、
生

活
習

慣
や

文
化

な
ど

の
違

い
が

原
因

で
関

係
が

う
ま

く
い

か
な

い
な

ど
の

問
題

が
生

じ
た

と
き

、
友

人
に

あ
る

程
度

詳
し

く
状

況
や

心
情

を
説

明
し

、
解

決
の

方
法

を
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
摩

擦
に

つ
い

て
理

解
す

る
困

難
点

の
解

決
方

法
を

見
つ

け
る

5
5
6

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
1
★

発
音

と
内

容
が

は
っ

き
り

し
て

い
れ

ば
、

ど
こ

で
ど

ん
な

出
来

事
が

あ
っ

た
か

、
ど

ん
な

対
応

を
し

て
何

を
考

え
た

か
な

ど
、

異
文

化
体

験
に

関
す

る
ス

ピ
ー

チ
を

聞
い

て
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
摩

擦
に

つ
い

て
理

解
す

る
説

明
を

受
け

る

5
5
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

学
習

者
同

士
で

、
お

互
い

の
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
見

せ
合

い
な

が
ら

、
日

本
で

の
異

文
化

体
験

や
日

本
と

自
分

の
国

の
文

化
の

違
い

な
ど

に
つ

い
て

、
簡

単
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
摩

擦
に

つ
い

て
理

解
す

る
分

か
ら

な
い

こ
と

を
質

問
す

る

5
5
8

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

多
文

化
共

生
に

つ
い

て
考

え
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
で

、
他

の
人

の
意

見
を

理
解

し
、

事
実

確
認

を
し

た
り

、
自

身
の

体
験

談
や

そ
の

時
の

解
決

策
を

簡
単

に
紹

介
し

た
り

し
て

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
摩

擦
に

つ
い

て
理

解
す

る
話

し
合

っ
て

解
決

す
る

5
5
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

地
域

の
国

際
交

流
協

会
な

ど
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
短

い
簡

単
な

お
知

ら
せ

を
見

て
、

親
子

で
参

加
で

き
る

国
際

交
流

イ
ベ

ン
ト

や
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
会

な
ど

に
参

加
す

る
た

め
の

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

異
文

化
摩

擦
に

つ
い

て
理

解
す

る
多

文
化

教
育

等
を

受
け

る
方

法
を

理
解

す
る

5
6
0

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

日
本

語
教

室
の

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

な
ど

に
、

お
互

い
の

国
の

あ
い

さ
つ

の
言

い
方

や
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
の

意
味

に
つ

い
て

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
尋

ね
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

多
様

な
あ

い
さ

つ
（

お
じ

ぎ
、

握
手

、
ハ

グ
、

キ
ス

等
）

に
対

応
す

る

多
様

な
あ

い
さ

つ
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
6
1

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

お
互

い
の

国
の

あ
い

さ
つ

の
仕

方
に

つ
い

て
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

や
し

て
は

い
け

な
い

こ
と

な
ど

の
簡

単
な

情
報

を
、

友
人

に
質

問
し

た
り

、
説

明
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅶ 人
と

か
か

わ
る

1
4

他
者

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

（
3
2
）

異
文

化
を

理
解

す
る

多
様

な
あ

い
さ

つ
（

お
じ

ぎ
、

握
手

、
ハ

グ
、

キ
ス

等
）

に
対

応
す

る

相
手

の
あ

い
さ

つ
形

式
を

理
解

す
る

5
6
2

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

役
所

が
発

信
し

て
い

る
生

活
情

報
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
に

関
す

る
簡

単
な

記
事

を
読

ん
で

、
制

度
の

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

手
続

（
転

入
・

転
出

等
）

を
す

る
制

度
の

概
要

を
知

る

5
6
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

引
っ

越
し

な
ど

で
住

所
が

変
わ

っ
た

と
き

、
役

所
の

窓
口

で
担

当
者

に
、

転
出

や
転

入
、

転
校

の
届

出
や

手
続

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

手
続

（
転

入
・

転
出

等
）

を
す

る
移

動
時

に
行

う
諸

届
け

の
内

容
を

理
解

す
る

5
6
4

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

引
っ

越
し

の
手

続
な

ど
で

役
所

に
行

っ
た

と
き

、
看

板
や

案
内

板
な

ど
の

短
い

簡
単

な
言

葉
を

見
て

、
何

階
の

ど
の

窓
口

に
行

け
ば

い
い

か
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

手
続

（
転

入
・

転
出

等
）

を
す

る
役

所
窓

口
の

説
明

や
掲

示
物

を
理

解
す

る

5
6
5

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

見
本

を
見

な
が

ら
で

あ
れ

ば
、

役
所

の
窓

口
な

ど
で

、
住

民
異

動
届

に
名

前
、

住
所

、
連

絡
先

な
ど

を
書

い
た

り
、

転
入

や
転

出
な

ど
、

適
切

な
異

動
理

由
を

選
択

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

手
続

（
転

入
・

転
出

等
）

を
す

る
書

類
に

記
入

す
る

5
6
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

役
所

の
受

付
で

、
用

事
の

あ
る

窓
口

の
場

所
を

尋
ね

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

手
続

（
転

入
・

転
出

等
）

を
す

る
役

所
の

受
付

で
各

種
手

続
の

場
所

を
尋

ね
る

5
6
7

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

婚
姻

届
や

出
生

届
な

ど
役

所
に

提
出

す
る

書
類

に
、

住
所

、
氏

名
、

生
年

月
日

、
本

籍
（

国
籍

）
、

職
業

な
ど

、
自

分
や

家
族

の
基

本
的

な
情

報
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

手
続

（
転

入
・

転
出

等
）

を
す

る
婚

姻
届

・
出

生
届

を
出

す

5
6
8

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

役
所

が
発

信
し

て
い

る
外

国
人

向
け

の
生

活
情

報
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
短

い
簡

単
な

案
内

を
見

て
、

婚
姻

届
や

出
生

届
の

窓
口

の
受

付
時

間
や

届
出

に
必

要
な

持
ち

物
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

手
続

（
転

入
・

転
出

等
）

を
す

る
婚

姻
届

・
出

生
届

を
出

す

5
6
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

役
所

の
窓

口
で

、
印

鑑
登

録
証

明
書

を
発

行
し

て
も

ら
う

た
め

に
、

登
録

に
必

要
な

手
続

や
申

請
書

の
書

き
方

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

手
続

（
転

入
・

転
出

等
）

を
す

る
印

鑑
登

録
証

明
書

を
も

ら
う

5
7
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

役
所

の
窓

口
で

担
当

者
に

、
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

の
使

い
道

や
便

利
な

点
、

申
請

方
法

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

手
続

（
転

入
・

転
出

等
）

を
す

る
質

問
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号



69 

  

生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
7
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

役
所

の
税

務
課

で
、

軽
自

動
車

税
や

住
民

税
な

ど
の

税
金

の
納

付
金

額
や

納
付

期
限

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

税
金

（
所

得
税

、
住

民
税

等
）

を
支

払
う

諸
税

の
種

類
、

内
容

に
つ

い
て

理
解

す
る

5
7
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

地
域

な
ど

で
発

行
し

て
い

る
、

生
活

情
報

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
税

金
に

つ
い

て
の

あ
る

程
度

長
い

説
明

に
目

を
通

し
て

、
軽

自
動

車
税

や
住

民
税

な
ど

を
支

払
う

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

税
金

（
所

得
税

、
住

民
税

等
）

を
支

払
う

税
金

の
種

類
と

目
的

に
つ

い
て

理
解

す
る

5
7
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

役
所

の
窓

口
な

ど
で

担
当

者
に

、
自

分
の

事
情

に
あ

っ
た

節
税

方
法

に
つ

い
て

質
問

し
、

扶
養

控
除

や
医

療
費

控
除

な
ど

利
用

で
き

る
控

除
制

度
に

つ
い

て
の

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

税
金

（
所

得
税

、
住

民
税

等
）

を
支

払
う

節
税

に
つ

い
て

理
解

す
る

5
7
4

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

住
民

税
決

定
通

知
書

な
ど

の
短

い
簡

単
な

通
知

を
読

ん
で

、
納

税
金

額
、

納
税

期
限

、
納

税
方

法
な

ど
、

い
く

つ
か

の
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

税
金

（
所

得
税

、
住

民
税

等
）

を
支

払
う

所
得

税
、

住
民

税
の

支
払

い
通

知
を

理
解

す
る

5
7
5

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
2

役
所

の
窓

口
な

ど
で

、
担

当
者

か
ら

所
得

税
や

住
民

税
の

税
率

や
基

礎
控

除
額

な
ど

税
金

を
支

払
う

際
に

注
意

す
べ

き
点

に
つ

い
て

の
説

明
や

指
示

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

税
金

（
所

得
税

、
住

民
税

等
）

を
支

払
う

役
所

窓
口

の
説

明
や

掲
示

物
を

理
解

す
る

5
7
6

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

税
金

の
納

付
書

を
見

て
、

納
付

場
所

や
、

納
付

方
法

（
現

金
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

払
い

、
口

座
振

替
な

ど
）

が
あ

る
の

か
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

税
金

（
所

得
税

、
住

民
税

等
）

を
支

払
う

支
払

い
方

法
を

確
認

す
る

5
7
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

役
所

の
窓

口
で

担
当

者
に

、
税

金
は

ど
こ

で
支

払
え

る
の

か
、

現
金

払
い

や
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
払

い
、

口
座

振
替

な
ど

ど
の

よ
う

な
方

法
が

あ
る

の
か

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

税
金

（
所

得
税

、
住

民
税

等
）

を
支

払
う

支
払

い
方

法
を

確
認

す
る

5
7
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

役
所

の
窓

口
で

担
当

者
に

、
住

民
税

決
定

通
知

書
な

ど
に

つ
い

て
分

か
ら

な
い

こ
と

を
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

税
金

（
所

得
税

、
住

民
税

等
）

を
支

払
う

税
金

に
つ

い
て

理
解

す
る

5
7
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

飲
食

店
な

ど
の

店
員

に
、

店
内

で
の

飲
食

と
持

ち
帰

り
（

テ
イ

ク
ア

ウ
ト

）
で

は
消

費
税

が
違

う
か

ど
う

か
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

税
金

（
所

得
税

、
住

民
税

等
）

を
支

払
う

消
費

税
に

つ
い

て
聞

く

5
8
0

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

役
所

で
、

住
民

税
の

口
座

振
替

依
頼

書
に

、
口

座
番

号
、

名
前

、
連

絡
先

な
ど

、
自

分
の

基
本

的
な

情
報

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

各
種

税
金

（
所

得
税

、
住

民
税

等
）

を
支

払
う

払
い

込
み

や
銀

行
引

き
落

と
し

で
納

入
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
8
1

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
2

専
門

用
語

の
意

味
を

確
認

す
る

た
め

に
辞

書
を

使
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

国
税

庁
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

な
ど

を
見

て
、

申
告

書
の

作
成

方
法

や
申

請
方

法
な

ど
の

手
順

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
3
）

●
住

民
と

し
て

の
手

続
を

す
る

確
定

申
告

・
還

付
申

告
を

行
う

申
告

書
の

説
明

を
読

む

5
8
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

市
報

の
特

集
記

事
と

し
て

掲
載

さ
れ

て
い

る
環

境
保

護
に

つ
い

て
な

ど
の

、
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

地
域

の
資

源
ご

み
の

回
収

方
法

な
ど

、
リ

サ
イ

ク
ル

を
実

践
す

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

ご
み

出
し

（
ご

み
の

分
け

方
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

資
源

再
活

用
に

つ
い

て
理

解
す

る

5
8
3

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
1

住
ん

で
い

る
地

域
や

マ
ン

シ
ョ

ン
の

ご
み

収
集

所
で

、
近

所
の

人
に

実
際

に
ご

み
を

見
せ

な
が

ら
、

何
曜

日
に

捨
て

る
こ

と
が

で
き

る
か

尋
ね

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
簡

潔
に

話
さ

れ
れ

ば
、

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

ご
み

出
し

（
ご

み
の

分
け

方
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

居
住

地
域

の
ご

み
出

し
に

つ
い

て
地

域
の

公
的

機
関

で
発

行
し

て
い

る
生

活
情

報
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

で
確

認
し

理
解

す
る

J
F
3
8
7

5
8
4

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

ご
み

収
集

所
の

短
い

簡
単

な
掲

示
を

見
て

、
捨

て
た

い
ご

み
は

何
曜

日
に

捨
て

ら
れ

る
か

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

ご
み

出
し

（
ご

み
の

分
け

方
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

居
住

地
域

の
ご

み
出

し
に

つ
い

て
地

域
の

公
的

機
関

で
発

行
し

て
い

る
生

活
情

報
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

で
確

認
し

理
解

す
る

5
8
5

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

ご
み

の
捨

て
方

や
分

類
に

つ
い

て
、

近
所

の
人

に
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

ご
み

出
し

（
ご

み
の

分
け

方
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

居
住

地
域

の
ご

み
出

し
に

つ
い

て
地

域
の

公
的

機
関

で
発

行
し

て
い

る
生

活
情

報
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

で
確

認
し

理
解

す
る

5
8
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

地
域

な
ど

で
配

布
さ

れ
る

ご
み

の
分

け
方

や
出

し
方

に
つ

い
て

書
か

れ
た

イ
ラ

ス
ト

付
き

ち
ら

し
の

短
い

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

内
容

を
だ

い
た

い
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

ご
み

出
し

（
ご

み
の

分
け

方
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

ご
み

の
分

け
方

出
し

方
の

ち
ら

し
を

読
む

5
8
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

地
域

な
ど

で
発

行
し

て
い

る
、

生
活

情
報

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

の
、

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
ご

み
の

分
け

方
や

出
し

方
や

粗
大

ご
み

の
処

分
方

法
な

ど
、

ご
み

出
し

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

ご
み

出
し

（
ご

み
の

分
け

方
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

広
報

誌
で

知
る

5
8
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

粗
大

ご
み

の
回

収
業

者
に

電
話

で
、

名
前

や
電

話
番

号
、

日
時

、
粗

大
ご

み
の

種
類

や
メ

ー
カ

ー
な

ど
を

伝
え

て
依

頼
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

ご
み

出
し

（
ご

み
の

分
け

方
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

粗
大

ご
み

回
収

の
予

約
を

す
る

5
8
9

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

近
所

の
人

と
ご

み
の

出
し

方
な

ど
の

問
題

が
生

じ
た

と
き

、
自

分
の

ご
み

の
出

し
方

に
つ

い
て

あ
る

程
度

詳
し

く
状

況
を

説
明

し
、

苦
情

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

ご
み

出
し

（
ご

み
の

分
け

方
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

ク
レ

ー
ム

（
苦

情
）

に
対

応
す

る

5
9
0

や
り

取
り

会
話

A
1
★

ご
み

の
出

し
方

を
間

違
え

て
注

意
さ

れ
た

と
き

、
「

す
み

ま
せ

ん
」

な
ど

の
謝

り
の

言
葉

を
言

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

ご
み

出
し

（
ご

み
の

分
け

方
）

に
つ

い
て

理
解

す
る

ご
み

の
出

し
方

を
間

違
え

た
こ

と
を

謝
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

5
9
1

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

マ
ン

シ
ョ

ン
の

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

内
な

ど
に

掲
示

さ
れ

て
い

る
簡

単
な

お
知

ら
せ

を
読

ん
で

、
マ

ン
シ

ョ
ン

で
の

生
活

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

公
共

マ
ナ

ー
（

ポ
イ

捨
て

禁
止

、
歩

き
た

ば
こ

禁
止

等
）

を
理

解
す

る

重
要

な
マ

ナ
ー

の
内

容
や

マ
ナ

ー
意

識
に

つ
い

て
理

解
す

る

5
9
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

美
術

館
や

博
物

館
で

、
カ

メ
ラ

を
見

せ
な

が
ら

、
写

真
を

撮
っ

て
も

い
い

か
ど

う
か

尋
ね

、
ゆ

っ
く

り
と

は
っ

き
り

と
話

さ
れ

れ
ば

、
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

公
共

マ
ナ

ー
（

ポ
イ

捨
て

禁
止

、
歩

き
た

ば
こ

禁
止

等
）

を
理

解
す

る

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
人

に
相

談
す

る

5
9
3

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

職
場

の
壁

や
ド

ア
に

掲
示

さ
れ

た
指

示
や

規
則

な
ど

の
短

い
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
禁

止
事

項
や

注
意

事
項

な
ど

、
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

公
共

マ
ナ

ー
（

ポ
イ

捨
て

禁
止

、
歩

き
た

ば
こ

禁
止

等
）

を
理

解
す

る

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
人

に
相

談
す

る

5
9
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

ご
み

の
捨

て
方

や
喫

煙
で

き
る

場
所

な
ど

地
域

で
の

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

近
所

の
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

公
共

マ
ナ

ー
（

ポ
イ

捨
て

禁
止

、
歩

き
た

ば
こ

禁
止

等
）

を
理

解
す

る

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
人

に
相

談
す

る

5
9
5

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

駅
や

電
車

内
に

掲
示

し
て

あ
る

マ
ナ

ー
に

関
す

る
ポ

ス
タ

ー
な

ど
の

短
い

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

整
列

乗
車

や
車

内
マ

ナ
ー

な
ど

、
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

公
共

マ
ナ

ー
（

ポ
イ

捨
て

禁
止

、
歩

き
た

ば
こ

禁
止

等
）

を
理

解
す

る
ポ

ス
タ

ー
を

読
む

5
9
6

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

近
所

の
人

と
騒

音
や

空
ス

ペ
ー

ス
へ

の
駐

車
な

ど
で

、
ト

ラ
ブ

ル
が

生
じ

た
と

き
、

他
の

近
所

の
人

に
あ

る
程

度
詳

し
く

状
況

や
心

情
を

説
明

し
、

解
決

の
方

法
を

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

公
共

マ
ナ

ー
（

ポ
イ

捨
て

禁
止

、
歩

き
た

ば
こ

禁
止

等
）

を
理

解
す

る
苦

情
に

対
応

す
る

5
9
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

ご
み

収
集

場
所

で
家

電
製

品
な

ど
の

投
棄

物
を

見
つ

け
た

と
き

、
役

所
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

ど
ん

な
罰

則
が

あ
る

か
、

ど
こ

に
相

談
し

た
ら

よ
い

か
な

ど
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る

公
共

マ
ナ

ー
（

ポ
イ

捨
て

禁
止

、
歩

き
た

ば
こ

禁
止

等
）

を
理

解
す

る

罰
則

に
つ

い
て

理
解

し
対

応
す

る

5
9
8

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

新
し

く
ペ

ッ
ト

を
飼

う
た

め
に

、
ど

の
よ

う
な

手
続

を
す

る
の

か
、

登
録

に
は

ど
れ

く
ら

い
お

金
が

か
か

る
か

な
ど

の
簡

単
な

情
報

を
、

そ
の

ペ
ッ

ト
を

飼
っ

た
こ

と
が

あ
る

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）
犬

や
猫

の
登

録
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
（

新
規

）

5
9
9

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

役
所

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

の
犬

の
登

録
制

度
な

ど
、

登
録

や
狂

犬
病

予
防

接
種

の
手

続
に

関
す

る
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）
犬

や
猫

の
登

録
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
（

新
規

）

6
0
0

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

必
要

に
応

じ
て

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

ペ
ッ

ト
の

犬
の

登
録

申
請

書
な

ど
に

、
飼

い
主

の
氏

名
や

住
所

、
ペ

ッ
ト

の
毛

色
な

ど
の

基
本

的
な

情
報

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）
役

所
に

届
け

出
を

す
る

（
新

規
）

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
0
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

ペ
ッ

ト
の

犬
の

登
録

手
続

を
す

る
と

き
、

役
所

に
電

話
し

、
担

当
者

に
手

続
の

手
順

や
必

要
書

類
、

手
数

料
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）
役

所
に

届
け

出
を

す
る

（
新

規
）

6
0
2

読
む

こ
と

通
信

文
を

読
む

こ
と

A
2

短
い

簡
単

な
文

で
書

か
れ

た
役

所
か

ら
の

狂
犬

病
ワ

ク
チ

ン
接

種
の

お
知

ら
せ

を
読

ん
で

、
内

容
を

大
ま

か
に

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）

狂
犬

病
ワ

ク
チ

ン
等

定
期

接
種

を
行

う
（

保
健

所
か

ら
の

連
絡

を
理

解
す

る
。

ワ
ク

チ
ン

接
種

会
場

、
日

時
に

ペ
ッ

ト
を

連
れ

て
行

く
）

（
新

規
）

6
0
3

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
B
1

必
要

に
応

じ
て

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

動
物

病
院

で
、

混
合

ワ
ク

チ
ン

を
接

種
す

る
た

め
の

問
診

票
の

質
問

を
だ

い
た

い
理

解
し

、
答

え
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）

狂
犬

病
ワ

ク
チ

ン
等

定
期

接
種

を
行

う
（

保
健

所
か

ら
の

連
絡

を
理

解
す

る
。

ワ
ク

チ
ン

接
種

会
場

、
日

時
に

ペ
ッ

ト
を

連
れ

て
行

く
）

（
新

規
）

6
0
4

や
り

取
り

会
話

A
1

散
歩

中
、

ペ
ッ

ト
を

連
れ

て
い

る
友

人
や

近
所

の
人

に
会

っ
た

と
き

、
ペ

ッ
ト

の
名

前
を

尋
ね

た
り

、
「

か
わ

い
い

」
な

ど
の

簡
単

な
言

葉
で

ほ
め

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）
ペ

ッ
ト

に
関

す
る

文
化

的
差

異
を

理
解

す
る

（
新

規
）

J
F
2
2
4

6
0
5

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

新
し

く
ペ

ッ
ト

を
飼

う
た

め
に

、
毎

日
ど

の
よ

う
な

世
話

を
す

る
の

か
、

１
か

月
に

ど
れ

く
ら

い
お

金
が

か
か

る
か

な
ど

の
簡

単
な

情
報

を
、

そ
の

ペ
ッ

ト
を

飼
っ

た
こ

と
が

あ
る

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）
ペ

ッ
ト

に
関

す
る

文
化

的
差

異
を

理
解

す
る

（
新

規
）

6
0
6

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

ペ
ッ

ト
の

入
手

方
法

、
し

つ
け

や
マ

ナ
ー

な
ど

に
つ

い
て

、
お

互
い

の
国

の
事

情
を

、
短

い
簡

単
な

言
葉

で
友

人
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）
ペ

ッ
ト

に
関

す
る

文
化

的
差

異
を

理
解

す
る

（
新

規
）

6
0
7

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

公
園

で
、

ペ
ッ

ト
の

散
歩

中
の

マ
ナ

ー
に

関
す

る
張

り
紙

な
ど

の
短

い
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
禁

止
や

注
意

事
項

な
ど

、
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）
ペ

ッ
ト

に
関

す
る

文
化

的
差

異
を

理
解

す
る

（
新

規
）

6
0
8

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

隣
の

住
人

と
ペ

ッ
ト

の
鳴

き
声

や
匂

い
な

ど
に

関
す

る
問

題
が

生
じ

た
と

き
、

大
家

や
管

理
人

な
ど

に
あ

る
程

度
詳

し
く

状
況

や
心

情
を

説
明

し
、

解
決

の
方

法
を

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
5

地
域

・
社

会
の

ル
ー

ル
・

マ
ナ

ー
を

守
る

（
3
4
）

●
住

民
と

し
て

の
マ

ナ
ー

を
守

る
ペ

ッ
ト

を
飼

育
す

る
（

新
規

）
ペ

ッ
ト

に
関

す
る

文
化

的
差

異
を

理
解

す
る

（
新

規
）

6
0
9

聞
く

こ
と

聴
衆

の
一

人
と

し
て

生
で

聞
く

こ
と

B
1

発
音

と
内

容
が

は
っ

き
り

し
て

い
れ

ば
、

役
員

か
ら

自
治

会
・

町
内

会
の

活
動

内
容

に
関

す
る

簡
単

な
説

明
を

聞
い

て
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
一

般
の

地
域

で
自

治
会

活
動

と
は

何
か

を
学

ん
で

お
く

6
1
0

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1
★

自
治

会
・

町
内

会
の

年
間

行
事

や
役

割
分

担
な

ど
、

活
動

の
概

要
を

理
解

し
、

分
か

ら
な

い
点

に
つ

い
て

質
問

を
し

た
り

、
自

分
の

意
見

を
述

べ
た

り
し

て
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
自

治
会

の
仕

組
み

を
理

解
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
1
1

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
A
1
★

自
治

会
・

町
内

会
や

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
な

ど
で

、
初

め
て

会
う

人
た

ち
の

前
で

自
己

紹
介

す
る

と
き

、
自

分
の

名
前

、
出

身
地

な
ど

を
ご

く
簡

単
な

言
葉

で
言

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
地

域
住

民
に

つ
い

て
理

解
す

る

6
1
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

自
治

会
・

町
内

会
の

集
ま

り
や

地
域

で
の

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

、
当

日
の

集
合

場
所

や
時

間
な

ど
の

簡
単

な
情

報
を

、
近

所
の

人
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
居

住
地

の
自

治
会

に
つ

い
て

隣
人

に
尋

ね
る

6
1
3

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

会
報

や
回

覧
板

を
き

っ
か

け
に

、
住

ん
で

い
る

地
域

の
自

治
会

・
町

内
会

に
つ

い
て

、
ど

ん
な

活
動

を
し

て
い

る
か

、
ど

う
し

た
ら

会
員

に
な

れ
る

か
な

ど
、

近
所

の
人

に
短

い
簡

単
な

言
葉

で
質

問
を

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
自

治
会

の
会

員
に

な
る

6
1
4

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

分
か

ら
な

い
点

に
つ

い
て

近
所

の
人

に
質

問
で

き
れ

ば
、

地
域

清
掃

や
運

動
会

な
ど

自
治

会
・

町
内

会
行

事
の

申
込

書
に

、
名

前
や

住
所

な
ど

、
自

分
や

家
族

の
個

人
的

な
情

報
を

記
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る

参
加

申
込

み
を

す
る

（
具

体
的

な
行

事
と

し
て

地
域

清
掃

、
子

供
会

活
動

、
地

域
の

祭
り

、
運

動
会

な
ど

）

6
1
5

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
2
★

地
域

の
祭

り
な

ど
の

イ
ベ

ン
ト

の
手

伝
い

を
す

る
と

き
、

作
業

の
担

当
や

進
め

方
に

つ
い

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

確
認

し
た

り
、

指
示

を
受

け
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
行

事
に

参
加

す
る

J
F
生

1
0
8

6
1
6

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

自
治

会
・

町
内

会
や

マ
ン

シ
ョ

ン
の

住
民

の
集

ま
り

な
ど

で
、

イ
ベ

ン
ト

の
相

談
な

ど
、

議
題

の
概

要
を

理
解

し
、

事
実

確
認

を
し

た
り

、
自

分
の

意
見

を
述

べ
た

り
し

て
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
行

事
に

参
加

す
る

6
1
7

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
2

自
治

会
・

町
内

会
や

マ
ン

シ
ョ

ン
の

住
民

の
集

ま
り

な
ど

で
、

大
型

ス
ー

パ
ー

建
設

に
関

す
る

議
題

に
つ

い
て

、
出

席
者

の
活

発
な

議
論

の
要

点
を

理
解

し
、

根
拠

を
示

し
な

が
ら

自
分

の
立

場
や

見
解

を
正

確
に

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
行

事
に

参
加

す
る

6
1
8

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
2
★

地
域

の
国

際
交

流
イ

ベ
ン

ト
実

行
委

員
会

の
委

員
と

し
て

、
ど

の
よ

う
な

議
題

に
つ

い
て

話
し

合
い

、
ど

の
よ

う
な

結
論

に
達

し
た

か
、

ど
の

よ
う

な
点

が
保

留
に

な
っ

て
い

る
か

な
ど

の
詳

細
な

情
報

を
、

欠
席

し
た

委
員

に
正

確
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
行

事
に

参
加

す
る

J
F
3
5
7

6
1
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

地
域

の
回

覧
板

や
掲

示
板

な
ど

の
、

行
事

や
お

知
ら

せ
に

つ
い

て
の

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
何

を
行

う
の

か
、

自
分

は
参

加
が

必
要

か
ど

う
か

な
ど

、
行

事
や

お
知

ら
せ

の
内

容
を

理
解

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
回

覧
板

・
掲

示
板

を
読

む

6
2
0

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

地
域

の
回

覧
板

や
掲

示
板

で
の

告
知

内
容

に
つ

い
て

、
自

分
は

行
事

や
会

合
に

参
加

す
る

必
要

が
あ

る
か

ど
う

か
、

何
を

す
べ

き
な

の
か

な
ど

詳
し

い
情

報
を

近
所

の
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
回

覧
板

の
内

容
に

つ
い

て
聞

く

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
2
1

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
1

実
際

に
地

域
の

掲
示

板
な

ど
に

貼
っ

て
あ

る
お

知
ら

せ
を

見
な

が
ら

、
近

所
の

人
に

、
地

域
の

お
祭

り
が

い
つ

、
ど

こ
で

あ
る

か
尋

ね
、

ゆ
っ

く
り

と
は

っ
き

り
と

簡
潔

に
話

さ
れ

れ
ば

、
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
日

程
や

場
所

な
ど

を
把

握
す

る

6
2
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

地
域

の
日

本
語

教
室

や
国

際
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

な
ど

に
つ

い
て

、
日

時
や

参
加

費
、

内
容

な
ど

の
簡

単
な

情
報

を
、

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
日

本
語

教
室

や
国

際
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
す

る

6
2
3

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

地
域

の
日

本
語

教
室

や
国

際
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

の
広

報
用

ポ
ス

タ
ー

を
日

本
語

で
作

成
す

る
た

め
に

、
知

り
合

い
に

、
ポ

ス
タ

ー
の

テ
ー

マ
や

内
容

な
ど

を
説

明
し

て
、

日
本

語
の

チ
ェ

ッ
ク

を
頼

む
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
日

本
語

教
室

や
国

際
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
す

る

6
2
4

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
2

地
域

の
日

本
語

教
室

や
国

際
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

の
た

め
の

ポ
ス

タ
ー

案
を

検
討

し
て

い
る

と
き

、
デ

ザ
イ

ン
や

レ
イ

ア
ウ

ト
な

ど
に

つ
い

て
比

較
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

利
点

や
受

け
手

に
と

っ
て

の
印

象
な

ど
を

は
っ

き
り

と
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
日

本
語

教
室

や
国

際
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
す

る

6
2
5

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

地
域

の
子

供
会

の
行

事
に

関
す

る
短

い
簡

単
な

お
知

ら
せ

を
見

て
、

日
時

や
場

所
、

内
容

、
参

加
費

、
持

ち
物

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る

訃
報

、
断

水
、

停
電

、
道

路
工

事
、

清
掃

、
子

供
会

の
行

事
等

の
お

知
ら

せ
を

読
む

6
2
6

や
り

取
り

会
話

B
1
★

自
治

会
・

町
内

会
の

行
事

な
ど

で
初

め
て

会
っ

た
人

に
話

し
か

け
、

地
域

の
ニ

ュ
ー

ス
や

出
来

事
な

ど
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

質
問

し
た

り
、

あ
る

程
度

詳
し

く
答

え
た

り
し

て
、

会
話

を
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

6
2
7

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

自
分

の
国

や
地

域
の

料
理

を
ふ

る
ま

う
な

ど
の

国
際

交
流

イ
ベ

ン
ト

の
担

当
者

に
、

使
用

で
き

る
場

所
や

道
具

、
予

算
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

自
治

会
行

事
に

参
加

・
協

力
す

る
質

問
す

る

6
2
8

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
2

専
門

用
語

の
意

味
を

確
認

す
る

た
め

に
辞

書
を

使
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

地
方

参
政

権
や

外
国

人
参

政
権

に
つ

い
て

一
般

向
け

に
解

説
し

た
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
な

ど
を

読
ん

で
、

日
本

に
お

け
る

外
国

人
参

政
権

に
つ

い
て

の
議

論
や

現
状

な
ど

、
重

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
6

地
域

社
会

に
参

加
す

る

（
3
5
）

●
地

域
社

会
に

参
加

す
る

地
方

参
政

権
、

選
挙

等
に

つ
い

て
理

解
す

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
る

6
2
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

児
童

手
当

や
医

療
費

助
成

な
ど

に
つ

い
て

書
か

れ
た

役
所

の
広

報
誌

な
ど

の
、

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
自

分
が

受
け

ら
れ

る
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

や
条

件
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
6
）

福
祉

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

手
当

（
育

児
手

当
、

扶
養

手
当

等
）

を
申

請
す

る
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

に
つ

い
て

理
解

す
る

6
3
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

役
所

の
窓

口
で

担
当

者
に

、
自

分
が

受
け

ら
れ

る
児

童
手

当
や

医
療

費
助

成
な

ど
の

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
支

給
条

件
や

申
請

の
方

法
な

ど
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
6
）

福
祉

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

手
当

（
育

児
手

当
、

扶
養

手
当

等
）

を
申

請
す

る

職
種

、
事

業
所

ご
と

に
ど

の
よ

う
な

各
種

手
当

て
が

あ
る

か
理

解
し

て
お

く

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号



75 

  

生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
3
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

役
所

の
窓

口
で

担
当

者
に

、
出

産
や

育
児

に
関

し
て

ど
ん

な
手

当
や

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

か
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
6
）

福
祉

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

手
当

（
育

児
手

当
、

扶
養

手
当

等
）

を
申

請
す

る
該

当
サ

ー
ビ

ス
を

確
認

す
る

6
3
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

介
護

認
定

な
ど

の
申

請
や

手
続

を
し

た
い

と
き

、
役

所
の

担
当

課
に

連
絡

し
、

介
護

が
必

要
な

状
況

で
あ

る
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
、

簡
単

に
説

明
し

、
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
6
）

福
祉

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

手
当

（
育

児
手

当
、

扶
養

手
当

等
）

を
申

請
す

る
介

護
認

定
の

申
請

を
し

必
要

な
手

続
を

と
る

6
3
3

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
2

専
門

用
語

の
意

味
を

確
認

す
る

た
め

に
辞

書
を

使
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
申

請
の

ガ
イ

ド
や

説
明

書
を

読
ん

で
、

手
続

の
手

順
や

申
請

書
類

の
書

き
方

、
準

備
す

る
も

の
な

ど
、

重
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
6
）

福
祉

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

手
当

（
育

児
手

当
、

扶
養

手
当

等
）

を
申

請
す

る
書

類
を

作
成

す
る

6
3
4

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

役
所

で
、

児
童

扶
養

手
当

認
定

な
ど

の
請

求
書

に
氏

名
、

住
所

、
生

年
月

日
な

ど
、

自
分

や
家

族
の

基
本

的
な

情
報

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
6
）

福
祉

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

手
当

（
育

児
手

当
、

扶
養

手
当

等
）

を
申

請
す

る
必

要
書

類
に

記
入

し
て

提
出

す
る

6
3
5

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
2

項
目

の
意

味
が

分
か

ら
な

い
と

き
に

窓
口

の
職

員
に

聞
く

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

児
童

扶
養

手
当

認
定

な
ど

の
申

請
書

類
に

、
自

分
や

家
族

の
状

況
な

ど
を

短
い

簡
単

な
文

で
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
6
）

福
祉

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

手
当

（
育

児
手

当
、

扶
養

手
当

等
）

を
申

請
す

る
児

童
手

当
の

申
請

書
に

記
入

す
る

6
3
6

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
2

専
門

用
語

の
意

味
を

確
認

す
る

た
め

に
辞

書
を

使
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

雇
用

契
約

書
や

労
働

条
件

通
知

書
な

ど
を

読
ん

で
、

福
利

厚
生

や
手

当
の

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
6
）

福
祉

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

各
種

手
当

（
育

児
手

当
、

扶
養

手
当

等
）

を
申

請
す

る

自
ら

勤
務

す
る

事
業

所
の

各
種

手
当

て
に

つ
い

て
雇

用
契

約
時

に
確

認
す

る

6
3
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

地
域

に
あ

る
福

祉
の

相
談

窓
口

で
担

当
者

に
、

事
情

や
希

望
を

あ
る

程
度

詳
し

く
説

明
し

、
子

育
て

や
介

護
、

病
気

や
障

害
な

ど
に

関
す

る
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

や
変

更
を

依
頼

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
6
）

福
祉

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

福
祉

サ
ー

ビ
ス

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

相
談

窓
口

な
ど

の
支

援
を

利
用

す
る

支
援

を
依

頼
す

る
（

修
正

）

6
3
8

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

社
会

保
険

に
つ

い
て

説
明

し
た

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
社

会
保

険
の

種
類

や
制

度
の

仕
組

み
な

ど
の

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
7
）

社
会

保
険

を
利

用
す

る

国
民

健
康

保
険

・
国

民
年

金
等

に
加

入
す

る
社

会
保

険
の

シ
ス

テ
ム

を
理

解
す

る

6
3
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

国
民

健
康

保
険

や
国

民
年

金
に

加
入

す
る

た
め

に
、

役
所

の
窓

口
な

ど
で

、
手

続
の

方
法

や
必

要
な

書
類

、
保

険
料

の
支

払
方

法
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
7
）

社
会

保
険

を
利

用
す

る

国
民

健
康

保
険

・
国

民
年

金
等

に
加

入
す

る
加

入
方

法
に

つ
い

て
適

当
な

人
に

相
談

す
る

6
4
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

役
所

の
子

供
家

庭
支

援
課

な
ど

で
、

担
当

者
に

、
自

分
の

状
況

に
つ

い
て

簡
単

に
説

明
し

、
ど

ん
な

助
成

金
や

手
当

が
も

ら
え

る
か

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
7
）

社
会

保
険

を
利

用
す

る

各
種

助
成

金
を

申
請

す
る

・
受

給
す

る
（

修
正

）
申

請
・

受
給

の
可

能
性

を
打

診
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
4
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

児
童

手
当

や
医

療
費

助
成

な
ど

を
申

請
し

た
書

類
に

不
備

が
あ

り
戻

っ
て

き
た

と
き

に
、

役
所

の
担

当
者

に
、

再
申

請
や

そ
の

後
の

流
れ

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
7
）

社
会

保
険

を
利

用
す

る

各
種

助
成

金
を

申
請

す
る

・
受

給
す

る
（

修
正

）
申

請
時

の
ト

ラ
ブ

ル
処

理
を

行
う

6
4
2

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

医
療

費
助

成
制

度
に

つ
い

て
書

か
れ

た
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
種

類
、

利
用

限
度

額
、

申
請

方
法

な
ど

の
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
7
）

社
会

保
険

を
利

用
す

る

医
療

費
助

成
を

請
求

す
る

（
修

正
）

助
成

金
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
（

修
正

）

6
4
3

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
2

専
門

用
語

の
意

味
を

確
認

す
る

た
め

に
辞

書
を

使
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

高
額

療
養

費
や

難
病

医
療

費
な

ど
、

医
療

費
の

負
担

を
軽

く
す

る
制

度
に

関
す

る
説

明
を

読
ん

で
、

受
給

要
件

や
申

請
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅷ 社
会

の
一

員
と

な
る

1
7

社
会

制
度

を
利

用
す

る

（
3
7
）

社
会

保
険

を
利

用
す

る

医
療

費
助

成
を

請
求

す
る

（
修

正
）

医
療

費
助

成
制

度
を

理
解

す
る

（
修

正
）

6
4
4

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

希
望

す
る

仕
事

に
就

く
た

め
に

、
ど

の
よ

う
な

知
識

や
技

能
、

資
格

が
必

要
か

な
ど

に
つ

い
て

、
友

人
に

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
8

人
生

設
計

を
す

る
（

3
8
）

生
活

設
計

を
す

る
目

標
を

設
定

す
る

話
し

合
う

6
4
5

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
A
2

将
来

の
夢

や
目

標
、

そ
の

た
め

に
計

画
し

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
、

友
人

な
ど

に
短

い
簡

単
な

言
葉

で
話

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
8

人
生

設
計

を
す

る
（

3
8
）

生
活

設
計

を
す

る
目

標
を

設
定

す
る

長
期

目
標

や
計

画
を

考
え

る

6
4
6

書
く

こ
と

創
作

B
1

自
分

の
夢

や
目

標
に

つ
い

て
、

そ
れ

を
達

成
す

る
た

め
の

方
法

や
計

画
を

、
あ

る
程

度
詳

し
く

S
N
S
な

ど
に

書
き

込
む

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
8

人
生

設
計

を
す

る
（

3
8
）

生
活

設
計

を
す

る
目

標
を

設
定

す
る

ま
と

め
る

6
4
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

上
の

資
格

と
職

業
に

関
す

る
あ

る
程

度
長

い
説

明
に

目
を

通
し

て
、

自
分

が
や

り
た

い
仕

事
に

は
ど

の
よ

う
な

資
格

が
必

要
か

、
平

均
給

与
は

ど
の

く
ら

い
か

な
ど

、
そ

の
仕

事
が

自
分

が
希

望
す

る
待

遇
と

合
っ

て
い

る
か

を
知

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
8

人
生

設
計

を
す

る
（

3
8
）

生
活

設
計

を
す

る
各

種
資

格
等

に
関

す
る

情
報

を
収

集
し

、
理

解
す

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
る

6
4
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
窓

口
の

担
当

者
に

、
働

き
た

い
職

種
を

伝
え

、
そ

の
た

め
に

必
要

な
資

格
は

何
か

、
そ

の
資

格
を

取
得

す
る

に
は

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

い
い

か
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
8

人
生

設
計

を
す

る
（

3
8
）

生
活

設
計

を
す

る
各

種
資

格
等

に
関

す
る

情
報

を
収

集
し

、
理

解
す

る
人

に
尋

ね
て

知
る

6
4
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

取
得

し
た

い
資

格
の

受
験

に
関

す
る

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
試

験
の

申
込

み
方

法
や

受
験

に
関

す
る

注
意

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
8

人
生

設
計

を
す

る
（

3
8
）

生
活

設
計

を
す

る
各

種
資

格
等

に
関

す
る

情
報

を
収

集
し

、
理

解
す

る
本

や
資

料
を

読
ん

で
知

る

6
5
0

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

社
会

人
向

け
の

資
格

ス
ク

ー
ル

に
つ

い
て

、
評

判
や

受
講

方
法

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
、

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
8

人
生

設
計

を
す

る
（

3
8
）

生
活

設
計

を
す

る
各

種
資

格
等

に
関

す
る

情
報

を
収

集
し

、
理

解
す

る

カ
ル

チ
ャ

ー
ス

ク
ー

ル
や

職
業

訓
練

校
な

ど
学

習
の

た
め

の
機

会
や

場
所

を
探

す

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
5
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

地
域

の
日

本
語

教
室

に
参

加
す

る
た

め
に

、
国

際
交

流
協

会
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

な
ど

に
電

話
を

し
て

、
担

当
者

に
教

室
の

活
動

内
容

や
参

加
の

条
件

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
3
9
）

学
習

す
る

学
習

機
会

を
利

用
す

る
制

度
、

機
会

、
施

設
等

の
情

報
を

調
べ

る
（

修
正

）

6
5
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

地
域

の
い

く
つ

か
の

日
本

語
教

室
を

紹
介

す
る

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

な
ど

の
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
や

違
い

な
ど

、
自

分
に

合
っ

た
日

本
語

教
室

を
選

ぶ
た

め
に

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
3
9
）

学
習

す
る

学
習

機
会

を
利

用
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

で
情

報
収

集
す

る

6
5
3

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

日
本

語
を

勉
強

し
て

い
る

友
人

に
、

日
本

語
の

勉
強

方
法

に
つ

い
て

、
や

っ
て

み
て

よ
か

っ
た

方
法

や
参

考
に

な
る

教
材

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
、

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
3
9
）

学
習

す
る

学
習

機
会

を
利

用
す

る
自

ら
に

必
要

な
学

習
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る

6
5
4

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

日
本

語
教

室
の

担
当

者
な

ど
が

ゆ
っ

く
り

は
っ

き
り

と
話

し
て

く
れ

れ
ば

、
電

話
で

参
加

し
た

い
教

室
名

、
名

前
、

住
所

、
教

室
を

知
っ

た
方

法
な

ど
の

簡
単

な
質

問
に

対
し

て
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
3
9
）

学
習

す
る

学
習

機
会

を
利

用
す

る
役

所
や

関
係

団
体

に
申

し
込

む

6
5
5

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1
★

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

、
国

際
交

流
イ

ベ
ン

ト
な

ど
を

予
約

す
る

と
き

、
氏

名
、

年
齢

、
住

所
、

電
話

番
号

、
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

な
ど

の
情

報
を

入
力

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
3
9
）

学
習

す
る

学
習

機
会

を
利

用
す

る
申

込
み

用
紙

に
記

入
す

る

6
5
6

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

地
域

の
日

本
語

教
室

な
ど

の
学

習
相

談
で

、
自

分
の

日
本

語
能

力
の

問
題

点
や

課
題

に
つ

い
て

、
現

状
や

原
因

を
あ

る
程

度
詳

し
く

説
明

し
、

効
果

的
な

学
習

方
法

に
つ

い
て

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
3
9
）

学
習

す
る

学
習

機
会

を
利

用
す

る
学

習
方

法
に

つ
い

て
適

当
な

人
に

質
問

す
る

6
5
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

地
域

の
日

本
語

教
室

に
見

学
に

行
っ

た
と

き
、

担
当

者
に

、
ク

ラ
ス

の
種

類
や

学
習

内
容

、
授

業
の

進
め

方
、

宿
題

や
テ

ス
ト

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
3
9
）

学
習

す
る

学
習

機
会

を
利

用
す

る
質

問
す

る

6
5
8

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

取
得

し
た

い
日

本
語

能
力

に
関

す
る

資
格

に
つ

い
て

書
か

れ
た

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

な
ど

の
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
試

験
の

内
容

や
資

格
の

難
易

度
、

取
得

に
必

要
な

学
習

時
間

な
ど

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
3
9
）

学
習

す
る

各
種

資
格

を
取

得
す

る
資

格
の

種
類

や
制

度
の

情
報

を
調

べ
る

6
5
9

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

取
得

し
た

い
日

本
語

能
力

に
関

す
る

資
格

を
持

っ
て

い
る

先
輩

や
友

人
に

、
ど

の
よ

う
な

勉
強

を
し

た
か

や
、

実
際

の
試

験
の

内
容

や
様

子
、

感
想

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
3
9
）

学
習

す
る

各
種

資
格

を
取

得
す

る
質

問
す

る

6
6
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

通
っ

て
い

る
日

本
語

教
室

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
な

ど
に

、
自

身
の

状
況

に
つ

い
て

簡
単

に
説

明
し

、
今

後
の

学
習

方
法

に
つ

い
て

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
0
）

学
習

を
管

理
す

る
学

習
目

標
を

設
定

す
る

学
習

に
充

て
る

物
理

的
・

精
神

的
条

件
な

ど
を

勘
案

し
目

標
を

調
整

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
6
1

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
A
2

日
本

語
の

学
習

目
標

は
何

か
、

な
ぜ

そ
の

よ
う

な
目

標
を

定
め

た
の

か
に

つ
い

て
、

日
本

語
教

室
の

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

や
先

生
に

短
い

簡
単

な
言

葉
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
0
）

学
習

を
管

理
す

る
学

習
目

標
を

設
定

す
る

ま
と

め
る

6
6
2

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

地
域

の
日

本
語

教
室

の
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
と

、
学

習
目

標
の

設
定

や
目

標
達

成
へ

の
取

組
み

な
ど

に
つ

い
て

、
自

分
の

考
え

を
話

し
た

り
、

相
手

の
話

に
対

し
て

、
簡

単
な

コ
メ

ン
ト

や
意

見
を

述
べ

た
り

し
て

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
0
）

学
習

を
管

理
す

る
学

習
の

自
己

管
理

を
す

る
目

標
と

そ
れ

を
達

成
す

る
た

め
の

方
法

・
手

段
に

つ
い

て
考

え
る

6
6
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

計
画

通
り

に
日

本
語

の
学

習
が

進
ま

な
い

と
き

、
日

本
語

教
室

の
教

師
や

支
援

者
な

ど
に

、
学

習
の

進
捗

や
不

調
に

つ
い

て
簡

単
に

説
明

し
、

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
0
）

学
習

を
管

理
す

る
学

習
の

自
己

管
理

を
す

る
学

習
計

画
を

調
整

す
る

（
修

正
）

6
6
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

一
緒

に
受

け
て

い
た

授
業

で
あ

れ
ば

、
ノ

ー
ト

の
ま

と
め

方
な

ど
に

つ
い

て
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
や

教
師

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
0
）

学
習

を
管

理
す

る
学

習
の

自
己

管
理

を
す

る
フ

ァ
イ

ル
や

ノ
ー

ト
な

ど
を

活
用

す
る

6
6
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

本
屋

の
店

員
に

ど
の

よ
う

な
日

本
語

の
教

材
が

あ
る

か
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

辞
書

や
教

材
を

利
用

す
る

学
習

に
必

要
な

辞
書

や
教

材
に

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

か
情

報
を

収
集

す
る

6
6
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

本
屋

な
ど

で
店

員
に

、
日

本
語

学
習

の
際

に
使

う
辞

書
や

教
科

書
の

用
途

や
目

的
に

つ
い

て
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

辞
書

や
教

材
を

利
用

す
る

学
習

に
必

要
な

辞
書

や
教

材
を

入
手

す
る

6
6
7

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

教
材

の
は

じ
め

な
ど

に
あ

る
ね

ら
い

や
使

い
方

の
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

辞
書

や
教

材
を

利
用

す
る

辞
書

の
凡

例
や

教
材

の
利

用
法

を
理

解
す

る

6
6
8

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

日
本

語
学

習
の

た
め

の
教

材
や

ア
プ

リ
に

つ
い

て
、

ど
ん

な
も

の
が

使
い

や
す

い
か

や
自

分
に

向
い

て
い

る
か

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
日

本
語

教
室

の
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
や

教
師

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

辞
書

や
教

材
を

利
用

す
る

経
験

者
や

指
導

者
に

尋
ね

る

6
6
9

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

日
本

語
教

室
の

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

や
教

師
に

日
本

語
の

表
現

に
つ

い
て

見
聞

き
し

た
場

面
を

伝
え

て
、

ど
ん

な
時

に
、

ど
う

使
う

表
現

な
の

か
な

ど
を

質
問

し
た

り
、

そ
の

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

辞
書

や
教

材
を

利
用

す
る

分
か

ら
な

い
こ

と
を

聞
く

6
7
0

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

日
本

語
学

習
に

関
す

る
短

い
簡

単
な

ブ
ロ

グ
な

ど
を

読
ん

で
、

自
分

の
目

的
に

合
っ

た
学

習
サ

イ
ト

や
教

材
な

ど
に

つ
い

て
、

い
く

つ
か

の
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

日
常

生
活

の
中

で
学

習
す

る
日

常
生

活
で

の
学

習
方

法
を

理
解

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
7
1

書
く

こ
と

創
作

A
2

一
日

の
学

習
に

つ
い

て
、

進
捗

や
反

省
、

学
習

の
感

想
を

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

学
習

記
録

な
ど

に
短

い
簡

単
な

文
で

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

日
常

生
活

の
中

で
学

習
す

る
日

常
生

活
で

意
図

的
に

学
習

を
進

め
る

6
7
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

表
計

算
ソ

フ
ト

の
使

い
方

の
本

な
ど

を
読

ん
で

、
使

用
し

た
い

機
能

に
つ

い
て

の
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
を

活
用

し
自

学
自

習
す

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

の
使

用
方

法
を

理
解

す
る

6
7
3

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

へ
の

ロ
グ

イ
ン

方
法

や
学

習
方

法
が

書
か

れ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

主
要

な
操

作
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

	

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
を

活
用

し
自

学
自

習
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
理

解
す

る

6
7
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

日
本

語
学

習
サ

イ
ト

や
ア

プ
リ

な
ど

に
つ

い
て

よ
く

知
っ

て
い

る
人

に
、

I
C
T

を
活

用
し

て
何

を
ど

の
よ

う
に

学
習

で
き

る
か

に
つ

い
て

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
を

活
用

し
自

学
自

習
す

る
周

囲
の

人
の

使
用

状
況

を
観

察
し

参
考

に
す

る

6
7
5

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

日
本

語
学

習
サ

イ
ト

を
検

索
し

、
ど

の
よ

う
な

サ
イ

ト
か

、
ど

の
よ

う
に

使
う

の
か

な
ど

の
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
を

活
用

し
自

学
自

習
す

る

学
び

た
い

事
柄

が
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

を
使

っ
て

で
き

る
か

ど
う

か
確

認
す

る

6
7
6

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

接
続

方
法

や
パ

ソ
コ

ン
の

設
定

方
法

な
ど

に
つ

い
て

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

に
詳

し
い

友
人

に
質

問
し

た
り

、
相

手
の

質
問

に
対

し
て

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
を

活
用

し
自

学
自

習
す

る

自
学

自
習

の
た

め
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
リ

テ
ラ

シ
ー

を
身

に
付

け
る

6
7
7

書
く

こ
と

創
作

B
1

日
本

語
学

習
サ

イ
ト

の
進

捗
状

況
を

確
認

し
て

、
学

習
目

標
な

ど
を

記
し

た
自

己
評

価
の

た
め

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
た

り
、

目
標

の
達

成
度

や
学

習
の

振
り

返
り

な
ど

を
あ

る
程

度
詳

し
く

書
き

込
む

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
1
）

学
習

方
法

を
身

に
付

け
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
を

活
用

し
自

学
自

習
す

る
学

習
を

モ
ニ

タ
ー

し
成

果
を

評
価

す
る

6
7
8

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

日
本

語
学

習
の

た
め

の
辞

書
や

教
材

な
ど

に
つ

い
て

、
お

す
す

め
の

も
の

や
役

に
立

っ
た

も
の

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
、

日
本

語
教

室
の

先
生

や
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
2
）

日
本

語
を

学
習

す
る

辞
書

や
教

材
を

利
用

す
る

辞
書

や
教

材
の

種
類

を
調

べ
る

6
7
9

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

普
段

の
生

活
の

中
で

意
味

が
分

か
ら

な
い

言
葉

に
つ

い
て

辞
書

で
調

べ
た

と
き

、
そ

の
言

葉
に

関
す

る
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
2
）

日
本

語
を

学
習

す
る

辞
書

や
教

材
を

利
用

す
る

辞
書

を
調

べ
る

6
8
0

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

B
1

社
内

の
日

本
語

研
修

で
業

務
改

善
に

関
す

る
グ

ル
ー

プ
で

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
準

備
を

す
る

た
め

に
、

教
材

と
し

て
配

ら
れ

た
作

業
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

変
作

業
の

詳
細

に
つ

い
て

確
認

や
指

示
を

し
た

り
、

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
2
）

日
本

語
を

学
習

す
る

辞
書

や
教

材
を

利
用

す
る

同
僚

等
と

共
同

学
習

を
す

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
8
1

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

日
本

語
教

室
の

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

な
ど

に
、

今
、

教
室

で
使

っ
て

い
る

教
材

を
使

っ
て

ど
の

よ
う

に
予

習
復

習
を

し
た

ら
よ

い
か

に
つ

い
て

質
問

し
た

り
、

意
見

を
交

換
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
2
）

日
本

語
を

学
習

す
る

辞
書

や
教

材
を

利
用

す
る

分
か

ら
な

い
こ

と
を

聞
く

6
8
2

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
A
2

テ
レ

ビ
ド

ラ
マ

な
ど

を
見

て
、

映
像

を
頼

り
に

、
登

場
人

物
が

ど
の

よ
う

な
場

面
で

ど
の

よ
う

な
表

現
を

使
っ

て
い

る
か

な
ど

、
内

容
を

大
ま

か
に

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
2
）

日
本

語
を

学
習

す
る

日
常

生
活

の
中

で
日

本
語

を
学

習
す

る
周

囲
の

人
の

日
本

語
使

用
を

観
察

し
参

考
に

す
る

6
8
3

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2
★

役
所

や
地

域
の

掲
示

板
や

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
短

い
簡

単
な

お
知

ら
せ

を
読

ん
で

、
日

本
語

教
室

や
交

流
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

場
所

や
日

時
、

内
容

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
2
）

日
本

語
を

学
習

す
る

日
常

生
活

の
中

で
日

本
語

を
学

習
す

る
日

本
語

教
室

や
交

流
イ

ベ
ン

ト
の

情
報

収
集

を
す

る

6
8
4

や
り

取
り

会
話

A
1

日
本

語
教

室
や

国
際

交
流

の
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
、

初
め

て
会

っ
た

人
に

、
名

前
、

出
身

、
仕

事
な

ど
を

尋
ね

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
2
）

日
本

語
を

学
習

す
る

日
常

生
活

の
中

で
日

本
語

を
学

習
す

る
日

本
語

教
室

や
国

際
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
す

る

6
8
5

や
り

取
り

公
式

の
議

論
と

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

B
1

日
本

語
教

室
や

国
際

交
流

の
イ

ベ
ン

ト
で

初
め

て
会

っ
た

人
と

、
日

本
と

自
分

の
国

や
地

域
と

の
共

通
点

や
違

い
に

つ
い

て
、

自
分

の
考

え
を

話
し

た
り

、
相

手
の

話
に

対
し

て
、

簡
単

な
コ

メ
ン

ト
や

意
見

を
述

べ
た

り
し

て
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
2
）

日
本

語
を

学
習

す
る

日
常

生
活

の
中

で
日

本
語

を
学

習
す

る
日

本
語

教
室

や
国

際
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
す

る

6
8
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

レ
ス

ト
ラ

ン
の

メ
ニ

ュ
ー

な
ど

に
あ

る
読

み
方

や
意

味
が

分
か

ら
な

い
言

葉
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
2
）

日
本

語
を

学
習

す
る

日
常

生
活

の
中

で
日

本
語

を
学

習
す

る
周

り
の

人
に

尋
ね

る
（

修
正

）

6
8
7

書
く

こ
と

創
作

B
1

オ
ン

ラ
イ

ン
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
な

ど
で

、
新

た
な

メ
ン

バ
ー

を
募

る
た

め
に

、
活

動
紹

介
や

参
加

に
当

た
っ

て
の

ル
ー

ル
な

ど
を

、
あ

る
程

度
詳

し
く

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
2
）

日
本

語
を

学
習

す
る

日
常

生
活

の
中

で
日

本
語

を
学

習
す

る
学

習
の

仲
間

を
作

る

6
8
8

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

同
じ

地
域

に
住

ん
で

い
る

友
人

と
、

そ
の

地
域

の
方

言
に

つ
い

て
、

び
っ

く
り

し
た

こ
と

や
お

も
し

ろ
い

と
思

っ
た

経
験

な
ど

に
つ

い
て

あ
る

程
度

詳
し

く
話

し
た

り
、

相
手

の
話

に
対

し
て

、
簡

単
な

コ
メ

ン
ト

や
意

見
を

述
べ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

言
語

（
共

通
語

、
方

言
、

敬
語

）
に

つ
い

て
理

解
す

る
自

分
や

周
囲

の
人

の
体

験
か

ら
理

解
す

る

6
8
9

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

近
所

の
人

と
話

し
て

い
て

、
分

か
ら

な
い

言
葉

や
方

言
を

聞
い

た
と

き
に

、
そ

の
言

葉
に

つ
い

て
質

問
し

、
言

葉
の

意
味

や
使

う
状

況
な

ど
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

言
語

（
共

通
語

、
方

言
、

敬
語

）
に

つ
い

て
理

解
す

る
共

通
語

、
方

言
、

敬
語

の
表

現
／

使
い

方
を

学
ぶ

6
9
0

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

職
場

に
あ

る
接

客
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

、
敬

語
の

使
い

方
と

具
体

的
な

フ
レ

ー
ズ

に
つ

い
て

書
か

れ
た

あ
る

程
度

長
い

資
料

に
目

を
通

し
て

、
自

分
が

接
す

る
可

能
性

の
あ

る
場

面
に

合
っ

た
言

い
回

し
や

表
現

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

言
語

（
共

通
語

、
方

言
、

敬
語

）
に

つ
い

て
理

解
す

る
本

や
資

料
を

読
ん

で
知

る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

6
9
1

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

A
2

普
段

よ
く

接
す

る
人

と
話

し
て

い
る

と
き

に
、

生
活

の
中

で
聞

い
た

方
言

な
ど

の
地

域
特

有
の

言
葉

の
意

味
に

つ
い

て
短

い
簡

単
な

言
葉

で
コ

メ
ン

ト
や

質
問

を
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

言
語

（
共

通
語

、
方

言
、

敬
語

）
に

つ
い

て
理

解
す

る
質

問
す

る

6
9
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

同
じ

日
本

語
教

室
で

勉
強

し
て

い
る

友
人

や
教

師
に

、
ど

の
よ

う
に

敬
語

を
学

ん
だ

ら
よ

い
の

か
や

、
効

率
的

な
学

習
方

法
に

つ
い

て
、

詳
し

い
情

報
を

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

言
語

（
共

通
語

、
方

言
、

敬
語

）
に

つ
い

て
理

解
す

る

言
語

（
共

通
語

、
方

言
、

敬
語

）
に

つ
い

て
適

当
な

人
に

学
び

方
を

尋
ね

る

6
9
3

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

自
分

が
住

ん
で

い
る

地
域

の
方

言
の

言
い

回
し

や
特

徴
を

紹
介

す
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
簡

単
な

記
事

な
ど

を
読

ん
で

、
重

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

言
語

（
共

通
語

、
方

言
、

敬
語

）
に

つ
い

て
理

解
す

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
る

6
9
4

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

日
本

語
教

室
の

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

と
、

敬
語

や
漢

字
を

学
ぶ

上
で

の
難

し
さ

に
つ

い
て

、
自

分
の

考
え

を
話

し
た

り
、

相
手

の
話

に
対

し
て

、
簡

単
な

コ
メ

ン
ト

や
意

見
を

述
べ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

言
語

（
共

通
語

、
方

言
、

敬
語

）
に

つ
い

て
理

解
す

る

日
本

語
学

習
機

関
で

言
語

（
共

通
語

、
方

言
、

敬
語

）
に

つ
い

て
学

ぶ

6
9
5

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
B
1

ニ
ュ

ー
ス

の
中

で
特

集
さ

れ
て

い
る

い
く

つ
か

の
取

材
映

像
や

テ
ロ

ッ
プ

を
頼

り
に

、
最

近
の

日
本

の
社

会
問

題
の

内
容

や
原

因
な

ど
に

つ
い

て
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

社
会

問
題

を
調

べ
る

6
9
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

好
き

な
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
短

い
簡

単
な

新
聞

記
事

な
ど

を
読

ん
で

、
試

合
の

勝
敗

や
好

き
な

選
手

の
活

躍
な

ど
、

い
く

つ
か

の
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

新
聞

を
読

む
J
F
1
5
9

6
9
7

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

C
O
2
削

減
な

ど
、

話
題

に
な

っ
て

い
る

環
境

問
題

に
関

す
る

簡
単

な
新

聞
記

事
な

ど
を

読
ん

で
、

重
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

新
聞

を
読

む
J
F
1
6
2

6
9
8

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
2

環
境

問
題

な
ど

に
関

す
る

新
聞

の
社

説
を

読
ん

で
、

新
た

な
情

報
や

筆
者

の
立

場
・

主
張

と
そ

の
論

拠
な

ど
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

新
聞

を
読

む
J
F
1
5
7

6
9
9

聞
く

こ
と

音
声

メ
デ

ィ
ア

や
録

音
を

聞
く

こ
と

B
1
★

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
テ

レ
ビ

や
ラ

ジ
オ

で
視

聴
者

か
ら

の
い

じ
め

や
不

登
校

な
ど

の
悩

み
相

談
を

聞
い

て
、

内
容

や
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

の
要

点
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
等

で
知

る

7
0
0

聞
く

こ
と

音
声

メ
デ

ィ
ア

や
録

音
を

聞
く

こ
と

B
2
★

ラ
ジ

オ
で

商
店

街
な

ど
で

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

聞
い

て
、

最
近

の
景

気
や

消
費

者
の

動
向

な
ど

に
つ

い
て

、
人

々
の

感
じ

方
の

違
い

や
レ

ポ
ー

タ
ー

の
コ

メ
ン

ト
な

ど
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
等

で
知

る
J
F
1
1
1

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

7
0
1

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

日
本

の
社

会
問

題
に

関
す

る
情

報
を

入
手

す
る

た
め

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
ニ

ュ
ー

ス
記

事
な

ど
か

ら
、

現
在

話
題

に
な

っ
て

い
る

社
会

問
題

に
関

す
る

簡
単

な
記

事
を

読
ん

で
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

情
報

を
入

手
す

る

7
0
2

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

子
供

の
い

じ
め

な
ど

の
社

会
問

題
に

つ
い

て
、

大
ま

か
な

内
容

や
、

ど
う

い
う

背
景

が
あ

る
か

な
ど

質
問

し
、

友
人

や
家

族
と

簡
単

な
コ

メ
ン

ト
や

意
見

を
交

換
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

人
に

尋
ね

る

7
0
3

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
2

友
人

や
家

族
と

、
例

え
ば

人
口

減
少

や
経

済
問

題
な

ど
に

つ
い

て
議

論
し

て
い

る
と

き
に

、
自

分
の

経
験

を
も

と
に

論
拠

を
示

し
な

が
ら

考
え

を
述

べ
、

相
手

の
意

見
に

的
確

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

自
分

や
周

囲
の

人
の

体
験

か
ら

理
解

す
る

7
0
4

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

教
育

委
員

会
な

ど
が

出
し

て
い

る
「

外
国

人
児

童
生

徒
の

た
め

の
就

学
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
」

な
ど

の
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

学
校

制
度

や
就

学
手

続
、

教
育

相
談

な
ど

、
子

供
の

就
学

の
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
教

育
事

情
、

学
校

制
度

に
つ

い
て

学
べ

る
機

会
を

探
す

7
0
5

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

地
域

の
学

校
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
、

短
い

簡
単

な
お

知
ら

せ
を

見
て

、
授

業
参

観
や

学
校

公
開

、
見

学
で

き
る

行
事

の
お

知
ら

せ
な

ど
、

学
校

を
見

に
行

く
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
教

育
機

関
や

教
育

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

の
説

明
会

を
利

用
す

る

7
0
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
2

高
校

受
験

案
内

や
入

試
要

項
な

ど
を

読
ん

で
、

志
望

校
の

教
育

方
針

や
入

試
の

方
法

な
ど

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
本

や
資

料
を

読
ん

で
知

る

7
0
7

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
B
1

受
験

や
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

に
関

す
る

テ
レ

ビ
ニ

ュ
ー

ス
を

見
て

、
映

像
や

テ
ロ

ッ
プ

を
頼

り
に

、
日

本
の

教
育

制
度

の
概

要
や

問
題

点
な

ど
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
情

報
を

入
手

す
る

7
0
8

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
2

専
門

用
語

の
意

味
を

確
認

す
る

た
め

に
辞

書
を

使
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

保
護

者
向

け
の

小
中

高
校

の
入

学
説

明
会

の
資

料
を

読
ん

で
、

入
学

手
続

や
就

学
支

援
金

の
申

請
方

法
な

ど
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
読

む

7
0
9

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

子
供

の
学

校
生

活
に

つ
い

て
母

語
で

情
報

を
集

め
る

た
め

に
、

役
所

や
学

校
の

担
当

者
に

、
母

語
で

書
か

れ
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

が
あ

る
か

や
、

保
護

者
会

へ
の

通
訳

派
遣

が
可

能
か

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

い
く

つ
か

の
簡

単
な

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
自

ら
の

母
語

で
書

か
れ

た
も

の
か

ら
関

連
情

報
を

入
手

す
る

7
1
0

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

公
的

な
子

供
の

預
け

先
に

つ
い

て
、

ど
ん

な
預

け
先

が
あ

る
か

、
ど

の
よ

う
に

申
し

込
め

ば
い

い
か

な
ど

、
役

所
の

窓
口

の
担

当
者

に
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
人

に
尋

ね
て

知
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

7
1
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

子
供

が
通

う
学

校
の

先
生

に
、

就
学

に
当

た
っ

て
準

備
し

て
お

く
も

の
や

給
食

で
食

べ
ら

れ
な

い
も

の
が

あ
る

と
き

に
ど

う
す

れ
ば

い
か

な
ど

、
学

校
生

活
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
教

育
事

情
、

学
校

制
度

に
つ

い
て

先
生

や
周

囲
の

人
に

尋
ね

る

7
1
2

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1
★

近
所

の
学

校
に

つ
い

て
、

評
判

や
言

語
の

サ
ポ

ー
ト

が
得

ら
れ

る
か

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
、

そ
の

学
校

に
子

供
を

通
わ

せ
て

い
る

友
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
疑

問
に

思
っ

た
こ

と
を

適
当

な
人

に
尋

ね
る

7
1
3

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
あ

る
日

本
の

学
校

教
育

に
つ

い
て

の
、

あ
る

程
度

長
い

文
章

に
目

を
通

し
て

、
教

科
の

種
類

や
学

校
で

の
生

活
な

ど
、

子
供

を
学

校
に

通
わ

せ
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
る

7
1
4

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

友
人

や
家

族
と

、
そ

れ
ぞ

れ
の

学
生

時
代

や
受

験
体

験
に

関
し

て
、

あ
る

程
度

詳
し

く
状

況
や

心
情

を
説

明
し

、
簡

単
な

コ
メ

ン
ト

や
意

見
を

交
換

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

1
9

学
習

す
る

（
4
3
）

日
本

に
つ

い
て

理
解

す
る

教
育

事
情

、
学

校
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
自

分
や

周
囲

の
人

の
体

験
か

ら
理

解
す

る

7
1
5

や
り

取
り

情
報

の
交

換
B
1

ス
キ

ー
場

や
キ

ャ
ン

プ
場

な
ど

、
休

暇
を

過
ご

す
場

所
に

つ
い

て
、

便
利

な
利

用
方

法
や

近
く

の
観

光
地

な
ど

の
詳

し
い

情
報

を
、

親
し

い
人

に
質

問
し

た
り

、
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む
外

出
や

余
暇

の
計

画
を

立
て

る
余

暇
を

過
ご

す
場

所
や

利
用

方
法

を
知

る

7
1
6

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

旅
行

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
な

ど
の

短
い

簡
単

な
文

を
見

て
、

主
な

名
所

や
お

店
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む
外

出
や

余
暇

の
計

画
を

立
て

る
計

画
を

立
て

る
た

め
の

情
報

を
入

手
す

る

7
1
7

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

旅
行

雑
誌

や
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
な

ど
の

、
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

名
所

や
名

物
の

特
徴

な
ど

、
行

き
先

を
決

め
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む
外

出
や

余
暇

の
計

画
を

立
て

る
計

画
を

立
て

る
た

め
の

情
報

を
入

手
す

る
J
F
1
3
3

7
1
8

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

あ
る

短
い

簡
単

な
ツ

ア
ー

の
案

内
文

を
見

て
、

滞
在

地
の

紹
介

や
体

験
で

き
る

活
動

な
ど

、
自

分
の

希
望

に
合

っ
た

ツ
ア

ー
を

選
ぶ

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む
外

出
や

余
暇

の
計

画
を

立
て

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
情

報
検

索
を

し
て

可
能

な
方

法
を

選
択

す
る

7
1
9

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

休
み

の
前

な
ど

に
、

余
暇

に
お

す
す

め
の

場
所

に
つ

い
て

、
ど

こ
に

あ
る

か
、

そ
こ

に
何

が
あ

る
か

、
そ

こ
で

何
が

で
き

る
か

な
ど

の
簡

単
な

情
報

を
友

人
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む
外

出
や

余
暇

の
計

画
を

立
て

る
適

当
な

人
か

ら
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
う

7
2
0

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

A
2

友
人

を
誘

う
た

め
に

、
イ

ベ
ン

ト
の

日
時

を
伝

え
、

一
緒

に
行

く
か

ど
う

か
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

尋
ね

た
り

、
誘

い
に

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む
外

出
や

余
暇

の
計

画
を

立
て

る
映

画
に

誘
わ

れ
る

J
F
5
4
9

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

7
2
1

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

家
族

や
友

人
と

外
出

や
余

暇
の

計
画

を
立

て
る

と
き

、
目

的
地

や
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
、

自
分

の
意

見
を

述
べ

た
り

、
他

の
人

の
意

見
を

調
整

し
た

り
し

な
が

ら
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む
外

出
や

余
暇

の
計

画
を

立
て

る
時

間
を

確
保

す
る

7
2
2

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

A
2

地
域

の
広

報
誌

な
ど

に
あ

る
、

外
国

人
向

け
の

短
い

簡
単

な
お

知
ら

せ
を

読
ん

で
、

日
本

語
教

室
や

交
流

イ
ベ

ン
ト

な
ど

の
場

所
や

日
時

、
内

容
な

ど
、

い
く

つ
か

の
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

情
報

（
イ

ベ
ン

ト
、

娯
楽

施
設

、
地

域
の

サ
ー

ク
ル

活
動

等
）

を
収

集
す

る

役
所

の
広

報
誌

、
広

告
や

ポ
ス

タ
ー

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
か

ら
情

報
を

得
る

（
修

正
）

J
F
生

1
0
5

7
2
3

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

市
報

な
ど

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

つ
い

て
の

簡
単

な
紹

介
記

事
を

読
ん

で
、

こ
れ

ま
で

に
ど

の
よ

う
な

活
動

を
し

て
い

る
の

か
、

自
分

の
生

活
ス

タ
イ

ル
で

も
参

加
で

き
る

か
な

ど
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

情
報

（
イ

ベ
ン

ト
、

娯
楽

施
設

、
地

域
の

サ
ー

ク
ル

活
動

等
）

を
収

集
す

る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

情
報

検
索

を
し

て
収

集
す

る

7
2
4

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

行
っ

て
み

た
い

と
思

っ
て

い
る

店
や

娯
楽

施
設

に
つ

い
て

、
友

人
に

、
そ

こ
に

行
っ

た
こ

と
が

あ
る

か
、

ど
ん

な
と

こ
ろ

か
な

ど
、

短
い

簡
単

な
言

葉
で

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

情
報

（
イ

ベ
ン

ト
、

娯
楽

施
設

、
地

域
の

サ
ー

ク
ル

活
動

等
）

を
収

集
す

る

同
僚

や
周

囲
の

人
か

ら
の

口
コ

ミ
情

報
を

得
る

7
2
5

や
り

取
り

情
報

の
交

換
A
2

地
域

で
行

わ
れ

て
い

る
趣

味
の

教
室

や
イ

ベ
ン

ト
な

ど
に

つ
い

て
、

日
時

や
参

加
費

、
内

容
な

ど
の

簡
単

な
情

報
を

、
友

人
に

質
問

し
た

り
、

答
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

情
報

（
イ

ベ
ン

ト
、

娯
楽

施
設

、
地

域
の

サ
ー

ク
ル

活
動

等
）

を
収

集
す

る

同
僚

や
周

囲
の

人
か

ら
の

口
コ

ミ
情

報
を

得
る

7
2
6

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

図
書

館
の

利
用

案
内

に
つ

い
て

の
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

利
用

カ
ー

ド
は

ど
の

よ
う

に
作

る
か

、
ど

の
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

や
活

動
が

あ
る

か
な

ど
、

利
用

の
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

地
域

の
公

共
施

設
（

図
書

館
、

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

等
）

を
利

用
す

る

施
設

の
種

類
や

制
度

に
つ

い
て

知
る

7
2
7

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2

ゆ
っ

く
り

と
は

っ
き

り
と

話
さ

れ
れ

ば
、

図
書

館
な

ど
で

、
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

図
書

館
の

使
い

方
（

例
え

ば
、

貸
出

し
方

法
、

貸
出

し
期

間
、

注
意

事
項

）
な

ど
の

簡
単

な
説

明
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

地
域

の
公

共
施

設
（

図
書

館
、

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

等
）

を
利

用
す

る
利

用
方

法
を

尋
ね

る
J
F
生

8
4

7
2
8

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2
★

図
書

館
や

公
民

館
な

ど
に

置
か

れ
て

い
る

短
い

簡
単

な
利

用
案

内
を

読
ん

で
、

利
用

時
間

や
本

や
会

議
室

の
貸

出
し

の
決

ま
り

な
ど

、
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

地
域

の
公

共
施

設
（

図
書

館
、

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

等
）

を
利

用
す

る
利

用
方

法
を

尋
ね

る

7
2
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

タ
ウ

ン
マ

ッ
プ

な
ど

情
報

誌
の

短
い

簡
単

な
文

を
見

て
、

地
域

に
ど

の
よ

う
な

公
共

施
設

が
あ

る
か

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

地
域

の
公

共
施

設
（

図
書

館
、

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

等
）

を
利

用
す

る

地
域

に
ど

の
よ

う
な

公
共

施
設

が
あ

る
か

調
べ

る
（

修
正

）

7
3
0

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

公
民

館
の

利
用

案
内

に
つ

い
て

の
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

調
理

室
が

あ
る

か
、

個
人

で
借

り
る

こ
と

が
で

き
る

か
、

予
約

の
方

法
な

ど
の

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

地
域

の
公

共
施

設
（

図
書

館
、

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

等
）

を
利

用
す

る
利

用
先

を
確

か
め

選
択

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

7
3
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

公
民

館
に

電
話

を
し

て
、

会
場

の
広

さ
や

い
す

・
机

の
数

、
飲

食
で

き
る

か
ど

う
か

な
ど

施
設

の
設

備
な

ど
に

つ
い

て
担

当
者

に
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

地
域

の
公

共
施

設
（

図
書

館
、

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

等
）

を
利

用
す

る
問

い
合

わ
せ

て
申

し
込

む

7
3
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

図
書

館
で

、
返

却
期

限
や

一
度

に
何

冊
ま

で
借

り
ら

れ
る

か
な

ど
、

不
明

な
点

に
つ

い
て

、
窓

口
の

担
当

者
に

簡
単

な
言

葉
で

質
問

し
、

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

地
域

の
公

共
施

設
（

図
書

館
、

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

等
）

を
利

用
す

る
図

書
館

を
利

用
す

る

7
3
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

図
書

館
の

窓
口

で
、

「
こ

の
本

を
返

し
た

い
で

す
」

な
ど

と
短

い
簡

単
な

言
葉

で
、

窓
口

の
人

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

地
域

の
公

共
施

設
（

図
書

館
、

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

等
）

を
利

用
す

る
本

を
返

す

7
3
4

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

、
図

書
館

の
本

の
予

約
を

す
る

と
き

、
予

約
し

た
い

本
を

選
び

、
名

前
や

電
話

番
号

な
ど

必
要

な
情

報
を

入
力

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅸ 自
身

を
豊

か
に

す
る

2
0

余
暇

を
楽

し
む

（
4
4
）

●
余

暇
を

楽
し

む

地
域

の
公

共
施

設
（

図
書

館
、

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

等
）

を
利

用
す

る
本

を
予

約
す

る

7
3
5

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

窓
口

で
係

員
に

、
郵

便
局

に
は

ど
ん

な
サ

ー
ビ

ス
が

あ
る

か
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
5
）

●
郵

便
・

宅
配

便
を

利
用

す
る

郵
便

を
利

用
す

る
日

本
の

郵
便

制
度

の
概

要
を

知
る

7
3
6

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

郵
便

局
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
郵

便
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

に
関

す
る

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

各
サ

ー
ビ

ス
の

特
徴

な
ど

、
重

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
5
）

●
郵

便
・

宅
配

便
を

利
用

す
る

郵
便

を
利

用
す

る
各

種
郵

便
物

の
違

い
を

知
る

7
3
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

郵
便

局
の

窓
口

で
持

ち
込

み
割

引
や

同
一

あ
て

先
割

引
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
5
）

●
郵

便
・

宅
配

便
を

利
用

す
る

郵
便

を
利

用
す

る
料

金
を

知
る

7
3
8

書
く

こ
と

通
信

A
1

見
本

が
あ

れ
ば

、
は

が
き

や
封

筒
に

、
宛

名
や

差
出

人
の

住
所

や
名

前
な

ど
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
5
）

●
郵

便
・

宅
配

便
を

利
用

す
る

郵
便

を
利

用
す

る
手

紙
や

葉
書

を
書

い
て

送
る

7
3
9

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
1

ポ
ス

ト
の

投
か

ん
口

の
「

手
紙

・
は

が
き

」
「

そ
の

他
の

郵
便

」
「

大
型

」
「

速
達

」
な

ど
、

短
い

表
示

を
見

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
5
）

●
郵

便
・

宅
配

便
を

利
用

す
る

郵
便

を
利

用
す

る
手

紙
や

葉
書

を
書

い
て

送
る

7
4
0

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

郵
便

物
や

宅
配

便
の

不
在

連
絡

票
の

短
い

簡
単

な
文

を
見

て
、

再
配

達
依

頼
の

電
話

番
号

や
U
R
L
、

再
配

達
が

可
能

な
期

間
な

ど
、

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
5
）

●
郵

便
・

宅
配

便
を

利
用

す
る

郵
便

を
利

用
す

る
不

在
配

達
通

知
に

対
応

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

7
4
1

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

宅
配

便
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
サ

ー
ビ

ス
や

日
時

指
定

な
ど

、
そ

の
会

社
を

利
用

す
る

か
決

め
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
5
）

●
郵

便
・

宅
配

便
を

利
用

す
る

宅
配

便
を

利
用

す
る

宅
配

便
の

制
度

の
概

要
を

知
る

7
4
2

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2

郵
便

局
や

コ
ン

ビ
ニ

な
ど

で
荷

物
を

送
る

と
き

、
送

り
方

や
送

料
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
い

く
つ

か
の

簡
単

な
答

え
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
5
）

●
郵

便
・

宅
配

便
を

利
用

す
る

宅
配

便
を

利
用

す
る

支
払

い
方

法
を

指
定

す
る

J
F
生

7
7

7
4
3

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

A
2
★

宅
配

便
の

不
在

通
知

を
見

て
再

配
達

を
依

頼
し

た
い

と
き

、
再

配
達

の
自

動
音

声
案

内
の

簡
単

な
案

内
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
5
）

●
郵

便
・

宅
配

便
を

利
用

す
る

宅
配

便
を

利
用

す
る

不
在

配
達

通
知

を
見

て
自

動
音

声
案

内
に

従
う

7
4
4

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

宅
配

便
の

再
配

達
を

依
頼

す
る

電
話

を
か

け
、

音
声

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

日
時

や
曜

日
、

配
達

方
法

の
指

定
な

ど
の

あ
る

程
度

詳
し

い
案

内
を

聞
い

て
、

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
5
）

●
郵

便
・

宅
配

便
を

利
用

す
る

宅
配

便
を

利
用

す
る

再
配

達
依

頼
の

電
話

を
す

る

7
4
5

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

い
く

つ
か

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

を
比

較
す

る
サ

イ
ト

な
ど

の
簡

単
な

記
事

に
目

を
通

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

な
ど

、
ど

の
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
と

契
約

す
る

か
決

め
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
と

契
約

す
る

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

に
つ

い
て

理
解

し
適

当
な

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

を
選

択
す

る

7
4
6

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

家
電

量
販

店
の

店
員

に
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

契
約

内
容

や
加

入
手

続
に

つ
い

て
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
と

契
約

す
る

契
約

手
続

を
行

う

7
4
7

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

A
2

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
の

設
定

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

接
続

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

、
簡

単
な

説
明

を
読

ん
で

、
い

く
つ

か
の

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
と

契
約

す
る

使
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

理
解

す
る

7
4
8

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

携
帯

電
話

店
の

店
員

に
フ

リ
ッ

ク
入

力
や

音
声

入
力

な
ど

、
様

々
な

日
本

語
入

力
の

方
法

に
つ

い
て

質
問

し
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
ネ

ッ
ト

検
索

す
る

日
本

語
で

の
検

索
方

法
を

知
る

7
4
9

読
む

こ
と

情
報

や
議

論
を

読
む

こ
と

B
1

近
隣

の
飲

食
店

名
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

検
索

し
て

表
示

さ
れ

た
店

の
雰

囲
気

や
評

判
な

ど
の

簡
単

な
レ

ビ
ュ

ー
を

読
ん

で
、

主
要

な
情

報
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
ネ

ッ
ト

検
索

す
る

検
索

結
果

を
読

み
取

り
必

要
な

絞
り

込
み

を
す

る

7
5
0

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

p
d
f
フ

ァ
イ

ル
だ

け
を

検
索

す
る

な
ど

特
殊

な
検

索
に

つ
い

て
書

か
れ

た
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

効
率

的
な

検
索

を
行

う
た

め
に

必
要

な
情

報
を

探
し

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
ネ

ッ
ト

検
索

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

理
解

す
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

7
5
1

や
り

取
り

非
公

式
の

議
論

（
友

人
と

の
）

B
1

電
子

メ
ー

ル
の

設
定

な
ど

に
つ

い
て

、
パ

ソ
コ

ン
に

詳
し

い
友

人
に

あ
る

程
度

詳
し

く
質

問
し

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
強

化
の

た
め

の
方

法
を

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

の
シ

ス
テ

ム
を

理
解

す
る

7
5
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
の

、
あ

る
程

度
長

い
文

章
に

目
を

通
し

て
、

フ
ォ

ル
ダ

や
連

絡
先

の
管

理
な

ど
、

電
子

メ
ー

ル
を

利
用

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
理

解
す

る

7
5
3

書
く

こ
と

記
録

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
書

式
A
1

フ
リ

ー
メ

ー
ル

の
ア

ド
レ

ス
を

取
得

す
る

た
め

に
、

新
規

作
成

の
ペ

ー
ジ

に
、

名
前

、
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

、
パ

ス
ワ

ー
ド

、
電

話
番

号
、

生
年

月
日

な
ど

、
自

分
の

基
本

的
な

情
報

を
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
契

約
を

行
う

7
5
4

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

電
子

メ
ー

ル
を

送
受

信
す

る
た

め
の

ソ
フ

ト
な

ど
を

イ
ン

ス
ト

ー
ル

す
る

と
き

、
そ

の
手

順
に

つ
い

て
書

か
れ

た
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
の

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

主
要

な
操

作
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
メ

ー
ラ

ー
ソ

フ
ト

を
イ

ン
ス

ト
ー

ル
す

る

7
5
5

書
く

こ
と

通
信

A
1

友
人

に
メ

ー
ル

を
送

る
と

き
に

、
自

分
の

名
前

や
「

こ
ん

に
ち

は
」

や
「

あ
り

が
と

う
」

な
ど

、
定

型
の

簡
単

な
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
日

本
語

で
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
日

本
語

入
力

に
慣

れ
る

7
5
6

書
く

こ
と

通
信

A
1

お
世

話
に

な
っ

た
人

へ
の

お
礼

の
カ

ー
ド

に
、

「
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

」
「

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
」

な
ど

、
定

型
の

簡
単

な
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
書

く
J
F
4
4
5

7
5
7

や
り

取
り

目
的

達
成

の
た

め
の

共
同

作
業

A
2

メ
ー

ル
な

ど
の

日
本

語
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

も
ら

う
た

め
に

、
友

人
や

同
僚

に
短

い
簡

単
な

言
葉

で
事

情
を

伝
え

、
頼

む
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
書

く

7
5
8

書
く

こ
と

通
信

A
2

お
世

話
に

な
っ

た
人

に
、

短
い

簡
単

な
文

で
お

礼
の

手
紙

や
メ

ー
ル

な
ど

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
書

く
J
F
4
4
2

7
5
9

書
く

こ
と

通
信

B
1

お
世

話
に

な
っ

た
人

に
、

感
謝

の
気

持
ち

や
近

況
な

ど
に

つ
い

て
、

あ
る

程
度

詳
し

く
お

礼
の

手
紙

や
メ

ー
ル

な
ど

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
書

く
J
F
4
3
9

7
6
0

読
む

こ
と

通
信

文
を

読
む

こ
と

B
1

感
謝

の
気

持
ち

や
近

況
な

ど
に

つ
い

て
、

気
持

ち
の

変
化

や
出

来
事

の
様

子
な

ど
に

つ
い

て
詳

し
く

書
か

れ
た

友
人

か
ら

の
お

礼
の

手
紙

や
メ

ー
ル

な
ど

を
読

ん
で

、
大

部
分

の
内

容
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
書

く

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

7
6
1

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
1

電
子

メ
ー

ル
の

送
受

信
や

フ
ァ

イ
ル

の
添

付
の

手
順

、
受

信
メ

ー
ル

の
フ

ォ
ル

ダ
へ

の
整

理
の

方
法

な
ど

に
つ

い
て

、
友

人
に

順
序

立
て

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
送

信
や

受
信

の
手

順
に

慣
れ

る

7
6
2

書
く

こ
と

通
信

B
1
★

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

に
、

新
し

く
買

っ
た

電
化

製
品

に
つ

い
て

、
不

具
合

の
内

容
や

ど
う

対
処

し
て

み
た

か
な

ど
に

つ
い

て
、

あ
る

程
度

詳
し

く
メ

ー
ル

な
ど

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
6
）

●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
利

用
す

る
ト

ラ
ブ

ル
に

対
処

す
る

7
6
3

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

携
帯

電
話

を
扱

う
店

の
店

員
が

提
案

す
る

契
約

プ
ラ

ン
や

オ
プ

シ
ョ

ン
の

特
徴

な
ど

に
つ

い
て

質
問

し
、

聞
き

返
す

こ
と

も
あ

る
が

、
あ

る
程

度
詳

細
な

説
明

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
7
）

●
電

話
等

を
利

用
す

る
電

話
を

発
信

す
る

携
帯

電
話

事
情

の
概

要
を

知
る

（
修

正
）

7
6
4

聞
く

こ
と

広
報

・
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
指

示
を

聞
く

こ
と

B
1

発
音

が
は

っ
き

り
し

て
い

れ
ば

、
携

帯
電

話
店

の
店

員
に

よ
る

お
す

す
め

の
機

種
の

使
い

方
や

便
利

な
機

能
に

つ
い

て
の

説
明

を
聞

い
て

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
7
）

●
電

話
等

を
利

用
す

る
電

話
を

発
信

す
る

携
帯

電
話

の
契

約
を

す
る

（
修

正
）

7
6
5

読
む

こ
と

説
明

書
を

読
む

こ
と

B
1

携
帯

電
話

の
説

明
書

の
中

か
ら

発
信

や
受

信
、

メ
ー

ル
の

送
受

信
や

ア
プ

リ
の

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

の
方

法
な

ど
に

つ
い

て
の

簡
単

な
説

明
を

読
ん

で
、

主
要

な
操

作
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
7
）

●
電

話
等

を
利

用
す

る
電

話
を

発
信

す
る

携
帯

電
話

の
使

用
方

法
を

理
解

す
る

（
修

正
）

7
6
6

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
B
1

携
帯

電
話

の
使

い
方

に
つ

い
て

の
動

画
を

見
て

、
映

像
や

テ
ロ

ッ
プ

を
頼

り
に

、
主

な
機

能
の

使
い

方
や

取
扱

い
上

の
注

意
点

な
ど

、
主

要
な

情
報

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
7
）

●
電

話
等

を
利

用
す

る
電

話
を

発
信

す
る

携
帯

電
話

の
使

い
方

を
知

る
（

修
正

）

7
6
7

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
2
★

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

な
ど

に
電

話
を

し
て

話
し

た
い

相
手

と
別

の
人

が
出

た
と

き
、

短
い

簡
単

な
伝

言
を

依
頼

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
7
）

●
電

話
等

を
利

用
す

る
電

話
を

発
信

す
る

話
し

た
い

相
手

と
は

別
の

人
が

出
た

時
に

対
処

す
る

（
替

わ
っ

て
も

ら
っ

た
り

、
伝

言
を

依
頼

し
た

り
す

る
）

7
6
8

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
1

帰
り

が
遅

く
な

る
と

き
、

帰
宅

が
遅

く
な

る
理

由
、

済
ま

せ
て

お
い

て
ほ

し
い

用
事

や
家

事
の

内
容

な
ど

に
つ

い
て

、
留

守
番

電
話

に
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
残

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
7
）

●
電

話
等

を
利

用
す

る
電

話
を

発
信

す
る

留
守

番
電

話
に

伝
言

を
入

れ
る

7
6
9

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
B
1

電
気

屋
な

ど
で

店
員

に
、

電
子

機
器

の
操

作
方

法
な

ど
に

つ
い

て
質

問
し

、
聞

き
返

す
こ

と
も

あ
る

が
、

あ
る

程
度

詳
細

な
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
7
）

●
電

話
等

を
利

用
す

る
電

話
を

発
信

す
る

電
話

・
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
を

確
保

す
る

J
F
3
1
3

7
7
0

や
り

取
り

会
話

A
1

電
話

が
か

か
っ

て
き

た
と

き
に

、
「

も
し

も
し

」
「

○
○

で
す

」
な

ど
電

話
を

受
け

る
と

き
の

表
現

を
使

う
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
1

通
信

す
る

（
4
7
）

●
電

話
等

を
利

用
す

る
電

話
を

発
信

す
る

電
話

を
受

け
る

際
の

定
型

的
な

表
現

に
慣

れ
る

通 番
言

語
活

動
カ

テ
ゴ

リ
ー

レ ベ ル
C
a
n
 
d
o

J
F

番
号
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生
活

上
の

行
為

の
事

例

大
分

類
中

分
類

小
分

類
事

例
１

（
上

位
項

目
）

事
例

２
（

下
位

項
目

）

7
7
1

や
り

取
り

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

得
る

た
め

の
取

引
A
1

本
屋

や
コ

ン
ビ

ニ
、

売
店

な
ど

の
店

員
に

、
欲

し
い

雑
誌

や
新

聞
の

名
前

を
伝

え
、

ゆ
っ

く
り

と
は

っ
き

り
と

簡
潔

に
話

さ
れ

れ
ば

、
あ

る
か

ど
う

か
の

答
え

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
2

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
す

る

（
4
8
）

●
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

を
利

用
す

る

新
聞

・
雑

誌
・

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

雑
誌

・
新

聞
を

購
入

す
る

7
7
2

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

B
1

テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

番
組

に
つ

い
て

紹
介

し
た

簡
単

な
記

事
や

ブ
ロ

グ
を

読
ん

で
、

番
組

の
内

容
や

興
味

が
あ

る
ト

ピ
ッ

ク
な

ど
、

見
た

い
番

組
や

聞
き

た
い

番
組

を
見

つ
け

る
た

め
に

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
2

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
す

る

（
4
8
）

●
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

を
利

用
す

る

新
聞

・
雑

誌
・

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

す
る

7
7
3

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

論
拠

を
述

べ
る

こ
と

B
1

テ
レ

ビ
ニ

ュ
ー

ス
や

新
聞

記
事

を
き

っ
か

け
に

、
住

民
投

票
制

度
や

入
管

法
改

正
な

ど
、

自
分

の
生

活
に

密
接

に
関

わ
る

政
策

に
つ

い
て

、
友

人
に

簡
単

な
説

明
や

理
由

を
交

え
て

自
分

の
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
2

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
す

る

（
4
8
）

●
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

を
利

用
す

る

新
聞

・
雑

誌
・

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

新
聞

を
読

む

7
7
4

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

論
拠

を
述

べ
る

こ
と

B
2
★

テ
レ

ビ
ニ

ュ
ー

ス
や

新
聞

記
事

を
き

っ
か

け
に

、
裁

判
員

制
度

な
ど

の
社

会
的

な
問

題
に

つ
い

て
、

死
刑

制
度

廃
止

や
少

年
法

改
定

の
議

論
な

ど
の

関
連

事
項

と
結

び
つ

け
な

が
ら

、
友

人
に

自
分

の
視

点
を

明
確

に
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
2

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
す

る

（
4
8
）

●
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

を
利

用
す

る

新
聞

・
雑

誌
・

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

新
聞

を
読

む
J
F
3
1

7
7
5

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
A
2

好
き

な
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
テ

レ
ビ

ニ
ュ

ー
ス

な
ど

を
見

て
、

試
合

の
勝

敗
や

好
き

な
選

手
の

活
躍

な
ど

、
内

容
を

大
ま

か
に

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
2

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
す

る

（
4
8
）

●
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

を
利

用
す

る

新
聞

・
雑

誌
・

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

テ
レ

ビ
番

組
を

見
る

J
F
1
8
7

7
7
6

読
む

こ
と

世
情

を
把

握
す

る
た

め
に

読
む

こ
と

A
2

テ
レ

ビ
の

番
組

表
を

見
て

、
興

味
を

持
っ

た
番

組
が

い
つ

、
ど

の
チ

ャ
ン

ネ
ル

で
や

る
か

な
ど

、
必

要
な

情
報

を
探

し
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
2

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
す

る

（
4
8
）

●
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

を
利

用
す

る

新
聞

・
雑

誌
・

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

テ
レ

ビ
番

組
を

見
る

J
F
生

2
6
7

7
7
7

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
B
1

好
き

な
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
テ

レ
ビ

ニ
ュ

ー
ス

な
ど

を
見

て
、

映
像

や
テ

ロ
ッ

プ
を

頼
り

に
、

キ
ャ

ス
タ

ー
の

解
説

の
主

要
な

点
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
2

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
す

る

（
4
8
）

●
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

を
利

用
す

る

新
聞

・
雑

誌
・

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

テ
レ

ビ
番

組
を

見
る

J
F
1
8
1

7
7
8

聞
く

こ
と

テ
レ

ビ
や

映
画

を
見

る
こ

と
B
2

人
間

ド
ラ

マ
や

ラ
ブ

ロ
マ

ン
ス

な
ど

の
映

画
を

見
て

、
話

の
筋

を
追

い
、

登
場

人
物

が
ど

の
よ

う
に

葛
藤

や
障

壁
を

乗
り

越
え

た
か

な
ど

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ⅹ 情
報

を
収

集
・

発
信

す
る

2
2

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
す

る

（
4
8
）

●
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

を
利

用
す

る

新
聞

・
雑

誌
・

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
情

報
を

収
集

す
る

テ
レ

ビ
番

組
を

見
る

J
F
1
7
7

7
7
9

発
表

長
く

一
人

で
話

す
：

経
験

談
B
2

最
近

話
題

に
な

っ
て

い
る

推
理

ド
ラ

マ
に

つ
い

て
、

友
人

に
、

こ
れ

ま
で

の
ス

ト
ー

リ
ー

、
登

場
人

物
の

性
格

や
人

間
関

係
を

要
領

よ
く

ま
と

め
、

今
後

の
展

開
に

つ
い

て
自

分
な

り
の

予
想

を
明

確
に

詳
し

く
話

す
こ
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